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表記と記載内容について

マーク 内容

* オプションや仕様により異な
る装備には *マークが付いて
います。

G 警告

重大事故や命にかかわるけが
を未然に防ぐために必ず守っ
ていただきたいことです。

H 環境

環境保護のためのアドバイ
スや守っていただきたいこ
とです。

! 注意

けがや事故、車の損傷を未然
に防ぐため、必ず守っていた
だきたいことです。

i 知識

知っていると便利なことや、
知っておいていただきたいこ
とです。

� 操作手順などを示してい
ます。

（�ページ） 関連する内容が他のページに
もあることを示しています。



お客様へ

このたびはメルセデス・ベンツ車を
お買い上げいただき、ありがとうご
ざいます。

この取扱説明書は、車の取り扱い方法
をはじめ、機能を十分に発揮させるた
めの情報や、危険な状況を回避するた
めの情報、万一のときの処置などを記
載しています。

車をご使用になる前に、本書を必ずお
読みください。

•  取扱説明書は、いつでも読めるよう
に必ず車内に保管してください。

•  この取扱説明書には、日本仕様とは
異なる記述やイラスト、操作方法な
どが含まれている場合があります。

•  表紙の画像はイメージであり、日本
仕様とは異なる場合があります。

•  この取扱説明書には、日本仕様には
設定されない装備の記述が含まれて
いる場合があります。

•  この取扱説明書には、走行速度が
100km/hを超えたときの車両機能
や状態についての記述があります
が、公道を走行する際は、必ず法
定速度や制限速度を遵守してくだ
さい。

•  装備や仕様の違いなどにより、一
部の記述やイラストが、お買い上
げいただいた車とは異なることが
あります。

•  スイッチなどの形状や装備、操作方
法などは予告なく変更されることが
あります。

•  オーディオやナビゲーションに関し
ては、別冊の「COMANDシステム 
取扱説明書」をお読みください。

•  車を次のオーナーにお譲りになる場
合は、車と一緒にすべての取扱説明
書と整備手帳をお渡しください。

•  ご不明な点は、お買い上げの販売店
またはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

iメルセデス･ベンツ日本㈱ 公式サイト

   http://www.mercedes-benz.co.jp/

メルセデス・ベンツ日本株式会社
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13はじめに

 環境保護について

Daimler AGでは、大気汚染の抑制、
資源の有効利用をはじめとする環境保
護対策に取り組んでいます。環境保護
のため、お車をご使用になるときは以
下の点にご協力ください。

•  短距離短時間の走行を控えることで、
燃料の余分な消費が抑えられます。

•  タイヤの空気圧が適正であることを
確認してください。

•  停車したままの暖機運転は必要あり
ません。

•  急発進や急加速は避けてください。

•  エンジン回転数がその車の許容限度
の 2/3（許容限度が 6,000回転の
ときは約 4,000回転）を超えない
ように運転してください。

•  不必要な荷物を載せたままにしない
でください。

•  スキーラックやルーフラックが必要
でないときは、車から取り外してく
ださい。

•  長時間の停車時は、エンジンを停止
してください。

•  メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で適切な時期に点検整備を受けて
ください。

•  エンジン始動時は、アクセルペダル
を踏み込まないでください。

•  慎重に運転をし、前車との車間距離
を適切に保ってください。

H 環　境

Daimler AGは、資源を有効活用する
ため、リサイクル部品を積極的に導
入しています。

 警告ラベル

 安全のために

  走行する前に

点検と整備

日常点検や定期点検は、使用者自身の
責任において実施することが法律で義
務付けられています。これらの点検項
目については、別冊の「整備手帳」を
ご覧ください。

夏季の取り扱い

•  夏を迎える前にエアコンディショ
ナーの冷媒に不足がないか、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

•  オーバーヒートの予防策として、い
つもより頻繁に冷却水量を点検して
ください。  

日ごろの状態と異なるとき

エンジンをかけたとき、いつもと異な
る音やにおいを感じたり、駐車してい
た場所に水やオイルの跡が残っている
ときは、すみやかにメルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

G 事故のおそれがあります
車両には警告ラベルが貼付されていま
す。警告ラベルには危険な状況を回避
するための情報や、車を安全に使用す
るための情報などが記されています。
警告ラベルは絶対にはがさないでくだ
さい。
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ウォーミングアップ（暖機運転）

エンジンが冷えているときでも、停車し
たままでの暖機運転は必要ありません。
エンジンの始動後は、急加速を避けて車
をウォーミングアップしてください。

荷物を積むとき

•  荷物はできるだけトランクに積んで
ください。

•  車内に荷物を積むときは、動かない
ように確実に固定してください。急
ブレーキ時などに荷物が放り出さ
れ、乗員がけがをするおそれがあり
ます。

•  ロールバー周辺には荷物を置かない
でください。急な進路変更時や急ブ
レーキ時、事故のときなどに、荷物
が前方に放り出され、乗員がけがを
するおそれがあります。また、ロー
ルバーの機能を妨げるおそれがあり
ます。

•  鋭い角のあるものは、角の部分に必
ずカバーをしてください。

•  荷物をシートのバックレストより高
く積み上げないでください。

燃えるものは積まない

燃料を入れた容器や可燃性のスプ
レー缶などを積まないでください。
万一のときに引火や爆発のおそれが
あります。

ドアを開くと

ドアを開くと、一部の装置が自動的に
動き始め、作動音などが聞こえること
がありますが、異常ではありません。

タイヤの点検

タイヤの空気圧や溝の深さが十分あ
り、タイヤに損傷や異常な摩耗がない
ことを点検してください。タイヤの空
気圧が低かったり、損傷したタイヤで
走行すると、タイヤが破裂したり、火
災が発生するなど、事故を起こすおそ
れがあります。

シートベルトは必ず着用

走行を開始する前に、すべての乗員が
シートベルトを着用してください。

運転席足元に注意

•  運転席の足元には、物を置かないでく
ださい。ブレーキペダルやアクセルペ
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作
できなくなるおそれがあります。

•  フロアマットは純正品のみを正しく
使用してください。車に合ったもの
を使用しないと、ペダルを操作でき
なくなるおそれがあります。

車庫内では

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ
ンを停止してください。排気ガスに含
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸
化炭素中毒を起こしたり、死亡するお
それがあります。

一酸化炭素は、無色無臭のため気がつ
かないうちに吸い込んでいるおそれが
あります。
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車から離れるとき

子供だけを車内に残して車から離れな
いでください。運転装置に触れてけが
をしたり、事故の原因になります。

また、炎天下では車内が高温になり、
熱中症を起こすおそれがあります。

 オートマチック車の取り扱い

運転する前に、オートマチック車の特
性や操作上の注意を理解し、正しく操
作してください。「走行と停車」もあ
わせてお読みください（�113ページ）。

オートマチック車の特性

クリープ現象：エンジンがかかって
いるとき、セレクターレバーがB、
A以外になっていると、動力がつ
ながった状態になり、アクセルペダル
を踏み込まなくても車がゆっくり動き
出します。これをクリープ現象といい
ます。

キックダウン：走行中にアクセルペダ
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的
に低いギアに切り替わり、エンジンの
回転数が上がって素早く加速します。
これをキックダウンといいます。

エンジンの始動前

•  ブレーキペダルは必ず右足で操作
してください。不慣れな左足で操
作すると、事故を起こすおそれが
あります。

•  ブレーキペダルを踏み込んだとき
に、ペダルが一定のところで停止す
ることやペダルの踏みしろの量を確
認してください。

  子供を乗せるとき

子供にも必ずシートベルトを着用

•   子供であっても、シートベルトを正
しく着用し、シートやヘッドレスト
が正しい位置になっていることを大
人が確認してください。正しくシー
トベルトが着用できない小さな子供
は、チャイルドセーフティシートを
使用してください。

•  乳児や子供を抱いたり、ひざの上に
乗せて走行しないでください。急ブ
レーキ時や事故のとき、大人と車と
の間に挟まれて重大なけがをするお
それがあります。

小さな子供にはチャイルドセーフティ
シート

6歳未満の子供にはチャイルドセーフ
ティシート（�42ページ）を使用する
ことが法律で義務付けられています。

子供には操作させない

ドアやドアウインドウ、バリオルーフ
は大人が開閉してください。子供が操
作すると、身体を挟んだり、けがをす
るおそれがあります。

ウインドウから身体を出さない

子供がドアウインドウやリアクォー
ターウインドウの開口部から身体を出
さないように注意してください。けが
をするおそれがあります。
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エンジンの始動

セレクターレバーがBに入っている
ことを確認して、ブレーキペダルを確
実に踏んでエンジンを始動します。ア
クセルペダルを踏む必要はありません。

発進

•  エンジンが適正なアイドリング回転
数になっていることを確認してくだ
さい。

•  セレクターレバーを7、Cに
入れるときは、必ずブレーキペダル
を十分に踏み込んでください。

•  アクセルペダルを踏んだまま、セ
レクターレバーを動かさないでく
ださい。車が急発進するおそれが
あります。

•  急な坂道で発進するときは、パー
キングブレーキを効かせたままブ
レーキペダルから足を放し、アク
セルペダルをゆっくりと踏んで、
車が動き出す感触を確認してから
パーキングブレーキを解除して発
進してください。

  SL 63 AMGでは、ヒルスタートア
シスト（�116ページ）を活用して
発進してください。

走行中

•  走行中はセレクターレバーをA

に入れないでください。エンジンブ
レーキがまったく効かないため事故
につながったり、トランスミッショ
ンを損傷するおそれがあります。

•  滑りやすい路面で急激なエンジンブ
レーキを効かせると、スリップして
車のコントロールを失い、事故を起
こすおそれがあります。

•  走行中にエンジンを停止しないでく
ださい。エンジンブレーキが効かな
くなったり、ブレーキやステアリン
グの操作に非常に大きな力が必要に
なります。また、安全装備が作動し
なくなるおそれがあります。

停車

•  停車中はエンジンの空ぶかしをし
ないでください。万一、セレクター
レバーが走行位置に入ると、車が
急発進して事故を起こすおそれが
あります。

•  急な上り坂などではアクセルペダル
の踏み加減によって停車状態を保た
ないでください。トランスミッショ
ンに負担がかかり、過熱や故障の原
因になります。

•  完全に停車する前に、セレクターレ
バーをBに入れないでください。
トランスミッションを損傷するおそ
れがあります。

駐車

•  駐車時や車から離れるときは、必
ずセレクターレバーをBに入れ、
パーキングブレーキを確実に効かせ
て、エンジンを停止してください。

•  後退したあとは、すぐにセレクター
レバーをBかAに戻すように
心がけてください。Cに入って
いることを忘れてアクセルペダルを
踏み込むと、車が後退して事故を起
こすおそれがあります。
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 こんなことにも注意

運転するときの注意事項

•  服用後の運転が禁止されている薬
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し
ないでください。

•  ペダル操作の妨げになるような靴
（厚底靴など）やサンダル履きで運
転しないでください。

日射に関する注意事項

•  ウインドウなどに吸盤を貼り付けな
いでください。吸盤がレンズの働き
をして、火災が発生するおそれがあ
ります。

•  メガネやサングラスを車内に放置し
ないでください。炎天下では車内が
高温になるため、レンズやフレーム
が変形したり、ひび割れするおそれ
があります。

ライターに関する注意事項

•  ライターを車内に放置しないでくだ
さい。炎天下の車内は非常に高温に
なるため、ライターが発火したり爆
発するおそれがあります。

•  ライターをグローブボックスや小
物入れなどに入れたままにしたり、
車内に落としたままにしないでく
ださい。

  荷物を押し込んだときやシートを操
作したときにライターの操作部に触
れてライターが誤作動し、火災が発
生するおそれがあります。

給油に関する注意事項

給油が自動的に停止したら、それ以上
は給油しないでください。燃料漏れの
おそれや、エンジンが不調になったり
停止するおそれがあります。

違法改造はしない

•  違法改造はしないでください。違法
改造や純正でない部品の使用は、保
証の適用外になるだけでなく、事故
の原因になります。

  定期交換部品などは純正品だけを使
用し、燃料や油脂類などは指定品を
使用してください。

•  燃料やオイルなどの添加剤は、純正
品または承認されている製品のみを
使用してください。純正でない、ま
たは承認されていない製品を使用す
ると、エンジン内部の摩耗が進んだ
り、エンジンを損傷するおそれがあ
ります。故障が発生したときは、保
証の対象外になります。

•  無線機やオーディオなどの電装品を
取り付けたり取り外すときは、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

自動車電話、携帯電話の使用

運転者は、走行中に自動車電話や携帯
電話を使用しないでください。道路交
通法違反になります。なお、ハンズフ
リー機能は使用できますが、注意力が
散漫になり事故の原因になります。安
全な場所に停車してから使用してくだ
さい。
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COMANDシステムの操作

COMANDシステムの操作は、できる
だけ走行中を避け、安全な場所に停車
してから操作してください。走行中
に COMANDディスプレイを見るとき
は、必要最小限（約 1秒以内）にとど
めてください。

きびしい条件下での運転

発進、停止を繰り返す市街地走行、山
間部や路面の悪い道路などきびしい条
件下での走行が多いときは、タイヤや
エアクリーナー、エンジンオイル、エ
ンジンオイルフィルター類の点検整備
や交換を、定期的な交換時期よりも早
く行なうことが必要になります。

 車両に保存されるデータ

 故障データ

車両には、故障時や異常時のデータを
保存する機能があります。

保存されたデータは、安全装備などが作
動するとき、または故障や異常の原因の
特定、車両開発などに使用されます。

データを使用して、車両の過去の移動
経路を調べることはできません。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で、故障診断機によって読み取られた
データは、使用後に消去されます。

 データが保存されるその他の装備

COMANDシステムでは、ナビゲー
ションや電話などでデータを保存した
り、編集することができます。詳しく
は、別冊「COMANDシステム 取扱説
明書」を参照してください。
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外観

 外観

名称 ページ

1 トランクルーム
応急用スペアタイヤ
車載工具

73
266
265

2 リアデフォッガー 194
3 ヘッドランプ
テールランプ

97
310

4 燃料給油口 221
5 デフロスター
ウインドウウォッシャー

193
108

6 バリオルーフ
ドラフトストップ

197
204

7 ドアミラー 88

8 ワイパー 107

名称 ページ
9 ボンネット
エンジンオイル

ブレーキ液

ウォッシャー液

冷却水

バッテリー

224
227
347
233
349
234
349
230
348
329
350

a けん引フック 336
b タイヤとホイール 235

351
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インストルメントパネル

 インストルメントパネル

 左ハンドル車

名称 ページ
1 ランプスイッチ 97
2 ヘッドランプウォッ
シャースイッチ

102

3 クルーズコントロール
レバー
ディストロニックレ
バー *

可変スピードリミッ
ターレバー

158

162

171

4 パドル 124
127

5 ホーン
6 メーターパネル 23

129
7 音声認識レバー 別冊
8 パークトロニックイン
ジケーター

183

名称 ページ
9 ルームミラー上方の操

作部
28

a エアコンディショナー
コントロールパネル

188

b エンジンスイッチ 77
c ステアリング調整レ

バー
87

d コンビネーションレバー
・ヘッドランプ
・方向指示
・ワイパー

100
101
107

e パーキングブレーキペ
ダル

117

f 診断ソケット
g ボンネットロック解除

レバー
225

h パーキングブレーキ解
除ハンドル

117

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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インストルメントパネル

 右ハンドル車

名称 ページ
1 ルームミラー上方の操
作部

28

2 パークトロニックイン
ジケーター

183

3 パドル 124
127

4 クルーズコントロール
レバー 
ディストロニックレ
バー *
可変スピードリミッ
ターレバー

158

162

171

5 ホーン
6 メーターパネル 23

129
7 音声認識レバー 別冊
8 ヘッドランプウォッ
シャースイッチ

102

名称 ページ
9 ランプスイッチ 97

a ボンネットロック解除
レバー

225

b 診断ソケット
c パーキングブレーキ解
除ハンドル

117

d エンジンスイッチ 77
e ステアリング調整レ
バー

87

f パーキングブレーキペ
ダル

117

g コンビネーションレバー
・ヘッドランプ
・方向指示
・ワイパー

100
101
107

h エアコンディショナー
コントロールパネル

188

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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メーターパネル

メーターパネル

メーターパネル

名称 ページ
1 エンジン冷却水温度計 131

2 スピードメーター 129

3 マルチファンクション
ディスプレイ（左側）
•  外気温度 / 走行速度
表示

•  オドメーター
•  設定速度表示 / イン
ジケーター（クルーズ
コントロール / ディ
ストロニック * / 可
変スピードリミッ
ター）

•  SBCホールドインジ
ケーター

132

134

134

158

163

172

174

名称 ページ
4 リセットボタン /

メーターパネル照度調
整ボタン

130

5 タコメーター 129

6 マルチファンクション
ディスプレイ）（右側）
•  トリップメーター
•  走行モード表示
•  シフトポジション表示
•  ギアレンジ表示
•  ギア表示

132

134
120
120
123
125

7 燃料計 130

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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メーターパネル

名称 ページ
1 冷却水量・冷却水温度
警告灯

291

2 ブレーキ警告灯 248
290

3 ABS / ESP®表示灯 49

4 車間距離警告灯 * 167

5 エンジン警告灯 291

6 ロールバー警告灯 41

7 ABS警告灯 48

8 SRS警告灯 33

名称 ページ
9 ESP®オフ表示灯 52

54
a 燃料残量警告灯 130

b スポーツハンドリング
モード表示灯
（SL 63 AMG）

53

c シートベルト警告灯 95

d ハイビーム表示灯 100

e 方向指示表示灯（右） 101

f 方向指示表示灯（左） 101

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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マルチファンクションステアリング 

 マルチファンクションステアリング

名称 ページ
1 マルチファンクション
ディスプレイ（左側）

132

2 マルチファンクション
ディスプレイ（右側）

132

3 COMANDシステム 別冊

4 6 ~

通話開始 /終了スイッ
チ（電話）
W X

設定スイッチ /音量ス
イッチ

132

名称 ページ
5 V U

表示切り替えスイッチ
& *

スクロールスイッチ

132
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センターコンソール

 センターコンソール

名称 ページ
1 ドアロックスイッチ
（施錠）

72

2 非常点滅灯スイッチ 101

3 ドアロックスイッチ
（解錠）

72

4 助手席エアバッグオフ
表示灯

44

5 サイド送風口 / 中央送
風口 / 上部中央送風口
開閉ダイヤル

191
192

6 COMANDシステム 別冊

7 カップホルダー 213

8 灰皿
ライター

214
215

※ 右ハンドル車には、右側のカップホルダー⑦は装備されません。

名称 ページ
9 キーレスゴースイッチ 78

a セレクターレバー 113
119
124
126

b パークトロニックオフス
イッチ

186

c ドアミラー調整スイッチ 89

d サスペンションモード
選択スイッチ *

181

e けん引防止機能解除ス
イッチ

59

f ドアミラー格納 / 展開
スイッチ

89

SL 350 / 550 Grand Edition

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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センターコンソール

名称 ページ
g バリオルーフスイッチ

ロールバースイッチ

201
41

h 室内センサー解除ス
イッチ

61

j 車高レベル選択スイッ
チ *

180

k ESP®オフスイッチ 51

l 車間距離調整ダイヤル * 166

m 車間距離警告音スイッ
チ *

168

n 走行モード選択スイッチ 121

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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ルームミラー上方の操作部

 ルームミラー上方の操作部

名称 ページ
1 読書灯（左側）スイッチ 105

2 温度センサー

3 読書灯（右側）スイッチ 105

名称 ページ
4 ルームランプスイッチ 105

5 ルームミラー 88

6 点灯モード選択スイッチ 105
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ドアの操作部

 ドアの操作部

名称 ページ
1 ドアレバー 71

72

2 ドアウインドウ / リア
クォーターウインドウス
イッチ

110

3 メモリースイッチ
ポジションスイッチ

92

4 エアスカーフスイッチ 83

名称 ページ
5 シートヒータースイッチ

シートベンチレータース
イッチ *

85
86
84

6 シート調整スイッチ 80

7 トランクスイッチ 76

*オプションや仕様により、異なる装備です。

運転席側ドア
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 乗員安全装備

 乗員保護装置

シートベルトやシートベルトテンショ
ナー、ベルトフォースリミッター、エ
アバッグは、効果を高めるために補い
合い、連携する乗員保護装置です。

これらは、想定される事故の状況にお
いて、乗員が負傷する可能性を最小限
に抑えて安全性を高めます。

シートベルトとエアバッグは、物が外
部から車内に入り込んだときの衝撃か
ら乗員を保護する効果はありません。

乗員保護装置を適切に機能させるた
め、以下のことに注意してください。

•  シートやヘッドレストは正しい位置
に調整してください（�80ページ）。

•  シートベルトを正しく着用してくだ
さい（�93ページ）。

•  エアバッグの作動が妨げられていな
いことを確認してください（�36
ページ）。

•  ステアリングを正しい位置に調整し
てください。

•  乗員保護装置を改造しないでくだ
さい。

iエアバッグはシートベルトを正し
く着用しているときのみ、乗員保護
機能を高めることができます。しか
し、エアバッグは組み合わされるこ
とで効果を発揮する付加的な保護補
助装置で、シートベルトの代わりに
なるものではありません。エアバッ
グが装備されていても、必ず乗員全
員がシートベルトを正しく着用して
ください。

 また、エアバッグは、あらゆる種
類の事故で作動するわけではあり
ません。状況によっては、乗員が
正しくシートベルトを着用してい
る場合は、エアバッグが作動して
も乗員保護効果が高まらないこと
があります。

  以下の理由から、エアバッグはシー
トベルトを正しく着用している場合
にのみ、シートベルトの保護機能を
高めることができます。

 •  シートベルトを着用することで、
乗員とエアバッグの適切な位置
関係を保つことができます。

 •  シートベルトを着用することで、
正面からの衝突のときなどに乗
員が前方に投げ出されるのを防
ぐことができます。

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門知
識と専用工具ならびに設備を備えた
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で行なうことをお勧めします。特
に安全に関わる整備については、必
ずメルセデス・ベンツ指定サービス
工場で行なってください。不適切な
作業を行なうと、事故や故障の原因
になります。

G けがのおそれがあります
乗員保護装置を取り外したり、関連
部品や配線などを改造しないでくだ
さい。また、車の電子制御部品やソ
フトウェアを改造しないでください。

誤作動でけがをしたり、事故などの
とき、正常に作動しなくなるおそれ
があります。
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 シートベルトテンショナーとエアバッ
グの作動

シートベルトテンショナーとエアバッ
グの作動は、衝撃の強さによって変わ
ります。

衝突などで衝撃が発生した際、セン
サーは衝撃の強さや方向などを検知
し、シートベルトテンショナーを作動
させる必要があるか判断します。

さらに前方から一定以上の衝撃を検知
したときに、運転席 / 助手席エアバッ
グが作動します。

i事故の状況によってはエアバッグ
が作動しない場合があります。

 事故の際にすべてのエアバッグが作
動するわけではありません。

 各エアバッグの作動条件はそれぞれ
異なります。

 いずれのエアバッグも、衝突の最
初の段階において検知された、以
下の要素に基づいて作動します。

 •  前方からの衝突

 •  側面からの衝突

 •  後方からの衝突

 •  横転

 •  車両への衝撃度

iセンサーが検知する衝撃の強さや
方向は、以下の要素によって決まり
ます。

 •  衝撃の集中度 /分散度

 •  衝撃の角度

 •  車体の変形度合い

 •  衝突物の特性

  SRS（乗員保護補助装置）

SRSは以下の装備により構成されます。

•  SRS警告灯

•  エアバッグ

•  エアバッグコントロールユニット
（クラッシュセンサーを含む）

•  シートベルトテンショナー

•  ベルトフォースリミッター

+  SRS警告灯

イグニッション位置を 1にすると点灯
し、数秒後に消灯します。また、イグ
ニッション位置を 2にしたとき、また
はキーレスゴーでのエンジン始動操作
直後に点灯し、エンジン始動後に消灯
します。

イグニッション位置が 1か 2のとき
は、一定間隔で自己診断を行ない、
SRSの異常を検出します。

G けがのおそれがあります
以下のようなときは、SRS に異常
が発生しています。衝撃を受けても
エアバッグやシートベルトテンショ
ナーが作動しないおそれや、不意に
作動するおそれがあります。すみや
かにメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

•  イグニッション位置を 1か 2にし
たときに SRS警告灯が点灯しない
とき

•  イグニッション位置を 1にしたと
きは数秒後に、イグニッション位
置を 2にしたときはエンジン始動
後に SRS警告灯が消灯しないとき

•  エンジンがかかっているときなど
に SRS警告灯が点灯したとき
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G けがのおそれがあります
•  シートベルトテンショナーの作動
時にわずかに白煙が発生すること
がありますが、火災の心配はあり
ません。

  ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患
のある方は一時的に呼吸障害を起
こすおそれがありますので、安全
を確認のうえ車外へ出るか、ドア
やドアウインドウを開き換気を行
なってください。

•  シートベルトテンショナーが作動
すると、次に事故が発生した場合
に乗員保護機能が得られません。
そのため、作動したシートベルト
テンショナーは、必ずメルセデス･
ベンツ指定サービス工場で新品と
交換してください。

  未作動のシートベルトテンショ
ナーを廃棄するときは、廃棄専用
の処置が必要です。メルセデス･ベ
ンツ指定サービス工場、または専
門業者に依頼してください。

!バックル部分に作動の妨げになる
ようなものがないことを確認してく
ださい。

!シートベルトテンショナーが作動
すると、シートベルトに強く締め付
けられることがあります。

!シートベルトに強く締め付けられ
ている状態でシートベルトを外すと
きは、シートベルトのプレートを確
実につかみながらバックルの解除ボ
タンを押してください。シートベル
トの張力により、解除したプレート
が跳ね返り、けがをするおそれがあ
ります。

 シートベルトテンショナー /ベルト
フォースリミッター

シートベルトテンショナー

シートベルトテンショナーは、車の前
後方向から大きな衝撃を受けたときに
シートベルトを引き込み、シートベル
トの効果を高める装置です。

シートベルトテンショナーは、以下の
ときに作動します。

•  イグニッション位置が 2のとき

•  SRSに異常がないとき

•  シートベルトが正しくバックルに差
し込まれているとき

•  助手席側のシートベルトテンショ
ナーは、助手席に乗車していて、シー
トベルトが正しくバックルに差し込
まれているとき

シートベルトテンショナーは、事故の
状況や衝撃の強さが以下のようなとき
に作動します。

•  衝撃を受けた最初の段階で、車両の
縦方向に急激に一定以上の衝撃を検
知したとき

•  衝撃を受けた最初の段階で、車両の
横方向に急激に一定以上の衝撃を検
知したとき

•  車両が横転するような特定の状況
で、シートベルトテンショナーの
作動が乗員保護機能を高めるとシ
ステムが判断したとき
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!助手席に乗車していないときは、
シートベルトのプレートをバックル
に差し込まないでください。衝突時
などに、シートベルトテンショナー
が作動することがあります。

!シートベルトテンショナーの作動
時に聞こえる爆発音は、ごくまれに
聴力に影響することがあります。

iシートベルトテンショナーは、
シート位置が不適切なときや、シー
トベルトが正しく着用されていない
ときは、効果を発揮できません。

iシートベルトテンショナーは、
バックレストに乗員の身体を密着さ
せるためのものではありません。

iシートベルトテンショナーが作動
すると、SRS警告灯が点灯します。

iドアロックスイッチや車速感応ド
アロックなどにより車が施錠されて
いても、シートベルトテンショナー
やエアバッグが作動すると、ドアは
自動的に解錠されます。

ベルトフォースリミッター

ベルトフォースリミッターは、シート
ベルトに一定以上の荷重がかかったと
きに作動し、乗員の胸にかかる力を分
散・軽減します。

ベルトフォースリミッターは、運転
席 /助手席エアバッグと連動してお
り、乗員にかかる力を分散・軽減し
ます。

  エアバッグ

G けがのおそれがあります
エアバッグの乗員保護機能を正しく
発揮するため、以下の点に注意して
ください。

•  運転席シートは正しい位置に調整
し、助手席シートはできるだけ後
部に動かし、エアバッグとの間隔
を確保してください。間隔が狭す
ぎると、エアバッグが作動する衝
撃でけがをするおそれがあります。

•  乗員全員がシートベルトを正しく
着用し、バックレストをできるだ
け垂直の位置にしてください。

  ヘッドレストの中央が目の高さに
なるように調整してください。

•  ドアなどの内張りに寄りかからな
いでください。

•  運転中はステアリングのパッド部
を持ったり、身体をステアリング
やダッシュボードにのせないでく
ださい。エアバッグの作動が妨げ
られるおそれや、エアバッグが作
動したときにけがをするおそれが
あります。

•  エアバッグ収納部やその近くに物
を置かないでください。

•  エアバッグ作動範囲と乗員の間に、
ペットや荷物を置かないでください。

•  ウインドウやピラーの周囲にアク
セサリーなどを取り付けないでく
ださい。

•  頭部をドアウインドウに寄りかけ
ないでください。ヘッドソラック
スサイドバッグが作動する衝撃で
けがをするおそれがあります。
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•  ドアなどの内張りに寄りかからな
いでください。

•  ドアと乗員の間に荷物などを置か
ないでください。

•  ルームミラーに市販のワイドミラー
などを取り付けないでください。

•  衣服のポケットなどに重い物や鋭
利な物を入れないでください。

•  エアバッグのセンサーがドアの内
部にあります。

  ドアやドアトリムにオーディオや
電装品を追加装備したり、修理や
鈑金作業などを行なうと、エアバッ
グの作動に悪影響を与えるおそれ
があります。詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたず
ねください。

•  エアバッグを取り外したり、関連
部品や配線などを改造しないでく
ださい。誤作動でけがをしたり、
正しく作動しなくなります。

G けがのおそれがあります
以下のエアバッグ収納部には、バッ
ジ、ステッカー、リモコンなどを貼
付したり、市販のカップホルダーや
アクセサリーなどを取り付けないで
ください。

•  ステアリングパッド部

•  助手席側のダッシュボードパネル部

•  ドア内張り

 エアバッグの作動

車が一定以上の衝撃を受けると、高温
のガスが排出されて、収納されている
エアバッグが瞬時にふくらみます。

これにより、乗員の頭部や胸部への衝
撃を分散・軽減します。

G けがのおそれがあります
•  関連部品に身体を触れないでくだ
さい。部品が熱くなっており、火
傷をするおそれがあります。

•  エアバッグの作動時にわずかに白
煙が発生することがありますが、
火災の心配はありません。

  ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患
のある方は一時的に呼吸障害を起
こすおそれがありますので、安全
を確認のうえ車外へ出るか、ドア
やドアウインドウを開き換気を行
なってください。

•  作動したエアバッグは、必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で新品と交換してください。

  未作動のエアバッグを廃棄すると
きは、廃棄専用の処置が必要です。
メルセデス・ベンツ指定サービス
工場、または専門業者に依頼して
ください。

!エアバッグは高温のガスによりふ
くらむため、すり傷や火傷、打撲な
どをすることがあります。

!エアバッグの作動時に聞こえる爆
発音は、ごくまれに聴力に影響する
ことがあります。
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!助手席に重い荷物などを乗せない
でください。事故などのときに、助
手席エアバッグおよび助手席側の
ヘッドソラックスサイドバッグが作
動するおそれがあります。

iエアバッグが作動すると、SRS警
告灯が点灯します。

 エアバッグの種類と収納場所

エアバッグ名 収納場所

運転席
エアバッグ

ステアリング
パッド部

助手席
エアバッグ

助手席ダッシュ
ボードパネル部

ヘッドソラックス
サイドバッグ

ドア内張り

 運転席 /助手席エアバッグ

左ハンドル車

前方からの強い衝撃を受けると作動
し、乗員の頭部および胸部への衝撃を
分散・軽減します。

運転席エアバッグ① /助手席エアバッ
グ②は、他のエアバッグの作動に関わ
らず、以下のときに作動します。

•  衝突の最初の段階で、車両の縦方向
に急激に一定以上の衝撃を検知した
とき

•  運転席 / 助手席エアバッグの作動
が、シートベルトによる保護機能を
高めるとシステムが判断したとき

•  シートベルトを正しく着用している
とき

車両が横転したときは、車両の縦方向
に一定以上の衝撃を検知しない限り、
運転席 /助手席エアバッグは基本的
に作動しません。

助手席エアバッグは、助手席に乗員が
いないと判断したときや、助手席エア
バッグオフ表示灯（�44ページ）が
点灯しているときは作動しません。

 ヘッドソラックスサイドバッグ
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運転席 / 助手席エアバッグが作動す
るとき

約30°

作動範囲
約30°約30°

作動範囲
約30°

正面衝突など車の前方左右
約30度以内の方向から強
い衝撃を受けたとき

正面衝突など車の前方左右
約30度以内の方向から強
い衝撃を受けたとき

　かたいコンクリートの壁
　などに正面衝突したとき
　かたいコンクリートの壁
　などに正面衝突したとき

ドア（付近）部分に横方向からの強い
衝撃を受けると、衝撃を受けた側の
ヘッドソラックスサイドバッグ①が作
動し、頭部および胸部への衝撃を分散・
軽減します。

ヘッドソラックスサイドバッグは、運
転席 / 助手席エアバッグやシートベ
ルトテンショナーの作動に関わらず、
以下のときに作動します。

•  衝突の最初の段階で、横方向から一
定以上の衝撃を検知したとき

•  ヘッドソラックスサイドバッグの作
動が、シートベルトによる保護機能
を高めるとシステムが判断したとき

•  シートベルトを正しく着用している
とき

•  助手席側のヘッドソラックスサイド
バッグは、乗員検知機能が助手席に
乗員がいると判断したとき
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ヘッドソラックスサイドバッグが作動
するとき

客室部分に横方向から強い衝撃を
受けたとき
客室部分に横方向から強い衝撃を
受けたとき

運転席 / 助手席エアバッグが作動し
ないとき

後ろから衝突されたとき後ろから衝突されたとき

横方向から衝突されたとき横方向から衝突されたとき

運転席 / 助手席エアバッグが作動し
ない場合があるとき

立木や電柱への
衝突のとき
立木や電柱への
衝突のとき

トラックの下に
潜り込んだとき
トラックの下に
潜り込んだとき

斜め前方への衝突のとき斜め前方への衝突のとき

ヘッドソラックスサイドバッグが作動
しない場合があるとき

斜め方向から衝撃を受けたとき斜め方向から衝撃を受けたとき

客室以外の側面に衝撃を受けたとき客室以外の側面に衝撃を受けたとき
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いずれかのエアバッグが作動する場合
があるとき

中央分離帯や縁石などに
衝突したとき
中央分離帯や縁石などに
衝突したとき

深い穴や溝に落ちたとき深い穴や溝に落ちたとき

床下に強い衝撃を
受けたとき
床下に強い衝撃を
受けたとき

横転したとき横転したとき

  ロールバー

ロールバーは、車が大きく傾いたとき
や衝突時、横転時などに瞬時に自動で
上がって乗員を保護する装置です。

ロールバーは手動でも操作できます。

G けがのおそれがあります
•   ロールバーの作動する範囲に身体
を入れたり、荷物などを置かない
でください。ロールバーが上下し
たときにけがをしたり、荷物を損
傷するおそれがあります。

•   たとえロールバーが作動しても、
シートベルトやチャイルドセーフ
ティシートを使用していないと、
事故のときに致命的なけがをする
おそれがあります。

!外気温度が約－ 5℃以下のときは、
ロールバーを手動で上げて走行して
ください。ロールバーの油圧システ
ムを損傷するおそれがあります。

!シート後方にペットなどを乗せる
ときは、バリオルーフを閉じ、ロー
ルバーを上げてください。ロール
バーが下がっていると、万一のとき
に、ロールバーが瞬時に上がって
ペットなどがけがをするおそれがあ
ります。
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ロールバー警告灯

イグニッション位置を 1にすると数秒
間点灯します。また、イグニッション
位置を 2にしたとき、またはキーレス
ゴーでのエンジン始動操作直後に点灯
し（点灯しないときは警告灯が故障し
ています）、エンジン始動後に消灯し
ます。

G けがのおそれがあります
警告灯が数秒後 / エンジン始動後に消
灯しないときやエンジンがかかってい
るときに点灯または点滅するとき、ま
たはマルチファンクションディスプレ
イに " ﾛｰﾙﾊﾞｰｱｹﾞﾃｸﾀﾞｻｲ " と表示される
ときは、ロールバーが故障しています。
車が大きく傾いたときや衝突時、横転
時などにロールバーが自動的に上がら
ないため、致命的なけがをするおそれ
があります。このときは手動でロール
バーを上げ、ただちにメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

 ロールバーの手動操作

イグニッション位置が2のときにロー
ルバーを手動で操作することができ
ます。

ロールバーを上げる

�  ルーフスイッチ③を後方に開き、上
昇スイッチ①を押します。

ロールバーを下げる

�  ルーフスイッチ③を後方に開き、下
降スイッチ②を押します。

スイッチから指を放すとロールバーは
その位置で停止します。

iロールバーを上げた状態のとき
は、バリオルーフを開閉すると、ロー
ルバーは自動的に下がり、操作終了
時に再び上がります。

自動的に上がったロールバーを下げる

車が大きく傾いたときや衝突時、横転
時などでロールバーが自動的に上がっ
たときは、以下の方法でロールバーを
下げます。

� イグニッション位置を 2にします。

�  ロールバーが上がり切るまで上昇ス
イッチ①を押し続けます。

� 下降スイッチ②を押し続けます。
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  子供を乗せるとき

シートベルトは身長 150cm以上の
乗員が使用することを前提にしてい
ます。シートベルトが正しく着用で
きない体格の子供などは、適切なチャ
イルドセーフティシートを使用して
ください。

G けがのおそれがあります
•  チャイルドセーフティシートを使
用している場合でも、子供だけを
車内に残して車から離れないでく
ださい。

 ◇  運転装置に触れてけがをするお
それがあります。

 ◇  誤ってドアを開き、事故の原因
になります。

 ◇   炎天下では車内が高温になり、熱
中症を起こすおそれがあります。

 ◇   寒冷時には車内が低温になり、
命にかかわるおそれがあります。

•   チャイルドセーフティシートは直
射日光に当てないでください。炎
天下では車内に置いたチャイルド
セーフティシートが高温になり、子
供が火傷をするおそれがあります。

•  荷物が固定されていなかったり適
切な位置に置かれていないと、以
下のような場合に子供がけがをす
る危険性が増加します。

 ◇   急ブレーキ

 ◇  急な進路変更

 ◇   事故

•  重い荷物やかたい荷物は、確実に
固定しない限り車内に積まないで
ください。

 チャイルドセーフティシート

G けがのおそれがあります
•  シートベルトが正しく着用できな
い体格の子供などは、チャイルド
セーフティシートを使用してくだ
さい。急な進路変更時や急ブレー
キ時、事故のときなどに身体を車
内に激しくぶつけたり、車外に放
り出されて致命的なけがをするお
それがあります。

•  シートベルトが正しく着用できな
い体格の子供が、そのままシートベ
ルトを着用すると、首を締め付けた
り、腹部を強く圧迫したりして致命
的なけがをするおそれがあります。

•  6歳未満の子供を乗車させるとき
は、チャイルドセーフティシート
を使用することが法律で義務付け
られています。

•  身長 150cm未満および 12歳未満
の子供は、適切なシートに装着し
たチャイルドセーフティシートに
乗車させ、確実に身体を固定して
ください。シートベルトは子供向
けに設計されていないため、チャ
イルドセーフティシートの使用が
必要になります。

•  子供の体格に適合したチャイルド
セーフティシートを使用し、子供を
正しい姿勢で座らせ、身体をシート
ベルトで確実に固定してください。

•  子供を膝の上に乗せて走行しない
でください。急ブレーキ時や急ハ
ンドル時または事故のときなどに
身体を車内に激しくぶつけたり、
車外に放り出されて、致命的なけ
がをするおそれがあります。
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•   チャイルドセーフティシートを使
用しないときは、車から取り外すか、
確実にシートに装着してください。

•  チャイルドセーフティシートの下
にクッションなどを置かないでく
ださい。チャイルドセーフティ
シートが確実に装着されないおそ
れがあります。

•   後ろ向きに装着するタイプのチャイ
ルドセーフティシートを装着すると
きは、以下の状態を確認してください。

 ◇  チャイルドセーフティシートが
センサー付き純正チャイルド
セーフティシートであり、助手
席エアバッグオフ表示灯が点灯
していること

 または

 ◇  助手席の乗員の体重が一定以下
であり、シートベルトのプレー
トをバックルに差し込んだとき
に助手席エアバッグオフ表示灯
が点灯していること

•  チャイルドセーフティシートが損傷
しているときは新品と交換してくだ
さい。大きな衝撃を受けたり、損傷
したものは子供を保護できません。

•   チャイルドセーフティシートの
クッションカバーが損傷したとき
は、純正品に交換してください。

•  チャイルドセーフティシートは確
実に装着してください。急ブレー
キ時などに、チャイルドセーフティ
シートが放り出されて、乗員がけ
がをするおそれがあります。

•  チャイルドセーフティシートに関
する注意事項を記載したステッ
カーが、助手席側サンバイザーに
貼付されています。

•  チャイルドセーフティシートの取
り扱いや装着方法については、製
品に添付されている取扱説明書を
お読みください。

純正チャイルドセーフティシート

Daimler AGでは、子供の体重や年齢
に応じた純正チャイルドセーフティ
シートを用意しています。

選択の目安

シート名 体　重 年　齢

ベビーセーフ
プラス

約 10 kg
以下
または
約 13 kg
以下

新生児～
9カ月位
または

18カ月位

デュオ プラス 9～ 18kg 8カ月～ 4歳位

キッド 15～ 36kg 3歳半～ 12歳位

※ 純正チャイルドセーフティシートの種類や
名称は予告なく変更されることがありま
す。詳しくは販売店におたずねください。
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i純正チャイルドセーフティシート
には、チャイルドセーフティシート
検知システムに対応していないタイ
プがあります。詳しくは販売店にお
たずねください。

 チャイルドセーフティシート検知
システム

助手席シートの座面に検知システムが
装備されており、センサー付き純正
チャイルドセーフティシートとの間で
自動的に信号の発信 /受信を行ない、
チャイルドセーフティシートの有無を
判断し、助手席エアバッグの機能を解
除するシステムです。

助手席エアバッグの機能が解除される
と、助手席エアバッグオフ表示灯が点
灯します。

 助手席乗員検知機能

助手席に乗車している乗員の体重が一
定以下であるとき、または助手席に乗
員がいないと判断したときに、シート
ベルトのプレートがバックルに差し込
まれているときは、助手席エアバッグ
の機能が解除されます。

助手席エアバッグの機能が解除される
と、助手席エアバッグオフ表示灯が点
灯します。

 助手席エアバッグオフ表示灯

助手席エアバッグの機能が解除されて
いるときは、助手席エアバッグオフ表
示灯①が点灯します。

助手席エアバッグオフ表示灯①は以下
のときに点灯します。

・  センサー付き純正チャイルドセーフ
ティシートを装着して、イグニッ
ション位置を 1か 2にしたとき
（チャイルドセーフティシート検知
システム）

または

•   一定以下の体重の乗員が助手席に乗
車して、シートベルトのプレートを
バックルに差し込み、イグニッショ
ン位置を 1か 2にしたとき（助手
席乗員検知機能）
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助手席乗員検知機能に関する警告

•  チャイルドセーフティシートを装
着して子供を乗車させるときは、
助手席エアバッグオフ表示灯が点
灯することを確認してください。

•  チャイルドセーフティシートを装
着して子供を乗車させたときに助
手席エアバッグオフ表示灯が点灯
しないときは、助手席エアバッグ
の機能は解除されていません。エ
アバッグが作動する衝撃で致命的
なけがをするおそれがありますの
で、以下の点に注意してください。

 ◇  後ろ向きに装着するタイプの
チャイルドセーフティシートは
装着しないでください。また、
タイプにかかわらずチャイルド
セーフティシートを後ろ向きに
装着しないでください。

 ◇  チャイルドセーフティシートを
装着するときは、必ず前向きに
装着するタイプのみを使用し
て、助手席シートをもっとも後
ろの位置にしてください。

i助手席エアバッグオフ表示灯が点
灯して、助手席エアバッグの機能が
解除されても、ヘッドソラックスサ
イドバッグとシートベルトテンショ
ナーの機能は解除されません。

G けがのおそれがあります
チャイルドセーフティシート検知シ
ステムに関する警告

•   センサー付き純正チャイルドセー
フティシートを装着したときは、必
ず助手席エアバッグオフ表示灯が
点灯することを確認してください。

•   センサー付き純正チャイルドセー
フティシートを装着しても助手席
エアバッグオフ表示灯が点灯しな
いときは、助手席エアバッグの機
能は解除されていません。エアバッ
グが作動する衝撃で致命的なけが
をするおそれがありますので、以
下の点に注意してください。

 ◇  後ろ向きに装着するタイプの
チャイルドセーフティシートは
装着しないでください。また、
タイプにかかわらずチャイルド
セーフティシートを後ろ向きに
装着しないでください。

 ◇  チャイルドセーフティシートを
装着するときは、必ず前向きに
装着するタイプのみを使用し
て、助手席シートをもっとも後
ろの位置にしてください。

 ◇  メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で点検を受けてください。
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 走行安全装備

走行安全装備には、以下のものがあり
ます。

•  ABS（アンチロック・ブレーキング・
システム）

•  BAS（ブレーキアシスト）

•  アダプティブブレーキランプ

•  ESP®（エレクトロニック・スタビ
リティ・プログラム）

•  SBC（センソトロニック・ブレーキ・
コントロール）

i雪道や凍結路を走行するときは、
ウィンタータイヤやスノーチェーン
の装着をお勧めします。

 このような路面状況では、ウィン
タータイヤやスノーチェーンを装着
することで、走行安全装備の効果が
発揮されます。

G 事故のおそれがあります
走行安全装備が適切に作動しても、車
両操縦性や走行安定性の確保、制動距
離の短縮には限界があります。常に道
路や天候の状況に注意し、十分な車間
距離を保って運転してください。

また、タイヤのグリップが失われた
状況では、走行安全装備は効果を発
揮しません。

G けがのおそれがあります
•   助手席のシートクッションに、電
源の入ったパソコンや携帯電話な
どの電子機器、または磁気カード
や ICカードなどを置かないでくだ
さい。チャイルドセーフティシー
ト検知システムが誤作動して、事
故のときに助手席エアバッグが作
動しないおそれがあります。また、
センサー付き純正チャイルドセー
フティシートを検知できずに、助
手席エアバッグが作動するおそれ
があります。

•   チャイルドセーフティシート検知
システムや助手席乗員検知機能が
チャイルドセーフティシートや乗
員を検知していないときに、イグ
ニッション位置を 1か 2にすると、
助手席エアバッグオフ表示灯が点
灯し、数秒後に消灯します。

   点灯しないときや点灯後に消灯し
ないときは、チャイルドセーフティ
シート検知システムや助手席乗員
検知機能が故障しています。メル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。



タイトル 47

安
全
装
備

走行安全装備

  ABS

ABS（アンチロック・ブレーキング・
システム）は、急ブレーキ時や滑りや
すい路面でのブレーキ時など、車が不
安定な状況になったときに、タイヤの
ロックを防ぎ、ステアリングでの車両
操縦性を確保しようとする装置です。

G 事故のおそれがあります
•  ABSはブレーキ操作を補助する装
置で、無謀な運転からの事故を防
ぐものではありません。

  ABSが適切に作動しても、車両操
縦性や走行安定性の確保、制動距
離の短縮には限界があります。常
に道路や天候の状況に注意し、十
分な車間距離を保って運転してく
ださい。

  また、タイヤのグリップが失われ
た状況では効果を発揮しません。

•  ABS作動時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があり
ます。

•  ブレーキ操作をするときは、ブレー
キペダルをしっかりと踏み込んで
ください。ポンピングブレーキを
行なうと制動距離が長くなること
があります。

!軽くブレーキペダルを踏み込んだ
だけでも ABSが作動するときは、
路面が滑りやすくなっています。十
分注意して走行してください。

!ABSは制動距離を短くする装置で
はありません。以下のような路面が
滑りやすい状況では、ABSを装備
していない車と比べ制動距離が長く
なることがあります。

 •  雪の積もった路面や凍結した路面

 •  砂利道などの荒れた路面

 •  石だたみのように摩擦係数が連
続して変化する路面

 •  スノーチェーン装着時

!ABSに異常があるときは、ブレー
キペダルを強く踏み込むとタイヤ
はロックします。その結果、ステ
アリングでの車両操縦性が制限さ
れ、制動距離が長くなるおそれが
あります。

!マルチファンクションディスプレ
イに ABSに関する故障 /警告メッ
セージが表示されたときは（�277
ページ）をご覧ください。

iABSは走行速度が約 8km/hを超
えると作動できるようになります。

iABSに異常があると、以下のシス
テムも正しく作動しなくなることが
あります。

 •  ESP®

 •  BAS

iABSに異常があると、ESP®に関
する故障 / 警告メッセージが表示
されることがあります。すみやかに
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で点検を受けてください。

iバッテリー電圧が低下すると
ABSの機能が一時的に解除されま
す。電圧が回復すると、待機状態
になります。
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  BAS

BAS（ブレーキアシスト）は、緊急ブ
レーキの操作時に、短い時間で大きな
制動力を確保するブレーキの補助装置
です。

BASの操作は、通常のブレーキ操作
と同じですが、ブレーキペダルを踏み
込む速さなどをセンサーが感知して、
緊急ブレーキと判断したときに自動的
に作動します。

BASはブレーキペダルから足を放せ
ば自動的に解除されます。

G 事故のおそれがあります
•  BASは緊急ブレーキの操作を補
助する装置で、無謀な運転からの
事故を防ぐものではありません。
BASが作動しても制動距離の短縮
には限界があります。また、タイ
ヤのグリップが失われた状況では
効果を発揮しません。

•  BASに異常があるときもブレーキ
は通常通り作動しますが、緊急ブ
レーキ時には大きな制動力を確保
できず、制動距離が長くなるおそ
れがあります。

•  BAS作動時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があり
ます。

iBASに異常があると、ABSも正し
く作動しなくなることがあります。

iBASに異常があるときは、マル
チファンクションディスプレイに
ABSに関する故障 / 警告メッセー
ジが表示されますが、ブレーキは通
常通り作動します。

! ABS警告灯

イグニッション位置を 2にしたとき、
またはキーレスゴー操作でのエンジン
始動操作直後に点灯し（点灯しないと
きは警告灯が故障しています）、エン
ジン始動後に消灯します。

エンジン始動後に消灯しないときやエ
ンジンがかかっているときに点灯した
ときは、ABSに異常があります。

通常のブレーキ時の制動力は確保され
ますが、ABS、ESP®、BASは作動し
ません。

いつもより慎重に運転し、すみやかに
メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

 ABSが作動したとき

ABSが作動すると、メーターパネル
の ABS / ESP®表示灯が点滅します。

ABSが作動しても、ブレーキペダル
に振動が発生することはありません。

強い制動力が必要なときは、ブレーキ
ペダルをいっぱいまで踏み込んでくだ
さい。
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iバッテリー電圧が低下すると BAS
の機能が一時的に解除されます。
電圧が回復すると待機状態になり
ます。

!マルチファンクションディスプレ
イに ABSに関する故障 / 警告メッ
セージが表示されたときは BASは
作動しません。詳しくは（�277ペー
ジ）をご覧ください。

  アダプティブブレーキランプ

約 50km/h以上からの急ブレーキ時
に BASが作動すると、ブレーキラン
プが点滅し、後方の車両に注意を促し
ます。停車すると、ブレーキランプは
点灯に変わります。

  ESP®

ESP®（エレクトロニック・スタビリ
ティ・プログラム）は、タイヤの空転
時や横滑り時など、車が不安定な状況
になったときに、個々の車輪に独立し
てブレーキを効かせたり、エンジン出
力を制御することによって、車両操縦
性や走行安定性を確保しようとするシ
ステムです。

発進時または走行中に ABS / ESP®

表示灯が点滅したときは、ESP®が作
動しています。

÷ ABS / ESP®表示灯

イグニッション位置を 2にしたとき、
またはキーレスゴー操作でのエンジン
始動操作直後に点灯し（点灯しないと
きは表示灯が故障しています）、エン
ジン始動後に消灯します。

G 事故のおそれがあります
ESP®は車両操縦性や走行安定性を高
めるシステムで、無謀な運転からの事
故を防ぐものではありません。ESP®

が作動しても、車両操縦性や走行安定
性の確保には限界があります。また、
タイヤのグリップが失われた状況では
効果を発揮しません。

ESP®作動時の安全確保や危険回避に
ついては運転者に全責任があります。

G 事故のおそれがあります
ESP®表示灯が点滅したときは、車輪
が空転しているか、車が横滑りしてい
ます。アクセルペダルを踏む力を少し
ゆるめてください。また、慎重に運転
するとともに、以下の操作は絶対に行
なわないようにしてください。

• 急ハンドル

• 急ブレーキ

• 急発進、急加速

• 急激なエンジンブレーキ

• ESP®の機能の解除

!前輪または後輪を上げてけん引さ
れるときは、イグニッション位置を
2にしないでください。ESP®が作
動して、接地している車輪のブレー
キが作動します。また、ブレーキシ
ステムや駆動系部品を損傷するおそ
れがあります。
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!ESP®が故障すると、マルチファ
ンクションディスプレイに故障 /
警告メッセージが表示され、エンジ
ンの出力が低下することがありま
す。走行が困難なときは、すみやか
に安全な場所に停車し、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。

!マルチファンクションディスプ
レイに ESP®に関する故障 / 警
告メッセージが表示されたときは
（�277､278ページ）をご覧くだ
さい。

iエンジンがかかっている状態で、
駐車場などのターンテーブルで回転
させたり、駐車場のらせん状のアプ
ローチを走行しているときなどに、
マルチファンクションディスプレイ
に ESP®に関する故障 /警告メッ
セージが表示され、ABS / ESP®

表示灯や ESP®オフ表示灯、ABS
警告灯が点灯することがあります。

 このようなときは、安全な場所に
停車して、イグニッション位置を 0
に戻し、エンジンを再始動してく
ださい。しばらく走行すると、メッ
セージや表示灯、警告灯は消灯し
ます。

i ABSが故障したときは、ESP®の
機能も解除されます。

i ABS警告灯が点灯しているとき
は、ESP®の機能も解除されていま
す。メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

i指定のサイズで 4輪とも同じ銘柄
のタイヤを装着しないと、ESP®が
作動することがあります（走行中に
ESP®表示灯が点滅したままになり
ます）。

 トラクションコントロールシステム

トラクションコントロールシステムは
ESP®の機能の一部です。

滑りやすい路面などでタイヤが空転し
たときに、個々の車輪にブレーキを効
かせて、駆動力を確保しようとします。

iESP®オフスイッチまたは ESP®/ 
スポーツハンドリングモードスイッ
チでESP®の機能を解除したときも、
トラクションコントロールシステム
の機能は解除されません。

G 事故のおそれがあります
•  トラクションコントロールシステ
ムは駆動力を確保し操縦安定性や
走行安定性を高めるシステムで、
無謀な運転からの事故を防ぐもの
ではありません。トラクションコ
ントロールシステムが適切に作動
しても、駆動力の確保には限界が
あります。

•  トラクションコントロールシステ
ム作動時の安全確保や危険回避に
ついては、運転者に全責任があり
ます。
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 ESP®の機能の設定 / 解除（SL 63 
AMGを除く車種）

エンジンを始動したとき、ESP®は常
に待機状態になります。

以下のような状況では、ESP®の機能
を解除したほうが走行しやすい場合が
あります。

•  スノーチェーンを装着して走行する
とき

•  深い雪の上を走行するとき

•  砂や砂利の上を走行するとき

このときは ESP® の機能を解除し
ます。

G 事故のおそれがあります
ESP®の機能を解除したときは、必ず
路面の状況に応じた速度で慎重に運
転するとともに、以下の操作は絶対
に行なわないようにしてください。

•  急ハンドル

•  急ブレーキ

•  急発進、急加速

•  急激なエンジンブレーキ

G 事故のおそれがあります
ESP®の機能を解除する必要がなく
なったときは、ESP®を待機状態にし
てください。車が不安定な状況になっ
たときに、車両操縦性や走行安定性を
確保しようとすることができません。

ESP®の機能が解除されると、以下の
状態になります。

•  ESP®は作動せず、車両操縦性や走
行安定性を確保しようとすることが
できなくなります。

•  エンジン出力の制御は行なわれず、
駆動輪が空転することがあります。

•  トラクションコントロールシステ
ムによる駆動力の確保は行なわれ
ます。

•  ブレーキを効かせたときは ESP®

は自動的に作動します。

iESP®の機能を解除しているとき
にタイヤの空転や横滑りを検知する
と、ABS / ESP®表示灯が点滅し
ますが、ESP®は作動しません。

ESP®の機能を解除する

�  ESP®オフスイッチ1を押します。

  メーターパネルの ESP®オフ表示
灯が点灯します。

ESP®を待機状態にする

�  ESP®オフスイッチ1を押します。

  メーターパネルの ESP®オフ表示
灯が消灯します。
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å ESP®オフ表示灯

イグニッション位置を 2にしたとき、
またはキーレスゴーによるエンジン始
動操作直後に点灯し（点灯しないとき
は表示灯が故障しています）、エンジ
ン始動後に消灯します。

G 事故のおそれがあります
エンジンがかかっているときに
ESP® オフ表示灯が点灯していると
きは、ESP®の機能が解除されていま
す。路面や天候の状況にあわせて慎
重に運転してください。

 スポーツハンドリングモード、ESP®

の機能の設定 / 解除（SL 63 AMG）

スポーツハンドリングモードの設定 / 
解除

次のような状況では、スポーツハンド
リングモードにしたほうが走行しやす
い場合があります。

•  スノーチェーンを装着して走行して
いるとき

•  深い雪の上を走行するとき

•  砂や砂利の上を走行するとき

上記以外では、サーキットなどでス
ポーツ走行を行なうときに使用するこ
とができます。

G 事故のおそれがあります
スポーツハンドリングモードにする
必要がなくなったときは、ESP®を待
機状態にしてください。スポーツハ
ンドリングモードでは ESP®の作動
内容が制限されるため、車が不安定
な状況になったときは、車両操縦性
や走行安定性の確保は限られたもの
になります。

スポーツハンドリングモードにしたと
きは以下のような状態になります。

•  ESP®の作動内容が制限されるた
め、車両操縦性と走行安定性の確保
は限られたものになります。

•  駆動輪が空転した場合、限られた
程度までのみエンジンの出力制御
による駆動力の確保が行なわれま
す。また、トラクションコントロー
ルシステムによる駆動力の確保は
行なわれます。

•  急ブレーキを効かせたときは ESP®

は自動的に作動します。

iスポーツハンドリングモードにし
ているときにタイヤの空転や横滑り
を検知すると、ESP®表示灯が点滅
しますが、ESP®は制限された内容
で作動し、車両操縦性や走行安定性
の確保は限られたものになります。
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スポーツハンドリングモードにする

�  ESP® / スポーツハンドリングモー
ドスイッチ1を押します。

  メーターパネルのスポーツハンドリ
ングモード表示灯が点灯し、マル
チファンクションディスプレイに 
"SPORT handling mode" と表示さ
れます。

iマルチファンクションディスプレ
イの表示を "SPORT handling mode" 
から他の表示に切り替えるときは、
ステアリングのVUまたは
&*スイッチを押します。

ESP®を待機状態にする

�  ESP® / スポーツハンドリングモー
ドスイッチ1を押します。

  メーターパネルのスポーツハンドリ
ングモード表示灯が消灯します。

iスポーツハンドリングモードにし
てエンジンを停止しても、次にエ
ンジンを始動したとき、常に ESP®

は待機状態になります。

ESP®の設定 / 解除

エンジンを始動したとき、ESP®は常
に待機状態になります。

以下のような状況では、ESP®の機能
を解除したほうが走行しやすい場合が
あります。

•  スノーチェーンを装着して走行して
いるとき

•  深い雪の上を走行するとき

•  砂や砂利の上を走行するとき

このときは ESP® の機能を解除し
ます。

G 事故のおそれがあります
ESP®の機能を解除したときは、必ず
路面の状況に応じた速度で慎重に運
転するとともに、以下の操作は絶対
に行なわないようにしてください。

•  急ハンドル
•  急ブレーキ
•  急発進、急加速
•  急激なエンジンブレーキ

G 事故のおそれがあります
ESP®の機能を解除する必要がなく
なったときは、ESP®を待機状態にし
てください。車が不安定な状況になっ
たときに、車両操縦性や走行安定性
を高めることができません。
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ESP®の機能が解除されると、以下の
状態になります。

•  ESP®は作動せず、車両操縦性や走
行安定性を確保しようとすることが
できなくなります。

•  エンジン出力の制御は行なわれず、
駆動輪が空転することがあります。

•  トラクションコントロールシステ
ムによる駆動力の確保は行なわれ
ます。

•  ブレーキを効かせたときは ESP®

は自動的に作動します。

iESP®の機能を解除しているとき
にタイヤが空転したり横滑りをし
ても、ABS / ESP®表示灯は点滅
せず、ESP®も作動しません。

ESP®の機能を解除する

�  メーターパネルの ESP®オフ表示
灯（�24ページ）が点灯するまで、
ESP® / スポーツハンドリングモー
ドスイッチ1を押して保持します。

  マルチファンクションディスプレイ
に  "  OFF" と表示されます。

iマルチファンクションディスプレ
イの表示を "ESP-OFF" から他の表
示に切り替えるときは、ステアリ
ングのVUまたは&*ス
イッチを押します。

å ESP®オフ表示灯
イグニッション位置を 2にすると点灯
し（点灯しないときは表示灯が故障し
ています）、エンジン始動後に消灯し
ます。

G 事故のおそれがあります
エンジンがかかっているときに ESP®

オフ表示灯が点灯したままのときは、
ESP®の機能が解除されているか、故
障により機能していません。路面や天
候の状況にあわせて慎重に運転してく
ださい。

ESP®を待機状態にする

�  ESP® / スポーツハンドリングモー
ドスイッチ1を押します。

  メーターパネルの ESP®オフ表示
灯が消灯し、マルチファンクション
ディスプレイに数秒間 "  ON" と
表示されます。



タイトル 55

安
全
装
備

走行安全装備

SBCは以下のときに解除されます。

•  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で施錠してから約 20秒経過した
とき

•  イグニッション位置を 0にするか、
エンジンスイッチからキーを抜いて
から約 2分経過したとき

 SBCの特徴

SBCの操作は、通常のブレーキと同じ
ですが、以下のような特徴があります。

•  ブレーキペダルとブレーキ液圧回
路が分離しているため、ABSが作
動しても、ペダルに脈動は伝わり
ません。

•  エンジン始動後、最初にブレーキペ
ダルを踏んだとき、ブレーキペダル
の踏みしろが大きくなったり、踏み
応えが弱くなることがありますが、
ブレーキペダルから足を放すと、通
常の踏みしろに戻ります。

•  ブレーキペダルに脈動が感じられた
り、エンジンルームから作動音が聞
こえることがあります。この音は
SBCポンプから発生しているもの
で異常ではありません。

•  通常、SBCはブレーキペダルとブ
レーキ液圧回路が分離しています
が、SBCに故障が発生すると、エ
マージェンシーモードとして、ブ
レーキペダルとブレーキ液圧回路を
接続して、前輪ブレーキのみを作動
させます。

  SBC®

SBC（センソトロニック・ブレーキ・
コントロール）は、運転者のブレーキ
ペダル操作をセンサーで感知し、あら
かじめ蓄圧されたブレーキ液を各車輪
ごとに供給することにより、ブレーキ
応答性を高め、運転状況に応じて最適
な制動力を発揮させるためのブレーキ
制御システムです。

G 事故のおそれがあります
•  SBCはブレーキ操作を補助するシ
ステムで、無謀な運転からの事故
を防ぐものではありません。SBC
が作動しても、制動距離の短縮や
制動力の確保には限界があります。
また、タイヤのグリップが失われ
た状況では効果を発揮しません。

•  SBC作動時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があり
ます。

SBCは以下のときに待機状態になり
ます。

•  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で解錠したとき

• ドアを開いたとき

•  イグニッション位置を 1か 2にし
たとき

•  セレクターレバーのキーレスゴース
イッチを押したとき

• ブレーキペダルを踏んだとき

• パーキングブレーキを解除したとき
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G けがのおそれがあります
SBCの点検・修理やブレーキパッド
の交換などは、必ずメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場で行なってく
ださい。SBCにはブレーキ液を自動
的に蓄圧する機能があるため、シス
テムを解除してから作業しないと、
ブレーキ液が漏れたり、ブレーキが
自動的に作動してけがをしたり、車
を損傷するおそれがあります。

 走行するとき

•  急な下り坂では、ブレーキの保護の
ためティップシフトでギアレンジを
4または5、=にして走行
してください。

•  大きな負荷のかかる走行をした後
は、すぐに停車せず、しばらく走行
を続けてブレーキシステムを冷やし
てください。

G 事故のおそれがあります
ブレーキ操作が、後続車などに危険
をおよぼすことがないように注意し
てください。

•  高速道路を走行しているときなどブ
レーキを効かせずに長時間走行して
いるときは、ブレーキの効きが悪く
なることがあります。このようなと
きは後続車に注意しながら、ブレー
キの効きが回復するまでブレーキペ
ダルを数回強めに踏んでください。

G 事故のおそれがあります
メーターパネルのブレーキ警告灯が点
灯したときは、SBCまたはブレーキ
システムに異常があります。マルチ
ファンクションディスプレイにメッ
セージが表示されとたときは、メッ
セージに従ってください（�279､280
ページ）。

SBCが作動しないときは自走をでき
るだけ避けて、専門業者に依頼して車
両運搬車で搬送してください。やむを
得ず自走するときやけん引するとき
は、以下の注意に従ってください。

【エマージェンシーモード】

バッテリーの電圧低下などでシステ
ムに十分な電力が供給されなかった
り、電気システムなどが故障したこ
とにより SBCが作動しないときに、
ブレーキペダルを踏んで発生した油
圧で直接前輪ブレーキのみを作動さ
せるモードです。マルチファンクショ
ンディスプレイに SBCなどに関する
故障 / 警告メッセージが表示された
り、警告灯が点灯したときは、安全
な場所に停車し、メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

【ブレーキペダルの踏み込み】

エマージェンシーモードでは、ブレー
キペダルを通常時より深く（奥に）強
く踏み込んでください。また、ブレー
キペダルを踏むのに非常に大きな力
が必要になり、制動距離も長くなり
ます。
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•  水たまりの通過後や雪の上を走行し
た後は、ブレーキディスクの乾燥の
ため、エンジンを停止する前にブ
レーキペダルを強く踏み込んでくだ
さい。

•  ブレーキに関連する部品は車両に適
合した純正部品を使用してくださ
い。走行安全性に影響を与えるおそ
れがあります。

 盗難防止システム

  盗難防止警報システム

盗難防止警報システムが待機状態のと
きに以下の状況を検知すると、サイレ
ンが約 30秒間鳴り、非常点滅灯が通
常の 2倍の速さで約 5分間点滅しま
す。また、ルームランプが約 5分間点
灯します。

•  ドアが開けられたとき

•  トランクが開けられたとき

•  ボンネットのロックが解除された
とき

•  グローブボックスやアームレストの
小物入れ、シート後方の小物入れが
開けられたとき

盗難防止警報システムは、車を施錠し
た後、エマージェンシーキーを使用
して運転席ドアやトランク、グロー
ブボックスを解錠して開いたときや、
バッテリーの接続が断たれたときも作
動します。
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iドアやトランクなどが開けられた
り、ボンネットのロックが解除され
て警報が作動したときは、それらを
すぐに閉じても、警報は解除されま
せん。

iシステムを待機状態にするときは
ボンネットが確実に閉じているこ
とを確認してください。ボンネッ
トのロックが解除された状態でシ
ステムを待機状態にしても、ボン
ネットが開けられたときに警報は
作動しません。

iシステムが待機状態のときに車内
からドアを開いたり、ボンネット
ロック解除レバーでボンネットの
ロックを解除すると警報が作動しま
す。車内に人がいるときは待機状態
にしないでください。

  けん引防止機能

車を施錠して、けん引防止機能を待機
状態にしたときは、車両の傾きを検知
すると、サイレンが約 30秒間鳴り、
非常点滅灯が通常の 2倍の速さで約 5
分間点滅します。また、ルームランプ
が約 5分間点灯します。

例えば、けん引やジャッキアップなど
により車両が持ち上げられたときなど
に警報が作動します。

 システムを待機状態にする

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で施錠します。

  ドアロックスイッチ（施錠）の表示
灯1が点滅し、約 10秒後に待機
状態になります。

  システムが待機状態のときは、表示
灯1が点滅を続けます。

 システムを解除する

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で車を解錠します。

  表示灯1が消灯します。

 警報が作動したときの停止方法

�  エンジンスイッチにキーを差します。

または

�  キーのいずれかのボタンを押します。

または

�  キーがキーレスゴーの左右側アンテ
ナの検知範囲（�67ページ）にあ
るときは、ドアハンドルに触れます。

または

�  キーがキーレスゴーの車室内アンテ
ナの検知範囲（�67ページ）にあ
るときは、セレクターレバーのキー
レスゴースイッチを押します。

または

�  キーがキーレスゴーのトランク側
アンテナの検知範囲（�67ページ）
にあるときは、トランクハンドルを
引きます。
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 けん引防止機能を解除する

誤作動を防止するために、以下のよう
な状況で車を施錠する場合は、けん引
防止機能を解除してください。

•  けん引されるとき

•  カーフェリーや車両運搬車に載せて
移動するとき

•  機械式駐車場などに駐車するとき

�  イグニッション位置を 0か 1にす
るか、エンジンスイッチからキー
を抜きます。

�  けん引防止機能解除スイッチ1を
押します。

  表示灯2が点灯し、その後消灯し
て、けん引防止機能が解除されま
す。

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で車を施錠します。

 次に車が解錠されるかドアを開いて
閉じるまで、けん引防止機能が解
除されたままになります。

 けん引防止機能を待機状態にする

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で車を施錠します。

  約 30秒後に待機状態になります。

 待機状態を解除する

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で車を解錠します。

 警報が作動したときの停止方法

�  エンジンスイッチにキーを差します。

または

�  キーのいずれかのボタンを押します。

または

�  キーがキーレスゴーの左右側アンテ
ナの検知範囲（�67ページ）にあ
るときは、ドアハンドルに触れます。

または

�  キーがキーレスゴーの車室内アン
テナの検知範囲（�67ページ）に
あるときは、セレクターレバーの
キーレスゴースイッチを押します。

または

�  キーがキーレスゴーのトランク側
アンテナの検知範囲（�67ページ）
にあるときは、トランクハンドルを
引きます。
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  室内センサー

車を施錠して、室内センサーを待機状
態にしたときは、車内で物体の動きを
検知すると、サイレンが約 30秒間鳴
り、非常点滅灯が通常の 2倍の速さで
約 5分間点滅します。また、ルームラ
ンプが約 5分間点灯します。

例えば、ウインドウが割られたり、車
内に腕を伸ばしたときなどに警報が作
動します。

 室内センサーを待機状態にする

�  誤作動を防止するために、室内セン
サーを待機状態にする前に以下のこ
とを確認してください。

 •  ドアウインドウとリアクォー
ターウインドウが完全に閉じて
いること

 •  バリオルーフが完全に閉じてい
ること

iバリオルーフが完全に開いている
ときも、室内センサーを待機状態
にすることができます。詳しくは
（�151ページ）をご覧ください。

 •  アームレストのカバーが完全に
閉じていること

 •  ルームミラーやルーフトリムに
マスコットなどをかけていない
こと

�  トランクが閉じていることを確認し
ます。

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で車を施錠します。

  約 30秒後に待機状態になります。

iイグニッション位置を 0か 1に
して運転席ドアを開いたときに、マ
ルチファンクションディスプレイに
" ｾﾝﾀｺﾝｿｰﾙ ﾄｼﾞﾃｸﾀﾞｻｲ !" と表示され
たときは、アームレストのカバーが
完全に閉じていません。このときは
アームレストのカバーを閉じてくだ
さい。室内センサーが作動しなくな
ります。

iセンターコンソールのアームレス
トの上に物を置かないでください。
また、アームレスト内の小物入れに
金属製の物を収納したり、金属製の
物をアームレストの周囲に置かない
でください。室内センサーが誤作動
するおそれがあります。

 待機状態を解除する

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で車を解錠します。
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 警報が作動したときの停止方法

�  エンジンスイッチにキーを差します。

または

�  キーのいずれかのボタンを押します。

または

�  キーがキーレスゴーの左右側アンテ
ナの検知範囲（�67ページ）にあ
るときは、ドアハンドルに触れます。

または

�  キーがキーレスゴーの車室内アンテ
ナの検知範囲（�67ページ）にあ
るときは、セレクターレバーのキー
レスゴースイッチを押します。

または

�  キーがキーレスゴーのトランク側
アンテナの検知範囲（�67ページ）
にあるときは、トランクハンドルを
引きます。

 室内センサーを解除する

誤作動を防止するために、以下のよう
な状況で車を施錠する場合は、室内セ
ンサーを解除してください。

•  車内に人や動物が残るとき

•  ドアウインドウやリアクォーターウ
インドウを少し開いた状態で車から
離れるとき

�  イグニッション位置を 0か 1にす
るか、エンジンスイッチからキー
を抜きます。

�  室内センサー解除スイッチ2を押
します。

  表示灯1が数秒間点滅し、その後
消灯して、室内センサーが解除さ
れます。

�  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で車を施錠します。
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 キー

車両には 2本のキーが付属しています。

エンジンの始動および車の解錠 / 施
錠に使用します。

また、それぞれのキーにはエマージェ
ンシーキーを収納しています。

G 事故のおそれがあります
•  子供だけを残して車から離れない
でください。施錠されていても、
誤って車内からドアを開いたり運
転装置に触れて、事故やけがをす
るおそれがあります。

  また、キーが車室内またはドア付
近にあるときは、セレクターレバー
のキーレスゴースイッチを押すこ
とにより、エンジンが始動し、事
故の原因になります。

•  短時間でも、車内にキーを残した
まま車から離れないでください。
事故や盗難のおそれがあります。

•  エンジンスイッチにキーを差し込
むときは、重い物や必要以上に大
きな物、ステアリングなどの操作
部に接触する物をキーホルダーと
して使用しないでください。

  キーホルダー自体の重みや、キー
ホルダーがステアリングなどに接
触することでキーがまわると、エ
ンジンが停止して事故を起こすお
それがあります。

!キーを紛失したときは、盗難や事
故を防ぐため、ただちにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。

!貴重品は絶対に車内に置いたまま
にしないでください。盗難のおそれ
があります。

!磁気を発生する電化製品の近くに
キーを置かないでください。

!キーを強い電磁波にさらすと、リ
モコンに障害が発生するおそれがあ
ります。

!キーは強い衝撃や水から避けてく
ださい。故障の原因になります。

!キーの先端部を汚したり覆ったり
しないでください。故障や誤作動の
原因になります。

!車を操作するときは、運転者は常
にキーを携帯してください。

!キーを携帯電話などの電子機器や
硬貨などの金属製のものと一緒に持
ち運ばないでください。

i新たにキーをつくる場合は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

iエンジンスイッチにキーを差して
いるときは、わずかに電力を消費し
ています。走行しないときは、バッ
テリー保護のため、エンジンスイッ
チからキーを抜いてください。

iキーの電池が消耗すると操作時に
表示灯が点灯せず、リモコン操作
やキーレスゴー操作ができなくな
りますが、エンジンスイッチにキー
を差し込むことによるイグニッ
ション位置の選択とエンジンの始
動はできます。

iリモコン操作またはキーレスゴー
操作で解錠すると、SBC（�55ペー
ジ）が待機状態になります。
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  リモコン機能

1 表示灯
2 施錠ボタン
3 トランクオープナーボタン
4 解錠ボタン

エンジンスイッチにキーを差し込んで
いないときに以下の操作ができます。

•  以下の各部の解錠 / 施錠

 ◇ ドア

 ◇ トランク

 ◇ 燃料給油フラップ

 ◇ グローブボックス

 ◇ アームレストの小物入れ

 ◇ シート後方の小物入れ

•  トランクを開く

•  ドアウインドウとリアクォーターウ
インドウ、バリオルーフの開閉

操作時に表示灯1が 1回点滅します。

解錠する

�    解錠ボタン4を押します。

  以下の各部が解錠され、非常点滅灯
が 1回点滅します。

 •  ドア

 •  トランク 

 •  燃料給油フラップ

 •  グローブボックス

 •  アームレストの小物入れ

 •   シート後方の小物入れ 

 また、盗難防止警報システム（�57
ページ）が解除されます。

施錠する

�   施錠ボタン2を押します。

  以下の各部が施錠され、非常点滅灯
が 3回点滅します。

 •  ドア

 •  トランク 

 •  燃料給油フラップ

 •  グローブボックス

 •  アームレストの小物入れ

 •   シート後方の小物入れ 

 また、盗難防止警報システム（�57
ページ）が待機状態になります。

トランクを開く

�   トランクが開きはじめるまで、トラ
ンクオープナーボタン3を押し続
けます。

!トランクを開くときは、後方や上
方に十分な空間があることを確認し
てください。 
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iバッテリーあがりを起こしたとき
は、キーの電池が正常でもリモコン
操作はできません。

iリモコン操作ですべてのドアウイ
ンドウとリアクォーターウインド
ウ、バリオルーフを開閉することが
できます（�203ページ）。

i解錠後約 40秒以内に、以下のい
ずれかの操作をしないと、再び施錠
されます。

 •  ドアを開く

 •  トランクを開く

 •  エンジンスイッチにキーを差し
込む

 •  セレクターレバーのキーレス
ゴースイッチを押す

 •  ドアロックスイッチ（解錠）を
押す

 ロケイターライティング

周囲が暗いとき、リモコン操作により
車を解錠すると、車幅灯、フロントフォ
グランプ、テールランプ、ライセンス
ランプが点灯します。

点灯したランプは、以下のときに消灯
します。

• 運転席ドアを開いたとき

•  エンジンスイッチにキーを差し込ん
だとき

•  セレクターレバーのキーレスゴース
イッチを押したとき

• 約 40秒経過したとき

この機能の設定と解除については
（�148ページ）をご覧ください。

 リモコン機能の切り替え

リモコン操作での解錠時に、運転席ド
アと燃料給油フラップのみを解錠する
ように設定できます。

�  解錠ボタン4と施錠ボタン2を同
時に約 6秒間押し続けます。

  キーの表示灯1が 2回点滅し、設
定が切り替わります。

  この状態では以下のように作動し
ます。

 ・  解錠ボタン4を 1回押すと、以
下の各部が解錠され、非常点滅
灯が 1回点滅します。

  ◇ 運転席ドア

  ◇  燃料給油フラップ

  ◇ グローブボックス

  ◇ アームレストの小物入れ

  ◇ シート後方の小物入れ

    また、盗難防止警報システム
（�57ページ）が解除されます。

 ・  続けて約 40秒以内に解錠ボタン
4を押すと、助手席ドアとトラ
ンクが解錠されます。

元の設定に戻すには、再度、解錠ボタ
ン4と施錠ボタン2を同時に約 6秒
間押し続けます。キーの表示灯1が
2回点滅し、元の設定に戻ります。

!リモコン操作で施錠したときは、
非常点滅灯が 3回点滅したことを
確認してください。

!高圧電線や電波発信塔付近などの
強電界下でリモコン操作を行なう
と、リモコンが作動しなかったり、
誤作動するおそれがあります。
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キーが左右側アンテナの検知範囲にあ
るとき

•  左右ドアのドアハンドルに触れるこ
とで車の解錠ができます。

•  左右ドアのキーレスゴースイッチを
押すことで車の施錠ができます。

キーがトランク側アンテナの検知範囲
にあるとき

•  トランクハンドルを引くことで、
トランクを解錠して開くことがで
きます。

•  トランクのキーレスゴースイッチ
を押して、車を施錠することがで
きます。

キーが車室内アンテナの検知範囲にあ
るとき

•  イグニッション位置の選択ができま
す（�78ページ）。

•  エンジンの始動ができます（�114
ページ）。

  キーレスゴー

1 右側アンテナの検知範囲
2 左側アンテナの検知範囲
3 トランク側アンテナの検知範囲
4 車室内アンテナの検知範囲

キーレスゴーは、キーを携帯すること
により、キーとキーレスゴーアンテナ
が電波の送受信を行ない、リモコン操
作をしなくても、車の解錠 / 施錠やエ
ンジンの始動を行なうことできます。

iエンジンスイッチにキーが差し込
まれているときは、キーレスゴー操
作を行なうことはできません。

iエンジンスイッチにキーが差し込
まれていないときも、エンジンがか
かっているときやイグニッション位
置が 2のときは、キーレスゴー操
作で施錠できません。

キーの位置により、キーレスゴー操作
で行なうことができる操作が以下のよ
うに異なります。
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!高圧電線や電波発信塔付近などで
キーレスゴーによる操作を行なう
と、キーレスゴーが作動しなかった
り、誤作動することがあります。

iキーを車から遠ざけたときは、
キーレスゴー操作で車を施錠 / 解
錠したり、エンジンを始動すること
はできません。

i車を長期間使用しなかったとき
は、ドアハンドルを引いてからキー
レスゴーでの操作を行なってくだ
さい。

iキーレスゴーの作動範囲内にキー
があるときは、キーを携帯していな
い人でも、車を施錠 / 解錠したり、
エンジンを始動できます。

iバッテリーあがりを起こしたとき
は、キーの電池が正常でもキーレス
ゴーによる操作はできません。

解錠する（初期設定時）

�  ドアハンドルに触れます。

  以下の各部が解錠され、非常点滅灯
が 1回点滅します。

 •  ドア

 •  トランク 

 •  燃料給油フラップ

 •  グローブボックス

 •  アームレストの小物入れ

 •   シート後方の小物入れ 

また、盗難防止警報システム（�57
ページ）が解除されます。

G けがのおそれがあります
•  埋め込み型心臓ペースメーカーお
よび埋め込み型除細動器を装着さ
れている方や、それ以外の医療用
電子機器を使用されている方は、
車を使用する前に、あらかじめ医
師や医療用電子機器メーカーなど
にキーレスゴーによる電波の影響
についてご相談ください。

•  埋め込み型心臓ペースメーカーお
よび埋め込み型除細動器を装着さ
れている方は、キーレスゴーアン
テナから約 22cm以内に近付かな
いようにしてください。キーレス
ゴー操作で車を解錠 / 施錠すると
きやトランクを開閉するとき、エ
ンジンを始動するときなどは、キー
とアンテナの間で電波が送受信さ
れるため、埋め込み型心臓ペース
メーカーおよび埋め込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれが
あります。

•  子供だけを残して車から離れない
でください。施錠されていても、
誤って車内からドアを開いたり運
転装置に触れて、事故やけがをす
るおそれがあります。

  また、キーが車室内にあるときや、
キーの位置によってはトランク内
にキーがあるときも、セレクター
レバーのキーレスゴースイッチを
押すことにより、エンジンが始動
するなど、事故の原因になります。

•  短時間でも、車から離れるときは、
エンジンを停止して車を施錠し、
キーを携帯してください。
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i解錠後約 40秒以内に、以下のい
ずれかの操作をしないと、再び施錠
されます。

 •  ドアを開く

 •  トランクを開く

 •   エンジンスイッチにキーを差し
込む

 •  セレクターレバーのキーレス
ゴースイッチを押す

 •  ドアロックスイッチ（解錠）を
押す

 解錠時の設定の切り替え

1

2

3

1 表示灯
2 施錠ボタン
3 解錠ボタン

運転席のドアハンドルに触れて解錠し
たときの作動内容を切り替えることが
できます。

�    表示灯1が 2回点滅するまで、約
6秒間施錠ボタン2と解錠ボタン
3を同時に押し続けます。

このときは、以下のように作動します。

�  運転席ドアハンドルに触れます。 

  以下の各部が解錠され、非常点滅灯
が 1回点滅します。

 •  運転席ドア

 •  燃料給油フラップ

 •  グローブボックス

 •  アームレストの小物入れ

 •   シート後方の小物入れ 

  また、盗難防止警報システム（�57
ページ）が解除されます。

初期設定に戻す

�    表示灯1が 2回点滅するまで、約
6秒間施錠ボタン2と解錠ボタン
3を同時に押し続けます。

!手袋を着用したままドアハンドル
に触れたときは、解錠しないことが
あります。

!キーが左右側アンテナの検知範囲
にあるときに、ドアハンドルを清
掃したり、ドアハンドルに雨粒や水
しぶきがかかったり物などが触れる
と、車が解錠されることがあります
ので注意してください。
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施錠する

�   ドアハンドルのキーレスゴースイッ
チ1を押します。

または

2

�  トランクのキーレスゴースイッチ
2を押します。

  トランクが閉じます。

以下の各部が施錠され、非常点滅灯が
3回点滅します。

•  ドア

•  トランク 

•  燃料給油フラップ

•  グローブボックス

•  アームレストの小物入れ

•   シート後方の小物入れ 

また、盗難防止警報システム（�57
ページ）が待機状態になります。

!車を施錠したときは、非常点滅灯
が 3回点滅したことを確認してく
ださい。

iキーが車室内やトランク内にある
ときは、ドアハンドルやトランク
のキーレスゴースイッチで施錠で
きません。このときは、マルチファ
ンクションディスプレイに " ｷｰｶﾞ 
ｼｬﾅｲ ﾆ ｱﾘﾏｽ " と表示されることが
あります。

 ただし、キーが左右側アンテナの検
知範囲にあり、もう 1本のキーが
車室内やトランク内にあるときは、
ドアハンドルのキーレスゴースイッ
チで施錠できます。

トランクを解錠して開く

� トランクハンドルを引きます。

  トランクのみが解錠されて開き
ます。

!トランクを開くときは、後方や上
方に十分な空間があることを確認し
てください。
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 ドア

  車外からのドアの開閉

開く

�  ドアハンドル1を引きます。

閉じる

�  ドアハンドル1を持って確実に閉
じます。

  車内からのドアの開閉

開く

�  ドアレバー2を矢印の方向に引き
ます。

  ドアが施錠されているときは、ロッ
クノブ4が上がって解錠され、ド
アも開きます。

閉じる

�  インナーグリップ3を持って確実
に閉じます。

G 事故のおそれがあります
•  ドアは確実に閉じてください。ド
アの閉じかたが不完全（半ドア）
な場合、走行中にドアが開くおそ
れがあります。

•  ドアを開くときは、周囲の安全を
十分確認してください。

•  同乗者がドアを開くときは、危険
がないことを運転者が確認してく
ださい。

!車から離れるときは、エンジンを
停止し、必ずドアを施錠してくだ
さい。

!ドアを閉じるときは、身体や物を
挟まないように注意してください。
車の周りに子供がいるときは、特に
注意してください。

!ドアウインドウが全閉のとき、ド
アを開くとドアウインドウとリアサ
イドウインドウが少し下降し、閉じ
ると上昇します。

 ただし、ドアウインドウが凍結して
いたり、バッテリーがあがっている
ときは、ドアを開いたときにドアウ
インドウやリアサイドウインドウは
下降しません。

  このときは、無理にドアを閉じない
でください。ドアやウインドウ、シー
ル部を損傷するおそれがあります。

i助手席のドアは、開いているとき
にロックノブを押し込んでから閉じ
ると施錠されます。
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 ドアロックスイッチ

車内から、すべてのドアとトランクを
スイッチ操作で解錠 / 施錠すること
ができます。

G 事故のおそれがあります
子供だけを残して車から離れないで
ください。ドアのロックノブが下がっ
ていても、車内のドアレバーを引い
てドアを開くと、事故やけがをする
おそれがあります。

解錠する

�  解錠スイッチ2を押します。

施錠する

�  施錠スイッチ1を押します。

次のようなときはドアロックスイッチ
で解錠 / 施錠することはできません。

•  リモコン操作またはキーレスゴー操
作により施錠しているとき

• 助手席ドアが開いているとき

i運転席ドアが開いているときに
ドアロックスイッチで施錠すると、
助手席ドアとトランクが施錠され
ます。

iドアが完全に閉じていない状態で
走行すると、警告音が鳴り、マルチ
ファンクションディスプレイに警告
マークが表示されます（�275ペー
ジ）。

iシートベルトテンショナーやエア
バッグが作動すると、ドアは施錠さ
れていても自動的に解錠されます。

  車内からの解錠 /施錠

 ドアごとの解錠 /施錠

解錠する

�     ドアレバー2を矢印の方向に引き
ます。

  ロックノブ1が上がって解錠され、
ドアも開きます。

施錠する

�  ロックノブ 1 を下方に押し込み
ます。

!施錠後は、ロックノブが完全に
下がっていることを確認してくだ
さい。

!ロックノブが完全に下がっていな
いドアがあるときは、そのドアを
いったん開き、再度閉じてから施錠
してください。
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トランク

iドアロックスイッチで施錠して
も、燃料給油フラップやグローブ
ボックス、アームレストの小物入れ
やシート後方の小物入れは施錠され
ません。

i車を解錠したときは SBCの作動
音が聞こえることがありますが、異
常ではありません。

 車速感応ドアロック

走行速度が約 15km/h 以上になる
と、ドアとトランクを自動的に施錠
します。

この機能の設定と解除については
（�150ページ）をご覧ください。

!車速感応ドアロックを設定した状
態で、車を押したり、タイヤ交換
などで車を持ち上げるときは、イ
グニッション位置を 0にしてくだ
さい。車輪が回転すると施錠され、
車外に閉め出されるおそれがあり
ます。

!車速感応ドアロックで施錠された
ドアをドアロックスイッチで解錠す
ると、ドアを開くかエンジンを再始
動するまで、車速感応ドアロックは
作動しません。

i車速感応ドアロックにより車が施
錠されていても、エアバッグやシー
トベルトテンショナーが作動する
と、自動的に解錠されます。

 トランク

G 中毒のおそれがあります
エンジンをかけた状態でトランクを
開いたままにしないでください。排
気ガスが車内に入り、意識不明になっ
たり、中毒死するおそれがあります。

!トランクを開くときは、トランク
の周りに障害物がなく、身体や物に
当たるおそれがないことを確認して
ください。

!トランクを開くときは、後方や上
方に十分な空間があることを確認し
てください。

!トランクを閉じるときは、身体や
物を挟まないように十分注意してく
ださい。車の周りに子供がいるとき
は、特に注意してください。

!トランクに乗車しないでくださ
い。事故のとき、けがをするおそれ
があります。

!子供などがトランクに閉じ込めら
れないように注意してください。

!強風のときにトランクを開くと、
強い風にあおられ、トランクが不意
に下がることがあります。風の強い
日は十分に注意してください。

  また、トランクに雪が積もっている
ときも同様に注意してください。
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iバリオルーフがトランク内に収納
されているときは、トランクを開閉
すると、収納されたルーフも上下し
ます。

iトランクを開いているときに、身
体などがトランクに接触したとき
は、トランクの動きが停止します。

iトランクを閉じているときに、身
体やトランクルームに積んだ荷物な
どがトランクに接触したときは、ト
ランクの動きが停止し、自動で開き
ます。

i走行中は、トランクを自動で開閉
することはできません。

iトランクを開閉しているときに、
身体や物が挟まれそうになったり、
接触しそうになったときは、以下の
操作をしてください。トランクが停
止します。

 •  トランククローザースイッチを
押す

 •  トランクのキーレスゴースイッ
チを押す

 •  運転席ドアのトランクスイッチ
を操作する

 •  キーのトランクオープナーボタ
ンを押す

 •  トランクハンドルを引く

 クロージングサポーター

ロックがかみ合う位置までトランクが
閉じると、クロージングサポーターが
作動し、トランクが自動で閉じます。

G けがのおそれがあります
•  クロージングサポーターが作動し
ているときに、身体などが挟まれ
ないように注意してください。

  万一、身体などが挟まれそうになっ
たときは、トランクのハンドルを
引いてください。クロージングサ
ポーターの作動が停止し、トラン
クが開きます。

•  トランクのヒンジ部分に手や指を
触れないでください。クロージン
グサポーターが作動してヒンジが
自動的に動き、手や指が挟まれて
けがをするおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
トランクを閉じたときは、トランク
が確実に閉じていることを確認して
ください。走行中にトランクが開く
と、事故を起こすおそれがあります。
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 車外からのトランクの開閉

G けがのおそれがあります
車外からトランクを開閉していると
きに、身体や物が挟まれそうになっ
たときは、ただちにトランククロー
ザースイッチを押すか、トランクの
ハンドルを引いてください。トラン
クの動きが停止します。

トランクを開く

トランクは車が解錠されているときの
み開くことができます。

トランクの解錠は停車しているときの
み可能です。

�  キーの解錠ボタンを押します。

�  ハンドル1を手前に引きます。

 トランクが自動で開きます。

または

�   トランクが自動で開きはじめるま
で、キーのトランクオープナーボタ
ンを押し続けます。

 トランクが自動で開きます。

2 3

トランクを閉じる

�  トランククローザースイッチ2を
押します。

 トランクが自動で閉じます。

トランクを閉じて車を施錠する

�  キーレスゴースイッチ 3 を押し
ます。

  トランクが自動で閉じて、車が施錠
されます。

iキーがトランク内にあるとき、ト
ランクを開いた状態でリモコン操作
またはキーレスゴー操作で施錠した
後に、トランククローザースイッチ
やキーレスゴースイッチを押すと、
トランクは閉じなかったり、一度閉
じた後に自動的に開きます。このと
きは、マルチファンクションディス
プレイに警告メッセージが表示され
ることがあります。

iドアが完全に閉じていないとき
は、キーレスゴースイッチでトラン
クを閉じることはできません。この
ときは確認音が鳴り、マルチファン
クションディスプレイに警告メッ
セージが表示されます。
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 トランクの独立施錠

車の解錠 / 施錠に関わらず、トラン
クを独立して施錠できます。

トランクを独立施錠しているときは、
エマージェンシーキー以外ではトラン
クを開くことはできません。

トランクを独立施錠する

� トランクを閉じます。

�  トランクのキーシリンダー1にエ
マージェンシーキー4（�305ペー
ジ）を差し込みます。

�  エマージェンシーキー4を独立施
錠位置3にまわします。

�  キーシリンダー1からエマージェ
ンシーキー4を抜きます。

!トランクを開いた状態でも、上記
の操作を行なってトランクを閉じる
と独立施錠されます。このときは、
エマージェンシーキーの閉じ込みに
注意してください。

i駐車場などでキーを預ける場合
に、この機能を使用してください。
その際は、エマージェンシーキーを
キー本体から取り外して携帯してく
ださい。

 車内からのトランクの開閉

トランクを開く

�  トランクが開きはじめるまでトラン
クスイッチ1を引きます。

 トランクが自動で開きます。

トランクを閉じる

�  トランクスイッチ 1 を押し続け
ます。

  押している間、トランクが閉じます。

  スイッチから指を放すと、その位置
で停止します。

G けがのおそれがあります
トランクスイッチでトランクを閉じ
ているときに、身体や物が挟まれそ
うになったときは、ただちにトラン
クスイッチから手を放してください。
トランクの動きが停止します。

iトランクが開いているときは、ト
ランクスイッチの表示灯②が点灯し
ます。
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独立施錠を解除する

�  トランクのキーシリンダー1にエ
マージェンシーキー4（�305ペー
ジ）を差し込みます。

�  エマージェンシーキー4を独立施
錠解除位置2にまわします。

�  キーシリンダー1からエマージェ
ンシーキー4を抜きます。

 トランクランプ

トランクルーム内の手前右側にトラン
クランプがあります。

トランクを開くと点灯し、閉じると消
灯します。

iトランクを開いたままでもトラン
クランプは約10分後に消灯します。

 トランクに荷物を積むとき

荷物を積むとき、積み方によっては車
の走行安定性に大きく影響します。以
下の点に注意してください。

•  荷物はできるだけトランクに積んで
ください。

•  重い物は車の中心近く（トランクの
前方）に置いてください。

•  重い物は重量が均等になるように積
み、一部に偏らないように積んでく
ださい。

•  燃料を入れた容器やスプレー缶など
を積まないでください。引火や爆発
のおそれがあります。

  イグニッション位置

G 事故のおそれがあります
ごく短時間でも、車から離れるとき
は車内にキーを置いたままにしない
でください。また、子供だけを車内
に残さないでください。いたずらか
ら車の発進、火災などの事故が発生
するおそれがあります。また、炎天
下では車内が非常に高温になり、熱
中症を起こすおそれがあります。

!走行中にエンジンを停止しないで
ください。エンジンブレーキが効か
なくなります。また、ステアリング
の操作に非常に大きな力が必要に
なります。

キーによるイグニッション位置の選択

エンジンスイッチに差し込んだキーを
まわすことにより、イグニッション位
置を選択できます。
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イグニッション位置

キーレスゴースイッチによるイグニッ
ション位置の選択

SL 350 / 550 Grand Edition

車室内にキーがあり、エンジンスイッ
チにキーを差し込んでいないときに、
セレクターレバー先端のキーレスゴー
スイッチ1を押すことにより、イグ
ニッション位置の選択とエンジンの始
動ができます。

SL 350/550 Grand Editionはセレク
ターレバーのカバー2を開いてから
キーレスゴースイッチ1を押します。

イグニッション位置を選択する

�  ブレーキペダルを踏んでいないとき
にキーレスゴースイッチ1を押す
と、以下のようにイグニッション位
置が変更されます。

キーレスゴー
スイッチの操作

イグニッション
位置

1回押す 0から 1になり
ます。

さらに 1回押す 1から 2になり
ます。

さらに 1回押す 2から 0になり
ます。

キーの位置 イグニッション位置

0 0： キーを差し込む / 
抜く位置

1 1： イグニッション
位置が 1 になり
ます。

2 2： イグニッション
位置が 2 になり
ます。

3 3： エンジンが始動し
ます。

!車のバッテリーあがりを防止する
ために、駐車時は必ずエンジンス
イッチからキーを抜いてください。

!エンジンスイッチにエマージェン
シーキーを差すことはできません。

iセレクターレバーがBに入っ
ていないときはエンジンスイッチか
らキーを抜くことができません。

iエンジンスイッチからキーを抜か
ずに0の位置で長時間放置してい
ると、キーがまわせなくなることが
あります。このときは、キーをいっ
たん抜き、再度差してからまわして
ください。

iキーの発信部が覆われていたり汚
れていると、エンジンを始動できな
くなります。

i異なる車両のキーを差し込んだと
きは、イグニッション位置の選択や
エンジンの始動はできません。
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 シート

G 事故のおそれがあります
運転席シートの調整は、必ず停車し
ているときに行なってください。走
行中に行なって操作を誤ると、車の
コントロールを失い、事故を起こす
おそれがあります。

G けがのおそれがあります
子供だけを車内に残して車から離れ
ないでください。シート調整スイッ
チに触れるとシートが動き出し、け
がをするおそれがあります。

シートを調整するときは、身体や物
などが挟まれないように注意してく
ださい。

シートを調整するときは、エアバッグ
に関する注意もお読みください（�35
ページ）。

G けがのおそれがあります
乗車するときは、必ずヘッドレスト
の中央が目の高さになっていること
を確認してください。事故のとき、
首にけがをするおそれがあります。

G けがのおそれがあります
ヘッドレストは、ヘッドレストの中央
が目の高さになるように調整してくだ
さい。事故などのときに、重大なけが
をするおそれがあります。

エンジンを始動する

�  ブレーキペダルを踏んでいるとき
にキーレスゴースイッチ 1を押
します。

iキーレスゴースイッチを押してい
ないときは、イグニッション位置は
0になります。

iキーレスゴースイッチでエンジン
を始動したときは、再度キーレス
ゴースイッチを押すと、エンジンが
停止します。

i車室内にキーがないときにキー
レスゴースイッチを押すと、マル
チファンクションディスプレイに 
"キー ヲ ケンチ デキマセン " と表
示されます。

iキーレスゴースイッチでイグニッ
ション位置を 1か 2にしたときも、
エンジンスイッチにキーを差し込む
と、イグニッション位置は 0にな
ります。

iキーレスゴースイッチでエンジン
を始動したときは、セレクターレ
バーがBに入っている状態でエ
ンジンスイッチにキーを差し込む
と、エンジンが停止します。

タッチスタート機能

イグニッション位置を 3にしたり、ブ
レーキペダルを踏んだままキーレス
ゴースイッチを押すと、手を放しても
自動的にスターターが作動し続け、エ
ンジンが始動します。
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 シートの調整

シート調整スイッチ（左側シート）
1 ヘッドレストの高さ
2 シートの高さ
3 シートクッションの角度
4 シートクッションの長さ
5 シートの前後位置
6 バックレストの角度

シートを調整する

�  シート調整スイッチを1～6の方
向に動かして調整します。

iシートを後方に移動していると
き、バックレストが後方に当たりそ
うになるとバックレストが自動的に
起きます。

iバックレストの角度を後方に傾け
ているとき、バックレストが後方に
当たりそうになるとシートが自動的
に前方に移動します。

iシートの前後位置や高さ、バッ
クレストの角度などを調整すると、
他の部分も連動して動くことがあ
ります。

iシートのメモリー機能については
（�92ページ）をご覧ください。

!シートやシートヒーターの損傷を
防ぐため、以下の点に注意してくだ
さい。

 ・   長時間、シートに液体が付着し
たままにしないでください。

 ・   シートカバーが濡れたときなど
は、シートを乾燥させるために
シートヒーターを使用しないで
ください。

 ・   シートの上に重い物を載せない
でください。また、シートクッ
ションの上にナイフやくぎ、工
具などの鋭利な物を置かないで
ください。

    シートは、できるだけ人を乗せ
るためだけに使用してください。

 ・   シートヒーターの使用中は、毛
布やコート、バッグ、シートカ
バー、チャイルドセーフティシー
トなどにより、シートを覆わな
いでください。

!シートを調整するときは、足元や
シートの下などに物がないことを確
認してください。シートや物を損傷
するおそれがあります。

iヘッドレストを取り外すことはで
きません。
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ヘッドレストの角度を調整する

�  ヘッドレスト下部を矢印7の方向
に動かします。

 バックレストを倒す

シート後方のスペースへの荷物の積み
おろしや、小物入れの開閉などを容易
にするため、バックレストを前方に倒
して、シートを前方に移動することが
できます。

バックレストを前方に倒す

�  ドアを開いた状態で、バックレスト
スイッチの前部1を押します。

  バックレストが前方に倒れ、シート
が前方に移動します。

バックレストを元の位置に戻す

�  バックレストスイッチの後部2を
押します。

  シートが元の位置に戻ります。

G けがのおそれがあります
バックレストを倒し、シートを前方
に移動するときは、乗員の身体や物
などが挟まれないように注意してく
ださい。挟まれそうになったときは、
バックレストスイッチやシート調整ス
イッチ、シートポジションスイッチを
操作してください。バックレストはそ
の位置で停止します。

!シートの足元やシートの後方に物
を置いていないことを確認してく
ださい。移動するシートと物が接
触して、シートや物を損傷するお
それがあります。

iバックレストを倒したとき、シー
ト位置によっては、シートが前後に
移動したり、ヘッドレストが上下に
動くことがあります。

iバックレストやシートが前後に移
動しているときに障害物に当たる
と、動きが停止して、少し後方また
は前方に移動することがあります。

iバックレストを前方に倒し、シー
トを前方に移動してからシート調整
スイッチを操作すると、スイッチの
後部を押してもバックレストが元の
位置に戻らなくなることがありま
す。そのときはシート調整スイッチ
でシートを調整してください。
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 ランバーサポート *

腰部のサポートを調整することができ
ます。

調整ダイヤルはシート下部のドア側に
あります。

サポートを調整する

�  調整ダイヤル1を 0から 5の位置
に合わせます。

  ダイヤルの数字が大きくなると、サ
ポートも強くなります。

i調整ダイヤルをまわしても調整で
きないときは、バックレストのエア
タンクの圧力が低下しています。エ
ンジンを始動してから再度調整して
ください。

  マルチコントロールシートバック *

背中を正しく支えるようにバックレス
トの位置や形状を調整することができ
ます。

イグニッション位置が 1か 2のとき
に調整できます。

スイッチはシート下部のドア側にあり
ます。

ランバーサポートを調整する

腰部のサポートを調整することができ
ます。

�  スイッチ4の&または*を
押して、サポートの位置を調整し
ます。

�  スイッチ4のWまたはXを
押して、サポートの強さを調整し
ます。

ショルダーサポートの強さを調整する

�  スイッチ1のWまたはXを
押します。

バックレスト横方向のサポートの強さ
を調整する

� スイッチ2を左右に操作します。

*オプションや仕様により、異なる装備です。



83

車
両
の
操
作

シート

iスイッチを押しても調整できない
ときは、バックレストのエアタン
クの圧力が低下しています。エン
ジンを始動してから再度調整して
ください。

 マッサージ機能

イグニッション位置が 1か 2のとき
に使用できます。バックレストのエア
クッションが膨張と収縮を繰り返し、
長距離走行などの疲労を軽減します。

マッサージ機能を作動させる

�  スイッチ3を押します。

 スイッチの表示灯が点灯します。

マッサージ機能を停止する

�  再度、スイッチ3を押します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

iマッサージ機能は約 8分後に自動
的に停止し、表示灯が消灯します。

 エアスカーフ

左ドアのスイッチ

ヘッドレストの送風口から、乗員の頭
部と頸部周辺に暖気を送風します。

送風の強さを 3段階に調整できます。

イグニッション位置が 1か 2のとき
に使用できます。

G 火傷のおそれがあります
皮膚の弱い方は送風口に身体を近付
けすぎないように注意してください。
火傷をするおそれがあります。

送風口の周囲は大変熱くなりますの
で触らないでください。火傷をする
おそれがあります。

エアスカーフを強で使用する

�  エアスカーフスイッチ①を押して、
表示灯を 3個点灯させます。

エアスカーフを中で使用する

�  エアスカーフスイッチ①を押して、
表示灯を 2個点灯させます。

エアスカーフを弱で使用する

�  エアスカーフスイッチ①を押して、
表示灯を 1個点灯させます。

i表示灯が点灯してから送風が開始
されるまで約 10秒かかります。

エアスカーフを停止する

�  エアスカーフスイッチ①を押して、
表示灯を消灯させます。

i表示灯が消灯してから送風が停止
するまで約 7秒かかります。

!エアスカーフを使用するときは送
風口を覆わないでください。過熱や
火災、故障の原因になります。

i多くの電気装備を使用していた
りバッテリーの電圧が低くなると、
エアスカーフが停止することがあ
ります。
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シートベンチレーター *

左ドアのスイッチ
※ 右ドアのスイッチは、表示灯の位置、および
シートベンチレータースイッチの絵柄が左右
反対になります。

イグニッション位置が 1か 2のとき
に使用できます。

シートベンチレーターを使用する

�  シートベンチレータースイッチ①を
押します。

 スイッチの表示灯が点灯します。

  スイッチを押すごとに点灯する表示
灯の数が変わり、シートベンチレー
ターの作動が切り替わります。

シートベンチレーターを停止する

�  シートベンチレータースイッチ①
を押して、スイッチの表示灯を消
灯させます。

表示灯の
点灯数

作動内容

3 シートベンチレーターが
強で作動します。

2 シートベンチレーターが
中で作動します。

1 シートベンチレーターが
弱で作動します。

0 停止しています。

i多くの電気装備を使用していた
りバッテリーの電圧が低くなると、
シートベンチレーターが停止するこ
とがあります。このときはスイッチ
の表示灯が点滅します。電圧が回復
すると、再度自動的に作動して、表
示灯が点灯します。

iリモコン操作でバリオルーフを開
く（�203ページ）と、運転席のシー
トベンチレーターが強で約 5分間
作動します。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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  シートヒーター

G 火傷のおそれがあります
シートヒーターを強で連続して使用
しないでください。また、コートや
厚手の衣服を着用している状態や、
毛布などの保温性の高いものをシー
トにかけた状態でシートヒーターを
使用しないでください。

異常過熱による低温火傷（紅斑、水
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー
ターが故障するおそれがあります。

!以下の事項に該当する方は、熱す
ぎたり、低温火傷をするおそれが
ありますので、十分に注意してく
ださい。

 •  乳幼児、お年寄り、病人、体が
不自由な方

 •  皮膚の弱い方

 •  疲労の激しい方

 •  眠気をさそう薬を服用された方

 •  飲酒した方

!シートに凸部のある重量物を置か
ないでください。故障の原因になり
ます。

i多くの電気装備を使用していた
りバッテリーの電圧が低くなると、
シートヒーターが停止することがあ
ります。このときは表示灯が点滅し
ます。電圧が回復すると、再度自動
的に作動して、表示灯が点灯します。

 シートベンチレーター非装備車

左ドアのスイッチ

イグニッション位置が 1か 2のとき
に使用できます。

シートヒーターを強で作動させる

�  シートヒータースイッチ（強）2を
押します。

  スイッチの表示灯が点灯します。

シートヒーターを強で作動させたとき
は、約 8分後に自動的に弱に切り替わ
り、シートヒータースイッチ（弱）の
表示灯が点灯します。

シートヒーターを弱で作動させる

�  シートヒータースイッチ（弱）1を
押します。

  スイッチの表示灯が点灯します。

シートヒーターを弱で作動させたとき
は、約 30分後に自動的に停止します。

シートヒーターを停止する

�  シートヒータースイッチ（強）2、
またはシートヒータースイッチ（弱）
1を押して、スイッチの表示灯を
消灯させます。
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 シートベンチレーター装備車

左ドアのスイッチ

イグニッション位置が 1か 2のとき
に使用できます。

シートヒーターを使用する

�  シートヒータースイッチ1を押し
ます。

 スイッチの表示灯が点灯します。

  シートヒータースイッチを押すごと
に点灯する表示灯の数が変わり、作
動内容が切り替わります。

シートヒーターを停止する

�  シートヒータースイッチ1を押して、
スイッチの表示灯を消灯させます。

表示灯の
点灯数

作動内容

2 シートヒーターが強で
作動します。
約 8分後に自動的に弱
に切り替わります。

1 シートヒーターが弱で
作動します。
約 30分後に自動的に停
止します。

0 停止しています。

 ステアリング

G けがのおそれがあります
•  子供だけを車内に残して車から離
れないでください。誤ってステア
リング調整レバーを操作すると、
ステアリングが動き、けがをする
おそれがあります。

•  運転中はステアリングのパッド部
を持たないでください。万一のと
き、運転席エアバッグの作動を妨
げるおそれがあります。

•  ステアリングのパッド部にカバー
をしたり、バッジ、ステッカー、オー
ディオのリモコンなどを貼付しな
いでください。運転席エアバッグ
の作動を妨げたり、作動時にけが
をするおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
ステアリングの調整は、必ず停車中
に行なってください。走行中に行なっ
て操作を誤ると、車のコントロール
を失い、事故を起こすおそれがあり
ます。

!ステアリングをいっぱいにまわし
た状態を長く保持しないでくださ
い。ステアリング装置を損傷するお
それがあります。

!故障などでエンジンを停止してけ
ん引するときは、十分注意してくだ
さい。エンジンが停止していると、
通常のときに比べてステアリング操
作に非常に大きな力が必要です。
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 ステアリング位置の調整

1 前後位置の調整
2 上下位置の調整

前後位置を調整する

�  ステアリング調整レバーを1の方
向に操作します。

上下位置を調整する

�  ステアリング調整レバーを2の方
向に操作します。 

iステアリングの位置は、運転席
シートの位置やドアミラーの角度と
併せて記憶（�92ページ）させる
ことができます。

イージーエントリー機能

運転席への乗り降りを容易にするた
め、次のいずれかの操作をすると、ス
テアリングが上方に移動します。

•  エンジンスイッチからキーを抜く

•  イグニッション位置が 0か 1のと
きに運転席ドアを開く

•  運転席ドアが開いているときに、セ
レクターレバーのキーレスゴース
イッチでイグニッション位置を 0
にする

ステアリングは、次のいずれかの操作
をすると、元の位置に戻ります。

•  運転席ドアが閉じた状態で、エンジ
ンスイッチにキーを差す

•  イグニッション位置が 0のときは
1の位置にする

•  イグニッション位置が 1のときは、
運転席ドアを閉じて 2にするか、
イグニッション位置を 0にしてか
ら 1の位置にする。

この機能の設定と解除については
（�152ページ）をご覧ください。



88
車
両
の
操
作

ミラー

 ミラー

G 事故のおそれがあります
ミラー類は必ず走行前に、後方が十
分確認できるように調整してくださ
い。走行中に調整すると、事故を起
こすおそれがあります。

  ルームミラー

 ルームミラーの調整

ルームミラーを調整する

�  手でルームミラーの角度を調整し
ます。

!ルームミラーには死角がありま
す。車線変更をするときは、必ずド
アミラーでも後方を確認してくださ
い。また、肩ごしに直接斜め後方を
確認してください。

  ドアミラー

G 事故のおそれがあります
•  ドアミラーに写った像は実際より
も遠くにあるように見えます。ド
アミラーで後方を確認するときは
十分注意してください。

•  ドアミラーには死角があります。
車線変更をするときは、必ずルー
ムミラーでも後方を確認してくだ
さい。また、肩ごしに直接斜め後
方を確認してください。

G けがのおそれがあります
子供だけを車内に残して車から離れ
ないでください。イージーエントリー
機能が作動して、ステアリングに身
体を挟まれるおそれがあります。

イージーエントリー機能が作動して
いるときは、乗員の身体が挟まれな
いように注意してください。

身体が挟まれそうになったときは、
以下の操作をしてください。

•  ステアリング調整レバーをいずれ
かの方向に操作する

•  運転席ドアのいずれかのポジショ
ンスイッチ（�92ページ）を押す

iステアリングの位置によっては、
ステアリングが上方に移動しないこ
とがあります。

iイージーエントリー機能を設定し
ているときは、事故などのとき、イ
グニッション位置に関係なく運転席
ドアを開くとステアリングが上方に
移動します。これにより、車外への
脱出や乗員の救出を容易にします。
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 ドアミラーの格納 /展開

イグニッション位置が 1か 2のとき
に操作することができます。

ドアミラーを格納する

�  格納 / 展開スイッチ1を押します。

ドアミラーを展開する

�  再度、格納 / 展開スイッチ1を押
します。

!ドアミラーは手で格納したり、展
開しないでください。ドアミラーを
損傷するおそれがあります。

!走行するときはドアミラーを完全
に展開してください。

!ドアミラーを格納 / 展開している
ときは、身体や物が挟まれないよう
に注意してください。車の周りに子
供がいるときは、特に注意してくだ
さい。

!洗車機を使用するときはドアミ
ラーを格納してください。ドアミ
ラーを損傷するおそれがあります。

!ドアミラーは車体の側面から突き
出ています。すれ違いや車庫入れの
とき、また、歩行者などに十分注意
してください。

 角度の調整

イグニッション位置が 1か 2のとき
に調整できます。

ドアミラーの角度を調整する

�  調整する側のドアミラー選択ボタン
1または2を押します。

�  調整スイッチ3を操作してドアミ
ラーの角度を調整します。

!ドアミラーの汚れを取るときにガ
ラスクリーナーを使用するときは、
必ずメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場にご相談ください。ガラスク
リーナーによっては、ドアミラーが
変色するおそれがあります。

iドアミラーにはヒーターが装着さ
れています。外気温度が低いときに、
リアデフォッガー（�194ページ）
を作動させると自動的に温められ、
凍結を防ぎます。

iドアミラーの角度は、運転席シー
トやステアリングの位置と併せて記
憶させることができます（�92ペー
ジ）。

iより広い視界を確保するため、
ドアミラーの外側部分は凸面に
なっています。
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i走行速度が約 50km/h以上のとき
は、格納 / 展開スイッチでドアミ
ラーを格納することはできません。

 施錠時のドアミラーの格納

リモコン操作またはキーレスゴー操
作で施錠するときにドアミラーも併
せて格納することができます。

格納されたドアミラーは、ドアを開く
と展開します。

この機能の設定と解除については
（�152ページ）をご覧ください。

iドアミラー格納 / 展開スイッチで
ドアミラーを格納してから施錠した
ときは、ドアを開いても、ドアミラー
は展開しません。

iドアを開かなくても、格納された
ドアミラーの位置が少し動くことが
あります。その場合は、ドアミラー
格納 / 展開スイッチを押して、展
開してください。

 ドアミラーのリセット

バッテリーがあがったり、バッテリー
の接続が一時的に断たれたときは、施
錠時のドアミラー格納機能が正常に作
動しなくなることがあります。

このようなときは、バッテリーの接続
後にドアミラーのリセットを行なって
ください。

ドアミラーをリセットする

�  イグニッション位置を 1にします。

�  格納 / 展開スイッチ1を押します。

 自動防眩機能

周囲が暗く、イグニッション位置が 1
か 2のとき、ルームミラーのセンサー
①が後続車のライトを感知すると、自
動的にルームミラーと運転席ドアミ
ラーの色の濃度が変わり眩しさを防止
します。

G けがのおそれがあります
•  ミラーのガラスが破損すると、液
体が漏れ出すことがあります。こ
の液体は物を腐食させる性質があ
りますので、皮膚や目に直接触れ
ないよう注意してください。

•  万一、液体が目に入ったときは、
ただちに清潔な水で十分に洗い流
し、医師の診断を受けてください。

!液体が車の塗装面に付着したとき
は、ただちに水で湿らせた布などで
拭き取ってください。塗装面を損傷
するおそれがあります。

!ドラフトストップ（�204ページ）
を使用しているときなど、ルームミ
ラーのセンサーに後続車のライトが
当たらないときは、自動防眩機能が
作動しない場合があります。十分注
意して走行してください。
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ミラー

左ハンドル車

または

�  停車して、イグニッション位置を 1
か 2にします。

�  助手席側ドアミラー選択ボタン2

を押します。

�  調整スイッチ1で、後退時に後方
を確認しやすい角度に助手席側ドア
ミラーを調整します。

�  運転席ドアのメモリースイッチ3

を押し、約 3秒以内に調整スイッ
チをいずれかの方向に押します。こ
のとき助手席側ドアミラーが動かな
ければ、そのときの角度に記憶され
ます。

  助手席側ドアミラーが動いたときは
最初からやり直してください。

�  調整スイッチ 1 で、走行時の角
度に助手席側ドアミラーを調整し
ます。

!走行する前に、必ずドアミラーの
角度を後方が十分確認できるように
調整してください。

!ルームミラーの汚れを取るときに
ガラスクリーナーを使用するとき
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場にご相談ください。ガラス
クリーナーによっては、ルームミ
ラーが変色するおそれがあります。

iセレクターレバーがCに入っ
ているときやルームランプが点灯し
ているときは自動防眩機能が解除さ
れます。

  助手席側ドアミラーのパーキングヘ
ルプ機能

助手席側ドアミラーが選択されている
ときに、セレクターレバーをCに
入れると、助手席側ドアミラーが自動
的に下向きになり、車両後方下部の視
界を確保して後退を容易にすることが
できます。

イグニッション位置が 2のときに作動
します。

助手席側ドアミラーは次のいずれかの
ときに元の角度に戻ります。

•  セレクターレバーをCから他の
位置に入れて約 10秒経過したとき

•  走行速度が約 10km/h以上になっ
たとき

•  運転席側ドアミラー選択ボタンを押
したとき

 ドアミラーの角度を記憶させる

�  助手席側ドアミラーが後退時の角度
に自動調整されているときに助手席
側ドアミラーの角度を調整します。

  調整した角度が新たに記憶されます。
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iドアミラーの角度を調整するとき
は、イグニッション位置を 1か 2
にしてください。

�  メモリースイッチ2を押します。

�   3秒以内にポジションスイッチ1

の 1～ 3のいずれかを押します。

  確認音が鳴り、そのポジション
スイッチにシート位置が記憶さ
れます。

他のポジションスイッチにも同様の方
法でシート位置を記憶させることがで
きます。

記憶させたシート位置を呼び出す

�   呼び出したいポジションスイッチ
1の 1～ 3のいずれかを押し続け
ます。

  シートなどが動きはじめ、記憶させ
た位置になると停止します。

i安全のため、ポジションスイッチ
から手を放すと、シートなどの動き
が停止します。

!バックレストを大きく後ろに傾け
た位置にしているときは、記憶位置
を呼び出す前に、バックレストを起
こしてください。

 メモリー機能

 シート位置のメモリー機能

G けがのおそれがあります
子供だけを車内に残して車から離れ
ないでください。スイッチを操作す
ることでシートなどが動きだし、身
体を挟まれるおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
運転席シートのシート位置の呼び出
しは、必ず停車しているときに行なっ
てください。走行中に行なって操作
を誤ると、車のコントロールを失い、
事故を起こすおそれがあります。

左側ドアのスイッチ

シート位置をポジションスイッチに記
憶させることができます。

シート位置を記憶させる

�  正しいシート位置に調整します。

  運転席では、さらにステアリングの
位置（�87ページ）、ドアミラーの
角度（�89ページ）を調整します。
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 シートベルト

 シートベルトの着用

G けがのおそれがあります
•   シートベルトを正しく着用してい
なかったり、シートベルトがバッ
クルに確実に差し込まれていない
と、シートベルトの機能が十分に
発揮されません。事故のときなど
に致命的なけがをするおそれがあ
ります。

•  着用前に、シートベルトやバック
ルに損傷や汚れがないことを確認
してください。

•   乗員全員が、常にシートベルトを
正しく着用していることを確認し
てください。

•   妊娠中の方やけがの治療中の方は、
医師に相談の上、シートベルトを
着用してください。

•  子供を膝の上に座らせて走行しな
いでください。急な進路変更や急
ブレーキ時、事故のときなどに子
供を保護することができず、子供
と他の乗員が致命的なけがをする
おそれがあります。

•  身長 150cm未満の乗員または 12
歳未満の子供は、シートベルトを
正しく着用することができません。
必ずチャイルドセーフティシート
を適切なシートに装着して、子供
の安全を確保してください。

  詳しくは（�42ページ）をご覧く
ださい。

•  子供が着用するときは、着用状態
を運転者が確認してください。ま
た、正しく着用できない体格の子
供は適切なチャイルドセーフティ
シートを使用してください。

G けがのおそれがあります
シートベルトの機能が十分発揮でき
るように、以下の点に注意して正し
く着用してください。

•  シートベルトは身体に密着させて、ね
じれのないように着用してください。

•  コートなどの厚手の衣類は着用し
ないでください。

•   肩を通るベルトは肩の中央にかけ
てください。絶対に首や脇の下に
は通さないでください。また、シー
トベルトを引き上げて胸に密着さ
せてください。

•  腰を通るベルトは腰骨のできるだ
け低い位置にかけてください。

•  ペンや眼鏡など、衣類のポケット
に入れたとがった物やこわれやす
い物にシートベルトをかけないで
ください。

•  シートベルトクリップなどを使用
してシートベルトにたるみをつけ
ないでください。

•  1本のシートベルトを 2人以上で
共用したり、シートベルトと身体
の間にバッグなどを挟み込まない
でください。
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G けがのおそれがあります
シートベルトの効果は、バックレスト
ができるだけ垂直に近い位置で、乗
員が上体を起こして座っている場合
にのみ発揮することができます。絶
対にバックレストを大きく寝かせた
状態で走行しないでください。事故
のときなどに致命的なけがをするお
それがあります。

走行する前に、シートベルトを正し
く着用していて、バックレストがで
きるだけ垂直に近い位置になってい
ることを確認してください。

G けがのおそれがあります
•  シートベルトが以下のようなとき
は、機能が十分に発揮されずに致命
的なけがをするおそれがあります。

 ◇  シートベルトが損傷しているとき

 ◇  事故などでシートベルトに大き
な衝撃がかかったとき

 ◇  シートベルトを改造・分解した
とき

•  鋭利な部分の上にシートベルトを
通さないでください。シートベル
トを損傷するおそれがあります。

•  シートベルトを使って、重い荷物
などを固定しないでください。

•  シートベルトがドアやシートレー
ルに挟まれていないことを確認し
てください。シートベルトを損傷
するおそれがあります。

•  シートベルトを改造したり分解し
ないでください。

•  衝突後やシートベルトが大きな衝
撃を受けたときは、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で新品と
交換し、関連部品の点検を受けて
ください。

•  純正部品以外のシートベルトは使
用しないでください。

•  シートベルトの強度が低下し、乗
員保護機能が損なわれるため、清
掃するときは以下の点に注意して
ください。

 ◇  強い酸性やアルカリ性洗剤、有
機溶剤などを使用しない

 ◇  乾燥時にドライヤーや直射日光
を当てない

 ◇  シートベルトを漂白したり、染
色しない

•  シートベルトに損傷がないか、定
期的に点検してください。

�  シートを調整し、バックレストをで
きるだけ垂直に近い角度にします。
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シートベルト着用警告

üシートベルト警告灯

イグニッション位置を 2にしたとき、
またはキーレスゴーでのエンジン始
動操作直後に点灯し、数秒後に消灯し
ます。

点灯しないときは警告灯の異常です
ので、すみやかにメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

エンジンがかかっているときに乗員が
シートベルトを着用していないとき
は、シートベルト警告灯が点灯します。

シートベルト警告音

運転席の乗員がシートベルトを着用
せずにイグニッション位置を 2にす
るかエンジンを始動すると、警告音が
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促
します。

走行中のシートベルト警告

走行速度が約 25km/h以上になった
ときに乗員がシートベルトを着用し
ていないか、シートベルトをバックル
から外したときは、シートベルト警告
灯が点滅して、断続的な警告音も鳴り
ます。

そのままの状態で約 60秒間走行する
か、または停車したときは、警告灯は
点灯に変わり警告音も鳴り止みます
が、シートベルトを着用しないまま再
び走行を始めて速度が約 25km/h以
上になると、この警告は繰り返し行な
われます。

�  シートベルトをベルトアンカー1

からゆっくりと引き出します。

  シートベルトがロックして引き出
せないときは、シートベルトを少
し戻してから、再びゆっくり引き
出します。

�  シートベルトにねじれがないこと
を確認して、肩を通るベルトが肩
の中央に、腰を通るベルトが腰骨
のできるだけ低い位置にかかるよ
うにします。

�  プレート2 の先端をバックル3

に差し込みます。

�  必要であれば、肩を通るベルトを引
いて、シートベルトを身体に密着さ
せます。

シートベルトを外す

�  手でプレート 2 を持ち、バック
ル 3 の解除ボタン 4 を押して、
シートベルトをゆっくり巻き取ら
せます。

コンフォートフィット機能

コンフォートフィット機能は、シート
ベルトを引き込む力を自動的に調整
して、シートベルト装着時の快適性を
高めます。
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i助手席に重い荷物などを積んでい
ると、エンジンがかかっているとき
にシートベルト警告が行なわれるこ
とがあります。

 正しい運転姿勢

G けがのおそれがあります
•  バックレストと背中の間に物を挟
まないでください。事故のとき、け
がをするおそれがあります。

•  シートのバックレストを大きく後
方に傾けた状態で走行しないでく
ださい。急ブレーキ時や衝突時な
どに身体がシートベルトの下を抜
けてベルトの力が腹部や首にかか
り、致命的なけがをするおそれが
あります。

G 事故のおそれがあります
運転席の乗員は必ず運転前に自分の
運転姿勢に合った正しいシート位置
に調整してください。運転中に調整
して操作を誤ると、車のコントロー
ルを失い、事故を起こすおそれがあ
ります。

�  以下のことに注意して、シート3

とヘッドレストを調整します。

 •  運転席エアバッグとの間隔を、
できるだけ確保する

 •  バックレストはできるだけ垂直に
して、正しい姿勢で着座している

 •  シートベルトが正しく着用できる

 •  大腿部がシートクッションに軽く
支えられている

 •  ペダルが楽に踏み込める

 •  ヘッドレストの中央が目の高さに
調整され、後頭部がヘッドレスト
に支えられていることを確認する
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 ランプ

  ランプスイッチ

左ハンドル車

位置 作動内容

1 W 左側のパーキングラン
プが点灯

2 X 右側のパーキングラン
プが点灯

3 $ すべてのランプが消灯

4 周囲の明るさに応じて
自動的に点灯 / 消灯

5 T 車幅灯、テールランプ、
ライセンスランプやス
イッチなどの照明が点
灯し、車幅灯表示灯が
点灯

6 L 車幅灯などに加え、ヘッ
ドランプが点灯

7 N フロントフォグランプ
が点灯

8 Q リアフォグランプが点灯

�  以下のことに注意して、ステアリン
グ1を調整します。

 •  ステアリングを握ったときに、
腕に適度な余裕がある

 •  足を自由に動かせる

 •  メーターパネルのすべてのメー
ター類やマルチファンクション
ディスプレイ、警告灯や表示灯
を確認できる

�  以下のことに注意して、シートベル
ト2を着用します。

 •  シートベルトが身体に密着して
いる

 •  肩を通るベルトが肩の中央にか
かっている

 •  腰を通るベルトが腰骨のできる
だけ低い位置にかかっている

�  走行する前に、道路や交通状況が十
分確認できるようにルームミラーと
ドアミラーを調整します。

�  メモリー機能で、シートとステアリ
ングの位置、ドアミラーの角度を記
憶させます。

!シ－トを調整しているときは、シ
－トの下や横に身体を入れたり、作
動部に触れないでください。挟まれ
てけがをするおそれがあります。

!シートの一部が他の乗員や物に当
たったときは、それ以上操作しない
でください。

!誤ってシート調整スイッチに触れ
るとシートが動き、乗員がけがをす
るおそれがあります。子供を乗せて
いるときは十分注意してください。
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!ランプスイッチをTの位置に
したまま、キーを抜くか、キーレス
ゴー操作でイグニッション位置を 0
の位置にして、運転席ドアを開くと、
警告音が鳴り、マルチファンクショ
ンディスプレイに "ライト ヲ ケシ
テ クダサイ！ " と表示されます。
このときはランプを消灯してくださ
い。バッテリーがあがるおそれがあ
ります。

!エンジンを停止した状態で、ラン
プを長時間点灯しないでください。
バッテリーがあがるおそれがあり
ます。

 車幅灯

車幅灯を点灯する

�  ランプスイッチをTの位置にし
ます。

 ヘッドランプ

ヘッドランプを点灯する

�  ランプスイッチをLの位置にし
ます。

 •  イグニッション位置が 1のとき
は、車幅灯、テールランプ、ラ
イセンスランプが点灯し、車幅
灯表示灯Tが点灯します。

 •  イグニッション位置が 2のとき
は、上記に加えてヘッドランプ
も点灯します。

 ヘッドランプの自動点灯機能

周囲が暗いときに、ヘッドランプを自
動的に点灯 / 消灯できます。

ヘッドランプを自動的に点灯 /消灯
する

�  ランプスイッチを の位置にし
ます。

 •  イグニッション位置が 1か 2の
ときは、周囲が暗くなると、車
幅灯、テールランプ、ライセン
スランプが自動的に点灯し、車
幅灯表示灯Tが点灯します。

 •  エンジンがかかっているときは、
上記に加えてヘッドランプも自
動的に点灯します。

iヘッドランプが点灯しているとき
にイグニッション位置を 1にする
と、ヘッドランプが消灯します。

 さらにこの状態でイグニッション位
置を 0にして運転席ドアを開くか、
エンジンスイッチからキーを抜く
と、車幅灯なども消灯します。

G 事故のおそれがあります
•  ランプの点灯 / 消灯に関する全責
任は運転者にあります。ランプの
自動点灯機能は運転者を支援する
機能です。

•  以下の状況などではランプは自動
的に点灯しなかったり、点灯して
いたランプが消灯して事故を起こ
すおそれがあります。このときは、
手動でランプを点灯してください。

 ◇  霧の中を走行するとき

 ◇  対向車のランプなどにより、セ
ンサーが正常に作動しないとき

•  ランプスイッチを からL

の位置にするときは、必ず停車し
てください。ランプが一瞬消灯し
て事故を起こすおそれがあります。
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G 事故のおそれがあります
ランプスイッチが の位置のと
きは、フォグランプを点灯すること
はできません。霧の中を走行すると
きは、あらかじめランプスイッチを
Lの位置にしてヘッドランプを点
灯してください。

!フォグランプは、霧などの悪天候
で、十分な視界が確保できないとき
以外には使用しないでください。対
向車や後続車の迷惑になります。

 パーキングランプ

暗がりでの駐車時に後続車などに車の
存在を知らせるため、車幅灯とテール
ランプだけを点灯します。

パーキングランプを点灯する

イグニッション位置が 0のとき、また
はエンジンスイッチにキーを差し込ん
でいないときに点灯させることができ
ます。

�  ランプスイッチをXまたはW

の位置にします。

iフロントウインドウの上部中央に
は明るさを感知するセンサーがあり
ます。センサー部にステッカーなど
を貼付すると、自動点灯機能が作動
しなくなります。

iランプスイッチが の位置のと
きは、トンネルなどの暗い場所や悪
天候のときなどに、ランプが自動的
に点灯することがあります。

 フォグランプ

フロントフォグランプを点灯する

�  イグニッション位置が 2のときで、
ランプスイッチの位置がTまた
はLのときに、ランプスイッチ
を 1段引きます。

  フロントフォグランプが点灯し、フ
ロントフォグランプ表示灯Nが
点灯します。

フロントフォグランプとリアフォグラ
ンプを点灯する

�  イグニッション位置が 2のときで、
ランプスイッチの位置がTまた
はLのときに、ランプスイッチ
1を 2段引きます。

  フロントフォグランプとリアフォグ
ランプが点灯し、フロントフォグラ
ンプ表示灯Nとリアフォグラン
プ表示灯Qが点灯します。
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 車外ランプ消灯遅延機能

周囲が暗いときにエンジンを停止する
と、車幅灯、フロントフォグランプ、
テールランプ、ライセンスランプが点
灯し、ドアやトランクを開いて閉じた
後、約 15秒後に消灯します。

この機能の設定と解除については
（�148ページ）をご覧ください。

車外ランプ消灯遅延機能を一時的に解
除する

�  エンジンを停止した後、イグニッ
ション位置を 2にします。

iエンジンを停止してからドアやト
ランクを閉じたままにするか、開い
てそのままにしてから約60秒後に、
ランプは消灯します。

iこの機能は、エンジンを停止して
から約 60秒経過すると作動しなく
なります。約 60秒以内ならドアや
トランクを開くたびにランプが点灯
します。

 ヘッドランプ下向き / 上向きの切
り替え

ヘッドランプを上向きにする

�  ランプスイッチをLまたは
の位置にして、ヘッドランプを点灯
させます。

�  コンビネーションスイッチを2の
位置にします。

 ヘッドランプが上向きになります。

  メーターパネルのハイビーム表示灯
Kが点灯します。

!対向車があるときや市街地を走行
するときは、ヘッドランプを上向き
にしないでください。

ヘッドランプを下向きにする

�  ヘッドランプが点灯しているとき
に、コンビネーションスイッチを
1の位置にします。

 ヘッドランプが下向きになります。

パッシングする

�  イグニッション位置が 1か 2のと
きに、コンビネーションスイッチを
3の方向に引きます。

  引いている間ヘッドランプが上向き
で点灯します。

  メーターパネルのハイビーム表示灯
Kが点灯します。

  コンビネーションスイッチから手を
放すと1の位置に戻ります。
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 非常点滅灯

故障などの非常時に、やむを得ず路上
で停車するときなどに使用します。

非常点滅灯を点滅させる

�  非常点滅灯スイッチ1を押します。

  すべての方向指示灯が点滅し、非常
点滅灯スイッチ1と、メーターパ
ネルの方向指示表示灯も同時に点滅
します。

非常点滅灯を消灯させる

�  再度、非常点滅灯スイッチ1を押
します。

!非常時以外は使用しないでくだ
さい。

!エンジンを停止して長時間使用す
ると、バッテリーがあがるおそれが
あります。

i非常点滅灯を使用しているときに
方向指示灯の操作をすると、その方
向の方向指示灯の点滅に切り替わり
ます。方向指示灯が消灯すると、再
び非常点滅灯に切り替わります。

 方向指示

イグニッション位置が 1か 2のとき
に点滅させることができます。

右側の方向指示灯を点滅させる

�  コンビネーションスイッチを1の
方向に操作します。

左側の方向指示灯を点滅させる

�  コンビネーションスイッチを2の
方向に操作します。

ステアリングを直進の位置に戻すとコ
ンビネーションスイッチは自動的に戻
ります。戻らないときは手で戻してく
ださい。

方向指示灯が点滅しているときは、
メーターパネルの方向指示表示灯も点
滅します。

iコンビネーションスイッチを1

または2の方向に軽く操作すると、
方向指示灯が 3回点滅します。

i方向指示灯を使用しているときに
非常点滅灯スイッチを押すと、非常
点滅灯に切り替わります。再度、非
常点滅灯スイッチを押すと、方向指
示灯に切り替わります。
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iエンジンがかかっていてヘッドラ
ンプが点灯しているときに、ウイン
ドウウォッシャーを約 15回噴射す
ると、ヘッドランプウォッシャーが
自動的に作動します。

 エンジンを停止すると、ウインドウ
ウォッシャーを噴射させた回数はリ
セットされます。

i冬季にはウォッシャー液の濃度に
注意し、冬用の純正ウォッシャー液
を使用してください。

!ヘッドランプウォッシャーを使用
するときは、歩行者などにウォッ
シャー液がかからないように注意し
てください。

!ヘッドランプには樹脂製レンズを
使用しているので、必ず専用の純正
ウォッシャー液を使用してくださ
い。レンズを損傷するおそれがあり
ます。

!ウォッシャー液が出なくなったと
きは、ヘッドランプウォッシャーの
操作をしないでください。ウォッ
シャーポンプを損傷するおそれがあ
ります。

iエアバッグが作動すると、非常点
滅灯が自動的に点滅します。自動
的に点滅した非常点滅灯を消灯す
るときは、非常点滅灯スイッチを
押します。

i非常点滅灯は、イグニッション位
置が 0のときや、エンジンスイッ
チからキーを抜いているときも使用
できます。

 ヘッドランプウォッシャー

左ハンドル車

※  右ハンドル車のヘッドランプウォッ
シャースイッチは、ランプスイッチの左
側にあります。

イグニッション位置が 2のときに作動
します。

ヘッドランプウォッシャーを作動さ
せる

�  ヘッドランプウォッシャースイッチ
1を押します。

�  ウォッシャー液がヘッドランプに向
けて噴射されます。
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  インテリジェントライトシステム

インテリジェントライトシステムは以
下のものから構成されます。

•  アクティブライトシステム

•  コーナリングランプ

•  ハイウェイモード

•  フォグランプ強化機能

インテリジェントライトシステムは、
周囲が暗いときに作動します。

この機能の設定と解除については
（�147ページ）をご覧ください。

 アクティブライトシステム

ヘッドランプが点灯しているとき、走
行中にステアリングを操作すると、操
作した方向にヘッドランプの向きが変
わります。

iヘッドランプの角度は、ステアリ
ングの操作角度や走行速度に応じて
変化します。

i変化するヘッドランプの角度は小
さいため、変化がわかりにくいこと
があります。

 コーナリングランプ

以下のときに、方向指示灯の点滅、ま
たはステアリング操作に連動して、
コーナリングランプが点灯します。

• エンジンがかかっているとき

• ヘッドランプを点灯しているとき

コーナリングランプの点灯

�  走行速度が約 40km/h以下のとき
に方向指示灯を点滅させるか、走行
速度が約 70km/h以下のときにス
テアリングを操作します。

  方向指示灯を点滅させた側、または
ステアリングを操作した側のコーナ
リングランプが点灯します。

コーナリングランプの消灯

コーナリングランプは以下のときに消
灯します。

•  走行速度が約 40km/hまたは約
70km/h以上になったとき

•  方向指示灯が消灯したとき

•  ステアリングを直進位置に戻した
とき

i方向指示灯を点滅させたとき、セ
レクターレバーがCに入ってい
るときは、コーナリングランプは
点灯しません。
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iステアリングを操作したとき、セ
レクターレバーがCに入ってい
るときは、ステアリングを操作した
側と逆側のコーナリングランプが点
灯します。

i点滅させた方向指示灯の方向と、
ステアリングの操作方向が異なると
きは、方向指示灯と同じ側のコーナ
リングランプが点灯します。

iコーナリングランプはゆっくり消
灯するため、一時的に左右両側の
コーナリングランプが点灯すること
があります。

i点灯したコーナリングランプは、
約 3分後に自動的に消灯します。

 ハイウェイモード

以下のときは、ヘッドランプの照度や
照射範囲を自動的に調整します。

•  約 110km/h以上の走行速度で、
ステアリングを大きく操作すること
なく約 1km走行したとき

•  走行速度が約 130km/hを超えた
とき

※  上記は車両の機能の説明です。公道を走
行する際は、必ず法定速度を遵守してく
ださい。

iヘッドランプの照度は、走行速度
が約 80km/h以上になったときに
上がります。

 フォグランプ強化機能

ヘッドランプが道路の脇を照射する
ことで視界を確保し、眩しさを軽減し
ます。

走行速度が約 70km/h以下のときに
リアのフォグランプを点灯すると作動
します。

i走行速度が約 100km/hを超える
と、フォグランプ強化機能は停止し
ます。

※  上記は車両の機能の説明です。公道を走
行する際は、必ず法定速度を遵守してく
ださい。
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  ルームランプ

1 読書灯（左側）スイッチ
2 読書灯（右側）スイッチ
3 ルームランプスイッチ
4 点灯モード選択スイッチ

 ルームランプの点灯モードの選択

自動点灯モードにする

�  点灯モード選択スイッチ4を左に
スライドさせます。

周囲が暗いときに以下の操作をすると
ルームランプが点灯 / 消灯します。

•  ドアを開くとルームランプが点灯し
ます。

 ◇  イグニッション位置が 2のとき
は、ドアを閉じるとただちに消
灯します。

   ドアを開いたままのときは消灯
しません。

 ◇  イグニッション位置が 0か 1の
とき、またはキーが抜いてある
ときは、ドアを閉じると約 10秒
後に消灯します。

   ドアを開いたままのときは約 5
分後に消灯します。

•  エンジンスイッチからキーを抜くと
点灯し、約 10秒後に消灯します。

  この機能の設定と解除については
（�149ページ）をご覧ください。

•  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で解錠すると点灯し、約 30秒後
に消灯します。

!車を施錠したときは、ルームラン
プが消灯することを確認してくだ
さい。

常時消灯モードにする

�  点灯モード選択スイッチ4を右に
スライドさせます。

以下のいずれかの操作をしても、ルー
ムランプは点灯しません。

• ドアを開く

• エンジンスイッチからキーを抜く

•    リモコン操作またはキーレスゴー操
作で解錠する

 ルームランプの点灯 / 消灯

ルームランプを手動で点灯 /消灯する

�  ルームランプスイッチ 3 を押し
ます。

  ルームランプが点灯 / 消灯します。

 読書灯

読書灯を点灯 / 消灯する

�  読書灯スイッチ1または2を押し
ます。

  読書灯が点灯 / 消灯します。



106
車
両
の
操
作

ランプ

 乗降用ランプ

ドアの下部にあり、乗降時に足元を照
らします。

ルームランプが自動点灯モード（�105
ページ）になっていて、周囲が暗いと
きにドアを開くと点灯します。

•  イグニッション位置が 2以外のと
きは、ドアを開いたままにすると約
5分後に消灯します。

•  イグニッション位置が 2のときは、
ドアを開いたままにすると消灯しま
せん。

 フットウェルランプ

ダッシュボード下にあり、乗降時に足
元を照らします。

ルームランプの点灯モードに関係な
く、周囲が暗いときに以下の操作をす
ると点灯 / 消灯します。

•  イグニッション位置を 2にすると
低い照度で点灯します。

  イグニッション位置を 0か 1にす
るか、エンジンスイッチからキーを
抜くと約 7秒後に消灯します。

•  リモコン操作またはキーレスゴー操
作で解錠すると低い照度で点灯し、
約 30秒後に消灯します。

•  リモコン操作またはキーレスゴー
操作で施錠するとただちに消灯し
ます。

周囲が暗いときにドアを開くと、ルー
ムランプが自動点灯モードのときは明
るく点灯し、常時消灯モードのときは
低い照度で点灯します。

ドアを閉じると約 10 秒後に消灯し
ます。

•  イグニッション位置が 2以外のと
きは、ドアを開いたままにすると約
5分後に消灯します。

•  イグニッション位置が 2のときは、
ドアを開いたままにすると消灯しま
せん。

 センターコンソールランプ

ルームミラーの下部にあります。

イグニッション位置が 1か 2のとき
に点灯し、センターコンソールを照ら
します。

 ドアレバーランプ

1 ドアレバーランプ

車幅灯が点灯したときに点灯し、ドア
レバー周辺を照らします。

車幅灯が消灯したときは、約 5分後に
消灯します。
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 ワイパー

G 事故のおそれがあります
ワイパーブレードのゴムが劣化する
と、ウインドウの水滴を十分に拭き
取れず、視界を妨げて事故の原因に
なります。

ワイパーブレードは年に 2回の目安
で交換してください。

位置 作動内容

1 0 停止

2 Ｉ AUTOモード
レインセンサーが感知
した雨滴量や走行速度
などに応じて、ワイパー
の作動を自動的に切り
替えます。

3 II 低速モード

4 III 高速モード

5 ウ イ ン ド ウ ウ ォ ッ
シャーの噴射

ワイパーを作動させる

イグニッション位置が 1か 2のとき
に作動します。

�  コンビネーションスイッチをまわし
てワイパー作動モードのマークをＩ
～ IIIに合わせます。

ワイパーを 1回だけ作動させる
（ティップ機能）

�  イグニッション位置が 1か 2のと
き、コンビネーションスイッチを矢
印5の方向に軽く押します。

  ワイパーが 1回だけ作動します。
 （ウォッシャー液は噴射しません）

この機能はフロントウインドウが濡れ
ているときだけ使用してください。

!ワイパーやウォッシャーを使用
するときは、歩行者に水しぶきや
ウォッシャー液がかからないように
注意してください。

!フロントウインドウを拭くときな
どは、必ずコンビネーションスイッ
チを 0（停止）の位置にしてくださ
い。ワイパーが動き、けがをするお
それがあります。

!フロントウインドウが乾いている
ときはワイパーを使用しないでくだ
さい。ウインドウの表面に細かい傷
が付いたり、ワイパーブレードを損
傷するおそれがあります。

  フロントウインドウが汚れている場
合は、必ずウォッシャー液を噴射し
てから使用してください。
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iコンビネーションスイッチが II、
IIIの位置のときも、停車時および
低速走行時のワイパーの作動は、
レインセンサーにより自動調整さ
れます。

iワイパーが作動しないときは、別
のモードを選択すると作動すること
があります。

ウインドウウォッシャーを噴射する

�  イグニッション位置が 1か 2のと
き、コンビネーションスイッチを矢
印5の方向にいっぱいまで押し続
けます。

  その間ウォッシャー液が噴射し、ワ
イパーも作動します。

!ウォッシャー液が出なくなったと
きは、ウォッシャーの操作をしない
でください。ウォッシャーポンプを
損傷するおそれがあります。

iエンジンがかかっていてヘッドラ
ンプが点灯しているときに、ウイン
ドウウォッシャーを約 15回噴射す
ると、ヘッドランプウォッシャーが
自動的に作動します。

i冬季にはウォッシャー液の濃度に
注意し、冬用の純正ウォッシャー液
を使用してください。

!エンジンを停止するときは、必ず
コンビネーションスイッチを 0の
位置に戻してください。コンビネー
ションスイッチが II～ IIIの位置の
ままイグニッション位置を 1にす
ると、ワイパーが作動し、ウインド
ウが濡れていないときは傷が付くお
それがあります。

!フロントウインドウが濡れていな
いときも、コンビネーションスイッ
チを Iの位置にすると、ワイパーが
1回作動します。

!寒冷時にはワイパーがウインドウ
に貼り付くことがあります。作動さ
せる前に貼り付いていないことを確
認してください。貼り付いたままワ
イパーを操作すると、ワイパーブ
レードやモーターを損傷するおそれ
があります。

!雪などが付着しているときは、雪
などを取り除いてからワイパーを操
作してください。作業の際には、安
全のため、エンジンスイッチから
キーを抜いてください。

iワイパーが AUTOモードのとき、
停車時にドアを開くとワイパーは作
動しません。ワイパーは以下のとき
に作動を再開します。

 •  セレクターレバーがBまた
はAに入っている場合は、ド
アを閉じてセレクターレバーを
7またはCに入れたとき

 •  セレクターレバーが7または
Cに入っている場合は、ドア
を閉じたとき
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レインセンサー

1 レインセンサー

フロントウインドウの図の位置にレイ
ンセンサー1があります。

!レインセンサー部にステッカーな
どを貼付しないでください。レイ
ンセンサーが正常に機能しなくな
ります。

 パワーウインドウ

  ドアウインドウ /リアクォーター
ウインドウの開閉

G けがのおそれがあります
•  ドアウインドウやリアクォーター
ウインドウを開くときは、ドアウ
インドウに触れたり、身体を寄り
かけないでください。ドアウイン
ドウやリアクォーターウインドウ
とドアフレームとの間に身体が引
き込まれて、けがをするおそれが
あります。

•  ドアウインドウやリアクォーター
ウインドウを閉じるときは、身体
や物が挟まれないように注意して
ください。挟まれそうになったと
きは、ただちにドアウインドウス
イッチを操作してドアウインドウ
やリアクォーターウインドウを開
いてください。

•  子供が車内からドアやドアウイン
ドウ、リアクォーターウインドウ
を開くと、事故やけがの原因にな
ります。短時間でも、車内に子供
を残したまま車から離れないでく
ださい。

•  チャイルドセーフティシートを
着用していても、子供だけを車内
に残して車から離れないでくださ
い。運転装置に触れてけがをした
り、事故の原因になります。

  また、車内が高温または低温になる
と、命に関わるおそれがあります。
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 バリオルーフが開いているとき

ドアウインドウとリアクォーターウイ
ンドウを開く

 �  スイッチを軽く押します。

  押している間だけドアウインドウと
リアクォーターウインドウが同時に
開きます。

  スイッチから指を放すと、ドアウイ
ンドウはその位置で停止し、リア
クォーターウインドウは停止せずに
全開します。

または

 �  スイッチをいっぱいまで押します。

  ドアウインドウとリアクォーターウ
インドウが同時に自動で開きます。

  途中でスイッチを操作すると、ドア
ウインドウはその位置で停止し、リ
アクォーターウインドウは停止せず
に全開します。

ドアウインドウを閉じる

 �  スイッチを軽く引きます。

  ドアウインドウが閉じます。

  スイッチから指を放すと、その位置
で停止します。

または

�   スイッチをいっぱいまで引きます。

  ドアウインドウが自動で閉じます。

  途中でスイッチを操作すると、その
位置で停止します。

運転席ドアのスイッチ (左ハンドル車 )
1  ドアウインドウ / リアクォーターウ
インドウスイッチ（運転席側）

2  ドアウインドウ / リアクォーターウ
インドウスイッチ（助手席側）

スイッチは各ドアにあります。

運転席ドアには、運転席側と助手席側
のドアウインドウ / リアクォーター
ウインドウスイッチがあります。

イグニッション位置が 1か 2のとき
に、操作することができます。

iイグニッション位置を0にするか、
エンジンスイッチからキーを抜いて
から約 5分間は、ドアウインドウ
やリアクォーターウインドウを開閉
することができます。約 5分以内
にドアを開くと、ドアウインドウや
リアクォーターウインドウの開閉は
できなくなります。

i運転席ドアのスイッチで助手席の
ドアウインドウを開閉しているとき
は、開閉中のドアウインドウを助手
席のスイッチで操作することはでき
ません。
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リアクォーターウインドウを閉じる

 �  ドアウインドウが全閉しているとき
に、スイッチを引きます。

  リアクォーターウインドウが閉じ
ます。

  スイッチから指を放すと、その位置
で停止します。

 バリオルーフが閉じているとき

ドアウインドウを開く

 �  スイッチを軽く押します。

  押している間だけドアウインドウが
開きます。

  スイッチから指を放すと、その位置
で停止します。

または

 �  スイッチをいっぱいまで押します。

 ドアウインドウが自動で開きます。

  途中でスイッチを操作すると、その
位置で停止します。

リアクォーターウインドウを開く

 �  ドアウインドウが全開しているとき
に、スイッチを押します。

  リアクォーターウインドウが自動で
開きます。

ドアウインドウを閉じる

�  スイッチを軽く引きます。

  ドアウインドウが閉じます。

  スイッチから指を放すと、その位置
で停止します。

または

�  スイッチをいっぱいまで引きます。

 ドアウインドウが自動で閉じます。

  途中でスイッチを操作すると、その
位置で停止します。

リアクォーターウインドウを閉じる

�   ドアウインドウが全閉しているとき
に、スイッチを引きます。

  リアクォーターウインドウが閉じ
ます。

  スイッチから指を放すと、その位置
で停止します。

 挟み込み防止機能

ドアウインドウには挟み込み防止機能
があります。

G けがのおそれがあります
挟み込み防止機能が作動しない状態
でウインドウを閉じるときは十分注
意してください。ウインドウに身体
が挟まれると、致命的なけがをする
おそれがあります。
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スイッチを引き続けてドアウインドウ
を閉じているとき

挟み込みなどの抵抗があると、ただち
に停止し、スイッチから指を放すと、
その位置から少し開きます。

その状態からただちにスイッチを引
き続けてドアウインドウを閉じると、
より強い力で閉じます。

上記の状態でドアウインドウが閉じ
ているときに、挟み込みなどの抵抗が
あると、ドアウインドウはただちに停
止して、スイッチから指を放すと、そ
の位置から少し開きます。さらに、こ
の状態からただちにスイッチを引き
続けてドアウインドウを閉じると、挟
み込み防止機能が作動しない状態で
閉じます。

自動でドアウインドウを閉じている
とき

挟み込みなどの抵抗があると、ただ
ちに停止して、その位置から少し開
きます。

ただし、2度連続して挟み込み防止
機能が作動してから約 3秒以内に、
再度ドアウインドウを閉じたときは、
ドアウインドウは自動で閉じなくな
ります。

また、このときにスイッチを引き続け
てドアウインドウを閉じると、挟み込
み防止機能も作動しません。

 ウインドウが自動で開閉しないとき

バッテリーあがりやバッテリーの交換
などで一時的に電力が断たれたとき
は、ウインドウが自動で開閉できなく
なることがあります。

このときは、スイッチを軽く引いて全
閉にし、そのまま 2秒以上保持してく
ださい。この操作を他のウインドウで
も行なってください。再び、ウインド
ウが自動で開閉できるようになります。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。
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 走行と停車

  エンジンの始動

G 事故のおそれがあります
運転席の足元には、物を置かないでく
ださい。ブレーキペダルやアクセルペ
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作
できなくなるおそれがあります。

フロアマットは純正品のみを正しく
使用してください。車に合ったもの
を使用しないと、ペダル操作ができ
なくなるおそれがあります。

運転席のフロアマットを重ねて使用
しないでください。

少しでも車を動かすときはエンジン
を始動してください。エンジンが停
止していると、ブレーキやステアリ
ングの操作に非常に大きな力が必要
になります。

G 中毒のおそれがあります
車庫などの換気の悪い場所ではエン
ジンを停止してください。排気ガス
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、
一酸化炭素中毒を起こしたり、死亡
するおそれがあります。

一酸化炭素は、無色無臭のため気が
付かないうちに吸い込んでいるおそ
れがあります。

!エンジンは、セレクターレバーが
Aに入っているときも始動でき
ますが、安全のため、必ずセレクター
レバーをBに入れ、ブレーキペ
ダルを踏んで始動してください。

!エンジンを始動するときはアクセ
ルペダルを踏まないでください。

iランプやエアコンディショナーな
ど、バッテリーの負担になる装置の
スイッチを停止しておくと始動性が
良くなります。

 セレクターレバー

シフト
ポジション

作動内容

B パーキングポジション
駐車およびエンジン始
動 / 停止の位置です。
完全に停車していない
ときは、Bにしな
いでください。
セレクターレバーが
Bに入っていると
きにのみ、キーを抜く
ことができます。セレ
クターレバーがB

に入っているときは、
セレクターレバーが
ロックされます。

C リバースポジション
後退するときの位置
です。
完全に停車していない
ときは、セレクターレ
バーをCに入れな
いでください。
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 セレクターレバーのキーレスゴース
イッチによるエンジンの始動

iキーレスゴースイッチにより、エ
ンジンスイッチにキーを差し込むこ
となく、エンジンを始動することが
できます。

�  車室内にキーがあることを確認し
ます。

�  パーキングブレーキが確実に効いて
いることを確認します。

�  セレクターレバーがBに入って
いることを確認します。

�  確実にブレーキペダルを踏みます。

�  セレクターレバーのキーレスゴース
イッチ1を押します（�78ページ）。

  SL 350/550 Grand Editionは、セ
レクターレバーのカバー2を開い
てから、キーレスゴースイッチ1

を押します（�78ページ）。

G 事故のおそれがあります
キーが車内にあるときは、キーレス
ゴースイッチによりエンジンを始動で
きます。そのため、子供だけを車内に
残して車から離れないでください。

短時間でも、車から離れるときは、
エンジンを停止して車を施錠し、キー
を携帯してください。

!エンジン始動後は、キーを携帯し
た人が車から離れても、エンジンは
停止しません。車から離れるとき
は、短時間でも必ずエンジンを停止
して、車を施錠してください。盗難
のおそれがあります。

A ニュートラル
ポジション
動力が伝わらない位置
です。
押したり、けん引して
もらうことで、車を移
動できます。
走行中はセレクターレ
バーをAに入れな
いでください。トラン
スミッションを損傷す
るおそれがあります。

7 ドライブポジション
走行するときの位置
です。
1速～ 7速の範囲で自
動的に変速します。

 エンジンスイッチに差し込んだキーに
よるエンジンの始動

�  パーキングブレーキが確実に効いて
いることを確認します。

�  セレクターレバーがBに入って
いることを確認します。

�  確実にブレーキペダルを踏みます。

�  エンジンスイッチにキーを差し込
み、アクセルペダルを踏まずに 3
の位置までまわして手を放します。
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!エンジン始動後にキーを車外に持
ち出して走行を開始すると、マルチ
ファンクションディスプレイが赤く
なり、" ｷｰｦ ｹﾝﾁﾃﾞｷﾏｾﾝ " が断続的に
約 30秒間表示されます。この警告
はドアを開閉して走行を開始するた
びに行なわれます。

  この状態でエンジンを停止するとエ
ンジンは再始動できません。また、
車を施錠することもできません。走
行前には必ずキーを携帯しているこ
とを確認してください。

!キーがドア付近の車外にあるとき
もエンジンを始動できる場合があ
ります。車両の盗難に注意してく
ださい。

iエンジンスイッチにキーを差し込
んでいるときは、キーレスゴース
イッチでエンジンを始動 /停止す
ることはできません。

iキーレスゴー操作でエンジンを
始動したときは、エンジンスイッ
チにキーを差し込むと以下のよう
になります。

 •  セレクターレバーがBに入っ
ているとき

   エンジンが停止してイグニッ
ション位置が 0になります。

 •  セレクターレバーがB以外に
入っているとき

   エンジンはかかったままになり
ます。ただし、この状態でキー
をまわすことはできません。

iエンジンがかかっていて、セレク
ターレバーが7かCに入っ
ているときにセレクターレバーの
キーレスゴースイッチを押すと、
マルチファンクションディスプレ
イに " ｾﾚｸﾀ ﾚﾊﾞｰ P ﾆ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ " と表
示されます。

 タッチスタート

エンジンスイッチを 3の位置までま
わすか、ブレーキペダルを踏みながら
キーレスゴースイッチを押すと、手を
放しても自動的にスターターが作動し
続け、エンジンが始動します。

  発進

!エンジンが暖まっていないとき
は、必要以上にエンジン回転数を上
げないでください。

!滑りやすい路面で発進するときは、
駆動輪を空転させないようにしてく
ださい。駆動系部品を損傷するおそ
れがあります。

!SL 63 AMGでは、エンジンオイ
ルの油温が約 20℃以下のときは、
エンジン保護のためにエンジン回
転数が制限されることがあります。
エンジン保護のため、エンジンが
冷えているときは、アクセルペダ
ルをいっぱいまで踏み込むような
運転は避けてください。

i車速感応ドアロックが設定されて
いるときは、走行速度が約 15km/
h以上になると自動的に車が施錠さ
れます。

 車速感応ドアロックの設定 /解除
については（�150ページ）をご覧
ください。
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�  ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ
や踏みごたえを確認します。

�  ブレーキペダルを踏んだまま、セレ
クターレバーを7に入れます。

G 事故のおそれがあります
アクセルペダルを踏んだ状態でセレ
クターレバーを操作しないでくださ
い。車が急発進したり、オートマチッ
クトランスミッションを損傷するお
それがあります。

iギアが完全に切り替わるのを待っ
てください。

�  パーキングブレーキを解除します。

�  ブレーキペダルを徐々に戻して、
アクセルペダルをゆっくり踏み込
みます。

iエンジンが冷えているときは、
より高いエンジン回転数でシフト
アップが行なわれます。これによ
り、排気ガスを浄化する触媒がよ
り早く適正温度に達します。

 ヒルスタートアシスト（SL 63 AMG）

ヒルスタートアシストは、坂道での発
進時に車が後退または前進するのを防
ぎ、発進を容易にします。

G 事故のおそれがあります
•  ヒルスタートアシストはパーキン
グブレーキに代わるものではあり
ません。駐車するときは必ずパー
キングブレーキを確実に効かせ、
セレクターレバーをBに入れ
てください。

•  ヒルスタートアシストが作動して
車が停止していても、絶対に車か
ら離れないでください。約 1秒後
にはヒルスタートは解除され、車
が動き出すおそれがあります。

�  ブレーキペダルを踏みます。

�  セレクターレバーが7または
Cに入っていることを確認します。

�  ブレーキペダルから足を放して、ア
クセルペダルをゆっくり踏みます。

  ブレーキペダルから足を放しても、
ヒルスタートアシストが自動的に約
1秒間ブレーキを効かせ、車が後退
または前進するのを防ぎます。

i以下のときは、ヒルスタートアシ
ストは作動しません。

 •  傾斜していない路面や下り坂で
発進するとき

 •  セレクターレバーがAに入っ
ているとき

 •  パーキングブレーキが効いてい
るとき

 •  ESP®が故障して解除されている
とき

iヒルスタートアシストの機能は解
除できません。
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 パーキングブレーキ

左ハンドル車

パーキングブレーキを効かせる

�  右足でブレーキペダル2を踏み、
左足でパーキングブレーキペダル
1をいっぱいまで踏み込みます。

  エンジンがかかっているときは、
メーターパネルのブレーキ警告灯
Jが点灯します。

パーキングブレーキを解除する

�  ブレーキペダル2をいっぱいまで
踏みながら、解除ハンドル3を手
前に引きます。

G 事故のおそれがあります
•  子供だけを残して車から離れない
でください。パーキングブレーキ
を解除して車が動き出し、事故を
起こすおそれがあります。

•  パーキングブレーキを効かせたま
ま走行しないでください。パーキ
ングブレーキが過熱して効かなく
なったり、火災が発生するおそれ
があります。

!パーキングブレーキは完全に停車
してから効かせてください。

  駐車

G 事故のおそれがあります
•  停車する前にエンジンを停止しな
いでください。ブレーキやステア
リングの操作に非常に大きな力が
必要になります。

•  駐車時や車を離れるときは、セレ
クターレバーをBに入れ、パー
キングブレーキを確実に効かせ、
エンジンを停止してください。

•  子供だけを車内に残して車から離
れないでください。運転装置に触
れてけがをしたり、事故の原因に
なります。

G 火災のおそれがあります
マフラーは非常に高温になります。
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え
やすいものがある場所には駐停車し
ないでください。

!短時間でも車から離れるときは、
ドアウインドウやバリオルーフを閉
じて、車を施錠してください。

確実に駐車するために、以下のことを
確認してください。

• パーキングブレーキが確実に効いて
いること

• シフトポジションがBになって
いて、エンジンスイッチからキーが
抜かれているか、イグニッション位
置が 0になっていること

• 坂道で駐車するときは、前輪が歩道
方向に向いていること
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 セレクターレバーのキーレスゴース
イッチによる操作
�  完全に停車します。

�  ブレーキペダルを踏んだまま、パー
キングブレーキペダルを確実に踏み
込み、セレクターレバーをBに
入れます。

�  エンジンが停止するまで、セレク
ターレバーのキーレスゴースイッチ
1を押します（�78ページ）。

  SL 350/550 Grand Editionは、セ
レクターレバーのカバー2を開い
てから、キーレスゴースイッチ1

を押します（�78ページ）。

�  ブレーキペダルから足をゆっくり放
します。

iキーレスゴースイッチを押してエ
ンジンを停止したときは、イグニッ
ション位置は 1になります。また、
この状態で運転席ドアを開くと、イ
グニッション位置が 0になります。

!急な坂道に駐車するときは、後輪
の下り側に輪止めをしてください。
さらに前輪を歩道方向に向けてくだ
さい。

i輪止めは車載されていません。適
切な大きさの木片や石を使用してく
ださい。

iパーキングブレーキを解除しない
で走行すると、警告音が鳴り、マル
チファンクションディスプレイに警
告メッセージが表示されます。

  エンジンを停止するとき

G 事故のおそれがあります
走行中にエンジンを停止しないでく
ださい。エンジンブレーキが効かな
くなります。また、ブレーキやステ
アリングの操作に非常に大きな力が
必要になります。

!水温が高めのときは、少しの間ア
イドリング状態でエンジンを冷却
してから、エンジンを停止してく
ださい。

 エンジンスイッチに差し込んだキーに
よる操作

�  完全に停車します。

�  ブレーキペダルを踏んだまま、パー
キングブレーキペダルを確実に踏み
込み、セレクターレバーをBに
入れます。

�  エンジンスイッチを 0の位置にし
ます。

�  ブレーキペダルから足をゆっくり放
します。
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 オートマチックトランスミッション

G 事故のおそれがあります
運転席の足元には、物を置かないでく
ださい。ブレーキペダルやアクセルペ
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作
できなくなるおそれがあります。

フロアマットは純正品のみを正しく
使用してください。車に合ったもの
を使用しないと、ペダル操作ができ
なくなるおそれがあります。

運転席のフロアマットを重ねて使用
しないでください。

停車中は、必ずパーキングブレーキ
を効かせてください。

子供だけを車内に残して車から離れな
いでください。運転装置に触れてけが
をしたり、事故の原因になります。

路面が滑りやすいときは、急激なエ
ンジンブレーキを効かせないでくだ
さい。駆動輪がグリップを失って車
両がスリップし、事故を起こすおそ
れがあります。

オートマチックトランスミッション
は、シフトポジションが7のとき、
以下の状況に合わせて自動的にギアを
変速します。

• 選択されているギアレンジ

• 走行モード（�121ページ）

• アクセルペダルの踏み具合

• 走行速度

  シフトポジションの選択

�  セレクターレバーを動かして、シフ
トポジションを選択します。

!イグニッション位置が2の状態で、
ブレーキペダルを踏んでいないと、
セレクターレバーをBから動か
すことはできません。

iシフトポジションを選択するとき
は、完全に停車して、ブレーキペダ
ルを踏んで行なってください。

 シフトポジション

シフト
ポジション

作動内容

B パーキングポジション
駐車およびエンジン始
動 / 停止の位置です。
完全に停車していない
ときは、Bに入れ
ないでください。
セレクターレバーが
Bに入っていると
きにのみ、キーを抜く
ことができます。セレ
クターレバーがB

に入っているときは、
セレクターレバーが
ロックされます。
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C リバースポジション
後退するときの位置
です。
完全に停車していない
ときは、セレクターレ
バーをCに入れな
いでください。

A ニュートラル
ポジション
動力が伝わらない位置
です。
押したり、けん引して
もらうことで、車を移
動できます。
走行中はセレクターレ
バーをAに入れな
いでください。トラン
スミッションを損傷す
るおそれがあります。

7 ドライブポジション
走行するときの位置
です。
1速～ 7速の範囲で自
動的に変速します。

 シフトポジション表示

1 シフトポジション表示
 （ドライブに入っている状態）

現在選択しているシフトポジション
が、マルチファンクションディスプレ
イのシフトポジション表示1に表示
されます。

  走行モード

1 走行モード表示

路面の状況や運転に合わせてオートマ
チックギアシフトの走行モードを切り
替えることができます。

マルチファンクションディスプレイ
に、選択した走行モード1が表示さ
れます。
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 走行モードを選択する（SL 350 / SL 
550）

SL 350 / SL550

�  走行モード選択スイッチ2を押し
ます。

  Cモード→ Sモード→Mモード→
Cモードと切り替わります。

 走行モードを選択する（SL 63 AMG）

SL 63 AMG

�  走行モード選択ダイヤル3をまわ
します。

  選択した走行モードの文字が点灯し
ます。

  レーススタート（RS）を選択する
ときは（�177ページ）をご覧くだ
さい。

走行モード 作動内容

Cモード 快適性と経済性
を重視したモー
ドです。
アクセルペダルを
いっぱいまで踏み
込まないときは、
Sモードより穏や
かに発進します。
セレクターレバー
をCに入れたと
きは、Sモードよ
り穏やかに後退し
ます。
早めのシフトアッ
プが行なわれるた
め、駆動輪が空転
しにくくなり、滑
りやすい路面にお
ける走行安定性が
向上します。

Sモード スポーティな走
行に適したモー
ドです。
トランスミッショ
ンがスポーティな
設定になり、Cモー
ドより遅めにシフ
トアップが行なわ
れます。

S+モード
（SL 63 AMG）

S モードよりも、
さらにスポーティ
な走行用のモード
です。
シフトアップ /シ
フトダウンが素早
く行なわれます。
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走行モード 作動内容

Mモード マニュアルでギア
シフトすることが
できます。
詳しくは（�125
ページ）をご覧く
ださい。

レーススター
ト（RS）
（SL 63 AMG）

グリップ力の高い
路面状況において、
停車状態から最適
な加速力で発進す
ることができます。
詳しくは（�177
ページ）をご覧く
ださい。

走行モードが Cモードのときは、以
下のようになります。

•  前進・後退ともに、アクセルペダル
をいっぱいまで踏み込まないとき
は、穏やかに発進します。

•  滑りやすい路面などでの車両操縦性
や走行安定性が向上します。

•  シフトアップが早めに行なわれる
ため、燃料の余分な消費が抑えら
れます。

•  オートマチックトランスミッション
が早めにシフトアップするため、エ
ンジン回転数が低く抑えられ、車輪
が空転しにくくなります。

走行モードが Sモードのときは、以下
のようになります。

•  1速で発進します。

•  オートマチックトランスミッション
が遅めにシフトアップします。

•  シフトアップが遅めに行なわれるた
め、エンジン回転数が高くなり、燃
料をより多く消費します。

!走行モードの選択は、セレクター
レバーがB、A、7のいず
れかに入っているときに行なってく
ださい。

iエンジンを停止すると、次にエン
ジンを始動したときは Cモードに
設定されます。

i車種や仕様により、エンジンやト
ランスミッションが暖まっていない
ときは、走行モードに関わらず、変
速特性が自動的に選択されます。

iSL 63 AMGは、通常の走行では
レーススタート（RS）を選択する
ことはできません。詳しくは（�177
ページ）をご覧ください。
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  ティップシフト

オートマチックトランスミッション
のギアの変速範囲（ギアレンジ）を変
えることにより不必要に変速しないよ
うにすることができます。

走行モードが Cモードか Sモード、
S+*モードのときにティップシフトに
できます。

G 事故のおそれがあります
滑りやすい路面状況やカーブを走行
しているときは、低いギアレンジを
選択してエンジンブレーキが効くと、
駆動輪がグリップを失うおそれがあ
ります。低いギアレンジを選択する
ときは十分注意してください。また、
滑りやすい路面状況で駆動輪を空転
させると、駆動系部品を損傷するお
それがあります。

ティップシフトにしたときは、マルチ
ファンクションディスプレイのギアレ
ンジ表示1に、選択したギアレンジ
が表示されます。

ギア
レンジ

E 1速～ 7速の範囲で自動
的に変速します。

3 1速～ 6速の範囲で自動
的に変速します。

D 1速～ 5速の範囲で自動
的に変速します。

? 1速～ 4速の範囲で自動
的に変速します。

= 1速～ 3速の範囲で自動
的に変速します。
緩やかな坂道などを走行
するときに使用します。

5 1速～ 2速の範囲で自動
的に変速します。
急な坂道やエンジンブ
レーキが必要なときに使
用します。

4 1速に固定されます。
エンジンブレーキが最大
に作用します。

iギアレンジ表示の数字は選択した
ギアレンジを示しており、必ずし
も実際のギアを示すものではあり
ません。

i加速時にタコメーターの指針がエ
ンジンの許容回転数を超えてレッド
ゾーンに入るようなときは、自動的
にシフトアップされ、高いギアレン
ジが選択されます。

iエンジンが暖まっていないとき
は、操作を行なっても、選択した
ギアレンジに変わらないことがあ
ります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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 セレクターレバーによる操作

ティップシフトにする

�  セレクターレバーが7に入って
いるときにセレクターレバーを②側
に操作します。

  ティップシフトになり、マルチファ
ンクションディスプレイのギアレン
ジ表示1に選択したギアレンジが
表示されます。

低いギアレンジを選択する

�  セレクターレバーを2側に操作し
ます。

高いギアレンジを選択する

�  セレクターレバーを3側に操作し
ます。

ティップシフトを解除する

�  セレクターレバーを3側に操作し
て保持します。

  マルチファンクションディスプレ
イのギアレンジ表示1に "D" が表
示されます。

iティップシフトにしたときに選択
されるギアレンジは、そのときの走
行速度やエンジン回転数などにより
異なります。

iティップシフトにしていないとき
に、セレクターレバーを3側に操
作すると、走行速度やエンジン回
転数に応じてシフトアップが行な
われます。

 パドルによる操作

ティップシフトにする

�  セレクターレバーが7に入って
いるときに左側のパドル4を引き
ます。

  ティップシフトになり、マルチファ
ンクションディスプレイのギアレン
ジ表示1に選択したギアレンジが
表示されます。

低いギアレンジを選択する

�  左側のパドル4を引きます。

高いギアレンジを選択する

�  右側のパドル5を引きます。

ティップシフトを解除する

�  右側のパドル 5を引いて保持し
ます。

  マルチファンクションディスプレイ
のギアレンジ表示1に "D" が表示
されます。
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iティップシフトにしたときに選択
されるギアレンジは、そのときの走
行速度やエンジン回転数などにより
異なります。

iティップシフトにしていないとき
に、右側のパドル5を引くと、走
行速度やエンジン回転数に応じてシ
フトアップが行なわれます。

  マニュアルギアシフト

セレクターレバーまたはパドルを操作
して、マニュアルでギアを選択するこ
とができます。

G 事故のおそれがあります
滑りやすい路面状況やカーブを走行
しているときは、シフトダウンによっ
てエンジンブレーキが効くと、駆動輪
がグリップを失うおそれがあります。
シフトダウンするときは十分注意し
てください。また、滑りやすい路面
状況で駆動輪を空転させると、駆動
系部品を損傷するおそれがあります。

!エンジンが暖まるまでは、エンジ
ンやトランスミッションに大きな負
担がかかるような運転をしないでく
ださい。

iマニュアルギアシフトでは、ESP®

の機能を解除しないで走行すること
をお勧めします。

iエンジンが暖まっていないとき
は、選択したギアに変速しないこと
があります。

 マニュアルギアシフトの選択

1 ギア表示
2 走行モード表示

マニュアルギアシフトを選択すると、
ギア表示1には選択されているギア
が表示されます。

iマニュアルギアシフトを選択した
状態でエンジンを停止すると、オー
トマチックギアシフトになります。

iマニュアルギアシフトではギア表
示1に表示される数字は実際のギ
アを示しています。運転者のシフト
アップ / ダウン操作や、自動的な
シフトアップ * / ダウンに応じて
ギア表示1に表示される数字も変
わります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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マニュアルギアシフトを選択する（SL 
63 AMGを除く車種）

3 走行モード選択スイッチ

�  走行モード選択スイッチ3または
4を押して、マルチファンクショ
ンディスプレイの走行モード表示
2に "M" を表示させます。

マニュアルギアシフトを選択する（SL 
63 AMG）

5 走行モード選択ダイヤル
 （SL 63 AMG）

�  走行モード選択ダイヤル5をまわ
して、マルチファンクションディス
プレイの走行モード表示2に "M" 
を表示させます。

  このときは、走行モード選択ダイヤ
ルの "M" が点灯します。

マニュアルギアシフトを解除する

�  走行モード選択スイッチ3または
4を押すか、走行モード選択ダイ
ヤル5をまわして、Sモードか C
モード、S+モード *を選択します。

 セレクターレバーによるシフト操作

シフトダウンする

�  セレクターレバーを1の方向に操
作します。

シフトアップする

�  セレクターレバーを2の方向に操
作します。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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 パドルによるシフト操作

シフトダウンする

�  左側のパドル1を引きます。

シフトアップする

�  右側のパドル2を引きます。

iシフトダウン操作をしなくても、
走行速度とエンジン回転数に応じ
て、自動的にシフトダウンすること
があります。

iSL 350 / SL 550では、加速時に
エンジンの許容回転数を超えるよう
なときは、自動的にシフトアップさ
れます。このとき、ギア表示の数字
も変わります。

iシフトアップ / ダウン操作をして
も、選択したギアが適切でない場合
は、エンジン保護などのため、シフ
トアップ / ダウンされません。

iエンジンが暖まっていないとき
は、ギアシフト操作を行なっても、
選択したギアに変速しないことがあ
ります。

i車種や仕様により、停車時に選択
できるギアは異なります。

i停車すると、ギアは 1速にシフト
されます。

iSL 350 / SL 550では、マニュア
ルギアシフトを選択しているときに
キックダウンを行なうことができま
す。また、キックダウンしていると
きは、シフト操作はできません。

iSL 63 AMGでは、マニュアルギア
シフトを選択しているときにキック
ダウンを行なうことはできません。 

iセレクターレバーを左側に操作し
て保持するか、左側のパドルを引い
て保持すると、そのときの加速に最
も適したギアが選択されます。

 シフトアップマーク（SL 63 AMG）

エンジン回転数が上昇し、シフトアッ
プするタイミングになったときは、マ
ルチファンクションディスプレイの
表示が赤くなり、ギア表示1と "up" 
マーク2が表示されます。

また、シフトアップマーク3も表示
されます。

必要に応じてシフトアップ操作を行
なってください。



128
車
両
の
操
作

オートマチックトランスミッション

  運転のヒント

アクセルペダルの位置

アクセルペダルの踏み加減に応じて、
ギアが変速するタイミングが変化し
ます。

•  軽く踏んだときはシフトアップする
タイミングが早くなります。

•   深く踏み込んだときはシフトアップ
するタイミングが遅くなります。

ダブルクラッチ機能

ダブルクラッチ機能は、選択している
走行モードに関わらず、シフトダウン
操作時に作動します。

ダブルクラッチ機能が作動することに
より、ギアシフト操作がスムーズに行
なわれ、スポーティな運転スタイルに
役立ちます。

ダブルクラッチ機能作動時のエンジン
音は、走行モードにより異なります。

キックダウン

急な加速が必要な場合はキックダウン
を行ないます。

�  アクセルペダルをいっぱいまで踏み
込みます。

  エンジン回転数に応じて自動的に低
いギアに変速し、素早く加速します。

�  希望する速度でアクセルペダルをゆ
るめると、シフトアップします。

!キックダウンするときは、周囲の
状況に注意しながら操作してくださ
い。事故を起こすおそれがあります。

停車する

�  一時的に停車するときは、セレク
ターレバーを7に入れたままブ
レーキペダルを踏みます。

�  やむを得ず停車が長くなるときは、
パーキングブレーキを確実に効か
せ、セレクターレバーをBに入
れます。

G 事故のおそれがあります
停車中は空ぶかしをしないでくださ
い。万一、セレクターレバーが7

かCに入ると、車が急発進して重
大な事故を起こすおそれがあります。

!急な上り坂などではアクセルペダ
ルの踏み加減によって停車状態を
保たないでください。トランスミッ
ションに負担がかかり、過熱や故障
の原因になります。

!停車中はブレーキペダルを確実に
踏み、クリープ現象で車が動かない
ようにしてください。
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 メーターパネル

メーターパネルの各部の名称について
は（�23ページ）をご覧ください。

G 事故のおそれがあります
メーターパネルやマルチファンク
ションディスプレイが故障すると、
車両の状態や速度、外気温度、故障 / 
警告メッセージなどが表示できなく
なることがあります。十分注意して
走行してください。また、ただちに
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場に連絡してください。

 メーターパネルの点灯

メーターパネルは以下のときに点灯し
ます。

•  運転席ドアを開いたときや閉じたと
き（約 30秒後に消灯）

•  メーターパネル照度調整ボタン
/リセットボタンを押したとき
（約 30秒後に消灯）

•  イグニッション位置を 1か 2にし
たとき（イグニッション位置を 0
にしてから約 30秒後に消灯）

•  車外ランプが点灯したとき

 タコメーター

1分間あたりのエンジン回転数を表示
します。

!指針がエンジンの許容回転数を超
えて、レッドゾーンに入らないよう
にしてください。エンジンを損傷す
るおそれがあります。

 エンジン回転数が許容回転数を超え
ると、エンジン保護のため、燃料供
給が行なわれなくなります。

 スピードメーター

車の走行速度を表示します。

速度の表示単位をマイルに変更する
こともできますが、マイル表示にする
と km/h表示に比べ、同じ数字でも
約 1.6倍の速度になります。速度の
出しすぎを防ぐため km/h表示にし
てください。

表示の切り替えについては（�145
ページ）をご覧ください。

i1mphは約 1.6km/hです。

iマイル表示を選択すると、トリッ
プメーターなどの表示もマイル表示
になります。
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メーターパネル

 外気温度表示

外気温度を表示します。

外気温度の上昇や下降は、少し遅れて
表示に反映されます。

温度をフロントバンパー付近で測定し
ているため、温度表示は路面からの輻
射熱などの影響を受けます。したがっ
て、温度表示が実際の外気温度と異な
ることがあります。

G 事故のおそれがあります
温度表示が 0℃以上でも、路面が凍結
していることがあります。走行には
十分注意してください。

  メーターパネル照度調整ボタン / 
リセットボタン

①  メーターパネル照度調整ボタン /
リセットボタン

 メーターパネル照度調整ボタン

周囲が暗いときにメーターパネルの明
るさを調整できます。

ボタン①を時計回りにまわすと明るく
なり、反時計回りにまわすと暗くなり
ます。

 リセットボタン

トリップメーターや各種設定などをリ
セットするときに使用します。

 燃料計

燃料の残量を表示します。

燃料タンクの容量は約 80 リットル
です。

!給油のときはエンジンを停止して
ください。

 燃料残量警告灯

マルチファンクションディスプレイが
表示されると、白色に点灯します（点
灯しないときは警告灯が故障していま
す）。

イグニッション位置を 2にしたとき、
またはキーレスゴー操作でのエンジン
始動操作直後に黄色に点灯し、エンジ
ン始動後に白色に点灯します。

エンジン始動後も黄色に点灯している
とき、またはエンジンがかかっている
ときに黄色に点灯したときは燃料の残
量が少なくなっています。

警告灯が点灯したときの残量は約 10
リットル（SL 63 AMGは約 14リッ
トル）です。

i走行前に燃料の残量が十分あるこ
とを確認してください。高速道路や
自動車専用道路などでの燃料切れは
道路交通法違反になります。
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  エンジン冷却水温度計

エンジンの冷却水温度を表示します。

i指定の冷却水を適切な混合比で使
用しているときは、約 120℃まで
オーバーヒートを起こしません。

i暑い日や上り坂が続くときなど
に、冷却水温度の表示が 120℃付
近を示すことがありますが、マルチ
ファンクションディスプレイに冷却
水に関する故障 / 警告メッセージ
（�281ページ）が表示されない限
り、故障ではありません。

i万一、オーバーヒートが起きたと
きは、冷却水量・冷却水温度警告灯
が赤色に点灯します。
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マルチファンクションディスプレイ

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 マルチファンクションディスプレイ

 マルチファンクション ステアリング

マルチファンクションディスプレイ
は、故障 /警告メッセージや各種情報
などを表示・設定するシステムです。

マルチファンクションディスプレイ
は、メーターパネル内にあります。

マルチファンクションディスプレイの
操作は、ステアリングのスイッチで行
ないます。

G 事故のおそれがあります
マルチファンクションディスプレイ
を操作するときは、常に周囲の状況
に注意してください。

G 事故のおそれがあります
走行中にステアリングのスイッチを
操作するときは、直進時に行なって
ください。ステアリングをまわしな
がら操作すると、事故を起こすおそ
れがあります。

名称

1

2

マルチファンクションディス
プレイ

3 設定スイッチ / 音量スイッチ
WX

•  各種設定の設定グループ選
択画面でのグループの選択

•  設定項目画面での数値や設
定の変更および機能のオン / 
オフ

•  各メイン画面やオーディオ
画面表示中の音量の調節

•  SL 63 AMGでは、レースタ
イマーの操作
通話開始 / 終了スイッチ（電話）
6 ~

電話の受信 / 保留 / 切断

4 表示切り替えスイッチ
V U

メイン画面の選択

スクロールスイッチ
& *

•  選択したメイン画面内の各
画面の切り替え

•  オーディオ画面表示中の
オーディオの選曲、ラジオ / 
テレビの選局、DVDビデオ
のチャプター選択
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 メイン画面一覧

149.8 km

49 km/h

20.5℃
26753 km

20.5℃
26753 km

20.5℃
26753 km

220.5℃
72 ℃

D C

D C

オーディオ オフ
20.5℃

D C

D C

D C

D C

D C

ナビ オフD C
20.5℃

ｺｼｮｳ ｶﾞ 2

ﾘｾｯﾄﾊ
R ﾉ ﾎﾞﾀﾝ ｦ
3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ

20.5℃

90 km/h
1 : 30 h
9.7 km/l

20.5℃

デンワ オフ

ｾｯﾃｲ

スタートカラ:135km

20.5℃

D
100 50 0m

C

※ 故障があるときに表示されます

1 車両情報 134

2 AMG表示 * 135

3 オーディオ 139

4 ナビ 141

5 車間距離表示 * 142

6 故障表示 142

7 各種設定 143

8 トリップコンピュー
ター

153

9 電話 154

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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マルチファンクションディスプレイ

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

外気温度 /走行速度表示

外気温度または走行速度を表示します。

表示の切り替えは各種設定の "メー
タークラスタ " の "車両情報メイン画
面の表示設定画面 "（�146ページ）
で行ないます。

G 事故のおそれがあります
温度表示が 0℃以上でも、路面が凍結
していることがあります。走行には
十分注意してください。

!外気温度の上昇や下降は、少し遅
れて表示に反映されます。

i温度をフロントバンパー付近で測
定しているため、温度表示は路面か
らの輻射熱などの影響を受けます。
したがって、温度表示が実際の外気
温度と異なることがあります。

オドメーター

これまでに走行した距離の総合計を表
示します。

トリップメーター

リセット後の走行距離を表示します。 

トリップメーターをリセットする
（0.0に戻す）

�  リセットボタン（�130ページ）を、
表示が0.0になるまで押し続けます。

 車両情報

「車両情報」には以下の画面があります。

•  車両情報メイン画面（外気温度 / 
走行速度表示、オドメーター、トリッ
プメーター）

•  タイヤ空気圧警告システム画面 *
（�239ページ）

•  走行速度 /外気温度表示画面

•  メンテナンスインジケーター画面
（�253ページ）

 車両情報メイン画面（外気温度 / 
走行速度表示、オドメーター、トリッ
プメーター）

26753 km
149.5 km CP20.5℃

1  外気温度 /走行速度表示
2  オドメーター
3  トリップメーター

車両情報メイン画面を表示させる

�  VまたはUを押して、車両情
報メイン画面を表示させます。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 走行速度 /外気温度表示画面

26753 km
80 km/h CD20.5℃

1 走行速度 /  外気温度表示

走行速度 / 外気温度表示1は、走行
速度または外気温度を表示します。

表示の切り替えは各種設定の "メー
タークラスタ " の "車両情報メイン画
面の表示設定画面 "（�146ページ）
で行ないます。

走行速度 /外気温度表示画面を表示さ
せる

�  VまたはUを押して、車両
情報メイン画面を表示させます
（�134ページ）。

�  &または*を押して、走行速
度 / 外気温度表示画面を表示させ
ます。

i走行速度の表示単位を km/hまた
はmphに切り替えることができま
す（�145ページ）。

i車両情報メイン画面の表示（�146
ページ）を走行速度に切り替えると、
外気温度は右画面に表示されます。

 AMG表示 *

「AMG表示」には以下の画面があり
ます。

•  油温表示画面

•  走行モード / サスペンションモー
ド表示画面

•  レースタイマー画面

•  計測結果表示画面（全ラップ）

•  計測結果表示画面（ラップ別）

 油温表示画面

2
SD20.5℃

72℃
49 km/h

1  油温表示
2  ギア表示
3  走行速度表示

油温表示画面を表示させる

�  VまたはUを押して、油温表
示画面を表示させます。

油温表示1は、エンジンオイルの油
温を表示します。

イグニッション位置が 2のときに表示
されます。

!油温表示の温度が点滅している
ときは、エンジンオイルが温まっ
ていません（油温が約 80℃未満に
なっています）。このときは必要以
上にエンジン回転数を上げないよ
うに運転してください。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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マルチファンクションディスプレイ

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

走行モード /サスペンションモード表
示画面を表示させる

�  VまたはUを押して、油温表
示画面を表示させます（�135ペー
ジ）。

�  &または*を押して、走行モー
ド / サスペンションモード表示画
面を表示させます。

または

�  AMGセッティングスイッチ（�181
ページ）を押します。

現在の走行モードとサスペンション
モードが表示されます。

 レースタイマー画面

2
SD20.5℃

L1 --:--:--
49 km/h

1 ラップ表示
2 計測タイム
3 ギア表示
4 走行速度表示

レースタイマー画面では、サーキット
コースなどで周回ごとのラップタイム
を計測・記録したり、その結果を一覧
表示することができます。

イグニッション位置が 2のとき、また
はエンジンがかかっているときに使用
できます。

レースタイマー画面を表示させている
ときは、WまたはXを押してオー
ディオなどの音量を調節することはで
きません。

ギア表示2は、トランスミッション
の実際のギア位置を表示します。

iギア表示②と走行速度表示③は、
走行モード / サスペンションモー
ド表示画面、レースタイマー画面で
も表示されます。

 走行モード /サスペンションモード表
示画面

2

49 km/h

SD
20.5℃

COMFORT

1 走行モード表示
2 サスペンションモード表示
3 走行速度表示

現在の走行モードとサスペンション
モードを確認することができます。

走行モード表示1は、設定している
走行モード（C、S、S＋、Mモード）
を表示します。

サスペンションモード表示2は、設
定しているサスペンションモード（ス
ポーツ /コンフォート）を表示します。

詳しくは（�121､181ページ）をご
覧ください。

iイグニッション位置が 1のときは
表示されません。また、エンジンが
停止しているときは、サスペンショ
ンモードは正しく表示されません。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

レースタイマー画面を表示させる

�  VまたはUを押して、油温表
示画面を表示させます（�135ペー
ジ）。

�  &または*を押して、レース
タイマー画面を表示させます。

タイム計測を開始する

�  Wを押します。

 タイム計測が開始されます。

スプリットタイムを表示する

�  タイム計測中にXを押します。

  スプリットタイムが約 5秒間表示
されます。

  約 5秒経過後に、タイム計測の表
示に戻ります。

iスプリットタイムを表示している
ときに再度Xを押すと、スプリッ
トタイムがラップタイムとして記録
されます。

タイム計測を停止する

�  タイム計測中にWを押します。

 タイム 計測が停止します。

iタイム計測を停止しているときに
Wを押すと、停止した時点から
タイム計測が再開されます。

iタイム計測中に、停車してイグ
ニッション位置を 1にすると、タ
イム計測が停止します。

 その後、イグニッション位置を 2
にするかエンジンを始動してW

を押すと、停止した時点からタイム
計測が再開されます。

ラップタイムを記録する

2
SD

BL 00:13:54
L2 00:13:55
20.5℃

49 km/h

1 最速ラップタイム
2 ラップ数
3 計測タイム
4 ギア表示
5 走行速度表示

最大 9件までの計測タイムをラップタ
イムとして記録することができます。

�  タイム計測中にXを押します。

  スプリットタイムが約 5秒間表示
されます。

�  スプリットタイムが表示されてい
る間に、再度Xを押します。

   スプリットタイムがラップタイムと
して記録され、次のラップのタイム
が表示されます。

iラップタイムが記録されていると
きは、計測タイム③の下に最速ラッ
プタイム①が表示されます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

計測したタイムを消去する

�  タイム計測中にWを押します。

 タイム 計測が停止します。

�  タイム計測停止中にXを押し
ます。

  計測タイムが消去され、表示が
00:00:00に戻ります。

iラップタイムが9件記録されると、
それ以上計測ができなくなります。
新たにタイム計測を行なうときは、
記録したラップタイムを消去してく
ださい。

記録したラップタイムを消去する

�  タイム計測をしているときは、
Wを押します。

  タイム計測が停止します。

�  タイム計測が停止しているときに
リセットボタン（�130ページ）を
2回押します。

  記録したすべてのラップタイムが
消去され、表示が 00:00:00に戻
ります。

i記録したラップタイムを個別に消
去することはできません。

iイグニッション位置を0にするか、
エンジンスイッチからキーを抜いて
から約 30秒経過すると、計測タイ
ムとラップタイムは消去されます。

 全ラップの計測結果を確認する

142 km/h
88 km/h
80.0 km   

SDRT   01:23:54 21
20.5℃

計測結果表示画面（全ラップ）
1 合計時間
2 計測した全ラップでの最高速度
3 計測した全ラップの平均速度
4 計測した全ラップの総走行距離

2周以上のラップタイムが記録されて
いるときは、タイム計測後に計測結果
を表示できます。

計測結果表示画面（全ラップ）を表示
させる

�  VまたはUを押して、油温表
示画面を表示させます（�135ペー
ジ）。

�  &または*を押して、計測結
果表示画面（全ラップ）を表示させ
ます。

iタイムを計測しているときは、
全ラップの計測結果は確認できま
せん。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 ラップごとの計測結果を確認する

138 km/h
88 km/h
20.0 km   

SDL5     00:13:55
20.5℃

計測結果表示画面（ラップ別）
1 ラップ表示
2 ラップタイム
3 表示されているラップでの最高速度
4 表示されているラップの平均速度
5 表示されているラップの走行距離

ラップタイムが記録されているとき
は、ラップごとの計測結果を表示する
ことができます。

計測結果表示画面（ラップ別）を表示
させる

�  VまたはUを押して、油温表
示画面を表示させます（�135ペー
ジ）。

�  &または*を押して、表示さ
せたいラップの計測結果表示画面を
選択します。

i表示されているラップが最速ラッ
プのときは、ラップ表示①が点滅し
ます。

iタイムを計測しているときは、
ラップごとの計測結果は確認できま
せん。

 オーディオ

 ラジオ局を選局する

20.5℃
FM 1

D C1: 80.0 MHz

1 "FM1"または "FM2"
 "AM1"または "AM2"または "TI"
2 プリセット番号 / 
 ラジオ局名または受信周波数

COMANDシステムで、FMラジオま
たは AMラジオを受信しているときに
表示・選局できます。

�  VまたはUを押して、オーディ
オのメイン画面を表示させます。

ラジオ局をプリセット選局する

�  &または*を押します。

  次または前のプリセット番号の放送
局に移動します。

ラジオ局を自動選局する

�  & または* を押して保持し
ます。

  受信周波数が移動して、次に受信で
きる周波数で停止します。

iラジオの詳細については、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をお読みください。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 DVDビデオのチャプターを選択する

20.5℃
DISC

D Cチャプター 1

1 チャプター番号

COMANDシステムで、DVDビデオ
を再生しているときに表示・選択でき
ます。

�  VまたはUを押して、オーディ
オのメイン画面を表示させます。

チャプターを選択する

�  &または*を押します。

  次のチャプターまたは前のチャプ
ターが再生されます。

iDVDビデオの詳細については、別
冊「COMANDシステム 取扱説明書」
をお読みください。

 音楽を選曲する

20.5℃
DISC

D Cトラック 3

1 音楽ソース表示
  （"DISC" / "M.CARD" / "HDD" / 

"MEDIA" / "AUX"）
2 トラック番号 / トラック名

COMANDシステムで再生している音
楽ソース（ディスク、メモリーカード、
ミュージックレジスター、メディアイ
ンターフェース、外部入力）が音楽ソー
ス表示1に表示されます。

�  VまたはUを押して、オーディ
オのメイン画面を表示させます。

音楽を選曲する

ディスク、メモリーカード、ミュー
ジックレジスター、メディアインター
フェースのいずれかを再生していると
きは選曲を行なうことができます。

�  &または*を押します。

  次の曲または前の曲が選曲され
ます。

i音楽再生の詳細については、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をお読みください。

i外部入力を再生しているときは、
トラック番号 / トラック名2は表
示されず、外部入力機器の操作はで
きません。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 ナビ

COMANDシステムのナビ機能をマル
チファンクションディスプレイに表示
できます。

ナビのメイン画面を表示させる

�  VまたはUを押して、ナビの
メイン画面を表示させます。

ルート案内を行なっていないとき

マルチファンクションディスプレイに
進行方向の方位が表示されます。

ルート案内を行なっているとき

マルチファンクションディスプレイに
進行方向や交差点（分岐点）または通
過点までの距離が表示されます。

i詳細については、別冊「COMAND
システム 取扱説明書」をお読みく
ださい。

 テレビ局を選局する

20.5℃
TV1

D C1:CH 20 01

1 "TV1"または "TV2"
2 プリセット番号 / チャンネル番号

COMANDシステムで、テレビを受信
しているときに表示・選局できます。

�  VまたはUを押して、オーディ
オのメイン画面を表示させます。

テレビ局をプリセット選局する

�  &または*を押します。

  次または前のプリセット番号のテレ
ビ局に移動します。

テレビ局を自動選局する

�  & または* を押して保持し
ます。

  受信チャンネルが移動して、次に受
信できるチャンネルで停止します。

iテレビの詳細については、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をお読みください。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 車間距離表示 *

20.5℃
26753 km D C

20.5℃
26753 km
DTR 80km/h

D C

100 50 0m

100 50 0m

先行車と自車とのおよその車間距離や
ディストロニックの設定作動内容を表
示します。

車間距離表示画面を表示させる

�  VまたはUを押して、車間距
離表示画面を表示させます。

詳しくは（�162ページ）をご覧くだ
さい。

i車間距離表示画面は、ディストロ
ニックを解除しているときも表示さ
せることができます。

 故障表示

20.5℃
26753 km

P C

P C

ｺｼｮｳ ｶﾞ 2

ﾌﾞﾚｰｷ ｵｲﾙ
ﾚﾍﾞﾙ
ﾃﾝｹﾝ

20.5℃

故障表示画面

1 故障件数画面（この例では、2
件故障があります）

2 故障メッセージ画面の例

故障や異常が起きたとき、車の状況を
メッセージで表示します。

i故障がないときは、故障表示画面
は表示されません。

自動表示機能

エンジンがかかっているときに故障が
起きたときは、故障メッセージ画面が
自動的に表示されます。

ステアリングのVUや&*、
またはリセットボタンを押すと、故障
メッセージが消えます。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

故障メッセージを手動で確認する

イグニッション位置が 1か 2のとき
に表示されます。

�  VまたはUを押して、故障件
数画面1を表示させます。

 故障件数が数字で表示されます。

�  &または*を押して、故障メッ
セージ画面2を順番に表示させま
す。すべて表示されると、故障件数
画面1に戻ります。

 故障表示のリセット

マルチファンクションディスプレイに
故障メッセージが表示されているとき
は、イグニッション位置を 0にすると、
故障メッセージの表示が消えます。

ただし、故障状況が変わらない場合は、
次にイグニッション位置を 1か 2に
するか、エンジンを始動したとき、再
び故障メッセージが表示されます。

!表示される故障や異常は一部の限
られた装備についてであり、表示さ
れる内容も限られています。故障や
異常の表示は運転者を支援するもの
です。発生した故障に対処して車の
安全性を確保する責任は運転者にあ
ります。

!故障 /警告メッセージが表示され
たときは、必ずメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

!表示される故障 /警告メッセージ
については（�269ページ～）をご
覧ください。

 各種設定

「各種設定」には以下の画面があります。

•  各種設定メイン画面

•  設定グループ選択画面

•  各種設定項目の初期化画面

•  各種設定項目の初期化完了画面

!走行中でも設定を変更することが
できますが、安全のため、必ず停車
中に操作してください。

 各種設定メイン画面

ｾｯﾃｲ

ﾘｾｯﾄﾊ
R ﾉ ﾎﾞﾀﾝ ｦ
3 ﾋﾞｮｳｶﾝ ｵｼﾏｽ

CP20.5℃

各種設定メイン画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種設
定メイン画面を表示させます。

 設定グループ選択画面

ｾｯﾃｲ CP20.5℃ ﾒｰﾀｰｸﾗｽﾀ
ﾗｲﾄ
ｼｬﾘｮｳ

設定グループ選択画面を表示させる

�  各種設定メイン画面表示中に&

を押して、設定グループ選択画面を
表示させます。



144
車
両
の
操
作

マルチファンクションディスプレイ

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、設定グ
ループを選択します。

�  選択したグループ名を確認して、
&を押すと、選択したグループ
内の最初の設定項目画面が表示され
ます。

設定項目画面を選択する

選択した設定項目画面の数値や設定を
変更できます。

�  &または*を押して、設定項
目画面を選択します。

�  WまたはXを押して、設定項
目を選択したり、機能のオン / オ
フを選択します。

 選択した設定が記憶されます。

 各種設定項目の初期化

各グループ内のすべての項目を工場出
荷時の設定に初期化する（戻す）こと
ができます。

各種設定項目を初期化する

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�143ページ）。

�  リセットボタン（�130ページ）
を約 3秒間押し続けます。

  初期化画面が約5秒間表示されます。

ｾｯﾃｲ

ｾｯﾃｲ ｦ
ﾘｾｯﾄ ｼﾏｽｶ?
ｶｸﾆﾝ ﾊ

ﾘｾｯﾄ ﾎﾞﾀﾝ

CP20.5℃

初期化画面

�  初期化画面が表示されている間に、
再度リセットボタンを押します。

  初期化が実行され、下記の初期化完
了画面が表示されます。

ｾｯﾃｲ
ｺｳｼﾞｮｳ ｼｭｯｶ
ｼﾞ ﾉｾｯﾃｲ ﾆ
ﾘｾｯﾄ ｼﾏｼﾀ

CP20.5℃

初期化完了画面

または

�  各項目の設定を維持したい場合は、
リセットボタンを押さずにいます。

  約 5秒後に各種設定メイン画面に
切り替わります。

i各種設定項目を初期化すると、
設定グループ選択画面が表示され
ます。

i走行中に初期化を行なったとき
は、安全のため、初期化されない項
目があります。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

速度・距離単位設定画面

ｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀｰ CP20.5℃ ｷﾛﾒｰﾀｰ
ﾏｲﾙ

スピードメーターの単位と、マルチ
ファンクションディスプレイの速度
と走行距離の表示単位の設定ができ
ます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｷﾛﾒｰﾀｰ 表示が km/h、kmにな
ります。

ﾏｲﾙ 表示が mph、マイル
/MIになります。

!1マイル（mph）は約 1.6km（km/h）
です。スピードメーターとマルチ
ファンクションディスプレイの表示
単位がマイル表示になっていると、
誤って速度を超過するおそれがあり
ます。必ずキロメーター表示を選択
してください。

ディスプレイ言語設定画面

 ｹﾞﾝｺﾞ CP20.5℃ English
ﾆﾎﾝｺﾞ

ディスプレイに表示する言語の設定が
できます。

 メータークラスタ

「メータークラスタ」では、以下の画
面での設定を行なうことができます。

•  速度・距離単位設定画面

•  ディスプレイ言語設定画面

•  車両情報メイン画面の表示設定画面

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�143ページ）。

�  &を押して、設定グループ選択
画面を表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、"メー
タークラスタ " を選択します。

�  &を押します。

  メータークラスタの最初の設定項目
画面が表示されます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

ディスプレイに表示する言語の設定が
できます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

English 英語表示になります。

ﾆﾎﾝｺﾞ 日本語表示になります。

車両情報メイン画面の表示設定画面

ﾋｮｳｼﾞ ｾﾝﾀｸ CP20.5℃ ｿｸﾄﾞ
ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ

車両情報メイン画面（�134ページ）
に表示される項目の設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｿｸﾄﾞ 左側マルチファンク
ションディスプレイ上
段の表示が走行速度に
なります。

ｶﾞｲｷｵﾝﾄﾞ 左側マルチファンク
ションディスプレイ上
段の表示が外気温度に
なります。

 ライト

「ライト」では、以下の画面での設定
を行なうことができます。

•  ヘッドランプ点灯モード設定画面

•  インテリジェントライトシステム設
定画面

•  ロケイターライティング設定画面

•  車外ランプ消灯遅延機能設定画面

•  ルームランプ消灯遅延機能設定画面

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�143ページ）。

�  &を押して、設定グループ選択
画面を表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、"ライ
ト "を選択します。

�  &を押します。

  ライトの最初の設定項目画面が表
示されます。



147

車
両
の
操
作

マルチファンクションディスプレイ

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

ヘッドランプ点灯モード設定画面

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ
ｽｲｯﾁ

CP
20.5℃ ﾏﾆｭｱﾙ

ﾂﾈﾆ ｵﾝ

ヘッドランプの点灯モードの設定がで
きます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ﾏﾆｭｱﾙ 手動点灯モードです。
ヘッドランプなどを点
灯するときはランプス
イッチを操作します。
日本ではこのモードに
設定してください。

ﾂﾈﾆ ｵﾝ 常時点灯モードです。
ランプスイッチを$

かÃの位置にしてい
るときに、エンジンを
始動すると、ヘッドラ
ンプなどが常に点灯し
ます。

!設定が常時点灯モードのときは、
安全のため走行中に設定を変更する
ことはできません。

 このときは、マルチファンクショ
ンディスプレイに " ﾃｲｼﾁｭｳ ﾉﾐ ｶﾉｳ !" 
と表示されます。

i常時点灯モードは、走行中の常時
点灯が義務付けられている諸国に
対応しています。日本では手動点
灯モードに設定して使用してくだ
さい。

i常時点灯モードで自動的に点灯す
るランプは、ヘッドランプ、車幅灯、
テールランプ、ライセンスランプで
す。その他のランプを点灯するとき
は、各スイッチを操作してください。

インテリジェントライトシステム設定
画面

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ
ﾗｲﾄｼｽﾃﾑ

CP20.5℃ ｵﾝ
ｵﾌ

インテリジェントライトシステムの設
定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｵﾝ インテリジェントライトシス
テムが作動します。

ｵﾌ インテリジェントライトシス
テムは作動しません。

詳しくは（�103ページ）をご覧くだ
さい。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

ロケイターライティング設定画面

ﾛｹｲﾀｰ ﾗｲﾄ
CP20.5℃ ｵﾝ

ｵﾌ

周囲が暗いときにリモコン操作で解錠
すると車外ランプが点灯する機能の設
定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｵﾝ 周囲が暗いときに、リモコ
ン操作で解錠すると、車幅
灯、フロントフォグランプ、
テールランプ、ライセンス
ランプが点灯します。

ｵﾌ ロケイターライティングは
作動しません。

詳しくは（�66ページ）をご覧くだ
さい。

車外ランプ消灯遅延機能設定画面

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ ｵﾌ
ﾏﾃﾞﾉ ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ

CP
20.5℃ ｵﾝ

ｵﾌ

周囲が暗いときにエンジンを停止する
と車外ランプが点灯する機能の設定が
できます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｵﾝ 周囲が暗いときにエンジン
を停止すると、車幅灯、フ
ロントフォグランプ、テー
ルランプ、ライセンスラン
プが点灯し、ドアやトラン
クを開いて閉じた後、約 15
秒後に消灯します。

ｵﾌ 車外ランプ消灯遅延機能は
作動しません。

詳しくは（�100ページ）をご覧くだ
さい。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 シャリョウ

「シャリョウ」では、以下の画面での
設定を行なうことができます。

•  ウィンタータイヤスピードリミッ
ター設定画面

•  車速感応ドアロック設定画面

•  室内センサー設定画面

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�143ページ）。

�  &を押して、設定グループ選択
画面を表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、"シャ
リョウ " を選択します。

�  &を押します。

  シャリョウの最初の設定項目画面が
表示されます。

ルームランプ消灯遅延機能設定画面

ﾙｰﾑﾗﾝﾌﾟｵﾌ
ﾏﾃﾞﾉ ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ

CP
20.5℃ ｵﾝ

ｵﾌ

ルームランプが自動点灯モードで周囲
が暗いときにエンジンスイッチから
キーを抜くと、ルームランプが点灯す
る機能の設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移 動します。

表示 設定内容

ｵﾝ ルームランプが自動点灯
モードで周囲が暗いときに
エンジンスイッチからキー
を抜くと、ルームランプが
約 10秒間点灯します。

ｵﾌ ルームランプ消灯遅延機能
は作動しません。

詳しくは（�105ページ）をご覧くだ
さい。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

ウィンタータイヤスピードリミッター
設定画面

ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾀ
（ｳｲﾝﾀｰﾀｲﾔ）

CP
20.5℃

ｵﾌ

最高速度の制限のない国などで、ウィ
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最
高速度に応じた最高速度を設定するた
めの機能です。

日本仕様でも設定はできますが、法定
速度を守って走行してください。

�  WまたはXを押して、設定内
容を選択します。

表示 設定内容

ｵﾌ ウィンタータイヤス
ピードリミッターは
作動しません。

240km/h
230km/h
220km/h
210km/h
200km/h
190km/h
180km/h
170km/h
160km/h

最高速度がそれぞ
れの速度に設定さ
れます。

※  上記は、車両の機能の説明です。公道を
走行する際は、必ず法定速度や制限速度
を遵守してください。

iウィンタータイヤスピードリミッ
ターを設定しているときは、可変ス
ピードリミッター（�170ページ）
で設定できる制限速度は、ウィン
タータイヤスピードリミッターの設
定速度が上限となります。

車速感応ドアロック設定画面

ｵｰﾄﾏﾃｨｯｸ
ﾄﾞｱ ﾛｯｸ

CP
20.5℃ ｵﾝ

ｵﾌ

走行速度が約 15km/h以上になった
ときに、ドアとトランクを自動的に施
錠する機能の設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｵﾝ 車速感応ドアロックが作動
します。

ｵﾌ 車速感応ドアロックは作動
しません。

詳しくは（�73ページ）をご覧くだ
さい。
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室内センサー設定画面

ｼﾂﾅｲｾﾝｻｰ
（ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌｵｰﾌﾟﾝｼﾞ）

CP
20.5℃ ｵﾝ

ｵﾌ

バリオルーフを開いた状態で車を施錠
したときの室内センサーの設定ができ
ます。

バリオルーフを開いた状態でも室内セ
ンサーを待機状態することができます
が、車内に落ち葉や虫などが入ること
により、システムが誤作動することが
あります。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｵﾝ バリオルーフを開いた状態で
車を施錠しても、室内セン
サーが待機状態になります。

ｵﾌ バリオルーフを開いた状態
で車を施錠したときは、室
内センサーは待機状態にな
りません。

詳しくは（�60ページ）をご覧くだ
さい。

 コンフォート

「コンフォート」では、以下の画面で
の設定を行なうことができます。

•  イージーエントリー設定画面

•  施錠時のドアミラー格納設定画面

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�143ページ）。

�  &を押して、設定グループ選択
画面を表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、"コン
フォート " を選択します。

� &を押します。

  コンフォートの最初の設定項目画面
が表示されます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

イージーエントリー設定画面

ｷﾉｳ
ｲｰｼﾞｰｴﾝﾄﾘｰ

CP
20.5℃ ｵﾝ

ｵﾌ

運転席への乗り降りを容易にするイー
ジーエントリーの設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｵﾝ ステアリングが上方に移動
します。

ｵﾌ イージーエントリーは作動
しません。

詳しくは（�87ページ）をご覧くだ
さい。

G けがのおそれがあります
•  子供だけを残して車から離れない
でください。誤ってエンジンスイッ
チからキーを抜いたり、運転席ド
アを開くとイージーエントリーが
作動し、けがをするおそれがあり
ます。

•  イージーエントリーの作動中に身
体や物が挟まれないように注意し
てください。

施錠時のドアミラー格納設定画面

ﾛｯｸ ｼﾞ ﾉ
ﾐﾗｰ ｶｸﾉｳ

CP
20.5℃ ｵﾝ

ｵﾌ

車の施錠時にドアミラーを格納する機
能の設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ｵﾝ 施錠時にドアミラーが格納
されます。

ｵﾌ 施錠時にドアミラーは格納
されません。

詳しくは（�90ページ）をご覧くだ
さい。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

エンジン始動時からの情報表示画面を
表示させる

�  VまたはUを押して、エンジ
ン始動時からの情報表示画面を表示
させます。

エンジン始動時からの情報表示画面は
手動でリセットすることもできます。

エンジン始動時からの情報表示画面を
手動でリセットする

�  エンジン始動時からの情報表示画
面が表示されているときに、リセッ
トボタン（�130ページ）を押し続
けて、表示をリセットします。

 リセット時からの情報表示画面

 リセット カラ: 2135km
70 km/h
30 : 30 h
7.1 km/l 

CP
　20.5℃

1 リセット時からの走行距離（km）
2 リセット時からの平均速度（km/h）
3 リセット時からの経過時間（h）
4 リセット時からの平均燃費（km/l）

リセットしたときを起点とした情報
を表示します。

リセット時からの情報表示画面を表示
させる

�  VまたはUを押して、エンジ
ン始動時からの情報表示画面を表示
させます。

�  &を押して、リセット時からの
情報表示画面を表示させます。

 トリップコンピューター

「トリップコンピューター」には以下
の画面があります。

•  エンジン始動時からの情報表示画面

•  リセット時からの情報表示画面

•  走行可能距離画面

 エンジン始動時からの情報表示画面

スタート カラ: 135km
90 km/h
1 : 30 h
7.7 km/l 

CP
20.5℃

1 エンジン始動時からの走行距離（km）
2 エンジン始動時からの平均速度（km/h）
3 エンジン始動時からの経過時間（h）
4 エンジン始動時からの平均燃費（km/l）

エンジンを始動したときを起点とした
情報を表示します。

iイグニッション位置を 0にしてか
ら、またはエンジンスイッチから
キーを抜いてから約 4時間経過す
ると、自動的にリセットされます。

 約 4時間以内にイグニッション位
置を 1か 2にしたときは、前回の
情報が継続して表示されます。この
ときは、999時間経過後、または
9,999km走行後に自動的にリセッ
トされます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

リセットする

�  リセット時からの情報表示画面が
表示されているときに、リセットボ
タン（�130ページ）を押し続けて、
表示をリセットします。

iリセット後は、9,999時間経過後、
または 99,999km走行後に自動的
にリセットされます。

 走行可能距離画面

 ソウコウ カノウ キョリ 280 km CP
20.5℃

現在の燃料残量で走行可能なおよそ
の距離を計算し、予測値として表示し
ます。

走行可能距離画面を表示させる

イグニッション位置が 2のときに表示
することができます。

�  VまたはUを押して、エンジ
ン始動時からの情報表示画面を表示
させます（�153ページ）。

�  *を押して、走行可能距離画面
を表示させます。

!走行可能距離は、現在までの平均
燃費と残り燃料から計算した予測値
です。今後の走行状況に応じて大き
く変動することがありますので、燃
料計を確認して、早めに給油してく
ださい。

燃料残量が少ないときは、以下のマー
クが表示されます。

 ソウコウ カノウ キョリ CP
20.5℃

最寄りのガソリンスタンドですみやか
に給油してください。

 電話

携帯電話を COMANDシステムに接続
することにより、ハンズフリー通話が
できます。

iCOMANDシステムには Bluetooth®

により携帯電話を接続できます。詳
しくは、別冊「COMANDシステム 
取扱説明書」をお読みください。

G 事故のおそれがあります
安全のため、運転者は走行中の携帯
電話の接続や、携帯電話本体の使用
は避けてください。

走行中は電話をかけないでください。

また、走行中に電話がかかってきた
ときは、あわてずに安全な場所に停
車してから受けてください。

どうしても電話を受けなければなら
ないときは、ハンズフリー機能で「か
け直す」ことを伝え、安全な場所に
停車してからかけ直してください。

i走行中は一部の機能が使用できな
くなります。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 電話画面を表示させる

�  COMANDシステムの電源をオンに
します。

�  携帯電話を COMANDシステムに
接続します。

�  VまたはUを押して、電話画
面を表示させます。

  マルチファンクションディスプレ
イに "デンワ マチウケ " と表示さ
れます。

 着信した電話を受ける

20.5℃
デンワ

P Cチャクシン. . .
ｴｲｷﾞｮｳﾌﾞ...

発信元が電話帳データに登録されている場合

電話が着信すると上記のような画面が
表示されます。

�  着信呼び出し中に6を押します。

 通話を終える（電話を切る）

�  ~を押します。

 通話を保留する

�  着信呼び出し中に~を押します。

i上記の操作は電話画面を表示し
ていないときも行なうことができ
ます。

 電話帳から電話を発信する

COMANDシステムに登録されている
電話帳から電話を発信できます。

iCOMANDシステムの電話帳には、
COMANDシステムから直接電話
帳データを入力したり、携帯電話
や PCカードからデータをダウン
ロードできます。詳しくは、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をお読みください。

�  VまたはUを押して、電話画
面を表示させます。

�  &または*を押して、電話帳
を呼び出します。

�  &または*を押して、発信先
を選択します。

  電話帳のリストがスクロールします。

i&または*を押し続けると、
はじめの 7件目までは 1件づつ表
示されます。

 &または*をさらに押し続け
ると、8件目からは五十音順または
アルファベット順の先頭のデータ
が表示されます。
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 走行装備

走行装備には以下のものがあります。

•  クルーズコントロール

  設定速度を自動的に維持して走行で
きます。

•  ディストロニック *

  設定した先行車との車間距離を維持
しながら、速度を調整して走行でき
ます。

•  可変スピードリミッター

  設定速度を超えないように走行で
きます。

•  SBCホールド

  車の停車状態を保ち、坂道での発信
を容易にします。

•  レーススタート *

  停車状態から最大限の加速力で発進
できます。

•  ABC（アクティブ・ボディ・コント
ロール）*

  走行状況に合わせて、車高やサスペ
ンション特性を自動的に制御した
り、手動で調整できます。

•  パークトロニック

  車庫入れや狭い場所での運転時に、
障害物とのおよその距離を知らせ
ます。

ABS、BAS、アダプティブブレーキラ
ンプ、ESP®、SBCについては、走行
安全装備（�46ページ～）をご覧く
ださい。

� 6を押します。

  マルチファンクションディスプレイ
に、"ハッシン ..." のメッセージと
発信した電話番号が表示されます。
電話帳に名前が登録されているとき
は、名前も表示されます。また、発
信した番号が履歴に登録されます。

i電話帳データに複数の電話番号
が登録されているときは、さらに
&または*を押して電話番号
を選択してから、6を押すと発
信されます。

iステアリングの~スイッチを
押し、電話を発信しないで電話帳を
閉じたときは、待ち受け画面に戻り
ます。

 発信履歴から電話を発信する

�  VまたはUを押して、電話画
面を表示させます。

�  COMANDディスプレイに "デンワ 
マチウケ " と表示されているとき
に、6を押します。

 発信履歴が表示されます。

�  &または*を押して、発信先
を選択します。

� 6を押します。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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!マルチファンクションディスプレ
イにクルーズコントロールに関する
故障 / 警告メッセージが表示され
たときは（�274ページ）をご覧く
ださい。

!急な上り坂では、クルーズコント
ロールが速度を維持するためにシフ
トダウンしますが、設定した速度を
維持できないことがあります。この
ようなときはアクセルペダルを踏ん
で加速してください。

!急な下り坂などで惰性がついたと
きは、速度を維持するために自動的
にブレーキを効かせることがありま
すが、設定速度を維持できないこと
があります。

  このようなときは、ブレーキペダ
ルを踏むか、ティップシフトで低
いギアレンジを選択し、エンジン
ブレーキの効きを強くして減速し
てください。

G 事故のおそれがあります
路面が滑りやすいときは、急激なエ
ンジンブレーキを効かせないでくだ
さい。スリップして車のコントロー
ルを失い、事故を起こすおそれがあ
ります。

  クルーズコントロール

クルーズコントロールは、アクセルペ
ダルを踏まなくても、設定した速度を
自動的に維持して走行できます。

設定できる速度は 30km/h以上です。

G 事故のおそれがあります
•  車の走行速度や先行車との車間距
離の確保など、クルーズコント
ロール使用時の安全確保や危険回
避については運転者に全責任があ
ります。

•  以下のような場合はクルーズコン
トロールを使用しないでください。
車のコントロールを失い、事故を
起こすおそれがあります。

 ◇  急な下り坂、急カーブ、曲がり
くねった道路

 ◇  加減速を繰り返すような交通状
況や交通量の多い道路

 ◇  雨で濡れた路面や積雪路、凍結
路などの滑りやすい路面

 ◇  降雨時や降雪時、濃霧時など視
界が確保できない場合

!クルーズコントロールは、主に高
速道路や自動車専用道路で使用する
ことを想定したものです。市街地で
は使用しないでください。

!指定のサイズで 4輪とも同じ銘柄
のタイヤを装着しないと、クルーズ
コントロールが誤作動するおそれが
あります。



158
車
両
の
操
作

走行装備

 クルーズコントロールを設定する

①  現在の走行速度に設定する / 設定速
度を上げる

② 表示灯
③  記憶されている前回の設定速度に設定
する / 現在の走行速度に設定する

④  現在の走行速度に設定する / 設定速度
を下げる

⑤  クルーズコントロールと可変スピード
リミッターを切り替える

⑥ クルーズコントロールを解除する

可変スピードリミッター（�170ペー
ジ）と同じレバーを使用します。

レバーの表示灯2が消灯していると
きに、クルーズコントロールを操作で
きます。

レバーの表示灯2が点灯していると
きは、可変スピードリミッターを操作
できる状態です。レバーを5の方向
に押すと表示灯2が消灯し、クルー
ズコントロールを操作できる状態に切
り替わります。

�  レバーの表示灯2が消灯している
ことを確認します。

  点灯しているときは、レバーを5

の方向に押して、表示灯を消灯させ
ます。

�  希望の速度まで加速、または減速し
ます。

�  希望の速度に達したとき、レバーを
1または4の方向に操作します。

 そのときの速度に設定されます。

または

�  レバーを3の方向に引きます。

 •  速度が記憶されているときは、
記憶されている速度に設定され
ます。

 •  速度が記憶されていないときは、
そのときの速度に設定されます。

7  クルーズコントロールインジケーター
8 設定速度

�  アクセルペダルから足を放します。

  設定した速度を維持するように走
行します。

左側のマルチファンクションディスプ
レイに設定速度が、右側のマルチファ
ンクションディスプレイに " ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ " と数秒間表示されます。
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設定速度を変更する

設定速度を上げる

�  レバーを1の方向に上げて保持す
ると加速します。

�  希望の速度になったら手を放します。

  手を放したときの速度に設定され
ます。

設定速度を下げる

�  レバーを4の方向に下げて保持す
ると減速します。

�  希望の速度になったら手を放します。

  手を放したときの速度に設定され
ます。

iレバーを1か4の方向にごく短
時間操作すると、1km/h単位で速
度の設定ができます。

iレバーを4の方向に下げて減速
しているときには、自動的にブレー
キを効かせたり、シフトダウンする
ことがあります。

一時的に速度を上げる

追い越しなどで一時的に速度を上げ
るときは、アクセルペダルを踏んで
速度を上げてください。アクセルペ
ダルから足を放すと、元の設定速度
に戻ります。

また、数秒後に左側のマルチファンク
ションディスプレイに、クルーズコン
トロールインジケーター7と設定速
度8が表示されます。

G 事故のおそれがあります
記憶されている速度に再度設定する
ときは、周囲が安全な状況であるこ
とを確認してください。走行中の速
度と設定速度に大きな差があると、
急加速や急減速して事故を起こすお
それがあります。

!速度が記憶されていないときに
レバーを操作したときは、走行状
況により、高めの速度に設定され
ることがあります。必要に応じて、
設定速度を変更してください。

iクルーズコントロールの設定速度
の表示と、スピードメーターおよび
マルチファンクションディスプレイ
の速度表示には、若干の誤差が生じ
ることがあります。

i約 30km/h以下の速度で走行して
いるときや ESP®の機能を解除し
ているとき、スポーツハンドリング
モード *を設定しているときは、ク
ルーズコントロールを設定すること
はできません。このときは、設定速
度8に "- - -km/h" が数秒間表示さ
れます。

iクルーズコントロールの設定速度
は記憶されます。ただし、イグニッ
ション位置を 0か 1にすると、記
憶された速度は消去されます。

i上り坂では設定速度を維持できな
いことがありますが、平坦な路面
になると設定速度に戻ります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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クルーズコントロールを解除する

�  レバーを6の方向に押します。

または

�  ブレーキペダルを踏みます。

または

�  レバーを5の方向に押します。

  レバーの表示灯2が点灯し、可変
スピードリミッターを操作できる状
態に切り替わります。

iクルーズコントロールは以下のと
き自動的に解除されます。

 •  走行速度が約 30km/h以下に
なったとき

 •  ESP®が作動したとき

 •  ESP®の機能を解除したとき

 •  セレクターレバーをAに入れ
たとき

 このときは確認音が鳴り、マルチ
ファンクションディスプレイに " ｸﾙｰ
ｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ ｵﾌ "と数秒間表示されます。

 また、パーキングブレーキを効かせ
たときもクルーズコントロールは解
除されます。

G 事故のおそれがあります
クルーズコントロールはセレクター
レバーをAに入れても解除されま
すが、走行中はセレクターレバーを
Aに入れないでください。エンジ
ンブレーキが効かないため、事故を
起こしたり、トランスミッションを
損傷するおそれがあります。

  ディストロニック *

ディストロニックは、設定した速度を
自動的に維持して走行するクルーズコ
ントロール機能に、センサーによる車
間距離感知機能と車間距離警報、自動
ブレーキ機能を組み合わせたシステム
です。

先行車を感知すると、設定した車間距
離を維持するように、速度を調整しな
がら走行します。

設 定 で き る 速 度 は 30km/h か ら
180km/hの間です。
※  上記は、車両の機能の説明です。公道を走行
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し
てください。

i前方に車両がいないときは、ディ
ストロニックはクルーズコントロー
ル（�157ページ）と同じ働きをし
ます。

iディストロニックが自動的にブ
レーキを効かせたときは、ブレーキ
ランプも点灯します。

G 事故のおそれがあります
•  ディストロニックは先行車への追
突を回避するような自動操縦シス
テムではありません。

•  車の走行速度や先行車との車間距
離の確保、適切なブレーキ操作な
ど、ディストロニック使用時の安
全確保や危険回避については運転
者に全責任があります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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•  ディストロニックによるブレーキ
は最大制動力の約 20％程度のた
め、運転者はこのシステムだけに
頼らず、常に先行車との車間距離
や周囲の状況を確認し、必要に応
じてブレーキを操作してください。

•  積雪路や凍結路など滑りやすい路
面では、ディストロニックを使用
しないでください。車のコント
ロールを失い、事故を起こすおそ
れがあります。

•  ディストロニックは、以下のよう
なものには反応しません。

  ディストロニックを使用している
ときも、常に周囲の状況に注意を
払ってください。

 ◇ 歩行者

 ◇ 停車中の車両 

 ◇ 対向車

 ◇ 道路を横切る車両

 ◇ オートバイなど横幅の狭い車両

 ◇ 異なる車線を走行している車両

•  以下のような場合はディストロ
ニックを使用しないでください。
急加速して先行車との車間距離を
維持できず、事故を起こすおそれ
があります。

 ◇  急な下り坂や急カーブ、曲がり
くねった道路を走行するとき

 ◇  ETCゲートを通過するとき

 ◇  走行速度の速い車線に車線変更
するとき

 ◇  交通量の多い道路や、工事中区
間など頻繁に車線変更を行なう
区間を走行するとき

•  みぞれやひょう、霧や豪雨、吹雪
などの悪天候のときや視界が悪い
とき、ディストロニックセンサー
が汚れているときは、ディストロ
ニックを使用しないでください。
先行車との車間距離を正確に計測
できず、事故を起こすおそれがあ
ります。

!マルチファンクションディスプレ
イにディストロニックに関する故
障 / 警告メッセージが表示された
ときは（�271､272､274ページ）
をご覧ください。

!ディストロニックは、主に高速道
路や自動車専用道路で使用すること
を想定したものです。市街地では使
用しないでください。

!急な下り坂などで惰性がついたと
きは、速度を維持するために自動的
にブレーキを効かせることがありま
すが、設定速度を維持できないこと
があります。

  このようなときは、ブレーキペダル
を踏むか、ティップシフトで低いギ
アレンジを選択し、エンジンブレー
キの効きを強くして、減速してくだ
さい。

G 事故のおそれがあります
路面が滑りやすいときは、急激なエ
ンジンブレーキを効かせないでくだ
さい。スリップして車のコントロー
ルを失い、事故を起こすおそれがあ
ります。
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 車間距離表示画面

1 先行車（先行車を感知した場合）
2 先行車と自車とのおよその車間距離
3 先行車と自車との設定した車間距離
4 自車
5 車間距離警告音マーク

マルチファンクションディスプレイ
に車間距離表示画面を表示させると
（�142ページ）、先行車との距離など
を表示することができます。

i車間距離表示画面は、ディストロ
ニックを解除しているときも表示さ
せることができます。

i道路や交通の状況により、先行車
との距離を正確に表示できないこと
があります。

 ディストロニックを設定する

①  現在の走行速度に設定する / 設定速
度を上げる

② 表示灯
③  記憶されている前回の設定速度に設定
する / 現在の走行速度に設定する

④  現在の走行速度に設定する / 設定速度
を下げる

⑤  ディストロニックと可変スピードリ
ミッターを切り替える

⑥ ディストロニックを解除する

可変スピードリミッター（�170ペー
ジ）と同じレバーを使用します。

レバーの表示灯2が消灯していると
きに、ディストロニックを操作でき
ます。

レバーの表示灯2が点灯していると
きは、可変スピードリミッターを操作
できる状態です。レバーを5の方向
に押すと表示灯2が消灯し、ディス
トロニックを操作できる状態に切り替
わります。
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ディストロニックは以下のときに設定
できます。

•  エンジンを始動してから約 2分間
経過したとき

•  走行速度が約 30km/h 以上、約
180km/h以下のとき

※  上記は、車両の機能の説明です。公道を走行
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し
てください。

•  ブレーキペダルを踏んでいないとき

•  パーキングブレーキを効かせていな
いとき

•  ESP®が待機状態のとき

•  セレクターレバーが7に入って
いるとき

�  レバーの表示灯2が消灯している
ことを確認します。

  点灯しているときは、レバーを5

の方向に押して、表示灯を消灯させ
ます。

�  希望の速度まで加速、または減速し
ます。

�  希望の速度に達したとき、レバーを
1または4の方向に操作します。

 そのときの速度に設定されます。

または

�  レバーを4の方向に引きます。

 •  速度が記憶されているときは、
記憶されている速度に設定され
ます。

 •  速度が記憶されていないときは、
そのときの速度に設定されます。

�  アクセルペダルから足を放します。

  設定した速度を維持するように走
行します。

先行車がいるときは、設定した車間距
離（�166ページ）を維持するように、
速度を調整しながら走行します。

7  ディストロニックインジケーター
8  設定速度

左側のマルチファンクションディスプ
レイに、ディストロニックインジケー
ター7と設定速度8が表示されます。

マルチファンクションディスプレイに
車間距離表示画面を表示していないと
きは、右側のマルチファンクション
ディスプレイに車間距離表示画面が数
秒間表示されます。

車間距離表示画面を表示させるには
（�142ページ）をご覧ください。
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iディストロニックの設定速度の表
示と、スピードメーターおよびマル
チファンクションディスプレイの速
度表示には、若干の誤差が生じるこ
とがあります。

iディストロニックの設定速度は記
憶されます。ただし、イグニッショ
ン位置を 0か 1にすると、記憶さ
れた速度は消去されます。

G 事故のおそれがあります
記憶されている速度に設定するとき
は、周囲が安全な状況であることを
確認してください。走行中の速度と
設定速度に大きな差があると、急加
速や急減速して事故を起こすおそれ
があります。

設定速度を変更する

�  レバーを1の方向に操作します。

  設定速度が 10km/h単位で上がり
ます。

または

�  レバーを3の方向に引きます。

  設定速度が 1km/h単位で上がり
ます。

または

�  レバーを4の方向に操作します。

  設定速度が 10km/h単位で下がり
ます。

!設定速度を上げるときは、周囲の
状況に注意してください。レバーか
ら手を放した後も、設定した速度と
車間距離に到達するために車が加速
します。

i設定速度を下げているときに、自
動的にブレーキを効かせたり、シフ
トダウンすることがあります。

一時的に速度を上げる

追い越しなどで一時的に速度を上げる
ときは、アクセルペダルを踏んで速度
を上げてください。

アクセルペダルから足を放すと、元の
設定速度に戻ります。

iディストロニック作動中にアクセ
ルペダルを踏んで速度を上げると、
マルチファンクションディスプレイ
に "DTR ﾊﾟｯｼﾌﾞ " と表示され、ディ
ストロニックによる速度調整が一時
的に解除されます。

ディストロニックを解除する

�  レバーを6の方向に押します（�162
ページ）。

または

�  ブレーキペダルを踏みます。

または

�  レバーを5の方向に押します（�162
ページ）。

  レバーの表示灯2が点灯し、可変
スピードリミッターの操作ができる
状態に切り替わります。

ディストロニックが解除されると、マ
ルチファンクションディスプレイに 
"DTR ｵﾌ " と数秒間表示されます。
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iディストロニックは以下のとき自
動的に解除されます。

 •  走行速度が約 30km/h以下に
なったとき

 • ESP®が作動したとき

 •  ESP®の機能を解除したとき

 •  セレクターレバーをAに入れ
たとき

 •  パーキングブレーキを効かせた
とき

 このときは確認音が鳴り、マルチ
ファンクションディスプレイに 
"DTR ｵﾌ " と数秒間表示されます。

G 事故のおそれがあります
•  以下のようなときはディストロ
ニックを解除してください。

 ◇  急な下り坂や急カーブ、曲が
りくねった道路にさしかかっ
たとき

 ◇  設定速度よりも低い速度で走行
している先行車への追従走行か
ら、車線を変更するとき

 ◇  合流車線や分岐車線を走行する
とき

  これらの場合にディストロニック
を作動させていると、設定した速
度までシステムが自動的に加速・
減速を行ない、事故を起こすおそ
れがあります。

•  走行中はセレクターレバーをA

に入れてディストロニックを解除
しないでください。エンジンブレー
キが効かないため、事故を起こし
たり、トランスミッションを損傷
するおそれがあります。

 先行車を感知したとき

1 先行車（先行車を感知した場合）
2 先行車と自車とのおよその車間距離
3 先行車と自車との設定した車間距離
4 自車

前方に走行している車を感知すると、
車間距離表示画面に先行車1が表示
されます。

自車の走行速度より遅い速度で走行し
ているときは、車間距離が詰まるにつ
れ、先行車の表示が左から右へ移動し
ます。

速度に応じた設定車間距離に達する
と、先行車への追従走行を開始します。
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 車間距離の設定

先行車との車間距離を 1秒から 2秒
の範囲で設定することができます。

車間距離の 1秒間とは、ある速度のと
き 1秒間で走行する距離のことで、約
100km/hで走行しているときの 1秒
の車間距離は約 28mになります。

設定した車間距離は車間距離表示画面
に表示されます。

SL 63 AMGを除く車種

車間距離を長くする

�  ダイヤル 1をÎ の方向にまわ
します。

車間距離を短くする

�  ダイヤル 1をÍ の方向にまわ
します。

※  車種や仕様により、車間距離調整ダイヤ
ルの位置や形状が異なることがあります。

走行速度と車間距離の関係

走行速度
（km/h） 設定できる車間距離（m）

40 11～ 22

60 17～ 33

80 22～ 44

100 28～ 56

※車間距離はおよその距離です。

G 事故のおそれがあります
車間距離を設定するときは、先行車
との安全が確保できる距離に設定し
てください。先行車が急ブレーキを
効かせたときなどに、事故を起こす
おそれがあります。

 車間距離警告

約 30km/h以上の速度で走行してい
るとき、先行車を感知すると以下のよ
うな警告を行ない、運転者にブレーキ
操作を促します。

•  先行車との車間距離が短くなる
と、車間距離警告灯が赤色に点灯
します。
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•  急激に先行車に接近しているときや
他車が割り込んできたとき、前方に
静止している障害物があるときなど
は、車間距離警告灯が赤色に点灯し、
車間距離警告音が鳴ります。

  このようなときは、必ずブレーキ操
作を行ない、減速するか、回避操作
を行なってください。

i道路幅の狭い道やカーブなどを走
行しているときは、車道脇に設置さ
れた静止物やガードレールのリフレ
クターなどを感知して、車間距離警
告が行われることがあります。

G 事故のおそれがあります
•  車間距離警告が行なわれたときは、
大幅な減速が必要になります。ブ
レーキペダルを踏んで減速するか、
回避操作を行なってください。前
車や前方の障害物に衝突するおそ
れがあります。

•  車間距離警告が頻繁に行なわれる
ようなときは、ディストロニック
を使用しないでください。

•  周囲の状況によっては、先行車が
いても車間距離警告が行なわれな
かったり、先行車がいないときに車
間距離警告が行なわれることがあ
ります。運転者は車間距離警告だけ
に頼らず、常に先行車との車間距離
や周囲の状況を確認し、必要に応じ
てブレーキを操作してください。

 車間距離警告灯

1 車間距離警告灯
2 設定速度

イグニッション位置を 2にするか、
キーレスゴーでのエンジン始動操作直
後に車間距離警告灯1が点灯し（点
灯しないときは警告灯が故障していま
す）、エンジン始動後に消灯します。

走行中は、先行車を感知すると、車間
距離警告灯1が白色に点灯します。
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 車間距離警告音の設定

SL 63 AMGを除く車種
1 車間距離警告音スイッチ
2 表示灯

※  車種や仕様により、車間距離警告音スイッ
チの位置や形状が異なることがあります。

車間距離警告音を解除することができ
ます。

車間距離警告音を解除する

�  車間距離警告音スイッチ1を押し
ます。

  スイッチの表示灯2が消灯します。

  また、マルチファンクションディス
プレイの車間距離表示画面から、車
間距離警告音マーク（�162ページ）
が消えます。

車間距離警告音を待機状態にする

�  再度、車間距離警告音スイッチ1

を押します。

  スイッチの表示灯2が点灯します。

  また、マルチファンクションディス
プレイの車間距離表示画面に、車間
距離警告音マーク（�162ページ）
が表示されます。

!車間距離警告音を解除すると、急
激に先行車に接近しているときなど
でも、車間距離警告灯（�167ペー
ジ）による警告しか行なわれません。

 車間距離警告音を待機状態にして走
行してください。

iディストロニックを解除している
ときでも、先行車との車間距離は測
定されています。先行車に近付きす
ぎると、車間距離警告灯と車間距離
警告音による警告を行ないます。

  ただし、車間距離警告音を解除して
いるときは、車間距離警告音は鳴り
ません。

i道路や交通の状況により、ディス
トロニックが先行車との距離を正確
に認識できない場合があります。

 ディストロニックを使用して走行する
ときの注意

ディストロニックを使用するときに、
特に注意が必要な道路と交通の状況
を、以下に記載しています。

このような状況下では、必要に応じ
てブレーキペダルを踏んでください。
ディストロニックが解除されます。



169

車
両
の
操
作

走行装備

カーブを走行するときやカーブに入る
とき、カーブを抜けるとき

カーブでは、ディストロニックが先行
車を感知できなかったり、感知が早す
ぎることがあります。その結果、車が
加速したり、ブレーキを効かせること
があります。

異なるライン上を走行しているとき

ディストロニックは、同一車線でも異
なるライン上を走行している先行車を
感知できないことがあります。その結
果、先行車に接近しすぎることがあり
ます。

先行車との間に割り込みがあったとき

前方に割り込んできた車がディストロ
ニックの感知範囲内に入らないことが
あります。その結果、割り込んできた
車に接近しすぎることがあります。

先行車の横幅が狭いとき

ディストロニックは、同一車線の端を
走行している横幅の狭い先行車（オー
トバイなど）を感知できないことがあ
ります。その結果、先行車に接近しす
ぎることがあります。
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!可変スピードリミッターの設定速
度の表示と、スピードメーターおよ
びマルチファンクションディスプレ
イの速度表示には、若干の誤差が生
じることがあります。

!マルチファンクションディスプレ
イに可変スピードリミッターに関す
る故障 / 警告メッセージが表示さ
れたときは（�274ページ）をご覧
ください。

!急な下り坂などで惰性がついたと
きは、速度を維持するために自動的
にブレーキを効かせることがありま
すが、設定速度を維持できないこと
があります。

  このようなときは、ブレーキペダルを
踏むか、ティップシフトで低いギアレ
ンジを選択し、エンジンブレーキの効
きを強くして減速してください。

G 事故のおそれがあります
路面が滑りやすいときは、急激なエ
ンジンブレーキを効かせないでくだ
さい。スリップして車のコントロー
ルを失い、事故を起こすおそれがあ
ります。

G 事故のおそれがあります
走行しているときは、軽くブレーキ
を効かせ続けるなど、ブレーキペダ
ルを踏み続けないでください。ブレー
キシステムが過熱して制動距離が長
くなったり、ブレーキが効かなくな
るおそれがあります。

  可変スピードリミッター

可変スピードリミッターは、制限速度
を設定すると、アクセルペダルを踏み
込んでいても、設定した速度を超えな
いように走行することができます。

設定できる制限速度は 30km/hから
250km/hまでの間です。

※  上記は、車両の機能の説明です。公道を
走行する際は、必ず法定速度や制限速度
を遵守してください。

※  設定できる速度は予告なく変更されるこ
とがあります。

G 事故のおそれがあります
•   走行時は法定速度を遵守してくだ
さい。可変スピードリミッター使
用時の安全確保や危険回避につい
ては運転者に全責任があります。

•  運転を交代するときは、必ず交代
する運転者に、可変スピードリミッ
ターの機能と設定した制限速度を
伝えてください。 

  可変スピードリミッターの機能を
知らずに運転すると、アクセルペ
ダルを踏んでも速度が上がらず、
事故を起こすおそれがあります。

•  可変スピードリミッターはブレーキ
ペダルを踏んでも解除できません。

•  可変スピードリミッターは設定し
た制限速度以上に加速する必要の
ないときに使用してください。
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iウィンタータイヤ装着時など、タ
イヤの許容最高速度に応じた最高速
度を設定できるウィンタータイヤス
ピードリミッターが装備されていま
す。詳しくは（�150ページ）をご
覧ください。

 ウィンタータイヤスピードリミッ
ターを設定しているときは、可変ス
ピードリミッターで設定できる制限
速度の上限は、ウィンタータイヤス
ピードリミッターの設定速度になり
ます。

i車の最高速度以上に設定しても、
最高速度以上の速度で走行すること
はできません。

i車種や仕様により、設定できる速
度が異なる場合があります。

i設定した速度を維持できないとき
は、警告音が鳴り、マルチファンク
ションディスプレイに " ﾘﾐｯﾄ ｺｴﾏｼ
ﾀ !" と表示されることがあります。

 可変スピードリミッターを設定する

①  現在の走行速度に設定する / 30km/h
に設定する / 設定速度を上げる

② 表示灯
③  記憶されている前回の設定速度に設定
する / 現在の走行速度に設定する / 
30km/hに設定する

④  現在の走行速度に設定する / 30km/h
に設定する / 設定速度を下げる

⑤  可変スピードリミッターとクルーズコ
ントロールまたはディストロニック *
を切り替える

⑥ 可変スピードリミッターを解除する

クルーズコントロール（�157ペー
ジ）、ディストロニック *（�160ペー
ジ）と同じレバーを使用します。

レバーの表示灯2が点灯していると
きに、可変スピードリミッターを操作
できます。

レバーの表示灯2が消灯していると
きは、クルーズコントロール、また
はディストロニック *の操作ができ
る状態です。レバーを5の方向に押
すと表示灯2が点灯し、可変スピー
ドリミッターを操作できる状態に切
り替わります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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可変スピードリミッターが設定され
ます。

左側のマルチファンクションディスプ
レイには設定速度が、右側のマルチ
ファンクションディスプレイには " ﾘﾐ
ｯﾄ " と数秒間表示されます。

また、数秒後に左側のマルチファンク
ションディスプレイにスピードリミッ
ターインジケーター7と設定速度8

が表示されます。

G 事故のおそれがあります
可変スピードリミッターを設定すると
きは、周囲の安全、特に後方の車など
に注意しながら操作してください。

前回の設定速度が走行速度より低い
ときは、前回の設定速度に設定する
と、アクセルペダルを踏んでいても
車は減速します。

!速度が記憶されていないときにレ
バーを操作したときは、走行状況に
より、高めの速度に設定されること
があります。必要に応じて、設定速
度を変更してください。

�  レバーの表示灯2が点灯している
ことを確認してください。

  消灯しているときは、レバーを5

の方向に操作します。

�  レバーを1か4の方向に操作し
ます。

 •  走行速度が 30km/h以上のとき
は、そのときの速度に設定され
ます。

 •  走行速度が 30km/h以下のとき
は、30km/hに設定されます。

または

�  レバーを3の方向に操作します。

 •  速度が記憶されているときは、
記憶されている速度に設定され
ます。

 •  速度が記憶されていないときで、
走行速度が 30km/h以上のとき
は、そのときの速度に設定され
ます。

 •   速度が記憶されていないときで、
走行速度が 30km/h以下のとき
は、30km/hに設定されます。

7 スピードリミッターインジケーター
8 設定速度
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i次の操作をしたときは可変スピー
ドリミッターが自動的に解除され
ます。

 •  アクセルペダルを踏んでキック
ダウンしたとき。

  このときは確認音が鳴ります。

   ただし、設定速度より約 20km/h
以上低い速度までは、一時的に
キックダウンしても可変スピー
ドリミッターは解除されません。

 •  エンジンを停止したとき。

  SBC®ホールド

坂道での発進や信号待ちをしていると
きなどに、車が前進または後退するこ
とを防ぐ機能です。

ブレーキペダルを踏み続けたり、パー
キングブレーキを効かせなくても、通
常の路面において、停車した状態を維
持できます。

G 事故のおそれがあります
•  積雪路面や凍結路面、極端な急勾
配の道路などタイヤが路面をグ
リップしない状況では、車が停止
した状態を維持できません。SBC
ホールドを使用しないでください。

•  SBCホールド使用時の安全確保や
危険回避については運転者に全責
任があります。

i可変スピードリミッターの設定速
度は記憶されます。ただし、イグニッ
ション位置を 0か 1にすると、記
憶された速度は消去されます。

iアクセルペダルを踏んでキックダ
ウンしているときは、可変スピード
リミッターを設定することはできま
せん。

設定速度を変更する

�  レバーを1の方向に操作します。

  設定速度が 10km/h単位で上がり
ます。

または

�  レバーを3の方向に操作します。

  設定速度が 1km/h 単位で上がり
ます。

または

�  レバーを4の方向に操作します。

  設定速度が 10km/h単位で下がり
ます。

可変スピードリミッターを解除する

�  レバーを6の方向に押します。

または

�  レバーを5の方向に押します。

  レバーの表示灯2が消灯し、クルー
ズコントロールまたはディストロ
ニック *の操作ができる状態に切
り替わります。

G 事故のおそれがあります
可変スピードリミッターはブレーキ
ペダルを踏んでも解除されません。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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•  エンジンを停止するときや駐車す
るとき、車から離れるときは、必
ず SBCホールドを解除してパーキ
ングブレーキを確実に効かせ、セ
レクターレバーをBに入れてく
ださい。

•  SBCホールドはパーキングブレー
キに代わるものではありません。
絶対にパーキングブレーキとして
使用しないでください。

•  SBCホールドが作動している状態
で車から降りないでください。他
の乗員がペダルなどに触れること
により車が動き出すおそれがあり
ます。

•  SBCホールドは、車外から、また
は運転者以外の同乗者が操作した
り解除しないでください。

 SBCホールドの作動条件

SBCホールドは、以下のときに作動
させることができます。

•  停車しているとき

•  エンジンがかかっているとき

•  運転席ドアが閉じているとき

•  パーキングブレーキが解除されてい
るとき

•  ボンネットのロックが解除されてい
ないとき

•  セレクターレバーが7、A、
Cのいずれかに入っているとき

 SBCホールドを作動させる

�  SBCホールドの作動の条件を確認
します。

�  ブレーキペダルを意識的に素早く深
く踏み込みます。

1 SBCホールドインジケーター

マルチファンクションディスプレイに
SBCホールドインジケーター1が表
示されます。

表示されないときは、ブレーキペダル
を少し戻して、再度意識的に素早く深
く踏み込みます。

SBCホールドが作動し、ブレーキペ
ダルから足を放しても停車したままに
なります。
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G 事故のおそれがあります
SBCホールドが作動しているときは、
車にブレーキがかけられています。け
ん引などで車を動かすときは、SBC
ホールドを解除してください。

G 事故のおそれがあります
以下のときは、SBCホールドが解除
され、車が動き出すおそれがあります。

•  アクセルペダルを踏んだときや、
ブレーキペダルを再度踏んだとき

•  システムまたは電力供給に異常
（バッテリーあがりなど）がある
とき

•  エンジンルームの電気系システム
やヒューズなどが変更されたとき

•  バッテリーの接続が断たれたとき

 SBCホールドを解除する

次のいずれかの操作をすると、SBC
ホールドは解除され、マルチファン
クションディスプレイの SBCホール
ドインジケーター1が消灯します。

•  セレクターレバーが7、Cに
入っているときに、アクセルペダル
を踏んだとき

•  セレクターレバーをBに入れた
とき

•  ブレーキペダルを再度踏んだとき

!SBCホールドを解除したときは、
車の動きに十分注意してください。

!セレクターレバーをBに入れ
て SBCホールドを解除した場合は、
パーキングブレーキを効かせるかブ
レーキペダルを踏んで、確実に停車
してください。

iセレクターレバーがAに入っ
ているときにアクセルペダルを踏
んでも、SBCホールドは解除され
ません。

iSBCホールドが作動して停車して
いるときにパーキングブレーキを効
かせても、SBCホールドは解除さ
れません。

iイグニッション位置を 0か 1にし
たときは、SBCホールドを解除す
るまではエンジンを始動することは
できません。

 SBCホールド作動時の警告

SBCホールドが作動しているときにブ
レーキペダルを深く踏み込まずに以下
の操作をすると、警告が行なわれます。

•  イグニッション位置を 0か 1にし
たとき

•  運転席の乗員がシートベルトを着用
していないときに運転席ドアを開く
か、運転席ドアを開いて運転席の乗
員がシートベルトを外したとき

警告音が鳴り、マルチファンクション
ディスプレイに "セレクタ レバー P 
ニ シテクダサイ " と警告メッセージが
表示されます。
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�  セレクターレバーをBに入れて、
パーキングブレーキを確実に効かせ
てください。

  SBCホールドが解除され、警告メッ
セージも消えます。

!ブレーキペダルを深く踏むことで
も、警告メッセージは消えてホーン
も鳴り止みますが、セレクターレ
バーの位置によっては車が動き出す
おそれがあります。

SBCホールドが作動しているときに以
下の操作をすると、警告が行なわれて、
さらにホーンが鳴ります。

•  エンジンを停止して、運転席の乗員
が運転席ドアを開いたとき

•  ボンネットのロックを解除したとき

ホーンが鳴っているときでも、SBC
ホールドは作動しています。

この状態で車を施錠しようとしたとき
は、ホーンの音量が上がります。

iSBCホールドが作動しているとき
にエンジンを停止したときは、SBC
ホールドを解除するまで、エンジン
を始動することはできません。

!SBCホールドが作動しているとき
に、システムまたは電力供給に異
常（バッテリーあがりなど）が発生
したときは、マルチファンクション
ディスプレイに " ｽｸﾞﾆﾌﾞﾚｰｷｦ ﾌﾝﾃﾞ
ｸﾀﾞｻｲ !" と警告メッセージが表示さ
れます。

  このときはブレーキペダルをしっか
りと踏んでください。さらにセレ
クターレバーをBに入れて SBC
ホールドを解除し、パーキングブ
レーキを効かせて確実に停車すると
ともにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場に連絡してください。
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  レーススタート（SL 63 AMG）

グリップ力の高い路面状況において、
停車状態から最適な加速力で発進でき
る機能です。

G 事故のおそれがあります
•  レーススタートは、スポーツハン
ドリングモードのときにのみ使用
できます。ただし、スポーツハン
ドリングモードのときは、車が横
滑りをしたりタイヤが空転した場
合、限られた程度までしか、車両
操縦性や走行安定性が確保されま
せん。

•  レーススタートは、公道以外のサー
キットなどでのみ使用してくださ
い。また、常に路面や天候の状態
に合わせて運転してください。

•  レーススタートを使用するとき
は、可変スピードリミッターを解
除してください。可変スピードリ
ミッターの設定速度によっては、
レーススタートを作動させたとき
にエンジンが停止するおそれがあ
ります。

 レーススタートの作動条件

レーススタートは、以下の状態のとき
に使用できます。

• 運転席ドアが閉じている

•  エンジンがかかっていて、油温が約
80℃以上になっている（�135ペー
ジ）

•  パーキングブレーキが解除されて
いる

•  スポーツハンドリングモードを設定
している（�53ページ）

•  ステアリングが直進状態になって
いる

•  ブレーキペダルを確実に踏んだ状
態で、車が完全に停止している（ブ
レーキペダルは左足で踏んでくだ
さい）

•  セレクターレバーが7に入って
いる

 レーススタートを使用する

�  ブレーキペダルを左足で踏み、その
まま保持します。

1 走行モード選択ダイヤル
2 レーススタート表示灯
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RACE START チュウダン！
パドル DOWN

RACE START カクニン！

パドル UP
D

20.5℃

�  レーススタート表示灯②が点灯する
まで、走行モード選択ダイヤル①を
時計回りにまわします。

  マルチファンクションディスプレ
イに上記のメッセージが表示され
ます。

i左側のパドルを引くと、レースス
タートは解除されます。

iレーススタートの作動条件（�177
ページ）に合わない操作を行なうと、
レーススタートは解除されます。

20.5℃
RACE START

シヨウデキマス
アクセルヲ　フンデクダサイD

�  右側のパドルを引きます。

  マルチファンクションディスプレ
イに上記のメッセージが表示され
ます。

�  右足でアクセルペダルをいっぱいま
で踏み込みます。

  エンジン回転数が約 4,000回転ま
で上がります。

RACE START
20.5℃

ブレーキヲ　ハナシテ
スタートD

�  マルチファンクションディスプレイ
に上記のメッセージが表示された
ら、アクセルペダルをいっぱいまで
踏み込んだまま、左足をブレーキペ
ダルから放します。

  最適な加速力で発進します。また、
左側のマルチファンクションディス
プレイには "RACE START"、右側に
は " ｻﾄﾞｳ " と表示されます。

iアクセルペダルをいっぱいまで踏
み込んでから、約 5秒間ブレーキ
ペダルから足を放さなかったとき
は、レーススタートは解除されます。

レーススタートは、走行速度が約
50km/hになると自動的に解除され、
走行モードが S+モードに設定されま
す。また、スポーツハンドリングモー
ドは設定されたままになります。

iレーススタートの作動中にアクセ
ルペダルをゆるめるか、レースス
タートの作動条件（�177ページ）
に合わない操作を行なうと、レース
スタートは解除されます。

i短時間のうちにレーススタートを
繰り返して使用したときは、レー
ススタートが使用できなくなるこ
とがあります。ある程度の距離を
走行すると、再度使用できるよう
になります。

※ 上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることがあります。
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  ABC（アクティブ・ボディ・コン
トロール）*

 車高の自動調整

走行安定性と燃料消費率を向上させる
ため、走行速度に応じて車高を自動的
に調整し、最適なサスペンション制御
を確保します。

速度が上がると車高が自動的に低くな
り、速度が下がると車高は元の高さに
戻ります。

SL 63 AMGは、レベル 0またはレベ
ル 1のときにエンジンを停止すると、
フロント部で最大約 15mm、リア部
で最大約 10mm車高が低くなります。

G けがのおそれがあります
 SL 63 AMGは、整備などでエンジン
を停止するときに、ホイールハウス
の近くや車の下に人がいたり物がな
いことを確認してください。身体や
物が挟まれるおそれがあります。ま
た、車体の下方に十分な空間がある
ことを確認してください。

!SL 63 AMGは、駐車するときに車
の下や周りに縁石や突起物などがな
いことを確認してください。エンジ
ンを停止して車高が低くなったとき
に接触し、車を損傷するおそれがあ
ります。

!必要なとき以外は、車高レベルを
レベル 1またはレベル 2にしない
でください。燃料を余計に消費し、
車両操縦性に影響を与えます。

!エンジンルーム内の温度が極端に
上がると、車高が自動的に上下する
ことがありますが、走行を開始する
と、車高は正常に戻ります。

!スノーチェーンを装着して走行す
るときは、必ず車高をレベル 1に
設定してください。

!マルチファンクションディスプレ
イに ABCに関する警告メッセージ
が表示されたときは（�270､271
ページ）をご覧ください。 

iエンジンを停止しても、選択した
車高レベルは記憶されます。

i車高の調整量は小さいため、変化
がわかりにくいことがあります。

 車高の調整

G けがのおそれがあります
車高を調整するときは、ホイールハ
ウスの近くや車の下に人がいないこ
とを確認してください。身体が挟ま
れるおそれがあります。

スノーチェーンを装着して走行すると
きや悪路を走行するときなどは、車高
を上げることができます。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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1 表示灯（レベル 1）
2 表示灯 （レベル 2）
3 車高レベル選択スイッチ

車高レベルを選択する

�  エンジンがかかっていることを確認
します。

�  車高レベル選択スイッチ3を押し
ます。

  スイッチを押すごとに表示灯1ま
たは2が点灯し、車高レベルが以
下のように設定されます。

車高
レベル

路面状況 車高上昇量 作動内容 表示灯の
点灯数

レベル 0 通常走行時 なし 速度が上がると車高が
最大で約 15mm低く
なり、速度が下がると
車高が元に戻ります。

なし

レベル 1 スノーチェー
ンを装着して
走行するとき
など

約 25mm 速度が上がると車高が
最大で約 25mm低く
なり、速度が下がると
車高が元に戻ります。

1個

レベル 2 非常に凹凸
のある悪路
を走行する
ときなど

約 50mm 速度が上がると車高が
最大で約 50mm低く
なり、速度が下がると
車高が元に戻ります。

2個

※ 上記の数値は本国仕様のものであり、日本仕様とは異なる場合があります。
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サスペンションモードの選択
（SL 63 AMG）

�  サスペンションモード選択スイッチ
6を押します。

  スイッチを押すごとにスイッチの照
明が点灯 / 消灯して、サスペンショ
ンモードが変更されます。

スイッチ
の照明 作動内容

消灯 通常走行用のコンフォー
トモードです。

赤く点灯 スポーティな走行用のス
ポーツモードです。

iエンジンを停止しても、選択した
モードは記憶されます。

 AMGセッティングスイッチ
（SL 63 AMG）

AMGセッティングスイッチを押すこ
とで、あらかじめ記憶させたオートマ
チックトランスミッションの走行モー
ド（�121ページ）とサスペンション
モードを呼び出すことができます。

 サスペンション制御

運転スタイルや路面状況、荷物の積載
状況によってサスペンションを自動制
御します。

また、運転スタイルに合わせて、サス
ペンションモードを選択することがで
きます。

エンジンがかかっているときに選択す
ることができます。

サスペンションモードの選択
（SL 63 AMGを除く車種）

�  サスペンションモード選択スイッチ
4を押します。

  スイッチを押すごとに表示灯5が
点灯 / 消灯して、サスペンション
モードが変更されます。

表示灯の
状態 作動内容

消灯 通常走行用のコンフォー
トモードです。

点灯 スポーティな走行用のス
ポーツモードです。

iエンジンを停止しても、選択した
モードは記憶されます。
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走行モードとサスペンションモードを
記憶させる

�  記憶させたいサスペンションモード
と走行モードを選択します。

�  確認音が鳴るまで、AMGセッティ
ングスイッチ7を押し続けます。

走行モードとサスペンションモードを
呼び出す

�  AMGセッティングスイッチ7を
押します。

  記憶させたサスペンションモードと
走行モードに設定されます。

  マルチファンクションディスプレイ
が、走行モード / サスペンション
モード表示画面になります（�136
ページ）。

  パークトロニック

パークトロニックは、フロントバン
パーの 6個のセンサーとリアバンパー
の 4個のセンサーで障害物などを感知
し、車と障害物とのおよその距離を、
インジケーターと警告音で運転者に知
らせます。

G 事故のおそれがあります
パークトロニックは運転者を支援す
るシステムです。運転者はパークト
ロニックだけに頼らず、必ず周囲の
状況を確認してください。特に周辺
に人や動物がいないことを確認して
ください。

G けがのおそれがあります
後退操作を行なうときは、周囲に人
や動物がいないことを確認してくだ
さい。

 パークトロニックセンサー

1 センサー（フロントバンパー）

1 センサー（リアバンパー）

!センサーに泥や氷、雨、水しぶき
などが付着した状態のときは正し
く作動しないことがあります。こ
のときは赤色インジケーターが点
灯し、約 20秒後にパークトロニッ
クが停止することがあります。セ
ンサーを損傷しないよう注意して、
定期的に清掃（�259ページ）を
してください。



183

車
両
の
操
作

走行装備

!システムに異常があるときは、赤
色インジケーターが点灯して警告音
が約 2秒間鳴り、約 20秒後にパー
クトロニックの機能が解除されるこ
とがあります。このときは、パー
クトロニックオフスイッチ（�186
ページ）の表示灯が点灯します。

iイグニッション位置を2にすると、
すべてのインジケーターと作動表示
灯が一瞬点灯します。

 パークトロニックの作動条件

イグニッション位置が 2でパーキン
グブレーキが解除されているとき、
シフト位置に応じて以下のように作
動します。

シフト
位置

作動内容

7 フロントのセンサーが作動
し、フロントのインジケー
ター外周部の作動表示灯が
点灯します。

C

A

フロントとリアのセンサー
が作動し、フロントとリア
のインジケーター外周部の
作動表示灯が点灯します。

B パークトロニックは作動し
ません。

iパークトロニックが作動したと
き、センサーの感知範囲に障害物な
どがあると、その距離に応じて表示
灯が点灯し、警告音も鳴ります。

iパークトロニックは、速度が約
18km/h以下のときに作動します。
速度が約 18km/h以上になると作
動を停止します。

 インジケーター

フロント
1 左側インジケーター
2 右側インジケーター

フロントのインジケーターはダッシュ
ボード上の図の位置にあります。

リア
1 左側インジケーター
2 右側インジケーター

リアのインジケーターはシート後方の
図の位置にあります。

フロント、リアともに右側インジケー
ター2は車の右側を、左側インジケー
ター1は車の左側を感知した状況を
表示します。

バンパーと障害物などとのおよその距
離を、インジケーターの点灯数で示し
ます。
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 パークトロニックの作動

フロントのセンサー感知範囲に障害物
が入ったとき

フロントのセンサー感知範囲（�185
ページ）に障害物が入ると、黄色イン
ジケーターが 1個点灯します。

障害物との距離が短くなるにつれ、点
灯する黄色インジケーターの数が増え
ていきます。

障害物との距離がセンサーの最短感知
距離に近くなると、黄色インジケー
ターに加えて 1個目の赤色インジケー
ターが点灯し、警告音が断続的に約 3
秒間鳴ります。

最短感知距離（約 20～ 15cm）にな
ると、上記のインジケーターに加え
て 2個目の赤色インジケーターが点
灯し、警告音が連続的に約 3秒間鳴
ります。

リアのセンサー感知範囲に障害物が
入ったとき

リアのセンサー感知範囲に障害物が入
ると、黄色インジケーターが 1個点灯
して、断続的に警告音が鳴ります。

障害物との距離が短くなるにつれ、点
灯する黄色インジケーターの数が増え
ていき、警告音の間隔が短くなります。

障害物との距離がセンサーの最短感
知 距離に近くなると、黄色インジケー
ターに加えて 1個目の赤色インジケー
ターが点灯し、警告音の間隔がさらに
短くなります。

最短感知距離（約 20～ 15cm）にな
ると、上記のインジケーターに加え
て 2個目の赤色インジケーターが点灯
し、警告音が連続的に鳴ります。

!障害物との距離がセンサーの最短
感知距離よりも近くなると、セン
サーは障害物を感知できなくなり、
パークトロニックが正常に作動しな
くなることがあります。

 また、点灯していたインジケーター
が消灯することがあります。
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!車の中央でバンパーから約 20cm
以内、コーナーでバンパーから約
15cm以内にある障害物は感知でき
ません。

!センサーの周辺にアクセサリーな
どを取り付けないでください。パー
クトロニックが正常に作動せず、車
を損傷したり事故につながるおそれ
があります。

!針金やロープなどの細い物や、植
木鉢や建物の張り出しなどセンサー
の上下にあるものに十分注意してく
ださい。これらが至近距離にあると
き、状況によっては、センサーがこ
れらを感知せず、車や物を損傷する
おそれがあります。

!センサーは雪などの超音波を吸収
しやすい物を感知しないことがあり
ます。

!電波を発する物が近くにあるとき
や、不整地などを走行しているとき
は、パークトロニックが正常に作動
しないことがあります。

!洗車機や大型車の排気ブレーキ、
工事用のエアコンプレッサーなどが
近くにあると、超音波が乱され、パー
クトロニックが正常に作動しないこ
とがあります。

!温度や湿度が高いときや超音波や
低周波を発生させる機器が車の近
くにあるとき、またエンジンルー
ムの温度が高いときは、パークト
ロニックが正常に作動しないこと
があります。運転者はパークトロ
ニックだけに頼らず、必ず周囲の
状況を確認してください。特に車
の周辺に人や動物がいないことを
確認してください。

 センサーの感知範囲

側方から見た感知範囲

上方から見た感知範囲

フロント
バンパー側 センサー感知範囲

中央 約 100cm～ 20cm

コーナー 約 60cm～ 15cm

リア
バンパー側 センサー感知範囲

中央 約 120cm～ 20cm

コーナー 約 80cm～ 15cm
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 パークトロニックオフスイッチ

1 表示灯
2 パークトロニックオフスイッチ

パークトロニックの機能を解除でき
ます。

パークトロニックの機能を解除する

�  イグニッション位置が 2のときに、
パークトロニックオフスイッチ2

を押します。

 スイッチの表示灯1が点灯します。

パークトロニックを作動させる

�  再度、パークトロニックオフスイッ
チ2を押します。

 スイッチの表示灯1が消灯します。

!システムに異常があるときは、赤
色インジケーターが点灯して警告音
が約 2秒間鳴り、約 20秒後にパー
クトロニックの機能が解除されるこ
とがあります。このときは、パーク
トロニックオフスイッチの表示灯が
点灯します。

iパークトロニックオフスイッチで
機能を解除しても、次にイグニッ
ション位置を 2にしてパーキング
ブレーキを解除したとき、パークト
ロニックは自動的に作動します。
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 エアコンディショナー

 エアコンディショナーの取り扱い

エアコンディショナーは、設定温度や
外気温度、日射の強さなどに応じて、
送風量や送風口の組み合わせなどを自
動的に調整し、車内の温度や湿度など
を快適な状態に保ちます。

G けがのおそれがあります
 送風温度を高めに設定してあるとき
は、送風口が過熱して高温になるこ
とがあり、火傷をするおそれがあり
ます。また、暖気が送風されている
ときは、送風口に身体を近付けたま
まにしていると低温火傷のおそれが
あります。十分に注意してください。

送風温度を低めに設定してあるとき
に送風口に身体を近付けると、しも
やけなどを起こすおそれがあります
ので十分に注意してください。

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付
けすぎないように注意してください。

H 環　境
•  エアコンディショナーの冷媒には、
新冷媒 R134aを使用しています。

•  地球環境を保護するため、フロン
ガスを大気放出することは法律で
禁止されています。また、すべて
の自動車オーナーは、フロンガス
が適切に処理されるよう努めなけ
ればなりません。

•  エアコンディショナーの冷媒の補
充、交換、廃棄などは、必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で行なってください。

G 事故のおそれがあります
エアコンディショナーの設定は、以
降の説明に従って正しく行なってく
ださい。ウインドウが曇って事故を
起こすおそれがあります。

!車内が高温になっているときは、
エアコンディショナーを作動させる
前に換気をしてください。

!ボンネットの吸気口が雪や氷で覆
われないようにしてください。

!送風口や車内の吸排気口が覆われ
ないようにしてください。

iエアコンディショナーの機能や
モードのなかには、併用可能な組み
合わせがあります。

i除湿された水分は車体下方に排水
されます。

iエアコンディショナーのフィル
ター類は定期的な交換が必要です。
また、交換時期は使用環境によって
異なります。

  フィルター類が目づまりを起こし
ていると送風量が減るおそれがあ
ります。
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 コントロールパネル

1 送風口インジケーター（左側）

2 デフロスタースイッチ

3 内気循環スイッチ

4 リアデフォッガースイッチ

5 送風口インジケーター（右側）

6 送風口選択スイッチ（右側）

7 送風温度調整ダイヤル（右側）

8 ACスイッチ / 余熱ヒーター・
ベンチレーションスイッチ

9 オフスイッチ

a 送風量調整ダイヤル

b AUTOスイッチ

c 送風温度調整ダイヤル（左側）

d 送風口選択スイッチ（左側）

 通常の使いかた

エアコンディショナーを作動させる

�  AUTOスイッチ⑪を押します。

  AUTOスイッチの表示灯が点灯し、
送風口の組み合わせと送風量が自動
的に調整されるようになります。

または

�  オフスイッチ9を押します。

  オフスイッチの表示灯が消灯し、以
前の設定でエアコンディショナーが
作動します。

i送風温度調整ダイヤルなどを操作
してもエアコンディショナーは作動
します。

iエアコンディショナーが AUTO
モードで作動しているときに AUTO
スイッチを押すと、AUTOモードが
解除されます。このとき送風量は 
"3" の設定になり、中央送風口とサ
イド送風口などから送風されます。
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 ACモード

ACモードでは除湿 / 冷房された空気
が送風されます。

エアコンディショナーを AUTOモー
ドで作動させたときは、自動的に AC
モードに設定されます。

ACモードを解除する

�  ACスイッチ8を押します。

  スイッチの表示灯が消灯し、除湿 / 
冷房されていない空気が送風され
ます。

ACモードに設定する

�  再度 ACスイッチを押します。

  スイッチの表示灯が点灯します。

H 環　境
ACモードを解除すると、エンジンへ
の負荷が軽減し、燃費が向上します。

G 事故のおそれがあります
ドアウインドウやリアクォーターウ
インドウ、バリオルーフが閉じてい
るときに ACモードを解除すると、
ウインドウの内側が曇りやすくなり
ます。

i除湿 / 冷房された空気はエンジ
ンがかかっているときに送風され
ます。

iACモードを解除しても、しばらく
は除湿 / 冷房された空気が送風さ
れることがあります。

 送風温度の調整

送風温度を上げる

�  送風温度調整ダイヤル7または⑫
を時計回りにまわします。

送風温度を下げる

�  送風温度調整ダイヤル7または⑫
を反時計回りにまわします。

i送風温度は左右別々に設定でき
ます。

i通常は 22℃に設定することをお
勧めします。

iドアウインドウやリアクォーター
ウインドウ、バリオルーフが開いて
いると、設定温度を維持できません。

i一度に大幅に設定温度を変更して
も、希望する温度に達するまでの時
間はあまり変わりません。

 エアコンディショナーの停止

エアコンディショナーを停止する

�  オフスイッチ9を押します。

  エアコンディショナーが停止し、ス
イッチの表示灯が点灯します。

!ドアウインドウやリアクォーター
ウインドウ、バリオルーフが閉じて
いるときにエアコンディショナーを
停止すると、ウインドウが曇りやす
くなります。
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i送風口は左右別々に選択できます。

iエアコンディショナーが AUTO
モードで作動しているときに送風口
選択スイッチを押すと、押した席側
の送風口選択の AUTOモードが解
除され、AUTOスイッチの表示灯が
消灯します。

i選択した送風口以外の送風口から
も、微量の送風が行なわれることが
あります。

 送風量の調整

送風量を手動で調整することができ
ます。

送風量を上げる

�  送風量調整ダイヤル⑩を時計回りに
まわします。

  送風量インジケーターの点灯数が増
えます。

送風量を下げる

�  送風量調整ダイヤル⑩を反時計回り
にまわします。

  送風量インジケーターの点灯数が減
ります。

iエアコンディショナーが AUTO
モードで作動しているときに送風
量調整ダイヤルをまわすと、送風
量調整の AUTOモードが解除され、
AUTOスイッチの表示灯が消灯し
ます。

iエアコンディショナーが停止して
いるときに ACスイッチの表示灯が
点灯するときは、エアコンディショ
ナーが故障しているため、除湿 / 
冷房された空気は送風されません。
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で点検を受けてください。

 送風口の選択

送風口の組み合わせを手動で選択する
ことができます。

送風口を選択する

�  送風口選択スイッチ6またはdを
押して、送風口インジケーター5

または1に選択する送風口マーク
を点灯させます。

送風口
マーク

主に送風される送風口

¯ フロントウインドウ送風
口、ドアウインドウ送風
口、サイド送風口、中央
送風口、上部中央送風口

P サイド送風口、中央送風
口、上部中央送風口

S サイド送風口、中央送風
口、上部中央送風口、足
元送風口

O サイド送風口、足元送風口

a フロントウインドウ送風
口、ドアウインドウ送風
口、サイド送風口、中央
送風口、上部中央送風口、
足元送風口
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 送風口の調整

 中央送風口の調整

Ⓐ 上部中央送風口
Ⓑ 中央送風口（右側）
Ⓒ 開閉ダイヤル
Ⓓ 中央送風口（左側）

中央送風口を開く

�  中央送風口の開閉ダイヤルⒸを上側
にまわします。

  徐々に中央送風口ⒷⒹが開き、送風
量が上がります。

中央送風口を閉じる

�  中央送風口の開閉ダイヤルⒸを下側
にまわします。

  徐々に中央送風口ⒷⒹが閉じ、送風
量が下がります。

  いっぱいまで下側にまわすと、送風
口が閉じます。

i送風口開閉ダイヤルを停止するま
で下側にまわしても、完全に送風口
を閉じることはできません。

中央送風口の風向きを調整する

�  中央送風口ⒷまたはⒹのノブを上下
左右に動かします。

i換気効率を上げるため、送風口の
風向きを中央にすることをお勧めし
ます。

 上部中央送風口の調整

上部中央送風口を開く

�  中央送風口の開閉ダイヤルⒸを停止
するまで上側にまわします。

 上部中央送風口Ⓐが開きます。

上部中央送風口を閉じる

�  中央送風口の開閉ダイヤルⒸを、停
止するまで上側にまわしている状態
から少し下側にまわします。

 上部中央送風口Ⓐが閉じます。
  さらに下側にまわしても、上部中央
送風口は閉じたままになります。

i送風口開閉ダイヤルを停止するま
で下側にまわしても、完全に送風口
を閉じることはできません。
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 サイド送風口の調整

サイド送風口を開く

�  サイド送風口の開閉ダイヤルⒼを上
側にまわします。

  上側にまわすと徐々にドアウインド
ウ送風口Ⓔとサイド送風口Ⓕが開
き、送風量が上がります。

サイド送風口を閉じる

�  サイド送風口の開閉ダイヤルⒼを下
側にまわします。

  下側にまわすと徐々にドアウインド
ウ送風口Ⓔとサイド送風口Ⓕが閉
じ、送風量が下がります。

  いっぱいまで下側にまわすと、サイ
ド送風口が閉じます。

i送風口開閉ダイヤルを停止するま
で下側にまわしても、完全にドアウ
インドウ送風口を閉じることはでき
ません。

サイド送風口の風向きを調整する

�  サイド送風口Ⓕのノブを上下左右に
動かします。

i換気効率を上げるため、送風口の
風向きを中央にすることをお勧めし
ます。

 グローブボックス内送風口

クローブボックス内に送風することが
できます。

!エアコンディショナーの設定温度
を上げるときは、グローブボックス
内の送風口を閉じてください。

!外気温度が高いときは、グローブ
ボックス内の送風口を開き、エア
コンディショナーの ACモードを設
定してください。収納物を損傷し
たり、ガスライターやボンベなど
が入っている場合は爆発するおそ
れがあります。

左ハンドル車
Ⓗ ダイヤル
Ⓘ 送風口

�  送風するときは、ダイヤルⒽを上
方にまわして 6 が見えるように
します。

  送風口Ⓘが開きます。
�  送風を停止するときは、ダイヤルⒽ
を下方にまわして7が見えるよう
にします。

  送風口Ⓘが閉じます。

i送風温度や送風量は、エアコン
ディショナーの設定により自動的に
調整されます。
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 エアスカーフ送風口

G 火傷のおそれがあります
エアスカーフを作動させているとき
は、エアスカーフ送風口Ⓙが過熱し
て高温になり、火傷をするおそれが
あります。エアスカーフを調整して
ください。また、送風口に身体を近
付けたままにしていると低温火傷の
おそれがあります。必要に応じて、
エアスカーフを調整してください。

エアスカーフの操作については（�83
ページ）をご覧ください。

 デフロスターモード

フロントウインドウやドアウインドウ
の内側の曇りを取るときに使用します。

デフロスターモードに設定する

�  デフロスタースイッチ2を押します。

  スイッチの表示灯が点灯し、エアコ
ンディショナーが以下の内容で作動
します。

 •  ACモードに設定されます。

 •  送風量が上がり、送風温度が高
くなります。

 •  フロントウインドウ送風口、ド
アウインドウ送風口、サイド送
風口から送風されます。

 •  内気循環モードが解除されます。

i曇りが取れたら、すみやかに解除
してください。

i送風量や送風温度は、外気温度に
より自動的に調整されます。

iデフロスターモードに設定してい
るときに、AUTOスイッチを押した
り、送風温度調整ダイヤルや送風量
調整ダイヤルを操作すると、デフロ
スターモードが解除されます。
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デフロスターモードを解除する

�  再度、デフロスタースイッチ2を
押します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

  エアコンディショナーの送風量や送
風温度、送風口の選択が元の設定に
戻ります。

  ただし、デフロスターモードに設定
する前に ACモードを解除していた
ときは ACモードに、内気循環モー
ドにしていたときは外気導入モード
になります。

 ウインドウの外側が曇るとき

�  ワイパーを作動させます。

�  送風口選択スイッチ6またはd

を押して、送風口インジケーター
5または1にPまたはN、
Oのマークを表示させます。

i上記の設定は、曇りが取れるまで
の間にとどめてください。

 リアデフォッガー

G 事故のおそれがあります
ウインドウに雪や氷が付着している
ときは、走行前にそれらを取り除い
て視界を確保してください。事故を
起こすおそれがあります。

リアウインドウの曇りを取るときに使
用します。

イグニッション位置が 2のときに使用
できます。

リアデフォッガーを使用する

�  リアデフォッガースイッチ4を押
します。

 スイッチの表示灯が点灯します。

リアデフォッガーを停止する

�  再度、リアデフォッガースイッチ
4を押します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

リアデフォッガーは、数分後に自動的
に停止します。

iバリオルーフが完全に閉じていな
いときは、リアデフォッガーは作動
しません。スイッチの表示灯は、点
灯した後すぐに消灯します。

iリアデフォッガーは、バッテリー
の電圧が低くなると自動的に停止
し、表示灯が点滅します。電圧が回
復すると自動的に作動を始めます。

i外気温度が低いときは、リアデ
フォッガースイッチを押してもすぐ
に作動しないことがあります。
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 内気循環モード

トンネル内など、空気が汚れた場所で
外気を車内に入れたくないときに使用
します。

内気循環モードに切り替えると、車内
の空気が循環されます。

内気循環モードの設定 / 解除に連動
して、ドアウインドウとリアクォー
ターウインドウを開閉することができ
ます。

G 事故のおそれがあります
外気温度が低いときや、ドアウインド
ウやリアクォーターウインドウ、バ
リオルーフが閉じているときは、内
気循環モードの設定は短時間にとど
めてください。

ウインドウが曇りやすくなり、事故
を起こすおそれがあります。

内気循環モードに設定する

�  内気循環スイッチ3を押します。

  スイッチの表示灯が点灯します。

  内気循環スイッチ3をそのまま約
2秒以上押し続けると、開いている
ドアウインドウやリアクォーターウ
インドウが閉じます。

  スイッチから手を放すと、ドアウイ
ンドウやリアクォーターウインドウ
はそのときの位置で停止します。

内気循環モードに設定していても、一
定時間が経過すると自動的に外気導入
に切り替わります。

外気温度が約 5℃以下
のとき

約 5分後

ACモードを解除して
いるとき

約 5分後

外気温度が約 5℃以上
のとき

約 30分後

内気循環モードを解除する（外気導入
モードにする）

�  内気循環モードのときに内気循環ス
イッチ3を押します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

  内気循環スイッチ3をそのまま約
2秒以上押し続けると、ドアウイン
ドウは前回開いていた位置まで開き
ます。

  スイッチから手を放すと、ドアウ
インドウはそのときの位置で停止
します。

  リアクォーターウインドウは、前
回開いていた場合は自動で全開し
ます。

G けがのおそれがあります
内気循環スイッチでドアウインドウ
やリアクォーターウインドウを閉じ
るときは、身体や物が挟まれないよ
うに注意してください。身体などが
挟まれそうになったときは、ただち
にスイッチから手を放してください。
挟み込みなどの抵抗があると、ただ
ちに動きを停止して少し開く機能が
ありますが、乗員が身体を挟まれな
いよう、十分に注意してください。
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余熱ヒーター・ベンチレーションを使
用する

�  余熱ヒーター・ベンチレーションス
イッチ8を押します。

  スイッチの表示灯が点灯します。

�  送風温度調整ダイヤル7または⑫
で好みの温度に設定します。

  設定温度や外気温度により、送風
口の組み合わせは自動的に調整さ
れます。

余熱ヒーター・ベンチレーションを停
止する

�  再度、余熱ヒーター・ベンチレーショ
ンスイッチ8を押します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

以下のときは、余熱ヒーター・ベンチ
レーションが自動的に停止します。

•  イグニッション位置を 2にしたとき

•    余熱ヒーター・ベンチレーションを
使用してから約 30分経過したとき

•   バッテリーの電圧が低下したとき

iエンジン冷却水の温度が低いとき
は、暖気の送風は行なわれません。

i少ない送風量で一定に保たれます。

i外気温度が高いときは換気のみが
行なわれます。このときは、中程度
の送風量になります。

G けがのおそれがあります
内気循環スイッチでドアウインドウ
を開いているときは、ドアウインド
ウに身体を寄りかけたり物を置かな
いでください。ドアウインドウとド
アフレームとの間に身体などが引き
込まれるおそれがあります。

i外気温度が非常に高いときは、自
動的に内気循環モードに切り替わ
ることがありますが、このとき内
気循環スイッチの表示灯は点灯し
ません。

  約 30分経過すると、一定の割合で
外気導入をはじめます。

iACモードを解除するかデフロ
スターモードにしたとき、または
AUTOモードに設定したときは、外
気導入モードになります。

i内気循環スイッチで閉じたドアウ
インドウやリアクォーターウインド
ウを別のスイッチで開いた場合、開
いたドアウインドウやリアクォー
ターウインドウを内気循環モードの
解除操作と連動して開くことはでき
ません。

 余熱ヒーター・ベンチレーション

エンジン停止後に車内を暖房したり、
車内に外気を導入して換気を行なうと
きに使用します。

イグニッション位置が 0か 1のとき、
またはキーを抜いているときに使用で
きます。
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 バリオルーフ

安全のため、バリオルーフを開閉する
ときは、必ず停車してください。

G 事故やけがのおそれがあります
•  バリオルーフを開閉するときは、
ルーフやトランク、ドアウインド
ウやリアクォーターウインドウな
ど、作動する部分に触れないでく
ださい。挟まれてけがをするおそ
れがあります。また、それらが作
動する範囲に障害物がないことも
確認してください。

•  走行中は、必ずバリオルーフを完
全に閉じた状態にするか、トラン
ク内に確実に収納してください。
走行中にバリオルーフが動くと、
車のコントロールを失い、事故を
起こすおそれがあります。

•  身体や物が挟まれそうになったと
きは、ルーフスイッチまたはキー
のボタンから手を放してください。
ルーフの作動が停止します。

•  バリオルーフの開閉操作を途中で
停止しないでください。けがをし
たり、ルーフを損傷するおそれが
あります。

  開閉操作を途中で停止すると、以
下の時間が経過した後に油圧装置
の圧力が低下し、ルーフが倒れ込
みます。

 ◇ イグニッション位置が 2のとき
は約 7分

 ◇  イグニッション位置を 2以外に
したときは約 10秒

  このときは警告音が鳴り、マルチ
ファンクションディスプレイに " ﾊﾞ
ﾘｵﾙｰﾌ ｻｶﾞﾘﾏｽ !" と表示されます。

!バリオルーフ開閉時にルーフや荷
物を損傷させないため、以下の点に
注意してください。

 •  バリオルーフを開閉するとき、
ルーフは上方に、トランクは後
方に動きます。上方および後方、
バリオルーフの作動範囲に十分
な空間があることを確認してく
ださい。

 •  荷物をラゲッジカバーより高く
積み上げないでください。

 •   ラゲッジカバーの上に物を置か
ないでください。

 •  ラゲッジカバーが荷物に押し上
げられないようにしてください。

 •  ロールバー後方のスペースに物
を置かないでください。

 •  気温が約－ 15℃以下のときは
ルーフを開閉しないでください。

 •  ルーフが汚れていたり濡れてい
ないことを確認してください。

!バリオルーフ開閉中に運転席ドア
のトランクスイッチやトランクのハ
ンドルを操作しないでください。

!バリオルーフが開いているとき、
ロールバー後方のスペースに腰掛け
たり重い物を置かないでください。

!車を離れるときは、盗難を避ける
ため、必ずバリオルーフを閉じ、ド
アとウインドウ、トランクなどが閉
じていること、各部が施錠されてい
ることを確認してください。
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!車を離れるときは、必ずバリオ
ルーフを閉じてください。降雨など
により、車内の電気装備を損傷する
おそれがあります。

!トランクが完全に閉じていないと
きにバリオルーフを開閉しようとす
ると、警告音が鳴り、マルチファン
クションディスプレイに警告マーク
が表示されます（�275ページ）。 

  ラゲッジカバー

!ルーフ開閉時にルーフや荷物を損
傷させないため、以下の点に注意し
てください。

 •  ラゲッジカバーの上に物を置か
ないでください。

 •   荷物をラゲッジカバーより高く
積み上げないでください。

 •   荷物がラゲッジカバーを押し上げ
ていないことを確認してください。

iフックがホルダーに正しく固定さ
れていないときにバリオルーフを開
閉しようとすると、確認音が鳴り、
マルチファンクションディスプレイ
に " ﾄﾗﾝｸﾙｰﾑ ﾗｹﾞｯｼﾞｶﾊﾞｰ ｦ ﾄｼﾞﾃｸﾀﾞｻ
ｲ !" と表示されます。

 ラゲッジカバーの開閉

ラゲッジカバーを閉じる

�  ハンドル 3 を持ってラゲッジカ
バー 1 を矢印の方向に引き出し
ます。

�  ラゲッジカバー 1 の両端のフッ
クをホルダー2にかけます。

  この状態のときに、バリオルーフの
開閉ができます。

ラゲッジカバーを開く

�  ハンドル3を持って、ラゲッジカ
バーのフックをホルダー2から外
します。

�  ハンドル3を持って、ラゲッジカ
バーを矢印と反対の方向に押します。

  この状態のときには、バリオルーフ
を開閉することはできません。
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 ラゲッジカバーの脱着

バリオルーフを閉じているときは、ラ
ゲッジカバーを取り外すことができ
ます。

ラゲッジカバーを取り外す

�  ラゲッジカバー1を閉じます。

�  ファスナー2を外します。

�  ラゲッジカバー1をホルダー3

から外します。

�  ハンドル4を持って、ラゲッジカ
バーを矢印と反対の方向に押します。

G けがのおそれがあります
ラゲッジカバーが完全に開いた状態
でのみ、ロックレバーを下げてくだ
さい。身体が挟まれるおそれがあり
ます。

�  左右のロックレバー5を矢印の方
向に下げます。

�  フック6を外し、フックを上方
に持ち上げます。

�  ラゲッジカバー7を、注意して矢
印の方向に動かします。

�  ラゲッジカバーの前端部8を、トレ
イ9の前方にたたんで収納します。

�  ラゲッジカバー7を上方に引き上
げて、トランクから取り外します。
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ラゲッジカバーを取り付ける

!必ずラゲッジカバーの前端部をト
レイの上に載せてから取り付けを行
なってください。ラゲッジカバーを
損傷するおそれがあります。

�  ラゲッジカバーを、注意しながらト
ランク内に入れます。

�  ラゲッジカバー1の取り付け部2

を、左右のガイドレール3に差し
込みます。

�  ラゲッジカバー1を、矢印の方向
に動かします。

�  ロックレバーのフック6（�199
ページ）を下げ、ガイドレールの
凸部にかけます。

�  両側のロックレバー5（�199ペー
ジ）を上げ、ラゲッジカバーを固
定します。

�  ハンドルを持って、ラゲッジカバー
1を後方に引き出しします。

�  ラゲッジカバー1の両端のフック
をホルダーにかけます。

�  ファスナーを閉じます。

 バリオルーフの開閉（バリオルーフ
スイッチによる操作）

!バッテリーあがりを防ぐため、バ
リオルーフを操作するときはできる
だけエンジンをかけてください。

!バリオルーフを開閉する前に以下
の点を確認してください。

 •  トランク内のラゲッジカバーが
引き出され、両端のフックがホ
ルダーにかかっていること

 •  トランクが正しく閉じていること

 •   ロールバー後方のスペースの上
に物が置かれていないこと

!バリオルーフの動きに連動して、
ドアウインドウとリアクォーターウ
インドウも動きます。ロールバーが
上がった状態のときはロールバーも
動きます。

!バリオルーフスイッチの操作中
に、マルチファンクションディスプ
レイに警告メッセージが表示された
ときは（�284、285ページ）をご
覧ください。
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バリオルーフを開く

�  イグニッション位置を 2にします。

�  セレクターレバーをBに入れます。

�  パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。

�  バリオルーフスイッチを矢印2の
方向に引いて、すべての作動が終了
するまで保持します。

 •  マルチファンクションディスプ
レイに " ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ ｻﾄﾞｳﾁｭｳ !" と表
示されます。

 •  ドアウインドウとリアクォー
ターウインドウが閉じていると
きは少し開きます。

 •  トランクが後方に開きます。

 •  リアクォーターウインドウが開
きます。

 •  ルーフが後方に移動し、トラン
ク内に収納されます。

 •  トランクが閉じます。

 •  ドアウインドウが閉じます。

 •  マルチファンクションディスプ
レイの " ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ ｻﾄﾞｳﾁｭｳ !" の表
示が消えます。

!ルーフが濡れているときに開く
と、車内やトランクに水が入ること
があります。開く前にルーフ上の水
を拭き取ってください。

!以下のときはルーフがトランクに
正しく収納されていません。

 •  マルチファンクションディスプ
レイに " ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ ｻﾄﾞｳﾁｭｳ !”と表
示されているとき。

 •  発進時や走行中に、マルチファ
ンクションディスプレイに " ﾊﾞﾘ
ｵﾙｰﾌ ﾌﾙｵｰﾌﾟﾝ / ﾌﾙｸﾛｰｽﾞ " と表示
され、警告音が約 10秒ほど鳴っ
たとき。

  このときは、停車してバリオルーフ
スイッチを矢印の方向に引き、バリ
オルーフを完全に開いてください。

バリオルーフを閉じる

�  イグニッション位置を 2にします。

�  セレクターレバーをBに入れます。

�  パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。
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バリオルーフ

�  バリオルーフスイッチを矢印1の
方向に押して、すべての作動が終了
するまで保持します。

 •  マルチファンクションディスプ
レイに " ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ ｻﾄﾞｳﾁｭｳ !" と表
示されます。

 •  ドアウインドウとリアクォー
ターウインドウが閉じていると
きは少し開きます。

 •  トランクが後方に開きます。

 •  ルーフが前方に移動します。

 •  ルーフがウインドウフレームに
ロックされます。

 •  トランクが閉じます。

 •  ドアウインドウとリアクォー
ターウインドウが閉じます。

 •  マルチファンクションディスプ
レイの " ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ ｻﾄﾞｳﾁｭｳ !" の表
示が消えます。

!シートやシート後方のスペースに
は、ルーフが閉じてきたときに干渉
するおそれのある物を置かないでく
ださい。また、サンバイザーをフッ
クから外した状態でバリオルーフを
閉じると、バリオルーフとサンバイ
ザーが当たり、損傷するおそれがあ
ります。

 ルーフが確実に閉じていないとき

以下のときはルーフがウインドウフ
レームに正しくロックされていません。

•  マルチファンクションディスプレイ
に " ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ ｻﾄﾞｳﾁｭｳ !" と表示され
るとき。

•  発進時や走行中に、マルチファンク
ションディスプレイに " ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ ﾌ
ﾙｵｰﾌﾟﾝ / ﾌﾙｸﾛｰｽﾞ " と表示され、警
告音が約 10秒ほど鳴ったとき。

このときは、以下の手順でルーフを確
実に閉じてください。

�  道路や交通状況に注意して、ただち
に停車します。

�  イグニッション位置を 2にします。

�  バリオルーフスイッチを矢印1の
方向（�201ページ）に押し、バリ
オルーフを完全に閉じます。
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バリオルーフ

!バリオルーフの動きに連動して、
ドアウインドウとリアクォーターウ
インドウも動きます。ロールバーが
上がった状態のときはロールバーも
動きます。

iエンジンスイッチにキーを差し込
んでいるときは、リモコン操作はで
きません。

i操作はドアハンドルの近くから行
なってください。

※  車種や仕様により、ドアハンドルの受光
部が運転席側だけの場合があります。

バリオルーフを開く

�  キーの発信部1をドアハンドルの
受光部に向けて解錠ボタン3を押
し続けます。

  バリオルーフが開いているときはド
アウインドウが開きます。

  バリオルーフが閉じているときは、
バリオルーフとリアクォータウイン
ドウが開き、ドアウインドウが閉じ
た状態になります。

  解錠ボタン3から手を放すと、作
動中のドアウインドウやリアクォー
ターウインドウ、バリオルーフはそ
の位置で停止します。

iリモコン操作でバリオルーフを開
くと、運転席のシートベンチレー
ター *が強で約 5分間作動します。

 バリオルーフの開閉（キーによる操
作）

G けがのおそれがあります
リモコン操作でバリオルーフやドア
ウインドウ、リアクォーターウイン
ドウを開閉するときは、身体や物が
挟まれないように注意してください。
挟まれそうになったときは、ただち
に施錠ボタンまたは解錠ボタンから
指を放してください。作動中のバリ
オルーフやウィンドウはその位置で
停止します。

リモコン操作でバリオルーフとドアウ
インドウ、リアクォーターウインドウ
を開閉できます。

!高圧電線や電波発信塔付近などの
強電界下でリモコン操作を行なう
と、リモコンが作動しなかったり、
誤作動することがあります。

!バリオルーフを開閉する前に以下
の点を確認してください。

 •  トランクが正しく閉じていること

 •  ロールバーの後方に物が置かれ
ていないこと

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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バリオルーフを閉じる

�   キーの発信部1をドアハンドルの
受光部に向けて施錠ボタン2を押
し続けます。

  バリオルーフが閉じているときはド
アウインドウとリアクォーターウイ
ンドウが閉じます。

  バリオルーフが開いているときはバ
リオルーフが閉じ、ドアウインドウ
とリアクォーターウインドウも閉じ
ます。

  施錠ボタン2から手を放すと、作
動中のドアウインドウやリアクォー
ターウインドウ、バリオルーフはそ
の位置で停止します。

  ドラフトストップ

ドラフトストップは、バリオルーフを
開いて走行するときに生じる風を整流
するための装備です。車内への風の巻
き込みを減少させます。

使用しないときはトランク内などに保
管してください。

G 事故のおそれがあります
•  ドラフトストップは必要なときだ
け使用するようにしてください。
以下の場合は、ドラフトストップ
を使用しないでください。

 ◇  後方視界が十分に確保できない
場合

 ◇ 周囲が暗い場合

•  バリオルーフを閉じて走行すると
きは、ドラフトストップを使用し
ないでください。後方視界の妨げ
になるおそれがあります。

•  ドラフトストップを装着したとき
など、ルームミラーのセンサーに
後続車のライトが当たらないとき
は、ルームミラーと運転席側ドア
ミラーの自動防眩機能は作動しま
せん。
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�  ロールバー左右のガイド部6 に、
ドラフトストップのアーム 7 を
はめ込みます。

�  ストラップ2をロールバー5の下
側から通し、フック3をバックル
1に差し込みます。

�  ストラップ2がゆるい場合は、ス
トラップの下部を引いてからベルク
ロテープでとめて、ストラップを締
め付けます。

�  ロールバースイッチでロールバー
5を完全に下げます。

�  ドラフトストップ4の上部を引き
起こします。

ドラフトストップを装着する

�  収納バッグからドラフトストップを
取り出します。

�  ドラフトストップのバックル1の
ボタンを押して、ストラップ2の
フック3を外します。

�  ロールバースイッチ（�41ページ）
でロールバーが少し上がった状態に
します。

�  ドラフトストップ4を折りたたん
だままロールバー5に合わせ、矢
印の方向にスライドさせます。

  このとき、ストラップ2を挟まな
いように注意してください。
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ドラフトストップを取り外す

�  ドラフトストップ4の上部を折り
たたみます。

�  ロールバースイッチでロールバー
5が少し上がった状態にします。

�  バックル1のボタンを押してスト
ラップ2のフック3を外します。

�  ドラフトストップ4を、装着した
ときと逆の方向にスライドさせなが
ら、取り外します。

�  ロールバースイッチでロールバー
5が完全に上がった状態、あるい
は完全に下がった状態にします。

�  フック3をバックル1に差し込
み、ドラフトストップを収納します。

!ヘッドレストは常に適切な位置に
調整してください。車が大きく傾い
たときなどは自動的にロールバーが
立ち上がるため、ヘッドレストが適
切な位置に調整されていない場合、
ロールバーに装着したドラフトス
トップによって乗員がけがをするお
それがあります。

!ドラフトストップを装着したとき
は、必ずロールバーを完全に下げた
状態で走行してください。正しい使
い方をしていない場合、風圧などで
ドラフトストップやロールバーを損
傷したり、乗員がけがをするおそれ
があります。

!ロールバーにドラフトストップ以
外のものを装着しないでください。
急な進路変更時や急ブレーキ時、事
故のときなどに、装着したものが前
方に飛び出して乗員がけがをするお
それがあります。

  サンシェード（パノラミックバリオ
ルーフ装備車）

サンシェードを開く

�  グリップ2の両側のボタン1を押
しながら、後方に開きます。

サンシェードを閉じる

�  グリップ2に手をかけて前方に閉
じます。

  途中の位置で停止することもでき
ます。
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荷物の積み方 / 小物入れ

  グローブボックス

左ハンドル車

グローブボックスを開く

�  ボタン1を押します。

  カバー2が開きます。

グローブボックスを閉じる

�  カバー2を押してロックします。

iグローブボックス内に送風するこ
とができます。

 グローブボックスと小物入れの独立施錠 

車が解錠された状態でも、グローブ
ボックス、アームレストの小物入れ、
シート後方の小物入れを独立して施錠
することができます。

i駐車場などでキーを預ける場合
に、この機能を使用してください。
その際は、エマージェンシーキーを
キー本体から取り外して、携帯して
ください。

 荷物の積み方 / 小物入れ

  小物入れ

G けがのおそれがあります
走行中は、小物入れのカバーを開いた
ままにしないでください。また、シー
トポケットには重い物を収納しない
でください。急ブレーキ時や急な進
路変更時、事故のときなどに収納物
が放り出されて、乗員がけがをする
おそれがあります。

!収納物が小物入れからはみ出さな
いようにしてください。

!小物入れのカバーが閉じなくなる
ような大きな物を小物入れに入れな
いでください。小物入れや収納物を
損傷するおそれがあります。

!小物入れには食料品を収納しない
でください。

!貴重品は小物入れに保管しないで
ください。
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左ハンドル車

�  キーシリンダーにエマージェンシー
キー（�303ページ）を差し込んで、
独立施錠位置2にまわします。

  グローブボックス、アームレストの
小物入れ、シート後方の小物入れが
施錠されます。

独立施錠を解除する

�  キーシリンダーにエマージェンシー
キーを差し込んで、連動位置1に
まわします。

  リモコン操作またはキーレスゴー操
作での施錠 / 解錠に連動して、グ
ローブボックス、アームレストの小
物入れ、シート後方の小物入れが施
錠 / 解錠します。

iリモコン操作またはキーレスゴー
操作でグローブボックスが解錠され
ないときは、エマージェンシーキー
で解錠することができます（�306
ページ）。

 アームレスト内の小物入れ

アームレスト内には小物入れがあります。

小物入れを開く

�  レバー2を引きながら、アームレ
ストのカバー1を開きます。

小物入れを閉じる

�  アームレストのカバー1を下げて
ロックします。

i車が解錠された状態でも、独立し
て施錠することができます（�207
ページ）。

i小物入れにはランプがあります。
車幅灯に連動して点灯 / 消灯し
ます。

iアームレスト内の小物入れには、
メディアインターフェース・外部入
力用ケーブルを接続する端子が装
備されています。詳しくは、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をお読みください。
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ドアポケットを開く

�  ボタン1を押してカバー2を開き
ます。

  ドアポケットがシート側に少し出て
きます。

ドアポケットを閉じる

�  カバー2を下げてロックします。

 シート後方の小物入れ

左右のシート後方に小物入れがあります。

シート後方の小物入れを開く

�  ボタン 1 を押してカバーを開き
ます。

シート後方の小物入れを閉じる

�  カバー2を下げてロックします。

運転席シート下部の小物入れ

左ハンドル車

運転席シート下部の小物入れを開く

�  ノブ1を引いて、カバー2を前方
に開きます。

運転席シート下部の小物入れを閉じる

�  カバー2を後方に押してロックし
ます。

!重い荷物は収納しないでください。

i助手席シート下部の小物入れには
救急セットが収納されています。

 ドアポケット

G けがのおそれがあります
シートベルトを着用するときは、ド
アポケットのカバーを閉じてくださ
い。シートベルトを正しく着用でき
ないおそれがあります。
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i車が解錠された状態でも、独立し
て施錠することができます（�207
ページ）。

 ラゲッジストラップ *

シート後方のスペースに荷物を積むと
きに荷物を固定できます。

G けがのおそれがあります
•  シート後方のスペースに荷物を積
むときは、必ずラゲッジストラッ
プで荷物を固定してください。急
ブレーキ時や急な進路変更時、事
故のときなどに収納物が飛び出し
て、乗員がけがをするおそれがあ
ります。

•  シート後方のスペースには乗車し
ないでください。

•  ラゲッジストラップは、重量の軽
い荷物のみを固定することができ
ます。重量の重い荷物を積むとき
はトランクに収納してください。

!大きな荷物などを、無理にシート
後方のスペースに積み込まないでく
ださい。事故やけがにつながるおそ
れがあります。

ラゲッジストラップを使用する

�  プレート2を持ってホルダーから
外し、ストラップ1を引き出します。

�  確実に荷物にストラップ1をかけ、
プレート2をキャッチ3に差し込
みます。

ストラップを外す

�  プレート2をしっかり持ちながら
キャッチ3のロック解除ボタン4

を押してロックを外します。

�  プレート2をホルダーに戻します。

!プレートをキャッチから外すとき
は、ストラップをしっかり保持して
ください。ストラップが巻き取られ
る際に、プレートが身体や物に当た
るおそれがあります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。



211

車
両
の
操
作

収納スペース

 収納スペース

  イージーパック

トランクルームに収納されたルーフ
は、トランクの開閉に連動して自動的
に上昇 / 下降します。

トランクがいっぱいに開いていて、ラ
ゲッジカバー（�198ページ）がセッ
トされているとき、収納されたバリオ
ルーフをスイッチで上昇 / 下降させ
ることができます。

G けがのおそれがあります
収納されたルーフを上下させるとき
は、身体や物が挟まれないように注
意してください。挟まれそうになっ
たときは再度イージーパックスイッ
チを押してください。ルーフの動き
が停止します。

収納されたルーフを上げるとき

�  イージーパックスイッチ3を押し
ます。

  ルーフ1が上昇し、スイッチの表
示灯が明るく点灯します。

  ラゲッジカバー2をフックから外
して、荷物の出し入れを行ないます。

  収納ネット

左ハンドル車
1 収納ネット

助手席の足元に新聞や雑誌などを収納
できるネットを備えています。

!収納ネットには、重い物やかたい
物、ビンや缶、割れやすい物、鋭利
な形状の物を入れないでください。

!収納ネットから収納物がはみ出さ
ないようにしてください。
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収納されたルーフを下げるとき

�  ラゲッジカバー2をセットします。

�  イージーパックスイッチ3を押し
ます。

  ルーフ1が下降し、スイッチの表
示灯が元の明るさに戻ります。

!ルーフが完全に下がっていないと
きは、トランクを閉じないでくださ
い。ルーフやトランク、バリオルー
フ開閉機構などを損傷するおそれが
あります。

iルーフが上がった状態でトランク
クローザースイッチまたはトランク
のキーレスゴースイッチを押すと、
ルーフが下がってからトランクが閉
じます。

iロールバー（�40ページ）が途中
まで上がった状態のときにイージー
パックスイッチを押すと、ロール
バーが自動的にいっぱいまで上がっ
た後、ルーフが上がります。

  トランクマット下の収納スペース

トランクマット下には車載工具、応急
用スペアタイヤ *、ジャッキなどが収
納されています。

収納されている物を取り出すとき

�  ラゲッジカバー 1 を開きます
（�198ページ）。

�   ストラップ3を持ち、トランクマッ
ト4を起こします。

�  トランクマット4の裏側からフッ
ク2を引き出します。

�  フック2をラゲッジカバー1のハ
ンドルにかけます。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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 室内装備

  カップホルダー

G 火傷のおそれがあります
•  走行中はカップホルダーを使用し
ないでください。急ブレーキ時や
急な進路変更時、事故のときなど
にカップホルダーに置いた容器が
放り出されて、乗員が火傷をする
おそれがあります。

•  カップホルダーのサイズに合ったフ
タ付きの容器を使用してください。

•  火傷防止のため、熱い飲み物が入っ
た容器を置かないでください。

左ハンドル車

カップホルダーを使用する

�  カバー1または2を押します。

  カップホルダーがポップアップし
ます。

i右ハンドル車には、右側のカップ
ホルダーは装備されません。

左ハンドル車

カップホルダーを収納する

�  カップホルダー2を矢印の方向に
押して収納します。

!カップホルダーに飲み物を置くと
きは、スイッチや電装品などに飲み
物をこぼしたり、結露した水滴が垂
れないように注意してください。

  スイッチや電装品などを損傷した
り、ショートして発火するおそれが
あります。

  サンバイザー

1 照明
2 フック
3 カードホルダー
4 バニティミラー
5 バニティミラーカバー
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前方からの眩しさを防ぐ

�  サンバイザーを下げます。

横方向からの眩しさを防ぐ

�  サンバイザーを下げます。

�  サンバイザーをフック2から外し
ます。

�  サンバイザーを横にまわします。

!サンバイザーを横にまわすとき
は、バニティミラーカバーを閉じて
ください。ルーフ内張りやバニティ
ミラーカバーを損傷するおそれがあ
ります。

!バリオルーフを閉じるときは、必
ずサンバイザーをフックに戻してく
ださい。フックから外した状態でバ
リオルーフを閉じると、バリオルー
フとサンバイザーが当たり、損傷す
るおそれがあります。

 バニティミラー

バニティミラーを使用する

�  サンバイザーを下げます。

�  バニティミラーカバー5を上方に
開きます。

 照明1が点灯します。

G 事故のおそれがあります
走行中はバニティミラーのカバーを
閉じてください。眩惑により事故を
起こすおそれがあります。

iサンバイザーをフックから外すと
照明は点灯しません。

  灰皿

G 火災のおそれがあります
•  吸いがらやマッチの火は確実に消
してください。

•  紙くずなどの燃えやすい物は入れ
ないでください。

•  使用後は確実にカバーを閉じてく
ださい。

!灰を落とすときは、灰皿が取り付
けられていることを確認してくださ
い。灰皿の収納部を損傷するおそれ
があります。

灰皿を開く

�  カバー1の下部を軽く押します。

灰皿を閉じる

�  カバー1を下方に押して閉じます。
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灰皿を取り外す

�  エンジンを停止し、パーキングブ
レーキを確実に効かせます。

�  ノブ2を矢印の方向にスライドし
ます。

 灰皿が少し上がります。

�  灰皿を取り外します。

G 事故のおそれがあります
灰皿を取り外すときは、必ずエンジ
ンを停止し、パーキングブレーキを
確実に効かせてください。

灰皿を取り付ける

�  灰皿を押してロックさせます。

  ライター

G 火傷や火災のおそれがあります
•  ライターは必ずノブの部分を持っ
てください。金属部を持つと火傷
をするおそれがあります。

•  子供を乗せるときは、ライターを
抜き取るなどして、子供が火傷を
したり、火災が発生しないように
注意してください。

ライターを使用する

�  イグニッション位置を 1か 2にし
ます。

�  カバー1の下部を軽く押します。

�  ライター2を押し込みます。

  熱せられると、ライターは元の位置
に戻ります。

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位置
に戻します。

!安全のため、子供を乗せるときは
ライターを抜き取ってください。

!ライターを押し込んだ後、押さえ
続けないでください。ライターを損
傷するおそれがあります。

!赤熱部に灰や異物が付着したまま
使用しないでください。火災が発生
するおそれがあります。

!ライターを改造したり、純正品以
外のライターを使用しないでくださ
い。ライターやセンターコンソール
を損傷したり、火災が発生するおそ
れがあります。

!ライターが戻らなくなったとき
は、イグニッション位置を 0にす
るか、エンジンスイッチからキーを
抜いて、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場に連絡してください。
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!アクセサリー電源としてライター
ソケットを使用するときは、最大消
費電力 180W以下の規格に合った
電気製品を使用してください。

  12V電源ソケット

トランクルーム右側、トランクランプ
の下側に電源ソケットを装備していま
す。電気製品などの電源として使用し
ます。

イグニッション位置が 1か 2のとき
に使用できます。

12V電源ソケットを使用する

�  カバー1を開き、電気製品の電源
コネクターを確実に差し込みます。

!必ず DC12V、最大消費電流 15A
以下（最大消費電力 180W以下）
の規格に合った電気製品を使用して
ください。規格外の製品や規格以上
の大きな容量の製品を使用すると
ヒューズが切れたり、火災が発生す
るおそれがあります。

!電源ソケットにライターを差し込
まないでください。

!ソケット内に指などを入れないで
ください。感電するおそれがあり
ます。

!エンジンがかかっていないときは
長時間使用しないでください。バッ
テリーがあがるおそれがあります。

!電源ソケットを使用しないときは
カバーを閉じてください。異物が
入ったり、水がかかると故障の原因
になります。

  時計

時刻は、COMANDシステムの時刻に
連動します。

時 刻 の 調 整 に つ い て は、 別 冊
「COMANDシステム 取扱説明書」を
ご覧ください。
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  フロアマット *

G 事故のおそれがあります
•  運転席側のフロアマットを取り付
けるときは、フロアマットとペダ
ルとの間が十分開いていることを
確認し、フロアマットを正しく固
定してください。

•  必ず純正のフロアマットを使用し
て、正しく固定してください。

•  走行する前に、運転席側のフロア
マットが正しく固定されているこ
とを確認してください。フロアマッ
トが正しく固定されていないと、
マットがずれてペダル操作の妨げ
になり、事故を起こすおそれがあ
ります。

•  フロアマットを 2枚以上重ねて使
用しないでください。

1 フロアマットの凹部
2 フロアの凸部

フロアマットを取り付ける

�  シートをもっとも後ろの位置に動か
します。

�  フロアマット裏側の凹部1をフロ
アの凸部2に押し込みます。

フロアマットを取り外す

�  フロアマットを引いて、取り外し
ます。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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慣らし運転

 慣らし運転

G 事故のおそれがあります
新品のブレーキパッドは、目安とし
て走行距離が数百 kmを超えるまで
は制動能力を完全には発揮できませ
ん。この期間は必要に応じてブレー
キペダルを少し強めに踏んでくださ
い。また、ブレーキパッドやブレー
キディスクの交換を行なったときも、
同様です。

新車の場合、エンジンなどの機械部分
が馴染むまで「慣らし運転」すること
をお勧めします。

新車時に十分な慣らし運転を行なうこ
とにより、将来にわたって安定した性
能を維持することができます。

最初の 1,500kmまでは以下の注意事
項を守ってください。

•  エンジン回転数が許容限度の 2/3
（許容限度が 6,000回転のときは約
4,000回転）を超えないように運転
してください。

•  エンジンに大きな負担のかかる運転
は避けてください。

•  いつも一定のエンジン回転数で走
行するのではなく、負担のかから
ない範囲で回転数と速度を変えて
ください。

•  キックダウンや過度のエンジンブ
レーキは避けてください。

•  ギアレンジ位置およびギア位置
=、5、4は山道などを低
速で走行するときだけ使用してくだ
さい。

•  できるだけ、走行モードを Cモー
ドにして走行してください。

走行距離が 1,500kmを超えたら、エ
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ
てください。

iSL 63 AMGは、以下の注意事項を
守ってください。

 •  走行速度が 140km/hを超えな
いようにしてください。

 ※  公道を走行する際は、必ず法定速度や
制限速度を遵守してください。

 •  エンジン回転数が 4,500回転を
超えた状態で長時間走行しない
でください。

iエンジンや駆動系部品の分解や交
換をした後も、慣らし運転を行なっ
てください。

iキックダウン：走行中にアクセル
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自
動的に低いギアに切り替わり、エン
ジンの回転数が上がって素早く加速
します。これをキックダウンといい
ます。

iエンジンブレーキ：走行中、アク
セルペダルを戻したときに発生す
るエンジンの内部抵抗を利用した
減速をエンジンブレーキといいま
す。低いギアのときほど効きが強
くなります。
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燃料の給油

 リアディファレンシャルロック装
備車（SL 63 AMG パフォーマンス
パッケージ）

リアディファレンシャルロック装備車
には、セルフロッキング式のディファ
レンシャルがリアアクスルに装備され
ています。

リアアクスルのディファレンシャル
を保護するために、リアアクスルの
ディファレンシャルオイルは、新車
時から約 3,000km走行後を目安に、
以降は約 60,000kmごとに交換して
ください。

これにより、より長い期間リアアクス
ルのディファレンシャルを正常な状態
に保つことができます。オイル交換に
ついてはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

 燃料の給油

G 火災や爆発のおそれがあります
給油するときは、必ずエンジンを停
止してください。また、周囲に燃料
があるときや燃料の匂いがするとき
は、決して火気を近付けないでくだ
さい。

G 爆発のおそれがあります
 燃料は可燃性の高い物質です。燃料
を取り扱うときは、火を近付けたり、
近くで喫煙をしないでください。

燃料を給油する前に、エンジンを停
止してください。

G 健康を害するおそれがあります
肌や衣服に燃料が付着しないように
注意してください。燃料が肌に直接
触れたり、気化した燃料を吸い込む
と、健康を害するおそれがあります。

1 燃料給油フラップ
2 ホルダー
3 使用燃料表示
4 タイヤ空気圧ラベル

※  車種や仕様により、使用燃料表示3の貼
付位置が異なることがあります。
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燃料の給油

燃料給油フラップは、リモコン操作や
キーレスゴー操作による解錠 / 施錠
に連動して解錠 / 施錠されます。

燃料給油口は車両の右側後方にあり
ます。また、メーターパネル内には給
油口の位置を示す8が表示されて
います。

 給油口を開いて給油する

�  イグニッション位置を 0にするか、
エンジンスイッチにキーを差し込ん
でいるときは、エンジンスイッチか
らキーを抜きます。

�  燃料給油フラップ1の矢印の部分
を押します。

�  キャップを反時計回りに少しまわし
てタンク内の圧力を抜きます。

�  圧力が抜けたら、さらに反時計回り
にまわして外します。

�   外したキャップを燃料給油フラップ
1の裏側にあるホルダー2に置き
ます。

�   給油を開始します。

  給油ノズルが最初に停止した時点で
給油を停止してください。

 給油口を閉じる

�  キャップを補給口に合わせて、時計
回りにいっぱいまでまわします。

�  燃料給油フラップ1を押します。

 i燃料給油フラップの裏側に、使用
燃料表示③およびタイヤ空気圧ラ
ベル④が貼付してあります。タイ
ヤ空気圧ラベルの見かたについては
（�238ページ）をご覧ください。

iリモコン操作やキーレスゴー操作
で燃料給油フラップが解錠されない
ときは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検を受けてください。

!燃料を給油するときは、以下の点
に注意してください。

 •  燃料は無鉛プレミアムガソリン
を使用してください。有鉛ガソ
リンや粗悪なガソリン、指定以
外の燃料（高濃度アルコール含
有燃料など）を使用したり、添
加剤などを混入すると、エンジ
ンなどを損傷するおそれがあり
ます。

 •  燃料の添加剤は、純正品または
承認されている製品のみを使用
してください。故障の原因にな
ります。

 •  燃料に軽油を使用したり、無鉛
プレミアムガソリンに混ぜて使
用しないでください。少量を混
ぜただけでもエンジンなどを損
傷するおそれがあります。また、
このような場合は保証の適用外
になります。

 •  誤って軽油を給油してしまった場
合は、決してエンジンを始動しな
いでください。軽油が燃料供給系
部品全体にまわるおそれがありま
す。誤って給油した場合はメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場に
連絡し、燃料タンクや燃料系部品
を交換してください。

 •  目的地まで余裕をもって走れる
ように、十分な量を給油してく
ださい。
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燃料の給油

 •  燃料給油口には、純正品以外
のキャップを使用しないでく
ださい。

!セルフ式のガソリンスタンドな
どで給油するときは必ず以下の点
を守り、安全に十分注意して作業
を行なってください。

 •  エンジンを停止して、ドアやド
アウインドウなどを閉じてくだ
さい。

 •  燃料給油口を開くことからはじ
まる一連の給油作業は、必ずひ
とりで行なってください。

 •  給油作業をする人以外は燃料給
油口に近付かないでください。

 •  給油作業をする人は、作業の前
に金属部分に触れるなどして身
体の静電気を除去してください。

    身体に静電気を帯びていると、
放電による火花で燃料に引火し
たり、火傷をするおそれがあり
ます。

 •  作業中は車内に戻らないでくださ
い。帯電するおそれがあります。

 •  キャップの取り外し / 取り付けは
確実に行ない、火気を近付けない
ようにしてください。

 •  燃料が塗装面に付着しないよう
に注意してください。塗装面を
損傷するおそれがあります。

 •  給油ノズルは給油口の奥まで確
実に差し込んでください。

 •  給油が自動的に停止したら、そ
れ以上は給油しないでください。
燃料漏れのおそれや、燃料供給
システムを損傷するおそれがあ
ります。

 •  手動で給油しているときは、状
況を見ながら、給油の勢いを強
くしないでゆっくりと給油して
ください。燃料が吹きこぼれる
おそれがあります。

 •  ガソリンスタンド内に掲示され
ている注意事項を遵守してくだ
さい。
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エンジンルーム

 エンジンルーム

  ボンネット

G 事故のおそれがあります
走行中はボンネットロック解除レ
バーを引かないでください。ボンネッ
トが開いて事故を起こすおそれがあ
ります。

G 火傷のおそれがあります
ボンネットから炎や煙が見えたとき
は、ボンネットを開かないでくださ
い。火傷をするおそれがあります。

G 火傷のおそれがあります
エンジンが停止していても、エンジ
ンルーム内には高温になっている部
分があります。エンジンルーム内に
触れるときは、各部の温度が下がっ
ていることを確認してください。

G けがのおそれがあります
エンジンを始動しているときやエンジ
ンがかかっているとき、イグニッショ
ン位置が 2のときは、エンジンルー
ム内には手を触れないでください。

高電圧の発生部分や高温部分、回転
している部分があり、それらに触れ
ると非常に危険です。

G けがのおそれがあります
エンジンスイッチからキーを抜いて
いるときやイグニッション位置が 0
のときも、冷却水の温度が高いとき
はエンジンファンなどが自動的に回
転することがあります。エンジンファ
ンなどの回転部分には身体や物を近
付けないでください。

 ボンネットを開く

G けがのおそれがあります
ボンネットを開くときは、エンジン
スイッチからキーを抜くか、メーター
パネルの表示灯 /警告灯が消灯する
までキーレスゴースイッチを押し、
ワイパーのスイッチが停止の位置に
なっていることを確認してください
（�107ページ）。ボンネットを開い
ているときにワイパーが作動すると、
けがをしたり、車やワイパーを損傷
するおそれがあります。

!ワイパーアームを起こしたままボ
ンネットを開かないでください。ボ
ンネットとワイパーが当たり、損傷
するおそれがあります。

!強風のときにボンネットを開く
と、風にあおられ、ボンネットが不
意に下がることがあります。風の強
い日は十分に注意してください。

 また、ボンネットに雪が積もってい
るときも同様に注意してください。
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エンジンルーム

�  エンジンスイッチからキーを抜く
かイグニッション位置を 0にし
て、ワイパーのスイッチが停止の位
置になっていることを確認します
（�107ページ）。

左ハンドル車

�  運転席側のインストルメントパネル
下にあるボンネットロック解除レ
バー①を手前に引きます。

�  ボンネットの裏側にあるロック解除
ノブ②を矢印の方向に押しながらボ
ンネットを開きます。

 ボンネットを閉じる

G 事故のおそれがあります
走行前に、ボンネットが確実にロック
されていることを確認してください。
走行中にボンネットが開いて視界が
遮られ、事故を起こすおそれがあり
ます。

G けがのおそれがあります
ボンネットを閉じるときは、身体や
物を挟まないように十分注意してく
ださい。

!エンジンルーム内に物を置いたま
まボンネットを閉じると、ボンネッ
トやエンジンルーム内の部品など
が損傷したり変形するおそれがあ
ります。

�  ボンネットを引き下げ、グリル上部
から約 20cm～ 30cmの位置で手
を放して閉じます。

�  ボンネットが確実に閉じていること
を確認します。

  完全に閉じなかったときは、もう一
度ボンネットを開き、同じ方法で少
し強めに閉じます。
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  エンジンルーム

G けがのおそれがあります
•  イグニッションシステムやキセノ
ンヘッドランプのバルブソケット
や配線には、高電圧の発生部分や
高温部分があり、それらに触れる
と非常に危険です。

•  イグニッション位置が 0のときや
エンジンスイッチからキーを抜い
ているときでも、冷却水の温度が
高い場合にはエンジンファンなど
が自動的に回転することがありま
す。エンジンファンなどの回転部
分には身体や物を近付けないでく
ださい。

 SL 350

左ハンドル車

1 ウォッシャー液リザーブタンク

2 エンジンオイルレベルゲージ

3 ブレーキ液リザーブタンク

4 エンジンオイルフィラー
キャップ

5 冷却水リザーブタンク

※  右ハンドル車の3は左右対称の位置にあ
ります。

 ボンネットを垂直に開く

垂直位置まで開く

�  ボンネットを少し下げながら、向
かって右側のヒンジにあるロック解
除レバー①を矢印の方向に押して
ロックを解除し、ボンネットを開
きます。

垂直位置から閉じる

�  向かって右側のヒンジにあるロック
解除レバーを押して、ロックを解除
し、ボンネットを閉じます。
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 SL 550

1 ウォッシャー液リザーブタンク

2 エンジンオイルレベルゲージ

3 ブレーキ液リザーブタンク

4 エンジンオイルフィラー
キャップ

5 冷却水リザーブタンク

  SL 63 AMG

1 ウォッシャー液リザーブタンク

2 エンジンオイルレベルゲージ

3 ブレーキ液リザーブタンク

4 エンジンオイルフィラー
キャップ

5 冷却水リザーブタンク

エンジンルーム内の手入れ

手作業で拭いてください。火傷や感電
をしないように注意してください。

エンジンルームには多くの電気装備が
あり、水分や湿気を嫌います。水をか
けたり、スチーム洗浄をしないでくだ
さい。

H 環　境
環境保護のため、オイルなどの各種
の油脂類やフルード類の交換および
廃棄は、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で行なってください。

  エンジンオイル

車の使用状況により、1,000kmにつ
き最大で約 0.8リットルのエンジンオ
イルが消費されます。

慣らし運転中のエンジンオイルの消費
量は多少増加することがあります。ま
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走
行すると、エンジンオイル消費量は増
加します。

!エンジンオイルに添加剤などを使
用しないでください。エンジンを損
傷するおそれがあります。

!エンジンオイルは使用している間
に汚れたり劣化するだけでなく、消
費され減少します。定期的に点検し、
必要であれば必ず補給または交換し
てください。

i慣らし運転中のエンジンオイルの
消費量は多少増加することがありま
す。また、頻繁にエンジン回転数を
上げて走行すると、エンジンオイル
消費量は増加します。
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�  エンジンオイルレベルゲージを元の
位置に差し込みます。

�  エンジンオイルが下限以下のとき
は、エンジンオイルフィラーキャッ
プを開いて、指定のエンジンオイル
を規定の量まで補給します。

!マルチファンクションディスプレ
イにエンジンオイルに関する故障 / 
警告メッセージが表示されたとき
は（�282ページ）をご覧ください。

iエンジンオイルレベルゲージの上
限と下限の間は、エンジンにより約
1.5 ～ 2 リットルです。

 エンジンオイルを補給する

SL 550

G 火傷のおそれがあります
エンジンオイルをエンジンルーム内
にこぼさないでください。エンジンが
熱いときにオイルが付着すると、発
火して火傷をするおそれがあります。

�  エンジンオイルフィラーキャップ
4を反時計回りにまわして取り外
します。

 エンジンオイル量を点検する

エンジンオイル量を点検するときは、
以下の点に注意してください。

• 水平な場所に停車している

•  エンジンが温まっているときは、エ
ンジンを停止してから約 5分以上
経過している

•  エンジンが温まる前にエンジンを停
止したときは、エンジンを停止して
から約 30分以上経過している

!運転前に必ずエンジンオイル量を
点検してください。

SL 550

i車種や仕様により、エンジンオ
イルレベルゲージの形状が異なり
ます。

�  エンジンオイルレベルゲージ1を
抜き取り、きれいに拭いていっぱい
まで差し込みます。

�  エンジンオイルレベルゲージを抜き
取り、付着したエンジンオイル量と
汚れ具合を点検します。

  エンジンオイル量はエンジンオイル
レベルゲージの上限2と下限3の
間にあれば正常です。
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!種類の異なるエンジンオイルを混
ぜないでください。エンジンオイル
の特性が発揮されません。

!エンジンオイルに添加剤などを使
用しないでください。エンジンを損
傷するおそれがあります。

!エンジンオイルがエンジンルーム
内に付着したときは完全に拭き取っ
てください。

!エンジンオイルは、エンジンオイ
ルレベルゲージの上限（max）を超
えて補給しないでください。エンジ
ンや触媒を損傷するおそれがありま
す。エンジンオイル量が多すぎると
きは、オイルを抜いてください。

!エンジンオイルの減りかたが著し
いときは、ただちにメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場で点検を受け
てください。

使用するエンジンオイル

指定のエンジンオイルを使用してくだ
さい。詳しくはメルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

�  指定のエンジンオイルを補給し
ます。

   安全に十分注意して、作業を行なっ
てください。

!エンジンオイルを補給しすぎな
いようにしてください。エンジン
オイル量がエンジンオイルレベル
ゲージの上限を超えているときは
エンジンオイルを抜いてください。
エンジンや触媒を損傷するおそれ
があります。

�  エンジンオイルフィラーキャップ4

を補給口に合わせ、時計回りにいっ
ぱいまでまわして取り付けます。

H 環　境
環境保護のため、エンジンオイルを
地面や排水溝などに流さないでくだ
さい。

エンジンオイルの交換の時期

エンジンオイルおよびエンジンオイ
ルフィルターは定期的に交換するこ
とをお勧めします。交換時期はメンテ
ナンスインジケーターを目安として
ください。

ただし、交換時期は使用状況によって
異なりますので、詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねく
ださい。

!必ず指定のエンジンオイルを使用
してください。指定以外のエンジン
オイルを使用して故障が発生した場
合は、保証が適用されないことがあ
ります。
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 オートマチックトランスミッション
オイル

オートマチックトランスミッションオ
イルのオイル量を点検する必要はあり
ません。

オイルの漏れを見つけたり、トランス
ミッションの作動に異常を感じたとき
は、メルセデス・ベンツ指定サービス
工場で点検を受けてください。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルの交換については別冊「整
備手帳」をご覧ください。

!オートマチックトランスミッ
ションオイルは専用品のみを使用
してください。

  冷却水

G 火傷のおそれがあります
冷却水の温度が少しでも高いときは、
絶対にリザーブタンクのキャップを
開かないでください。高温の蒸気や
熱湯が吹き出して、火傷をするおそ
れがあります。

G 火傷のおそれがあります
 不凍液をエンジンルームにこぼさな
いようにしてください。熱くなった
エンジンに不凍液が付着すると、発
火して火傷をするおそれがあります。

!冷却水の減りかたが著しいとき
は、ただちにメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

 冷却水の量を点検する

車が水平な場所に停車していて、冷却
水が十分に冷えているときにのみ、冷
却水の量を点検してください。

�  イグニッション位置を 2にします。

�  メーターパネルの冷却水温度計で冷
却水の温度が冷えていることを確認
します。

�  エンジンスイッチからキーを抜く
か、イグニッション位置を 0にし
ます。

�   リザーブタンク2のキャップ1を
反時計回りにゆっくり約 1回転ま
でまわして、圧力を抜きます。

�  圧力が抜けたら、キャップ1をさ
らに反時計回りにゆっくりまわして
取り外します。

�  冷却水の液面がリザーブタンク2

内のバー3の上面に達していれば
適量です。

i 水温が高いときは、液面が約
15mmほど高くなります。

�  キャップ1を確実に閉じます。
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? 冷却水量・冷却水温度警告灯
イグニッション位置を 2にすると赤色
に点灯し、エンジン始動後は白色に点
灯します（点灯しないときは警告灯が
故障しています）。

エンジンがかかっているときに赤色
に点灯したときは、冷却水量が減少
しているか、冷却システムに異常が
あります。

冷却水が不足している場合は補給方法
に従いリザーブタンクに補給してくだ
さい。頻繁に点灯する場合は冷却シス
テムの漏れが考えられます。メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。

走行中に赤色に点灯し、警告音が鳴っ
たときは、冷却水温度が約 120℃以上
になり、オーバーヒートしています。
ただちに安全な場所に停車し、エンジ
ンを停止して冷却してください。

詳しくは、オーバーヒートしたとき
（�232ページ）をご覧ください。

!冷却水量が正常なときに、冷却水
量・冷却水温度警告灯が赤色に点灯
するときは、エンジンファンが故障
している可能性があります。エンジ
ンファンが故障している場合はオー
バーヒートなどのおそれがありま
す。メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

 冷却水を補給する

冷却水が不足している場合は、リザー
ブタンクに補給します。

�  冷却水が冷えていることを確認し
ます。

�  リザーブタンク2のキャップ1

を反時計回りにゆっくり約 1回転
までまわして、圧力を抜きます。

�  圧力が抜けたら、キャップ1をさ
らに反時計回りにゆっくりまわし
て取り外します。

�  液面の高さに注意して冷却水を補
給します。

  通常は水道水に純正の不凍液を混ぜ
て使用します。

  車を使用する地域（最低気温）によっ
て濃度を変えます（�349ページ）。

�  キャップ1を確実に閉じます。

!冷却水の補給は、冷却水が冷えて
から行なってください。

!冷却水には必ず不凍液を混ぜてく
ださい。不凍液には防錆の効果もあ
ります。

!指定以外の不凍液や不適当な水を
使用しないでください。錆や腐食な
どの原因になります。

!不凍液は塗装面を損傷させます。
ボディに付着したときは、すみやか
に水で洗い流してください。

!マルチファンクションディスプ
レイに冷却水に関する故障 / 警告
メッセージが表示されたときは、
オーバーヒートしてエンジンを損傷
するおそれがあります。ただちにメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。
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!マルチファンクションディスプ
レイに、冷却水に関する故障 / 警
告メッセージが表示されたときは
（�281ページ）をご覧ください。

!オーバーヒートした状態で走行し
たり、冷却水が吹き出している状
態でエンジンをかけたままにする
と、エンジンを損傷するおそれが
あります。

!オーバーヒートしたときは必ずメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

オーバーヒートしたときは、以下のよ
うに処置してください。

�   ただちに安全な場所に停車します。

�   エンジンをアイドリング状態で冷却
します。

  ラジエターの冷却ファンが停止し
ているときや、冷却水が吹き出し
ているときは、エンジンを停止し
て冷却してください。

�  エンジンが十分に冷えてから、冷却
水量、水漏れ、ラジエターの冷却
ファンなどを点検します。

�   冷却水が不足しているときは補給し
ます（�231ページ）。

!冷却水は、エンジンが熱いときに
補給しないでください。エンジンを
損傷するおそれがあります。

冷却水の交換時期

冷却水は時間の経過とともに劣化しま
すので、整備手帳に従い定期的に交換
してください。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

 オーバーヒートしたとき

オーバーヒートしたときの症状

•  冷却水温度が約 120℃以上を示し
ている。

•  冷却水温度警告灯が点灯し、警告音
が鳴る。

•  エンジンルームから蒸気が出ている。

G 火災のおそれがあります
エンジンルームから蒸気が出ている
ときや冷却水が吹き出しているとき
は、ただちにエンジンを停止し、冷
えるまで車から離れてください。漏
れた液体が発火して火災が発生する
おそれがあります。

G 火傷のおそれがあります
水温が下がるまで、絶対にボンネッ
トやリザーブタンクのキャップを開
かないでください。高温の蒸気や熱
湯が吹き出して火傷をするおそれが
あります。
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  ブレーキ液

G 事故のおそれがあります
マルチファンクションディスプレイ
にブレーキに関する故障 / 警告メッ
セージが表示されたり（�279､280
ページ）、ブレーキ警告灯（�248ペー
ジ）が点灯したときは、むやみにブ
レーキ液を補給しないでください。
補給によって故障が解消することは
ありません。

安全な場所に停車して、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡してく
ださい。

G 事故のおそれがあります
必ず指定のブレーキ液を使用してくだ
さい。指定以外のブレーキ液を使用し
たり、他の銘柄を混ぜると、ブレーキ
の効き具合やブレーキシステムに悪影
響を与え、安全なブレーキ操作ができ
なくなるおそれがあります。

G 火傷や火災のおそれがあります
ブレーキ液の補給は、エンジンが冷
えてから行なってください。また、
上限（MAX）を超えないように補給
してください。あふれたブレーキ液
がエンジンや排気系部品などに付着
すると、発火して火傷をしたり、火
災が発生するおそれがあります。

!マルチファンクションディスプレ
イにブレーキ液に関する故障 /警
告メッセージが表示されたときは
（�279ページ）をご覧ください。

 ブレーキ液の量を点検する

左ハンドル車
1 レベルインジケーター上限（MAX）
2 レベルインジケーター下限（MIN）

�  ブレーキ液リザーブタンクのレベル
インジケーターで点検します。

  ブレーキ液の液面がレベルインジ
ケーター上限（MAX）1 と下限
（MIN）2の間にあれば正常です。

※  右ハンドル車のブレーキ液リザーブタン
クは、エンジンルームに向かって左側に
あります。
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 ブレーキ液の交換

定期的にメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検を受けてください。詳
しくはメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場におたずねください。

!ブレーキ液の減りかたが著しいと
きは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検を受けてください。

!ブレーキ液の補給や交換は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場で
行なってください。

!補給のときは、ゴミや水がリザー
ブタンクの中に入らないようにして
ください。たとえ小さなゴミでも、
ブレーキが効かなくなるおそれがあ
ります。

!レベルインジケーターの上限を超
えて補給すると、ブレーキ液が走行
中に漏れて塗装面を損傷するおそれ
があります。ボディに付着したとき
は、すみやかに水で洗い流してくだ
さい。

!ブレーキ液は使用している間に大
気中の湿気を吸収して劣化します。
劣化した状態で使用すると、苛酷な
条件下ではベーパーロックが発生す
るおそれがあります。

iベーパーロック：長い下り坂や急
な下り坂などでブレーキペダルを
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰
してブレーキパイプ内に気泡が発
生し、ブレーキペダルを踏んでも
圧力が伝わらず、ブレーキが効か
なくなる現象のことです。

  ウォッシャー液

G 火災のおそれがあります
ウォッシャー液は可燃性です。火気を
近付けたり、近くで喫煙をしないで
ください。また、エンジンが熱くなっ
ているときは補給しないでください。

iウインドウウォッシャー液とヘッ
ドランプウォッシャー液のリザーブ
タンクは兼用です。

iウォッシャー液には夏用と冬用の
2種類があります。夏用には油膜の
付着を防ぐ効果があり、冬用には凍
結温度を下げる効果があります。

 ウォッシャー液を補給する

左ハンドル車

�  リザーブタンクに補給する前に、
ウォッシャ－液と水を適正な混合比
に混ぜます。

�  ウォッシャー液リザーブタンクの
キャップ1を開きます。

�  ウォッシャー液を補給します。

�  キャップ1を取り付けます。
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使用するウォッシャー液

専用の純正ウォッシャー液を水に混ぜ
て使用します。

!補給する前に別の容器で適正な混
合比に混ぜてください。

!粗悪なウォッシャー液や石けん水
を使用すると、塗装面を損傷するお
それがあります。

!ウォッシャー液が出なくなったと
きは、ウォッシャーの操作をしない
でください。ウォッシャーポンプを
損傷するおそれがあります。

!ヘッドランプには樹脂製レンズを
使用しているため、必ず専用の純正
ウォッシャー液を使用してくださ
い。純正以外のウォッシャー液を使
用すると、レンズを損傷するおそれ
があります。

!ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ
オン水を混ぜないでください。液
量のセンサーを損傷するおそれがあ
ります。

!マルチファンクションディスプレ
イにウォッシャー液に関する故障 / 
警告メッセージが表示されたときは
（�285ページ）をご覧ください。

 タイヤとホイール

タイヤとホイールは必ず純正品および
承認されている製品を使用してくだ
さい。詳しくはメルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

G 事故のおそれがあります
•  純正品および承認されている製品
以外のタイヤやホイールを装着す
ると、ブレーキシステムやサスペ
ンションを損傷したり、事故を起
こすおそれがあります。

•  タイヤの摩耗には十分に注意し、
スリップサイン（別冊「整備手帳」
参照）が現われたら、すみやかに
交換してください。タイヤの溝の
深さが約 3mm以下になると著し
く滑りやすくなり、事故につなが
るおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
•  必ず規定の空気圧を守ってくださ
い。燃料給油フラップの裏側に、
規定のタイヤ空気圧を記載したラ
ベルが貼付してあります（�238
ページ）。

•  空気圧の低いタイヤで走行しな
いでください。タイヤが過熱して
破裂したり、火災を起こすおそれ
があります。

•  ホイールボルトはホイールに適合
した純正品だけを使用してくださ
い。純正品以外のホイールボルト
を使用すると、ホイールが脱落し
て事故を起こすおそれがあります。
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エンジンルーム

!ホイールやタイヤの選択を誤る
と、車全体のバランスに影響し、
安全性に支障をきたすおそれがあ
ります。

!装着するタイヤは指定されたサイ
ズ、および 4輪とも同じ銘柄のも
のにしてください。サイズや銘柄が
異なると、車両操縦性に悪影響をお
よぼし、事故を起こすおそれがあり
ます。

!再生タイヤを装着した場合、安全
性の保証はできません。

!純正品または承認されている製
品以外のタイヤやホイールを装着
すると、道路運送車両法違反にな
ることがあります。

!摩耗具合にかかわらず、6年以上
経過したタイヤは新品のタイヤと交
換してください。

 応急用スペアタイヤも同様に交換し
てください。

!トレッドがひどく摩耗したタイヤ
では、濡れた路面を走行しないで
ください。タイヤのグリップが著
しく低下し、ハイドロプレーニン
グ現象を起こすおそれがあります。

i新品のタイヤを装着したときは、
走行距離が約 100kmを超えるまで
は速度を控えて運転することをお勧
めします。

タイヤの点検

�  タイヤ空気圧ゲージを使用するか、
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊「整
備手帳」参照）を見て、空気圧が適
切であることを点検します。

�  タイヤに大きな傷がないこと、くぎ
や石などがささったり、かみ込んで
いないことを点検します。

�  タイヤが偏摩耗を起こしたり、極端
にすり減っていないことを点検しま
す。スリップサイン（別冊「整備手
帳」参照）が出ているときは、新し
いタイヤに交換します。

!ほこりの侵入や水分の浸入を防ぎ
バルブを保護するため、ホイールバ
ルブのキャップを必ず装着してくだ
さい。また、市販のタイヤ空気圧測
定装置をホイールバルブに装着する
など、純正品または承認されたバル
ブキャップ以外のものをホイールバ
ルブに装着しないでください。

!タイヤに空気を入れても、すぐに
空気圧が低下するときは、パンクや
ホイールの損傷、タイヤバルブから
の空気漏れなどのおそれがありま
す。ただちにメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

!タイヤの摩耗は均一ではありませ
ん。タイヤの摩耗を点検するとき
は、必ずタイヤの内側も点検して
ください。

!タイヤのトレッドやサイドウォー
ルがひどくすり減ったり、傷が付い
ているときは交換してください。
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走行時の注意

•  タイヤやホイールが損傷していると
きは、振動や騒音が発生したり、ス
テアリングが不自然な動きをするこ
とがあります。このようなときはた
だちに安全な場所に停車して、タイ
ヤとホイールを点検してください。

  異常が見つからないときも、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

•  路面の段差などを乗り越えるとき
は、速度を落とし、注意して走行し
てください。タイヤやホイールを損
傷するおそれがあります。

•  駐車時は、タイヤやホイールが縁石
に接触しないようにしてください。

  また、縁石を乗り越える必要がある
ときは、縁石に対してタイヤをでき
るだけ直角にしてください。タイヤ
を損傷するおそれがあります。

タイヤを清掃するとき

•  ホイールには酸性のホイールク
リーナーを使用しないでください。
ホイールやホイールボルト、ブレー
キディスクが腐食するおそれがあ
ります。

•  ホイールクリーナーなどでホイール
を清掃した後にそのまま放置する
と、ブレーキディスクやブレーキ
パッドなどが腐食するおそれがあり
ます。

  このようなときは、しばらく走行し
て、ブレーキディスクやブレーキ
パッドを乾燥させてください。

 タイヤの保管について

装着していないタイヤは、オイルや
グリース類、燃料などの付着するお
それのない、乾燥した冷暗所に保管
してください。

 タイヤの清掃について

!高圧式スプレーガンを使用してタ
イヤを清掃しないでください。タ
イヤを損傷するおそれがあります。
損傷したタイヤは必ず交換してく
ださい。

 タイヤの回転方向について

回転方向が指定されているタイヤは、
正しい方向に回転するように装着す
ることで、ハイドロプレーニング現
象などを発生しにくくし、タイヤの
性能を発揮することができます。

タイヤの側面に記載された回転方向
の矢印などの指示に従って装着して
ください。
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  タイヤ空気圧ラベル

タイヤ空気圧ラベルの例

タイヤ空気圧ラベルは、燃料給油フ
ラップ裏側に貼付されています。

装着されているタイヤのサイズや荷物
の量などに応じて、前輪と後輪の空気
圧を調整してください。

単位は「kPa（100kPa=1bar）」と「psi」
で示しています。

タイヤ空気圧ラベルの例

タイヤサイズの代わりに、"16“" や 
"R16" などのホイール外径で表示され
ていることもあります。

※  タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる
ことがあります。

タイヤサイズ表示の例

ホイール外径1はタイヤのサイド
ウォールのタイヤサイズ表示に記載さ
れています。

H 環　境
定期的にタイヤの空気圧を点検して
ください。タイヤの空気圧が低いと、
燃料を余計に消費します。

G 事故のおそれがあります
空気圧の低いタイヤで走行しないで
ください。タイヤが過熱して破裂し
たり、火災を起こすおそれがありま
す。必ず規定の空気圧を守ってくだ
さい。

タイヤに空気を入れすぎないでくだ
さい。空気を入れすぎたタイヤは、路
上の破片や凹みなどにより損傷を受
けたりパンクしやすくなります。ま
た、タイヤ空気圧警告システムが正
しく作動しなくなったり、車両操縦
性に悪影響をおよぼすおそれがあり
ます。



239

日
常
の
取
り
扱
い

タイヤとホイール

G 事故のおそれがあります
ホイールバルブには純正品または承
認されたバルブキャップ以外のもの
を装着しないでください。特にバル
ブにねじ込んで装着するタイプの市
販のタイヤ空気圧計測器を装着する
と、ホイールバルブに負担がかかり、
ホイールバルブが脱落するおそれが
あります。また、構造上バルブが常
に開いた状態になり、空気漏れにつ
ながるおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
タイヤの空気圧が何度も低下すると
きは以下のことを確認してください。

• タイヤに異物がささっていないこと

•  ホイールやタイヤバルブから空気
が漏れていないこと

•  純正品または承認されたバルブ
キャップが装着されていること

タイヤの空気圧が低いときは、車の
安全性に悪影響を及ぼし、事故につ
ながるおそれがあります。

!必ず法定速度を守って走行してく
ださい。

!周囲の気温が約 10℃変化すると、
タイヤ空気圧は約 0.1bar変化しま
す。タイヤ空気圧を点検するときは
周囲の気温に注意してください。

i"up to 210km/h" の表示がある場
合は、"up to 210km/h" の空気圧
に調整してください。

i日頃からタイヤの空気圧を点検し
てください。特に重い荷物を積んで
高速走行するときなどは必ず点検を
行なってください。

i走行した直後や炎天下のようにタ
イヤ自体が高温になっているとき
は、約 0.3barほど空気圧が高くな
ります。空気圧はタイヤが冷えてい
るときに測定してください。

i応急用スペアタイヤの空気圧は、
応急用スペアタイヤのホイールまた
はタイヤに記載されています。

  タイヤ空気圧警告システム *

4輪すべてのタイヤの回転速度をモ
ニターし、タイヤ空気圧が低下する
ことにより他のタイヤとの回転速度
に差が生じると、マルチファンクショ
ンディスプレイに警告メッセージを
表示します。

タイヤ空気圧警告システムは、以下の
状況のときは作動しません。

•  カーブを曲がっているとき

• 加速または減速をしているとき

•  砂地や舗装されていない地面などの
滑りやすい路面を走行しているとき

•  積雪路や凍結路などを走行している
とき

• スノーチェーンを装着しているとき

• 重い荷物を積んでいるとき

上記に該当しない条件で約 20km/h
以上の速度で数分間走行した後、異常
が検知されると警告が行なわれます。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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G 事故のおそれがあります
•  空気の入れすぎなど、誤ったタイ
ヤ空気圧の調整に対しては警告が
行なわれません。燃料給油フラッ
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラベ
ルを参照し、必ず規定の空気圧に
調整してください。

•  タイヤ空気圧警告システムは、複
数のタイヤから同量の空気が漏れ
た場合などは検知できません。ま
た、タイヤ空気圧の点検を行なう
システムではありません。

•  突然の空気圧低下（タイヤに異物
が貫通した場合など）に対しては
警告を行なうことができません。
このときは、急ブレーキや急ハン
ドルを避け、しっかりステアリン
グを支えながら、徐々に減速して
安全な場所に停車してください。

 タイヤ空気圧警告システムを再起動
する

以下のときは、タイヤ空気圧警告シス
テムを再起動させてください。

•  タイヤ空気圧を調整したとき

•  タイヤやホイールを交換したとき

•  新しいタイヤやホイールを装着した
とき

�  タイヤ空気圧警告システムを再起
動する前に、燃料給油フラップの
裏側に貼付されているタイヤ空気
圧ラベル（�238ページ）を参照
して、すべてのタイヤが適正な空
気圧に調整されていることを確認
してください。

G 事故のおそれがあります
タイヤ空気圧警告システムは、タイ
ヤ空気圧が適正に調整されていない
ときは、正常に作動しません。

�  イグニッション位置を 2にします。

ﾀｲﾔｸｳｷｱﾂ
ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ

SP20.5℃
ﾒﾆｭ：ーR ﾎﾞﾀﾝ

�  VまたはUを押して、車両
情報メイン画面を表示させます
（�134ページ）。

�  &または*を押して、タイヤ
空気圧警告システム画面を表示させ
ます。

  " ﾀｲﾔｸｳｷｱﾂ ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ ﾒﾆｭｰ：R ﾎﾞﾀﾝ " 
と表示されます。

iマルチファンクションディスプレ
イに " ﾀｲﾔｸｳｷｱﾂ ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ  
ｵﾝﾃﾞ ｼﾖｳｶﾉｳ " と表示されたときは、
イグニッション位置を 2にしてく
ださい。

�  リセットボタンを押します。

ﾀｲﾔ ｸｳｷｱﾂ
ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ ｻｲｼﾄﾞｳ?

SP
20.5℃ +

-
ﾊｲ
ｷｬﾝｾﾙ

  マルチファンクションディスプレ
イに " ﾀｲﾔ ｸｳｷｱﾂ ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ ｻｲｼﾄﾞｳ ?" 
と表示されます。

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更される場合があります。
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�  Wを押して、" ﾊｲ " を反転表示に
します。

ﾀｲﾔ ｸｳｷｱﾂ
ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ

SP20.5℃  ｻｲｼﾄﾞｳ

  マルチファンクションディスプレイ
に " ﾀｲﾔｸｳｷｱﾂ ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ ｻｲｼﾄﾞｳ " と
表示されます。

  数秒後に、タイヤ空気圧警告システ
ムが作動を始めます。

iマルチファンクションディスプレ
イに " ﾀｲﾔ ｸｳｷｱﾂ ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ ｻｲｼﾄﾞｳ ?" 
と表示されてから、Wを押さず
に約 15秒間経過すると、再起動は
中断されます。

  タイヤローテーション

G 事故のおそれがあります
•  タイヤローテーションは、前後輪が
同サイズのウィンタータイヤを装
着したときのみ行なってください。

•  標準タイヤ / ホイールは、サイズ
が前後で異なるため、タイヤロー
テーションを行なわないでくださ
い。前後のタイヤを入れ替えると
車両操縦性や走行安定性が確保で
きません。

•  ホイールボルトの締め付けトルク
は 13kg-m（130Nm） で す。 タ
イヤローテーションを行なった後
は、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場でホイールボルトの締め
付けトルクを確認してください。

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転
方法、路面状況によって大きく異なり
ます。

5,000～ 10,000kmを目安に摩耗具
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっきり
した時点でタイヤローテーションを行
なってください。

タイヤローテーションの方法

タイヤローテーションを行なう

�  前後のタイヤ位置を入れ替えます。

iタイヤローテーションを適切に実
施すると、タイヤの摩耗を均一化す
ることができます。

iタイヤを入れ替えた後にタイヤ空
気圧を調整してください。

iタイヤ空気圧は、燃料給油フラッ
プの裏側に貼付してあるタイヤ空気
圧ラベルで確認してください。

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更される場合があります。



242
日
常
の
取
り
扱
い

寒冷時の取り扱い

 寒冷時の取り扱い

  寒冷時の注意

寒冷時には、通常とは異なった取り扱
いが必要です。必ず以下の注意事項を
守ってください。

冷却水 / バッテリー

メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ
ることやバッテリーの液量や充電状態
に不足がないことを点検してください。

エンジンオイル

車を使用する場所の外気温に合わせた
グレードと粘度のエンジンオイルを使
用してください。

ウォッシャー液

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ
ります。冬用の純正ウォッシャー液を
使用してください。

冬季の手入れ

凍結防止剤がまかれた道路を走行した
ときは、早めに下回りの洗車をしてく
ださい。凍結防止剤が付着したまま放
置すると、腐食の原因になります。凍
結防止用の塩類をまく地方の場合、少
なくとも 1年に一度ボディ下回りの防
錆処理をすることをお勧めします。

積雪

ボディやウインドウに雪が積もったと
きはすべて取り除いてください。走行
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが
あります。

!ウインドウに付着した雪や氷を取
り除くときは、ウインドウのシー
ル部を損傷しないように注意して
ください。特にリアウインドウ左
右の溝部分やシール部には注意し
てください。

ドアやトランクの凍結

ドアやトランクが凍結しているときは
以下のような方法で走行する前に解凍
するか、氷を取り除いてください。

•  氷を取り除くときは、樹脂製のへ
らなどを使用し、ボディやウイン
ドウを損傷しないように注意して
ください。

•  ドアやトランクが凍結して開かない
ときは、開口部周囲にぬるま湯をか
け、解凍してから開いてください。
また、キーシリンダーにはぬるま湯
がかからないようにしてください。

•  再凍結を防止するため、余分な水分
はきれいに拭き取ってください。

•  凍結したまま無理にドアやトランク
を開こうとすると、周囲の防水シー
ルやウェザーストリップなどを損傷
するおそれがあります。

•  ドアウインドウが凍結しているとき
は、ドアを開いたときにドアウイン
ドウやリアクォーターウインドウは
下降しません。

  このときは、無理にドアを閉じない
でください。ドアウインドウやリア
クォーターウインドウ、ドアやシー
ル部を損傷するおそれがあります。
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ボディ下側の着氷

•  走行前にボディ下部やフェンダーの
内側を点検してください。ブレーキ
関連部品やステアリング関連部品、
サスペンションなどに雪や氷塊が付
着していたり、フェンダーの内側に
雪が詰まって固まっていると、ボ
ディを損傷したり、車のコントロー
ルを失って事故を起こすおそれがあ
ります。

•  雪や氷塊が付着しているときは、ぬ
るま湯をかけるなどして、部品やボ
ディを損傷しないように注意しなが
ら、雪や氷塊を取り除いてください。

•  走行中にも、はね上げた雪や水しぶ
きが凍結し、氷となってボディ下部
やフェンダーの内側に付着します。
休憩時もこまめに点検し、雪や氷塊
が付着しているときは、大きくなる
前に取り除いてください。

ワイパーなどの凍結

ワイパーやドアミラー、トランク、ド
アウインドウやリアクォーターウイン
ドウ、バリオルーフなどが凍結してい
るときに、無理に動かすとモーターを
損傷するおそれがあります。

周囲にぬるま湯をかけるなどして、必
ず解凍してから操作してください。

また、ドアミラーは手で動かさないで
ください。

乗車前に

靴底などに付着した雪や氷を取り除い
てから乗車してください。ペダルを操
作するときに滑ったり、車内の湿度が
高くなってウインドウの内側が曇りや
すくなります。

雪道で動けないとき

雪道で動けなくなったときは、先にマ
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲
から雪を取り除いてください。排気ガ
スが車内に侵入するおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
マフラーなどが雪に埋もれた状態でエ
ンジンをかけていると、排気ガスが
車内に入り一酸化炭素中毒を起こした
り、中毒死するおそれがあります。

駐車するとき

寒冷時や積雪地での駐車時は以下の点
に注意してください。

•  パーキングブレーキが凍結するおそ
れがある場合は、パーキングブレー
キを使用せず、セレクターレバーを
Bに入れ、確実に輪止めをして
ください。

•  できるだけ風下や建物の壁、日光の
当たる方向にエンジンルームを向け
て駐車し、エンジンが冷えすぎない
ように心がけてください。

•  軒下や樹木の陰には駐車しないでく
ださい。雪やつららが落ちてきてボ
ディを損傷するおそれがあります。

•  エンジンを毛布でカバーしたり、フ
ロントグリルの内側にダンボールや
新聞紙などを挟まないでください。
放置したままエンジンを始動する
と、火災や故障の原因になります。
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  ウィンタータイヤ

雪道や凍結路を走行するときや外気温
度が約 7℃以下のときは、ウィンター
タイヤの装着をお勧めします。

このような路面状況では、ウィンター
タイヤを装着することで、ABSや
ESP®の効果が発揮されます。

装着するウィンタータイヤは、指定さ
れたサイズで 4輪とも同じ銘柄のもの
にしてください。

ウィンタータイヤを装着したときは、
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ
ヤ空気圧警告システム *を再起動して
ください。

G 事故のおそれがあります
•  ウィンタータイヤの溝の深さが

4mm以下になったときは、必ず新
品と交換してください。

•  ウィンタータイヤの装着時に、応
急用スペアタイヤを装着すると、
車両操縦性や走行安定性、制動性
能が大きく低下しますので注意し
てください。

  スペアタイヤは応急的に使用し、
できるだけ早くウィンタータイヤ
に戻してください。

!回転方向が指定されているウィン
タータイヤは、タイヤの側面に記さ
れた回転方向の矢印などの指示に
従って装着してください。

!ウィンタータイヤを装着していて
も、雪道や凍結路面では、SBCホー
ルドやクルーズコントロール、ディ
ストロニック *は使用しないでく
ださい。

!ウィンタータイヤを外した後は、
タイヤ / ホイールをオイルやグリー
ス類、燃料などの付着するおそれの
ない、乾燥した冷暗所に保管してく
ださい。

iウィンタータイヤについて、詳し
くはメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場におたずねください。

  スノーチェーン

ウィンタータイヤでも走行が困難なと
きは、スノーチェーンを装着してくだ
さい。

スノーチェーンは、Daimler AGの指
定品を使用してください。取り扱いに
ついては、スノーチェーンに添付され
ている取扱説明書に従ってください。

!スノーチェーンは必ず後輪の両輪
に装着してください。

!前輪にはスノーチェーンを装着し
ないでください。ボディやフェン
ダーの内側またはサスペンション部
品などに接触し、タイヤや車両を損
傷するおそれがあります。

!応急用スペアタイヤにはスノー
チェーンを装着しないでください。

!標準タイヤ / ホイールにはスノー
チェーンを装着しないでください。

!ABC装備車にスノーチェーンを
装着したときは、必ず車高をレベ
ル 1に設定して走行してください
（�180ページ）。標準の車高では、
チェーンがボディに接触してボディ
を損傷するおそれがあります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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!指定品以外のスノーチェーンを装
着すると、タイヤから外れたり、車
体に接触するおそれがあります。

!スノーチェーンの脱着は、周囲の
交通を妨げない、安全で平坦な場所
で行なってください。

!スノーチェーン装着時は約 50km/h
以下の速度で走行してください。

!路面に雪や凍結がなくなったとき
は、スノーチェーンを外してくだ
さい。

iスノーチェーン装着中は、ESP®の
機能を解除したほうが走行しやすい
場合があります。

iスノーチェーンについて、詳しく
はメルセデス・ベンツ指定サービス
工場におたずねください。

  雪道や凍結路面の走行

雪道や凍結路面ではタイヤが非常に滑
りやすくなっています。十分な車間距
離を確保し、いつもより控えめな速度
で慎重に走行してください。

安全な走行と操縦性を確保するため、
以下の注意事項を守ってください。

•  ウィンタータイヤまたはスノー
チェーンを必ず使用してください。

•  走行モードを Cモードに切り替え
てください（�121ページ）。

•  急ハンドル、急ブレーキ、急加速な
どを避けてください。

•  ブレーキに付着した雪や水滴が凍結
して、ブレーキの効きが悪くなるこ
とがあります。このようなときは、
後続車に注意しながら低速で走行
し、ブレーキの効きが回復するまで
ブレーキペダルを数回軽く踏んでく
ださい。

G 事故のおそれがあります
滑りやすい路面を走行しているとき
は、低いギアレンジの選択やシフト
ダウンによってエンジンブレーキが
効くと、駆動輪がグリップを失うお
それがあります。低いギアレンジを
選択したり、シフトダウンするとき
は十分注意してください。また、滑
りやすい路面状況で駆動輪を空転さ
せると、駆動系部品を損傷するおそ
れがあります。
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 走行時の注意

  エンジンを停止しての走行

G 事故のおそれがあります
エンジンが停止しているときは、ブ
レーキやステアリングの操作に非常
に大きな力が必要になります。

走行中はエンジンを停止しないでく
ださい。

  ブレーキ

G 事故のおそれがあります
•  滑りやすい路面で急激なエンジン
ブレーキを効かせないでください。
駆動輪がスリップして車のコント
ロールを失い、事故を起こすおそ
れがあります。

•  長い下り坂や急な下り坂では必ず
ティップシフトで低いギアレンジ
を選択し、エンジンブレーキを併
用してください。エンジンブレー
キを併用しないでブレーキペダル
を踏み続けたり、急ブレーキを繰
り返すと、ブレーキが効かなくな
り停車できなくなるおそれがあり
ます。

G 事故のおそれがあります
ブレーキ操作が、後続車などに危険
をおよぼすことがないように注意し
てください。

G 火災のおそれがあります
ブレーキペダルの上に足を置いたま
ま運転しないでください。ブレーキ
パッドが早く摩耗するだけでなく、ブ
レーキが過熱して効かなくなったり、
火災が発生するおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
新車時または交換した新品のブレー
キパッドは、目安として走行距離が
数百 kmを超えるまでは制動性能を完
全には発揮できません。最初の数百
kmまでは、必要に応じてブレーキペ
ダルを少し強めに踏んでください。

!SBC（センソトロニック・ブレーキ・
コントロール）の点検・修理やブレー
キパッドの交換などは、必ずメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で行
なってください。SBCにはブレー
キ液を自動的に蓄圧する機能がある
ため、システムを解除してから作業
しないと、ブレーキ液が漏れたり、
ブレーキが自動的に作動してけがを
したり、車を損傷するおそれがあり
ます。

!ブレーキが過熱している状態のと
きは、ブレーキに水がかからないよ
うにしてください。ブレーキディス
クを損傷するおそれがあります。

!必ず純正のブレーキパッドを使用
してください。純正以外のブレーキ
パッドを使用すると、ブレーキ特性
が変わって安全なブレーキ操作がで
きなくなるおそれがあります。
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!ブレーキシステムを改造したり、
スぺーサーやブレーキダストシール
ドなどを使用しないでください。

iバッテリーがあがったり、バッテ
リーの接続が断たれると、次にバッ
テリーを接続してエンジンを始動し
たときに、マルチファンクション
ディスプレイに ABSや ESP®に関
する故障 / 警告メッセージが表示
されたり、ABS警告灯が点灯する
ことがあります。

 このときはステアリングを左右どち
らかにいっぱいまでまわし、次に反
対方向にいっぱいまでまわすと、故
障 /警告メッセージが消え、警告
灯が消灯します。

iブレーキペダルを踏んで SBCが
起動した場合、ブレーキペダルの踏
み始めは抵抗が軽く、踏みしろも通
常より大きくなります。ブレーキペ
ダルから足を放すと、通常の踏みし
ろに戻ります。

iブレーキペダルに脈動が感じられ
たり、エンジンルームから作動音が
聞こえることがあります。この音は
SBCポンプから発生しているもの
で異常ではありません。

iSBCは以下のときに自動的に解除
されます。

 •  リモコン操作またはキーレス
ゴー操作で施錠してから約 20
秒後

 •  エンジンスイッチからキーを抜
くか、イグニッション位置を 0
にしてから約 2分後

i長い急な下り坂では、ティップシ
フトで低いギアレンジを選択して、
エンジンブレーキを効かせてくださ
い。ブレーキの過熱や過度の摩耗を
防ぐことができます。

iクルーズコントロールや可変ス
ピードリミッターの作動中も、低い
ギアレンジを選択することによりエ
ンジンブレーキを効かせることがで
きます。

i急ブレーキなどでブレーキに大き
な負担をかけた後は、ブレーキディ
スクが冷えるまでしばらく走行を続
けてください。

i高速道路を走行しているときなど
ブレーキをかけずに長時間走行して
いるときは、ブレーキの効きが悪く
なることがあります。このようなと
きは後続車に注意しながら、時々ブ
レーキを効かせてください。
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J ブレーキ警告灯

イグニッション位置を 2にすると点灯
し（点灯しないときは、警告灯が故障
しています）、エンジン始動後に消灯
します。

エンジン始動後もパーキングブレーキ
を効かせているときは、点灯したまま
になります。

パーキングブレーキを解除しても消灯
しないときや、エンジンがかかってい
るときに点灯したときは、ブレーキ液
の量が不足しています。安全な場所に
停車して、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場に連絡してください。

!マルチファンクションディスプレ
イにブレーキ液またはブレーキパッ
ドに関する故障 / 警告メッセージ
が表示されたときは（�278､279
ページ）をご覧ください。

 AMG強化ブレーキシステム *の注意
事項

AMG強化ブレーキシステムは、走行
速度やブレーキペダルの踏力、気温や
湿度などの外気環境により、ブレーキ
ノイズを発生することがあります。

また、ブレーキパッドやブレーキディ
スクなどブレーキシステムを構成する
部品は、運転スタイルや走行状況に応
じて摩耗度合いが異なってきます。走
行距離は摩耗度合いを測る目安にはな
りません。負荷の高い運転を行なった
ときは、摩耗度合いが高くなります。

!AMG強化ブレーキシステムに高
い負荷を与えるような走行をした
後は、必ずメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

  タイヤグリップについて

安全な走行のため、濡れた路面や凍結
した路面では、乾燥した路面を走行す
るときよりも低い速度で走行してくだ
さい。

外気温度が低いときは、路面の状態に
十分注意してください。路面が凍結し
ているときは、ブレーキ時にタイヤと
路面の間に薄い水の層が形成され、タ
イヤのグリップが大きく低下します。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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 走行するとき

アクセルペダルはおだやかに操作

•  発進や加速するときは、タイヤを空
転させないようにおだやかにアクセ
ルペダルを操作してください。タイ
ヤを空転させると、タイヤだけでな
くトランスミッションや駆動系部品
を損傷するおそれがあります。

•  車間距離を十分に確保し、不要な急
発進や急加速、急ブレーキを避けて
ください。

横風が強いとき

横風が強く、車が横方向に流されそう
なときは、ステアリングをしっかりと
握り、いつもより速度を下げて進路を
保ってください。

トンネルの通過

トンネルに進入するときは、ヘッドラ
ンプを点灯してください。内部照明が
暗いトンネルでは、進入直後に視界が
悪くなることがありますので、十分注
意してください。

エンジンブレーキの活用

下り坂が続くときは、エンジンブレー
キを活用してください。ブレーキペダ
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ
ディスクが過熱してブレーキの効きが
悪くなるおそれがあります。

iエンジンブレーキ：走行中、アク
セルペダルを戻したときに発生す
るエンジンの内部抵抗を利用した
減速をエンジンブレーキといいま
す。低いギアのときほど効きが強
くなります。

滑りやすい路面

滑りやすい路面では、シフトダウン操
作による急激なエンジンブレーキは効
かせないでください。

水たまりの通過後

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ
レーキの効きが遅れたり、悪くなるこ
とがあります。このようなときは、後
続車に注意しながら低速で走行し、ブ
レーキの効きが回復するまでブレーキ
ペダルを数回軽く踏んでください。

道路が冠水しているときや車が水没し
たとき

•  冠水した道路を走行するときに許
容されている最大水深は約 12cm
です。

  波が立たないような速度で走行して
ください。また、周囲の車両が立て
る波にも注意してください。

•  豪雨などで道路が冠水し、マフラー
に水が入ったときは決してエンジ
ンを始動しないでください。その
ままエンジンを始動すると、エン
ジンに重大な損傷を与えるおそれ
があります。

•  車が水没した場合は、水が引いた後
でもエンジンを始動せずに、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場に連
絡してください。
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スタック（立ち往生）したとき

•  ぬかるみなどでタイヤが空転したり
脱輪した状態から脱出するときは、
タイヤを高速で空転させないでくだ
さい。脱出直後に車が急発進し、事
故を起こすおそれがあります。

  また、タイヤを高速で空転させると
異常な過熱が起こり、タイヤの破裂
や火災などの事故が起きたり、トラ
ンスミッションを損傷するおそれが
あります。

•  スタックした状態から脱出するとき
は、タイヤ前後の土や雪などを取り
除いたり、タイヤの下に板や石など
をあてがうと効果的です。

 走行中に異常を感じたら

警告灯が点灯したときやマルチファン
クションディスプレイに故障 / 警告
メッセージが表示されたとき

ただちに安全な場所に停車してエンジ
ンを停止し、本書に従い対処してくだ
さい。それでも警告灯や故障 / 警告
メッセージが消灯しないときは、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場に連
絡してください。そのまま走行を続け
ると、事故を起こしたり、車に重大な
損傷を与えるおそれがあります。

ボディ下部に強い衝撃を受けたとき

ただちに安全な場所に停車してボ
ディの下部を点検し、ブレーキ液や燃
料などが漏れていないか確認してく
ださい。漏れやボディ下部に損傷を見
つけたときは、運転を中止してメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場に連絡
してください。損傷を放置したまま走
行を続けると、事故を起こすおそれが
あります。

走行中にタイヤがパンクしたり、破裂
したとき

あわてずにしっかりステアリングを支
えながら、徐々に減速して安全な場所
に停車してください。急ブレーキや急
ハンドル操作をすると、車のコント
ロールを失い、事故を起こすおそれが
あります。

 駐停車するとき

駐車するときの注意事項

•  マフラーは非常に高温になります。
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え
やすいものがある場所には駐停車し
ないでください。

•  同乗者がドアを開くときは、周囲に
危険がないことを運転者が確認して
ください。

•  見通しの悪い場所や暗い場所では駐
車しないでください。

•  炎天下での駐車時には、車内各部の
温度が非常に高くなります。ステア
リングやセレクターレバー、シート
などに触れると、火傷をするおそれ
があります。
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走行時の注意

•  炎天下に駐車するときは、ウインド
ウにカバーをしたり、ステアリング
やセレクターレバー、シートなどに
カバーやタオルをかけて、温度の上
昇を抑えてください。

•  炎天下に駐車した後は、乗車する前
に換気をするなどして、車内各部の
温度を下げてください。

•  フロントウインドウやボンネットの
周囲に枯れ葉や異物がある場合は、
必ず取り除いてください。車両下部
の排水口が目詰まりを起こし、車内
に水が浸入するおそれがあります。

車の周囲が雪で覆われているとき

車の周囲が雪で覆われているときは、
雪を取り除いてからエンジンを始動し
てください。積雪によりマフラーがふ
さがれ、排気ガスが車内に侵入するお
それがあります。

急な坂道で駐車するとき

急な坂道で駐車するときは、セレク
ターレバーをBに入れ、パーキン
グブレーキを確実に効かせてくださ
い。さらに輪止めをして、前輪を歩道
方向に向けてください。

仮眠するとき

やむを得ず車内で仮眠するときは、安
全な場所に駐車して必ずエンジンを停
止してください。無意識のうちにセレ
クターレバーを動かしたり、アクセル
ペダルを踏み込むと、車が動き出し、
事故を起こすおそれがあります。

またアクセルペダルを踏み続けると、
エンジンやマフラーが異常過熱して火
災の原因になります。

後退するとき

後方視界が十分に確保できないとき
は、車から降りて後方の安全を確認し
てください。

 雨降りや濃霧時の運転

雨降りや濃霧時の注意事項

雨が降っていたり、濃霧が発生して
いるときは、路面が濡れて滑りやす
く視界も悪くなります。以下の点に
注意して、いつもより慎重に運転し
てください。

•  路面が滑りやすいため、タイヤの接
地力が大きく低下し、通常より制動
距離も長くなります。

  また、見通しが悪いため、歩行者や
障害物の発見が遅れがちになりま
す。いつもより速度を下げ、車間距
離を十分に確保してください。

•  濡れた路面では急激なエンジンブ
レーキを効かせないでください。滑
りやすい路面で急激なエンジンブ
レーキを効かせると、スリップして
車のコントロールを失い、事故を起
こすおそれがあります。

•  路面が濡れているときは、SBCホー
ルドやクルーズコントロール、ディ
ストロニック *は使用しないでく
ださい。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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 メンテナンス

車の性能を十分に発揮させ、安全かつ
快適に運転するためには、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検整備を
受ける必要があります。メルセデス・
ベンツ指定サービス工場では以下のよ
うな点検を行ないます。

Daimler AG指定の点検整備

Daimler AGの指示による点検整備項
目があります。これらはメンテナンス
インジケーターの表示に応じて実施し
ます。

1年および 2年点検整備

 1年、2年点検整備は、車検時を含め、
法律で定められ実施するものです。

 次の点検時期を示すステッカーがフロ
ントウインドウに貼付してあります。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

整備手帳

車には整備手帳が備えてあります。点
検整備で実施された作業は整備手帳で
確認してください。

日常点検

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な
ど、日常、車を使用するときにお客様
ご自身の判断で実施していただく点検
です。

点検項目は整備手帳に記載されています。

点検を実施したときに異常が発見され
た場合は、すみやかにメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

•  水たまりの通過後や激しい雨の中で
長時間ブレーキを使用しないで走行
しているときは、ブレーキの効きが
悪くなることがあります。このとき
は、後続車に注意しながら低速で走
行し、ブレーキの効きが回復するま
でブレーキペダルを数回軽く踏んで
ください。

•  安全な視界を確保するため、必要に
応じてデフロスターやリアデフォッ
ガーを作動させてください。または
エアコンディショナーを作動させて
車内を除湿してください。

•  雨降りや濃霧時は、自分の車の存在
を周囲に知らせるため、ヘッドラン
プやフォグランプを点灯してくださ
い。ただし、ヘッドランプを上向き
にすると、雨や濃霧に反射して視界
を損なったり、対向車を眩惑するた
め、下向きで点灯してください。

•  濃霧のときはフォグランプを点灯
し、速度を落として走行してくだ
さい。危険を感じるときは、霧が
晴れるまで安全な場所に停車して
ください。
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  メンテナンスインジケーター画面

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A
ｱﾄ 1000 km

SP20.5℃

走行距離や経過時間などに応じて、
メーカー指定点検整備の実施時期を表
示します。

メンテナンスインジケーター画面が表
示されたときは、メーカー指定点検整
備を行なってください。

 自動表示機能

次のメーカー指定点検整備の約 10日
前か約 1,000km前になると、イグニッ
ション位置を 2にしたときやエンジン
がかかっているときに、メンテナンス
インジケーター画面が自動的に表示さ
れます。

メンテナンスインジケーター画面を消
したいときは、リセットボタン（�130
ページ）を押します。

 手動表示

メンテナンスインジケーター画面は、
手動でも表示できます。

�  イグニッション位置を 1か 2にし
ます。

�  VまたはUを押して、車両情
報メイン画面を表示させます。

�   &または*を押して、メンテ
ナンスインジケーター画面を表示さ
せます。

 表示メッセージ

表示メッセージは、日頃の運転スタイ
ルなどに応じて以下のように変化し
ます。

点検整備実施前の表示例

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A ｱﾄ XX ﾆﾁ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B ｱﾄ XX ﾆﾁ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A ｱﾄ XX km"

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B ｱﾄ XX km"

点検整備実施時期になったときの表
示例

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A ｦ ｳｹﾃｸﾀﾞｻｲ !"

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B ｦ ｳｹﾃｸﾀﾞｻｲ !"

点検整備実施時期を過ぎたときの表
示例

以下のようなメッセージが表示され、
警告音が鳴ります。

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A XX ﾆﾁ ｺｴﾃｲﾏｽ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B XX ﾆﾁ ｺｴﾃｲﾏｽ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A XX km ｺｴﾃｲﾏｽ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B XX km ｺｴﾃｲﾏｽ "

!メンテナンスインジケーターは、
エンジンオイル量表示やエンジンオ
イル量の警告表示ではありません。

!メーカー指定点検整備を指定の
時期までに行なわなかった場合は、
保証などの対象外になることがあ
ります。

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更される場合があります。



254
日
常
の
取
り
扱
い

メンテナンス

 メンテナンスインジケーターのリセット

メーカー指定点検整備後に、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場でメンテ
ナンスインジケーターをリセットして
ください。

リセット後、次回メーカー指定点検整
備までの基本サイクルは、走行距離で
は 15,000km、日数では 365日に設
定されます。いずれか先に達する距離
または時期を次回のメーカー指定点検
整備時期として表示します。

!メンテナンスインジケーターの表
示などに異常があるときは、すみや
かにメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

i " ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A" " ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B" は、次回
のメーカー指定点検整備の内容を示
すもので、どちらが表示されるかは
日頃の運転スタイルや走行距離など
により異なります。詳しくは整備手
帳をご覧ください。

iメンテナンスインジケーターが自
動的に表示される時期は、運転ス
タイルや走行距離などにより変わ
ります。

  エンジン回転数を適度に保ち、短
距離短時間の運転を避けると、次
のメーカー指定点検整備の実施時
期までの走行距離が伸びることが
あります。

iブレーキパッドは次回のメーカー
指定点検整備以前に摩耗の限界に達
することがあります。ブレーキパッ
ドの交換については、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で相談の
上、以下のように対処してください。

 •  今回のメーカー指定点検整備で
交換する

 •  後日に別途交換する

iバッテリーの接続を外している間
の経過日数は、加算されません。
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 日常の手入れ

定期的に手入れをすることで、いつま
でも車を美しく保つことができます。

日常の手入れには、Daimler AGが指
定する用品のみを使用してください。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

G 中毒や火災のおそれがあります
一部の合成クリーナーなどには、有
機溶剤や可燃性物質が含まれている
ことがあります。カーケア用品を使
用するときは、必ず添付の取り扱い
上の注意を読み、指示に従ってくだ
さい。

車内でカーケア用品を使用するとき
はドアやドアウインドウを開き、十
分に換気してください。有機溶剤に
よる中毒を起こしたり、静電気が可
燃性ガスに引火して火災を起こすお
それがあります。

車の手入れをするときに、ガソリン
やシンナーなどを使用しないでくだ
さい。中毒を起こしたり、気化ガス
に引火して火災を起こすおそれがあ
ります。

カーケア用品は、子供の手が届くと
ころや火気の近くに置いたり保管し
ないでください。 

H 環　境
オイル・液類は、環境に配慮して廃
棄してください。

  外装

•  走行後は、ボディに付着したほこり
を毛ばたきなどで払い落としてくだ
さい。

•  少なくとも月に 1度は洗車してく
ださい。

•  飛び石により塗装面を損傷すると、
錆の原因になります。早めに補修を
行なってください。

•  保管や駐車は、風通しの良い車庫や
屋根のある場所をお勧めします。

•  泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、
油脂類、燃料およびタールなどが付
着したときは、すみやかに拭き取っ
てください。特に、鳥のふんは塗装
面を損傷しやすいため、できるだけ
早く水で洗い流してください。

•  凍結防止剤が散布してある道路を走
行したときは、すみやかに洗車し、
ボディ下側やフェンダー内を洗い流
してください。

•  直射日光が強く当たる場所や走行し
た直後でボンネットが熱くなってい
るようなときに、塗装面の手入れを
すると、塗装面を損傷するおそれが
あります。

•  ボディの表面にステッカーやフィル
ム、マグネットなどを貼付しないで
ください。塗装面を損傷するおそれ
があります。

•  誤って傷を付けたり、誤った手入
れにより錆などが発生したときは、
早めにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で補修することをお勧め
します。
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洗車

�  ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ
りなどを洗い流します。

�  水にカーシャンプーなどを混ぜた洗
浄液を用意し、車全体にかけます。
外気取り入れ口付近では少量にし、
ダクト内に洗浄液が残らないように
注意してください。

�  スポンジやセーム皮などを使用し
て、十分な量の水で洗い流します。

�  洗車後は、すみやかに水滴を拭き取
ります。

洗車時の注意

洗車をするときは、以下の点に注意し
てください。

•  水が凍るような寒いときや直射日光
が強く当たる場所、走行した直後で
ボンネットが熱くなっているような
ときは洗車をしないでください。

•  虫の死がいなどは、洗車前に取り除
いてください。

•  コールタールやアスファルトの汚れ
は、乾いてしまうと落としにくくな
るため、早めに処理してください。

•  洗車をするときは、マフラーに注意
してください。マフラー後端に触れ
て火傷をしたり、けがをするおそれ
があります。

•  走行した直後は、ブレーキディス
クやホイールに直接水などをかけ
ないでください。ブレーキディス
クが熱いときに急激に冷やすと、
ブレーキディスクを損傷するおそ
れがあります。

•  ホイールには酸性のホイールクリー
ナーを使用しないでください。ホ
イールやホイールボルトが腐食する
おそれがあります。

•  ホイールクリーナーなどでホイール
を清掃した後にそのまま放置する
と、ブレーキディスクやブレーキ
パッドなどが腐食するおそれがあり
ます。

  このようなときは、しばらく走行し
て、ブレーキディスクやブレーキ
パッドを乾燥させてください。

 高圧式スプレーガンの使用

G 事故のおそれがあります
高圧式スプレーガンのノズルをタイ
ヤに向けないでください。水圧が高
 いため、タイヤを損傷するおそれが
あります。

•  高圧式スプレーガンのノズルは、車
から十分離して使用してください。
水圧が高すぎると、塗装面を損傷す
るおそれがあります。

•  高圧式スプレーガンのノズルをウ
インドウガラス接合面やボディパ
ネルの継ぎ目部分、サスペンショ
ン、電気装備、コネクター類など
に近付けないでください。水圧が
高いため、車内に水が浸入したり、
防水シールや塗装面を損傷するお
それがあります。
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•  回転ブラシのかたさによっては、細
かな傷が付き、塗装面の光沢が失わ
れたり、劣化を早めるおそれがあり
ます。

•  車の後部左側にあるアンテナの損傷
を防ぐため、洗車機のローラーがア
ンテナに強く接触しないように洗車
機のスイッチを操作するか、アンテ
ナ部にテープを貼るなどして保護し
てください。

•  洗車後は、フロントウインドウやワ
イパーブレードに付着した洗浄液を
拭き取ってください。

 マットペイント塗装車の取り扱い

マットペイント塗装車は、艶消しクリ
アコートで塗装されています。

非常にデリケートな塗装のため、日常
の手入れなどで独特の質感を損なうお
それがあります。詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねく
ださい。

!塗装面を磨かないでください。ま
た、塗装面の手入れには、ワックス
や研磨剤、光沢剤のようなペイント
保護剤は使用しないでください。質
感を損なったり、塗装面を損傷する
おそれがあります。

!塗装面に汚れが付着したときは、
すみやかに取り除いてください。

!樹脂類や油脂類などを塗装面に
付着したままにしないでください。
質感を損なったり、塗装面を損傷
するおそれがあります。

!ワックスなどの汚れが付着したと
きは、シリコン除去剤を使用して、
軽くたたきながら汚れを拭き取って
ください。

 自動洗車機の使用

G 事故のおそれがあります
自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ
の効きが悪くなることがあります。ブ
レーキディスクやブレーキパッドが乾
くまでは、十分注意して走行してくだ
さい。

G 事故のおそれがあります
自動洗車機を使用するときは。必ず
SBCホールドを解除してください。

自動洗車機で洗車するときは以下の点
に注意してください。

•  高圧洗浄や高温のワックス処理を行
なう自動洗車機は使用しないでくだ
さい。ドアやバリオルーフなどから
水漏れを起こすおそれがあります。

•  ノンブラシ式の自動洗車機を使用し
てください。

•  車の汚れがひどいときは、自動洗車
機で洗車する前に水洗いをしてくだ
さい。

•  自動洗車機が車のサイズに合ってい
ることを確認してください。

•  ドアウインドウやリアクォーターウ
インドウが完全に閉じていることを
確認してください。

•  洗車前にドアミラーを格納してくだ
さい。

•  余熱ヒーター・ベンチレーション
が停止していることを確認してく
ださい。

•  ワイパーを停止してください
（�107ページ）。
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!タールなどの汚れが付着したとき
は、タール除去剤を使用して、軽く
たたきながら汚れを拭き取ってくだ
さい。

!高圧式スプレーガンやスチーム
クリーナーは使用しないでくださ
い。塗装面を損傷するおそれがあ
ります。

!塗装の修復などは、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で行なって
ください。

 ウインドウの清掃

G 事故のおそれがあります
フロントウインドウを清掃するとき
は、必ずエンジンスイッチからキー
を抜くか、イグニッション位置を 0
にしてください。ワイパーが作動し
てけがをするおそれがあります。

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ
た柔らかい布で清掃してください。

!ウインドウの内側を清掃するとき
は、乾いた布や研磨剤、有機溶剤を
含むクリーナーなどを使用しないで
ください。また、かたい物でこすら
ないでください。ウインドウを損傷
するおそれがあります。

!フロントウインドウやリアウイン
ドウの排水口にたまった枯葉やほこ
りなどを定期的に清掃してくださ
い。排水口が目詰まりを起こし、腐
食の原因になります。

 ワイパーブレードの清掃

G けがのおそれがあります
ワイパーブレードを清掃するときは、
必ずエンジンスイッチからキーを抜
くか、イグニッション位置を 0にし
てください。ワイパーが作動してけ
がをするおそれがあります。

!ワイパーブレードを引っ張らない
でください。ワイパーブレードを損
傷するおそれがあります。

!ワイパーブレードの清掃は、頻繁
には行なわないでください。また強
くこすったりしないでください。表
面のコーティングが損傷して異音な
どの原因になります。

�  ワイパーアームを起こします
（�311ページ）。

�  ワイパーブレードを、湿らせた柔ら
かい布で軽く拭きます。

�  ワイパーアームを元の位置に戻し
ます。

!ワイパーアームを元の位置に戻す
ときは、ワイパーアームを持って
ゆっくりと戻してください。ウイン
ドウを損傷するおそれがあります。
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 ランプ類の清掃

ヘッドランプを含むランプ類は樹脂製
レンズです。流水または水とカーシャ
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流してく
ださい。

!有機溶剤や強アルカリ洗剤などを
使用したり、乾いた布などで強くこ
すらないでください。また、ヘッド
ランプウォッシャーは必ず専用の純
正ウォッシャー液を使用してくださ
い。レンズを損傷するおそれがあり
ます。

 センサーの清掃

パークトロニックやディストロニッ
ク *のセンサー1を清掃するときは、
流水または水とカーシャンプーを混
ぜた洗浄液で洗い流してください。

!センサーを清掃するときは、乾
いた布、目の粗い布、かたい布な
どは使用しないでください。また、
純正以外の手入れ用品を使用した
り、強い力で乾拭きしないでくだ
さい。センサーを損傷するおそれ
があります。

!センサーには、高圧式スプレーガ
ンやスチームクリーナーを使用しな
いでください。センサーや塗装面を
損傷するおそれがあります。

 マフラーの清掃

路面の小石や腐食性のある環境物質
などの不純物の影響により、マフラー
の表面にサビが発生することがあり
ます。

定期的にマフラーの手入れをすること
により、マフラーの輝きを保ち、また
元の輝きを取り戻すことができます。

!ホイールクリーナーなど、アルカ
リ性のクリーナーでマフラーの手入
れを行なわないでください。

  マフラーの手入れについては、メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工
場におたずねください。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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 車内

G けがのおそれがあります
清掃するときは、プラスチック部品の
端部や、シート下部などにあるリン
ケージやヒンジなどの金属部分が露
出した箇所に注意してください。触
れるとけがをするおそれがあります。

•  ウインドウに、極細の熱線やアンテ
ナ線がプリントされている車種があ
ります。ガラス面の内側を清掃する
ときは、湿った柔らかい布を使用し
て、熱線やアンテナ線に沿って拭き
取り、傷を付けないように注意して
ください。

  また、乾いた布で拭いたり、研磨剤
や有機溶剤を含むクリーナーなどを
使用しないでください。

•  ウインドウに遮光フィルムなどを
貼付すると、携帯電話やラジオな
どの電波に影響をあたえるおそれ
があります。詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたず
ねください。

 COMANDディスプレイの清掃

�  COMANDシステムの電源をオフに
します。

  ディスプレイが熱くなっているとき
は、冷えるまで待ってください。

�  水で薄めた中性洗剤を含ませた不織
布で拭き取ります。

!COMANDディスプレイを清掃す
るときに以下のものを使用しないで
ください。ディスプレイを損傷する
おそれがあります。

 •  アルコール分を含んだ溶剤や有
機溶剤、燃料

 •  研磨剤を含んだクリーナー

 •  家庭用クリーナー

 また、強い力で COMANDディスプ
レイをこすらないでください。ディ
スプレイの表面を損傷するおそれが
あります。

 プラスチックトリムの清掃

G けがのおそれがあります
エアバッグの収納部分には、有機溶
剤を含むクリーナーなどを使用しな
いでください。エアバッグが正常に
作動しなくなり、けがをするおそれ
があります。

!プラスチックトリムに、ステッ
カーやフィルム、芳香剤のボトルな
どを貼付しないでください。プラス
チックトリムを損傷するおそれがあ
ります。

!プラスチックトリムに、化粧品や
防虫剤、日焼け止めなどが付着しな
いようにしてください。表面の劣化
の原因になります。

�  水で湿らせた不織布で拭き取ります。

�  頑固な汚れには専用のクリーナーを
使用します。

  表面の色が一時的に変化しますが、
乾くと元に戻ります。
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 ウッドトリムの清掃

�  水で湿らせた不織布で拭き取ります。

�  頑固な汚れには専用のクリーナーを
使用します。

!有機溶剤を含むクリーナーや研磨
剤、ワックスなどは使用しないでく
ださい。ウッドトリムを損傷するお
それがあります。

 シートベルトの清掃

�  ぬるま湯か薄めた石鹸水を使用して
拭き取ります。

!化学薬品を含むクリーナーを使用
しないでください。また、直射日光
に当てたり、80℃以上の温度で乾
燥させないでください。
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 車載品の収納場所

  事故・故障のとき

G 爆発のおそれがあります
燃料などが漏れている場合は、すぐ
にエンジンを停止してください。ま
た、車に火気を近付けないように注
意してください。火災が発生したり、
爆発するおそれがあります。

事故が起きたとき

すみやかに、以下の処置を行なってく
ださい。

•  続発事故を防ぐため、交通の妨げに
ならない安全な場所に停車し、エン
ジンを停止してください。

•  負傷者がいるときは、消防署に救急
車の出動を要請するとともに、負傷
者の救護を行なってください。ただ
し、頭部を負傷している場合は負傷
者をむやみに動かさないでください。

•  警察に連絡してください。事故が発生
した場所や事故状況、負傷者の有無や
負傷状態などを報告してください。

•  相手の方の氏名や住所、電話番号な
どを確認してください。

•  自動車保険会社に連絡してください。

路上で故障したとき

安全な場所に停車して、非常点滅灯を
点滅させてください。高速道路や自動
車専用道路では、車の後方に停止表示
板を置くことが法律で義務付けられて
います。追突のおそれがあるため、乗
員は車内に残らず、ただちに安全な場
所に避難してください。

車が動かなくなったとき

セレクターレバーをAに入れて
パーキングブレーキを解除し、同乗
者や付近の人に救援を求めて、安全
な場所まで車を押して移動してくだ
さい。このときは、車速感応ドアロッ
クによるキーの閉じ込みに注意して
ください。

セレクターレバーをAに入れられ
ないときは、乗員を安全な場所に避難
させて、続発事故を防いでください。

!踏切内で動けなくなったときは、
ただちに踏切の非常ボタンを押して
ください。緊急を要するときは非常
信号用具を使用してください。

  非常信号用具

懐中電灯をダッシュボードの助手席側
下部に備えています。

i新品時は電池の自然放電を防ぐた
め、電池の間に紙が挟まれています。
使用するときは紙を取り除いてくだ
さい。

 懐中電灯が十分な明るさで点灯する
ことを定期的に点検してください。
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  停止表示板

停止表示板はトランク内左側のカバー
内部に収納されています。

停止表示板を取り出す

�   ノブ1を垂直の位置にまわします。

 �  矢印の方向にカバーを開きます。

 �  停止表示板ケースを取り出します。

 停止表示板の組み立て

 

�   停止表示板ケースから停止表示板を
取り出します。

�   スタンド3を引き出して、地面に
立てます。

�   反射板2を開いて三角形をつくり、
頂点のフック1をかみ合わせます。

※  車種や仕様により、停止表示板の形状が
異なる場合があります。

  車載工具

車載工具はトランク内のトランクフロ
アボード下に収納されています。

G けがのおそれがあります
車が車載のジャッキだけで支えられ
ているときは、絶対に車の下に身体
を入れないでください。ジャッキが
外れると、車に挟まれて致命的なけ
がをするおそれがあります。車載の
ジャッキは、タイヤを交換するため
に車を一時的に持ち上げる目的のみ
のために設計されています。

G けがのおそれがあります
ジャッキはかたくてすべりにくい、
水平な場所でのみ使用してください。
パーキングブレーキを確実に効かせ、
さらに輪止めを使用して、車が動き
出してジャッキから外れることを防
いでください。

G 事故のおそれがあります
•  車の下で作業をするときは、必ず
リジッドラックなどを使用してく
ださい。

•  ジャッキの下に、ブロックや木材
などを置いてジャッキアップしな
いでください。ジャッキアップし
た車が落下するおそれがあります。

•  ジャッキアップしているときは、
エンジンを始動しないでください。
車が落下するおそれがあります。

iジャッキを使用するときは、"パ
ンクしたとき "（�312ページ）に
記載されている安全に関する内容
も必ずお読みください。
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 応急用スペアタイヤが車載されている
車種

1 ハンドル
2 フック
3 応急用スペアタイヤ
4 タイヤ収納カバー
5 車載工具
6 電動エアポンプ

車載工具を取り出す

�  バリオルーフがトランクに収納され
ていて、ルーフが下がっているとき
は、イージーパックスイッチを押
してルーフを上昇させます（�211
ページ）。

�  ラゲッジカバーを開きます（�198
ページ）。

�  トランクフロアボードを引き上げ、
トランクフロアボード裏側にある
フック2をラゲッジカバーのハン
ドル1にかけます。

�  車載工具5を取り出します。

  車載工具には以下のものが収納され
ています。

 •ガイドボルト

 •けん引フック

 •六角レンチ

 •ヒューズ配置表（英文）

 •手袋

!トレイやジャッキ、応急用スペア
タイヤなどを取り出すときは、必ず
保護のため手袋を着用してくださ
い。素手で作業するとけがをするお
それがあります。

1 ハンドル
2 フック
3 トレイ

応急用スペアタイヤを取り出す

�   バリオルーフを閉じます（�201、
204ページ）。

�   トランクフロアボードを引き上げ、
トランクフロアボード裏側にある
フック2をラゲッジカバーのハン
ドル1にかけます。

�   トレイ3を取り出します。
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応急用スペアタイヤを取り出した状態
7 ジャッキ
8 ホイールレンチ

ジャッキ / ホイールレンチを取り出す

�  応急用スペアタイヤを取り出します
（�266ページ）。

�  ジャッキ7またはホイールレンチ
8を取り出します。

iジャッキを使用するときは、"パ
ンクしたとき "（�312ページ）に
記載されている安全に関する内容も
必ずお読みください。

4 スペーサー *
5 スクリュー
6 応急用スペアタイヤ

�   SL 63 AMGは、トレイの下にある
スペーサー4も取り外します。

�   スクリュー5を反時計回りにまわ
して取り外し、応急用スペアタイヤ
6を取り出します。

!応急用スペアタイヤを取り出すと
きは、周辺にあるバッテリーや補
器類などを損傷しないように注意
してください。

iSL 63 AMG パフォーマンスパッ
ケージは、応急用スペアタイヤを取
り出した後、ストラップ（�320ペー
ジ）を取り外します。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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  救急セット

左ハンドル車
1 ノブ
2 カバー

救急セットは助手席シート下部の小物
入れに収納されています。

救急セットを取り出す

�  ノブ1を引きながら、カバー2を
矢印の方向に開きます。

�  救急セットを取り出します。

i救急セットの中身が揃っていて、
使用可能であることを定期的に点検
してください。

i走行するときは、カバーが確実
に閉じていることを確認してくだ
さい。

 タイヤフィットが車載されている車種

1 タイヤフィット
2 電動エアポンプ
3 車載工具
4 バッテリー
5 ホイールレンチ
6 ジャッキ

�  バリオルーフがトランクに収納され
ていて、ルーフが下がっていると
きは、イージーパックスイッチを押
してルーフを上昇させます（�211
ページ）。

�  ラゲッジカバーを開きます（�198
ページ）。

�  トランクフロアボードを引き上げ、
トランクフロアボード裏側にある
フックをラゲッジカバーのハンドル
にかけます（�266ページ）。

�  車載工具、タイヤフィット、電動エ
アポンプ、ジャッキ、ホイールレン
チを取り出します。

※ タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。
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 故障 /警告メッセージ

G 事故のおそれがあります
表示される故障や異常は、一部の限ら
れた装備についてであり、また表示
される内容も限られています。故障 / 
警告メッセージの表示機能は運転者を
支援するシステムです。発生した故障
や異常に対処して車の安全性を確保す
る責任は運転者にあります。

車の機能やシステムに故障や異常が発
生すると、マルチファンクションディ
スプレイに警告や注意、対応方法など
が表示されます。

故障 /警告メッセージによっては警
告音が鳴ることがあります。また、重
要度の高いメッセージは、赤色で表示
されます。

故障 /警告メッセージが表示された
ときは、以降の指示に従ってください。

G 事故のおそれがあります
•  メーターパネルやマルチファンク
ションディスプレイが故障した場
合は、走行速度や外気温度、表示
灯 /警告灯や故障 /警告メッセー
ジなど走行状況に関する情報が把
握できなくなります。車両操縦性
などに悪影響をおよぼすおそれが
あるため、状況に合わせた運転を
してください。また、ただちにメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工
場に連絡してください。

•  走行中にステアリングのスイッチ
を操作するときは、直進時に行なっ
てください。ステアリングをまわ
しながら操作すると、事故を起こ
すおそれがあります。

•  走行する前には必ずイグニッショ
ン位置を 2にして、メーターパネ
ルの表示灯 /警告灯が点灯し、マ
ルチファンクションディスプレイ
が表示されることを確認してくだ
さい。

•   点検整備や修理などは、必要な専
門知識と専用工具を備えたメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で
行なうことをお勧めします。

  特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で点検整備や修理を
行なってください。不適切な作業
を行なうと、事故や故障の原因に
なります。

故障 / 警告メッセージを表示させる

�  ステアリングのVまたはUス
イッチを押して、マルチファンク
ションディスプレイに故障表示画面
を表示させます。

  故障や異常がある場合は、" ｺｼｮｳ ｶﾞ
3"のように故障件数が表示されます。

  故障や異常がない場合は、故障表示
画面は表示されません。

�  &または*を押して、故障
/警告メッセージを順番に表示させ
ます。すべて表示されると、故障件
数画面に戻ります。
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故障 /警告メッセージの表示を消す

重要度の高い故障 /警告メッセージは
消すことができません。故障や異常の
原因が解決するまで、故障 /警告メッ
セージが表示され続けます。一部の故
障 /警告メッセージは車両に記憶さ
れます。

故障 /警告メッセージはマルチファン
クションステアリングにより消すこと
ができます。

  文字メッセージ

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サービス工場で行なってください。不適切な作
業を行なうと、事故や故障の原因になります。

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

ABC ｺｼｮｳ
ﾃｲｼｬ !

ABC装備車：
車高が下がりすぎている。
�  周囲の道路と交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。

  数秒後に車高調整が終わり、メッセージは消えます。

ABC装備車：

メッセージがディスプレイに表示され続けるときは、
ABCのシステムからオイルが漏れている。

�  周囲の道路と交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。状況を問わず、走行しないで
ください。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

�  メッセージが表示されているとき
に、ステアリングのVU や
&*スイッチ、またはリセッ
トボタンを押します。

※  記載の故障 / 警告メッセージは、取扱
説明書作成時点のものです。表記など
は、予告なく変更・追加されることがあ
ります。
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故障 / 警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

ABC ｺｼｮｳ
ﾃｲｼｬ !

ABC装備車：

メッセージがディスプレイに表示され続けるときは、ABC
に異常がある。

�  80km/hを超えないように走行してください。
�  ステアリングを大きくまわさないでください。フロン
トのフェンダーやタイヤを損傷するおそれがあります。

�  タイヤとフェンダーの擦れる音がしないか確認して
ください。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

ABC ｼｬｺｳ ｼﾞｮｳｼｮｳ
ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ

ABC装備車：

停車時の車高が下がりすぎている。

�  走行しないでください。
�  メッセージが消えるまで待ってください。
  車高調整が完了します。

ABC ｺｼｮｳ ABC装備車：

ABCの機能が制限されている。車両操縦性に影響する可
能性がある。

�  80km/hを超えないように走行してください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

DTR

- - - km/h

ディストロニックの作動条件に合わない状態で、ディス
トロニックを作動させようとした。
�  作動可能な状況であれば、約 30km/h以上の速度で走
行し、ディストロニックを設定してください。

�  ディストロニックの作動条件を確認してください（�163
ページ）。

DTR ﾊﾟｯｼﾌﾞ アクセルペダルを踏んで速度を上げたため、ディストロ
ニックが走行速度の制御をしていない。
�   アクセルペダルから足を放して速度を下げてください。

ﾃﾞｨｽﾄﾛﾆｯｸ ｺｼｮｳ ディストロニックに異常がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。
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故障 / 警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

ﾃﾞｨｽﾄﾛﾆｯｸ ｹﾞﾝｻﾞｲ ｼﾖｳﾌｶﾉｳ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ
ｻﾝｼｮｳ

以下のときは、ディストロニックの機能が解除され、一
時的に作動を停止している。
•  フロントグリルのディストロニックカバーが汚れている
•  豪雨や雪、霧などのため、機能が解除されている
•  付近にあるテレビ局やラジオ局、他の電磁波発信元か
ら発せられる電磁波などにより、レーダーセンサーが
一時的に作動しない状態になっている

•  レーダーセンサーが長時間、先行車や交通標識などの
静止物を検知していなかった

•  システムが作動可能な温度範囲から外れている
以下のときは、再度ディストロニックを設定できるよう
になり、メッセージが消えます。
•  走行中に泥などの汚れが落ちたとき
•  センサーが再び完全に機能していることをシステムが
検知したとき

•  システムが作動可能な温度範囲に入ったとき
メッセージが表示され続けるとき：
�  フロントグリルのディストロニックカバーを清掃して
ください。

�  エンジンを再始動してください。

P ｾﾚｸﾀ ﾚﾊﾞｰ
P ﾆ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

セレクターレバーがB以外に入っているときに、キー
レスゴースイッチでエンジンを停止し、運転席ドアを開
いた。
または
SBCホールドが作動しているときに、以下のいずれかの
ことを行なった。
•  運転席ドアが開いているときに、運転席の乗員がシー
トベルトを外した

•  運転席の乗員がシートベルトを着用していないときに、
運転席ドアを開いた

•  エンジンを停止した
•  ボンネットのロックを解除した
状況によっては、ホーンが等間隔で鳴ったり、リモコン
操作で施錠しようとするとホーンの音量が上がることが
ある（�175ページ）。また、エンジンが停止していると
きは、エンジンを始動することができない。
�  セレクターレバーをBに入れてください。
  エンジンが停止しているときは、エンジンが始動でき
るようになります。
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故障 / 警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

ﾀｲﾔ ｸｳｷｱﾂ ﾀｲﾔｦ ﾃﾝｹﾝ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ !

G事故のおそれがあります

タイヤ空気圧警告システムがタイヤからの急激な空気の
漏れを検知した。
�  周囲の交通状況に注意しながら、急ハンドルや急ブレー
キを避けて停車してください。

�  タイヤを点検し、必要であればタイヤを交換するか修
理してください。（�312ページ）。

�  タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を
適正にしてください。

�  タイヤ空気圧警告システムを再起動してください
（�240ページ）。

ﾀｲﾔｦﾃﾝｹﾝ ｿﾉｺﾞ
ﾀｲﾔｸｳｷｱﾂ ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ
ｻｲｼﾄﾞｳ

タイヤ空気圧警告システムの警告が行なわれた。
�  すべてのタイヤの空気圧が適正であることを確認して
ください。

�  タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（�240
ページ）。

ﾀｲﾔ ｸｳｷｱﾂ
ｹｲｺｸｼｽﾃﾑ

ｺｼｮｳ タイヤ空気圧警告システムに異常がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

SBC H SBC ﾎｰﾙﾄﾞ ｵﾌ SBCホールドの機能が解除されている。ブレーキペダル
を強く踏んだときに車が横滑りをしていたか、SBCホー
ルドの作動条件を満たしていなかった。
�  後ほど、再度 SBCホールドを作動させてください。

SBC H SBC ﾎｰﾙﾄﾞ
ｻﾄﾞｳ ﾃﾞｷﾏｾﾝ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ ｻﾝｼｮｳ

SBCホールドの作動条件を満たしていない。
SBCホールドの作動条件を確認してください（�174ペー
ジ）。
�  ボンネットを確実に閉じてください。
�  運転席ドアを閉じてください。
�   エンジンを始動してください。
�  パーキングブレーキを解除してください。
�  必要のない電気装備を停止してください。
  電圧が回復すると、SBCホールドは作動できる状態に
なります。

SBC H SBC ﾎｰﾙﾄﾞ
ｺｼｮｳ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ ｻﾝｼｮｳ

SBCホールドが故障している。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。
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ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

SRS SRS ｼｽﾃﾑ
ｺｼｮｳ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ 
ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ !

Gけがのおそれがあります

乗員保護装置が故障している。エアバッグやシートベル
トテンショナーが不意に作動したり、事故のときに作動
しない可能性がある。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

ｸﾙｰｽﾞ ｺﾝﾄﾛｰﾙ
ｵﾖﾋﾞ
ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾀｰ

ｺｼｮｳ クルーズコントロールまたは可変スピードリミッターに
異常がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

ﾃﾞｨｽﾄﾛﾆｯｸ
ｵﾖﾋﾞ
ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾀｰ

ｺｼｮｳ ディストロニックと可変スピードリミッターに異常が
ある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

- - - km/h ｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ クルーズコントロールの作動条件を満たしていない。例
えば、約 30km/h以下の速度でクルーズコントロールを
作動させようとした。
�  設定可能な状況であれば、約 30km/h以上の速度で走
行し、クルーズコントロールを設定してください。

�  クルーズコントロールの作動条件を確認してください。
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 イラストメッセージ

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サービス工場で行なってください。不適切な作
業を行なうと、事故や故障の原因になります。

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

N トランクが完全に閉じていない状態で走行している。

�  トランクを閉じてください。

M G事故のおそれがあります

ボンネットが完全に閉じていない状態で走行している。

�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに
安全に停車してください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。

�  ボンネットを確実に閉じてください。

O G事故のおそれがあります

ボンネットとトランクが完全に閉じていない状態で走行
している。

�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに
安全に停車してください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。

�  ボンネットとトランクを確実に閉じてください。

C ドアが完全に閉じていない状態で走行している。

�  ドアを閉じてください。

C ﾄﾞｱ ｦ ｶｸﾆﾝ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ !

ドアハンドルのキーレスゴースイッチを押して施錠
操作をしたときに、いずれかのドアが開いている。

�  ドアを閉じてください。
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故障 / 警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

# 以下の理由により、バッテリーが充電されていない。
• オルタネーターの故障
• Vベルトが切れている
• 電気システムの故障
ブレーキペダルを通常より非常に強い力で踏み込まなけれ
ばならない。制動距離が通常よりも長くなる。必要なとき
は、ブレーキペダルを非常に強い力で踏んでください。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、安全に停車し
て、エンジンを停止してください。

�  ボンネットを開いてください。
�  Ｖベルトを点検してください。
Ｖベルトが切れているとき

! 走行を続けないでください。エンジンがオーバーヒー
トするおそれがあります。

�  エンジンを停止してください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

Ｖベルトが損傷していないとき
� メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

バッテリーを充電器で充電したか、他車のバッテリーを電
源として、エンジンを始動した。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

バッテリーに異常がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受け
てください。

# ﾊﾞｯﾃﾘｰ / ｵﾙﾀﾈｰﾀ
ﾃｲｼｬ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ !

バッテリーに異常がある。
SBCの作動には電力が必要なため、SBCの機能が制限さ
れている。
ブレーキペダルを通常より非常に強い力で踏み込まなけ
ればならない。ブレーキペダルの踏みしろが大きくなり、
制動距離が長くなる。必要なときは、ブレーキペダルを
非常に強い力で踏んでください。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな
いでください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。
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ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

!÷ ｼﾖｳﾌｶﾉｳ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

一時的に ABSと ESP®が作動しない状態になっている。
BASとヒルスタートアシスト（SL 63 AMGのみ）の機能
も解除されている。
システムの自己診断が完了していない可能性がある。
さらに、メーターパネルの÷とå、!も点灯して
いる。
SBCは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
そのため、急ブレーキ時などにはタイヤがロックする可
能性がある。
�  わずかにステアリングを操作しながら、約 20km/h以
上の速度で、注意しながら少し走行してください。

  メッセージが消えれば、上記の機能は再び作動できる
状態になります。

!÷ ｺｼｮｳ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

故障のため、ABSと ESP®が作動しない状態になってい
る。BASとヒルスタートアシスト（SL 63 AMGのみ）の
機能も解除されている。
さらに、メーターパネルの÷とå、!も点灯して
いる。
SBCは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
そのため、急ブレーキ時などにはタイヤがロックする可
能性がある。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。
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ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

÷ ｼﾖｳﾌｶﾉｳ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

故障が発生したか、または電源供給が断たれたため、ESP®

が作動しない状態になっている。ヒルスタートアシスト
（SL 63 AMGのみ）の機能も解除されている。ABSは作
動する。
さらに、メーターパネルの÷とåも点灯している。
SBCは通常通り作動するが、ESP®は作動しない。
�  ステアリングをいっぱいまでまわしたときに、タイヤ
が縁石などの障害物に接触しないことを確認してくだ
さい。

�  停車したまま、ステアリングを左右にいっぱいまでま
わして、ESP®をリセットしてください。

数回リセット操作を行なっても、メッセージが消えない
とき：
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

÷ ｺｼｮｳ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

故障のため、ESP®が作動しない状態になっている。ヒル
スタートアシスト（SL 63 AMGのみ）の機能も解除され
ている。ABSは作動する。
さらに、メーターパネルの÷とåも点灯している。
SBCは通常通り作動するが ESP®は作動しない。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

# ﾌﾞﾚｰｷ ﾊﾟｯﾄﾞ
ﾏﾓｳ

ブレーキパッドの摩耗が限界に達している。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。
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ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

J ﾌﾞﾚｰｷ ｵｲﾙ
ﾚﾍﾞﾙ ﾃﾝｹﾝ

G事故のおそれがあります

リザーブタンクに十分な量のブレーキ液がない。
さらに、メーターパネルのJが点灯し、警告音が鳴った。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな
いでください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

�  ブレーキ液を補給しないでください。問題が解消され
ることはありません。

! ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷ
ｶｲｼﾞｮ !

パーキングブレーキを解除しないで走行している。警告
音が鳴った。

�  パーキングブレーキを解除してください（�117ペー
ジ）。

# ｾｲﾄﾞｳﾘｮｸ ｶﾞ
ｹﾞﾝｼｮｳ !

ﾌﾞﾚｰｷ ｦ ｼﾞｭｳﾌﾞﾝ
ﾌﾝﾃﾞｸﾀﾞｻｲ !

G事故のおそれがあります

SBCがエマージェンシーモード（�56ページ）で作動し
ている。
ブレーキペダルを通常より非常に強い力で踏み込まなけ
ればならない。制動距離が通常よりも長くなる。必要な
ときは、ブレーキペダルを非常に強い力で踏んでくださ
い。最高速度が 90km/hに制限される。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな
いでください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

J ﾌﾞﾚｰｷ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ
ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ !

ブレーキシステムに故障がある。SBCは通常通り作動
する。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。
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J ｾｲﾄﾞｳﾘｮｸ ｶﾞ
ｹﾞﾝｼｮｳ !

ｴﾝｼﾞﾝ ｽﾀｰﾄ !

バッテリーの電圧低下のため、SBCに十分な電力が供給
されていない。
G中毒のおそれがあります
閉めきった場所でエンジンをかけたままにしないでくだ
さい。排気ガスには一酸化炭素が含まれています。排気
ガスを吸いこむと中毒を起こし、意識不明になったり、
死亡するおそれがあります。
�  エンジンを始動してください。
  メッセージが消えれば、SBCは通常通り作動します。

J ｾｲﾄﾞｳﾘｮｸ ｶﾞ
ｹﾞﾝｼｮｳ !

ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ
ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ !

G事故のおそれがあります

SBCがエマージェンシーモード（�56ページ）で作動し
ている。SBCは制限された機能でのみ作動する。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

J ﾌﾞﾚｰｷ ｶﾞ
ｶﾈﾂ ｼﾃｲﾏｽ !

ﾁｭｳｲ ｼﾃ ｿｳｺｳ !

過度の負荷によりブレーキシステムが非常に高温になっ
ている。
ブレーキシステムへの負担を軽減してください。
�  十分注意して走行し、不必要なブレーキ操作を避けて
ください。

�  下り坂では、より低いギアを選択し、エンジンブレー
キを効かせてください。

�  ブレーキに風を送って冷却するために、注意しながら走
行を続けてください。

J ｽｸﾞﾆﾌﾞﾚｰｷｦ
ﾌﾝﾃﾞｸﾀﾞｻｲ !

SBCホールドの作動中に異常が発生した。
ホーンが等間隔で鳴っている。施錠しようとすると、ホー
ンの音量が上がる。
エンジンを始動することができない。
�  マルチファンクションディスプレイの表示が消えるま
で、ただちにブレーキペダルを確実に踏んでください。

�  車から離れるときは、車が動かないようしてください。
  エンジンを再始動できます。

J ﾄﾗﾝｸﾙｰﾑ
ﾗｹﾞｯｼﾞｶﾊﾞｰ ｦ
ﾄｼﾞﾃｸﾀﾞｻｲ !

ラゲッジカバーが正しくセットされていない状態でバリ
オルーフを開閉しようとしている。
�  ラゲッジカバーを正しくセットしてください（�198
ページ）。
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? ﾚｲｷｬｸｽｲ
ﾃｲｼｬ ｼﾃ
ｴﾝｼﾞﾝ ｦ ﾃｲｼ

冷却水の温度が高すぎる。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、安全に停車し
て、エンジンを停止してください。

�  雪や泥、氷などにより、ラジエターへの送風が遮られ
ていないか確認してください。

�  メッセージが消えるまで待ってからエンジンを再始動
してください。エンジンを損傷するおそれがあります。

�  エンジン冷却水温度計で冷却水温度を点検してくだ
さい。

�  冷却水温度が再び上昇する場合は、ただちにメルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてください。

Ｖベルトが切れている可能性がある。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、安全に停車し
て、エンジンを停止してください。

�  ボンネットを開いてください。
�  Vベルトを点検してください。
Ｖベルトが切れているとき

! 走行を続けないでください。オーバーヒートするおそ
れがあります。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

Ｖベルトが損傷していないとき
�  メッセージが消えるまで待ってからエンジンを再始動
してください。エンジンを損傷するおそれがあります。

�  冷却水温度を点検してください。
� メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

? ラジエターの冷却ファンが故障している。
�  冷却水温度が約 120℃以下の場合は、最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場まで走行を続けること
ができます。

�  その場合は、山道の走行や発進 /停止を繰り返す走行
など、エンジンに大きな負荷をかけることを避けてくだ
さい。

* ﾚｲｷｬｸｽｲ ﾎｼﾞｭｳ
ﾏﾆｭｱﾙ ｦ ｻﾝｼｮｳ

冷却水量が不足している。
�  補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してく
ださい（�231ページ）。

�  通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてください。
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Y ｺﾝﾌｫｰﾄ ｴﾝﾄﾘ
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ
ｿｳｺｳ ﾃﾞｷﾏｾﾝ !

ステアリングが記憶位置に動いている。
�  ステアリングが記憶位置に戻るまで待ってください。

b ﾋﾀﾞﾘ 
ﾛｰ  ﾋﾞｰﾑ 1）

左ヘッドランプ（ロービーム）が切れている。
�  電球を交換してください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

b ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｲﾄｼｽﾃﾑ
ｺｼｮｳ

アクティブライトシステムに異常がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

b ｵｰﾄﾗｲﾄ
ｺｼｮｳ

ランプセンサーに異常がある。ランプが常時点灯モードに
なっている。
�  マルチファンクションディスプレイで、ランプを手動
点灯に切り替えてください（�147ページ）。

�  ランプスイッチでランプを点灯 / 消灯してください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

b ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ
ﾗｲﾄ ｼｽﾃﾑ
ｺｼｮｳ

インテリジェントライトシステムに異常がある。インテ
リジェントライトシステム以外のランプは点灯する。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

b ﾗｲﾄ ｦ ｹｼﾃ
ｸﾀﾞｻｲ !

ランプを点灯したまま車を離れようとした。警告音が
鳴った。
�  ランプスイッチを$の位置にしてください。

ｾﾝﾀｰｺﾝｿｰﾙ
ﾄｼﾞﾃｸﾀﾞｻｲ !

アームレストの小物入れのカバーを開いている。
室内センサーが作動しない。
�  アームレストの小物入れのカバーを閉じてください。

4 ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙ ﾚﾍﾞﾙ
ﾚﾍﾞﾙ ｦ ﾃﾝｹﾝ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ !

エンジンオイル量が限界まで下がっている。
�  エンジンオイル量を点検してください。
�  必要であればエンジンオイルを補給してください
（�228ページ）。

�  通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工場でエンジンオイ
ル漏れの点検を受けてください。

1）  他のランプが切れたときは、この例以外のメッセージが表示されます。車外ランプのいずれかに
異常が発生すると、その箇所が表示されます。
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; ｼﾃｲﾉ ｺｳｼﾞｮｳ
ﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ !

いくつかの電気システムがマルチファンクションディ
スプレイに情報を伝達できない。
 エンジン冷却水温度計とタコメーターに異常がある可能
性がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

+ ｷｰ ﾉ
ﾊﾞｯﾃﾘ ｦ ｺｳｶﾝ

キーの電池が消耗している。
�  キーの電池を交換してください。

+ ｷｰ ｦ
ｹﾝﾁ ﾃﾞｷﾏｾﾝ（赤色
のメッセージ）

車内にキーがない。
エンジンを停止したときに、施錠したり、エンジンを再
始動することができない。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。
�  キーを探してください。

+ ｷｰ ｦ
ｹﾝﾁ ﾃﾞｷﾏｾﾝ（赤色
のメッセージ）

エンジンがかかっていて、キーが車内にあるときに、電
磁波などの影響によりキーが検知されていない。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。
�  必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで
操作してください。

+ ｷｰ ｦ
ｹﾝﾁ ﾃﾞｷﾏｾﾝ（白色
のメッセージ）

キーが検知されていない。
�  車内に置いてあるキーの位置を変えてください。
それでもキーが検知されないとき：
�  エンジンスイッチにキーを差し込んで操作してくだ
さい。

+ ｷｰ ｶﾞ
ｼｬﾅｲ ﾆ ｱﾘﾏｽ

キーレスゴー操作で施錠するときに、キーが車内にある
と検知されている。
�   キーを車外に出してください。

+ ｷｰ ｦ
ﾇｲﾃ ｸﾀﾞｻｲ !

エンジンスイッチにキーが差し込まれている。
�  エンジンスイッチからキーを抜いてください。

+ ｷｰ ｦ ｺｳｶﾝ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

キーを交換しなければならない。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。
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C 燃料タンクに燃料がほとんどない。
�  最寄りのガソリンスタンドで給油してください。

8 ｿｳｺｳ ｶﾉｳ ｷｮﾘ 燃料の残量が少なくなっている。
�  最寄りのガソリンスタンドで給油してください。

ﾛｰﾙﾊﾞｰ
ｱｹﾞﾃｸﾀﾞｻｲ !

（赤色のメッセー
ジ）

Gけがのおそれがあります

ロールバーが故障している。
�  手動でロールバーを上げてください（�41ページ）。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受け
てください。

ﾛｰﾙﾊﾞｰ
ｱｹﾞﾃｸﾀﾞｻｲ !

（白色のメッセー
ジ）

ロールバーが自動的に作動した後に、バリオルーフの開
閉操作を行なおうとした。
�  ロールバーがかみ合う音が聞こえるまで、手動でロー
ルバーを上げてください（�41ページ）。

�  バリオルーフを開閉してください。

K ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ
ﾃｲｼﾁｭｳ ﾉﾐ
ｿｳｻｶﾉｳ ﾃﾞｽ

走行中にバリオルーフを開閉しようとした。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、安全に停車し
て、バリオルーフを操作してください。

K ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ
ｻｶﾞﾘﾏｽ !

バリオルーフが完全に開閉されていない。油圧装置の圧
力が低下し、バリオルーフが倒れ込もうとしている。
�  バリオルーフを完全に開くか、完全に閉じてください。

K ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ
ﾌﾙｵｰﾌﾟﾝ / ﾌﾙｸﾛｰｽﾞ

バリオルーフが正しくロックしていない状態で走行を開
始した。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。

�  バリオルーフが完全に開くか、完全に閉じるまで、バ
リオルーフを操作してください。
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K ﾊﾞﾘｵﾙｰﾌ
ｻﾄﾞｳﾁｭｳ ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ !

ﾏﾆｭｱﾙ ｦ ｻﾝｼｮｳ

電圧が低下している。
�  エンジンを始動してください。

連続して、繰り返しバリオルーフを開閉した。安全のた
めにルーフの開閉機能が停止した。
約 10分後に再度バリオルーフを開閉できるようになり
ます。
�  イグニッション位置を 0にしてから、2の位置にする
かエンジンを始動してください。

�  バリオルーフを開閉してください。

¥ ｳｫｯｼｬ ｴｷ
ﾎｼﾞｭｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ

リザーブタンク内のウォッシャー液量が最低レベルまで
減っている。
�  ウォッシャー液を補給してください（�234ページ）。



286
万
一
の
と
き

トラブルの原因と対応

 トラブルの原因と対応

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サービス工場で行なってください。不適切な作
業を行なうと、事故や故障の原因になります。

 スイッチやボタンの警告灯 /表示灯

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

1つまたはすべてのシートベンチレー
タースイッチの表示灯が点滅する。
シートベンチレーターが自動的に停止
する。

多くの電気装備が使用されているために電圧が低下して
いる。
�  読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停
止してください。

  バッテリーが十分に充電されると、シートベンチレー
ターは自動的に作動します。

1つまたはすべてのシートヒータース
イッチの表示灯が点滅する。シート
ヒーターが自動的に停止する。

多くの電気装備が使用されているために電圧が低下して
いる。
�  読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停
止してください。

  バッテリーが十分に充電されると、シートヒーターは
自動的に作動します。

エアスカーフが短時間で停止する。ま
たは作動しない。

多くの電気装備が使用されているために電圧が低下して
いる。
�  読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停
止してください。

�   再度エアスカーフのスイッチをオンにしてください。

エアコンディショナーの ACスイッチ
を押すと、表示灯が 3回点滅する。
除湿/冷房された空気が送風されない。

故障のため、除湿 / 冷房機能が解除されている。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。
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トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

リアデフォッガースイッチの表示灯が
点滅する。
リアデフォッガーが短時間で停止す
る。または作動しない。

多くの電気装備が使用されているために電圧が低下し、
リアデフォッガーが自動的に停止している。
�  読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停
止してください。

  バッテリーが十分に充電されると、リアデフォッガーは
自動的に作動します。

バリオルーフが開いている。
�  バリオルーフを閉じてください。
　 リアデフォッガーが使用できるようになります。

助手席エアバッグオフ表示灯が点灯し
ている。

助手席にセンサー付き純正チャイルドセーフティシート
が装着されているため、助手席エアバッグが作動しない
状態になっている。

Gけがのおそれがあります

助手席にチャイルドセーフティシートを装着していない
場合は、チャイルドセーフティシート検知システムが故
障している。
イグニッション位置を 2にしたときに、メーターパネル
の+が点灯したり、助手席エアバッグオフ表示灯が短
時間点灯しないことがある。
�  助手席のシート座面に以下のものを置いているときは
取り除いてください。

 •ノートブックパソコン
 •携帯電話
 • 磁気カードや ICカード
それでも助手席エアバッグオフ表示灯が点灯するとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

トランク内のイージーパックスイッチ
が点滅する。警告灯も鳴っている。

トランク内のルーフが完全に下がっていない状態でトラ
ンクを閉じようとしている。
�  ルーフを完全に下げてください（�212ページ）。
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 メーターパネルの警告灯 /表示灯

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

! エンジンがかかってい
るときに黄色の ABS
警告灯が点灯する。

G事故のおそれがあります

故障のため、ABSの機能が解除されている。ESP®と
BAS、ヒルスタートアシスト（SL 63 AMGのみ）の機能
も解除されている。
SBCは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
そのため、急ブレーキ時には車輪がロックする可能性が
ある。
�  注意して走行してください。
�  マルチファンクションディスプレイに表示される追加
のメッセージに従ってください。

�  リアデフォッガーやルームランプなど、必要のない電
気装備を停止してください。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

ABSのコントロールユニットに異常があるときは、ナビ
ゲーションやオートマチックトランスミッションなど、
他のシステムにも異常がある可能性がある。
G事故のおそれがあります

電圧が低下している。電圧低下のため ABS の機能が解
除されている。ESP®とBAS、ヒルスタートアシスト（SL 
63 AMG のみ）の機能も解除されている。
SBCは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
そのため、急ブレーキ時には車輪がロックする可能性が
ある。
�  リアデフォッガーやルームランプなど、必要のない電
気装備を停止してください。

 電圧が回復すれば、ABSは作動できる状態になります。
警告灯が点灯し続けるとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で、バッテリー
とオルタネーターの点検を受けてください。

Ò 走行中に白色の車
間距離警告灯が点
灯する。

G事故のおそれがあります

設定した車間距離に比べて、先行車との車間距離が短
すぎる。
�  車間距離を十分に確保してください。
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Ò 走行中に赤色の車間
距離警告灯が点灯す
る。警告音も鳴って
いる。

G事故のおそれがあります

先行車に急激に近付いている。または、ディストロニッ
クが走行線上に静止した障害物を検知した。
�  ただちにブレーキペダルを踏める準備を整えてくだ
さい。

�  交通状況に十分注意してください。ブレーキペダル
を踏むか、回避操作を行なわなければならない可能
性があります。

÷ 走 行 中 に 黄 色 の
ABS / ESP®表示灯
が点滅する。

G事故のおそれがあります

車が横滑りをするおそれがあるか、少なくとも 1つの車
輪が空転またはロックし始めているため、ESP®、トラク
ションコントロールまたは ABSが作動している。
クルーズコントロールまたはディストロニックが自動的
に解除される。
�  発進するときは、アクセルペダルを必要以上に踏み込
まないでください。

�  走行中はアクセルペダルをゆるめてください。
�  道路と天候の状態に合わせて運転してください。
�  ESP®の機能を解除しないでください（雪道などでの
走行時を除く）。

å エンジンがかかって
いるときに黄色の
ABS / ESP® 表示灯
が点灯する。

G事故のおそれがあります

ESP®の機能が解除されている。
車が横滑りし始めたときや車輪が空転し始めたときに、
車両操縦性や走行安定性を確保することができない。
�  ESP®を待機状態にしてください（雪道などでの走行
を除く）。

�  道路と天候の状態に合わせて運転してください。
ESP®を待機状態にできないとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で、ESP®の点
検を受けてください。

M SL 63 AMG：
エンジンがかかって
いるときに黄色の
ESP®/スポーツハン
ドリングモード表示
灯が点灯する。

G事故のおそれがあります

スポーツハンドリングモードが設定されている。
車が横滑りし始めたときや車輪が空転し始めたときに
ESP®は制限された内容で作動するため、車両操作性や走
行安定性の確保は限られたものになる。
�  ESP®を待機状態にしてください（雪道などでの走行
を除く）。

ESP®を待機状態にできないとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で、ESP®の点
検を受けてください。
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トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

÷

å

エンジンがかかって
いるときに黄色の
ABS / ESP® 表示灯
と ESP®オフ表示灯
が点灯する。

G事故のおそれがあります

故障のため、ESP®が作動しない状態になっている。
車が横滑りし始めたときや車輪が空転し始めたときに、
車両操作性や走行安定性を確保することができない。
SBCは通常通り作動するが、ESP®は作動しない。
�  マルチファンクションディスプレイに表示される追加
のメッセージに従ってください。

�  注意して走行してください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

+ エンジンがかかって
いるときに赤色のエ
アバッグシステム警
告灯が点灯する。

Gけがのおそれがあります

乗員保護装置が故障している。エアバッグやシートベル
トテンショナーが不意に作動したり、事故のときに作動
しない可能性がある。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点
検を受けてください。

J 走行中に赤色のブ
レーキ警告灯が点灯
する。警告音も鳴っ
ている。

パーキングブレーキを解除しないで走行している。
�  パーキングブレーキを解除してください。
 警告灯が消灯し、警告音も鳴り止みます。

J エンジンがかかって
いるときに赤色のブ
レーキ警告灯が点灯
する。警告音も鳴っ
ている。

G事故のおそれがあります

リザーブタンクに十分な量のブレーキ液がない。
SBCが故障している。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、すみやかに安
全に停車してください。状況を問わず、走行を続けな
いでください。

�  パーキングブレーキを効かせてください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡
してください。

�  マルチファンクションディスプレイに表示される追加
のメッセージ（�279､280ページ）に従ってください。

ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給
しても問題は解消しません。
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? エンジンがかかって
いるときに冷却水量・
冷却水温度警告灯が
赤色に点灯する。

冷却水量が正常なときは、ラジエターへの送風が遮られ
ているか、冷却ファンが故障している可能性がある。
冷却水の温度が高すぎて、エンジンが十分に冷却されて
いない。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、安全に停車し
て、エンジンを停止してください。

� エンジンと冷却水を冷やしてください。
�  冷却水量を点検し、補給時の注意事項を読んでから、
冷却水を補給してください。

�  通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

�  雪や泥、氷などにより、ラジエターへの送風が遮られ
ていないか確認してください。

�  冷却水温度が約 120℃以下の場合は、最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場まで走行を続けること
ができます。

�  その場合は、山道の走行や発進 /停止を繰り返す走行
など、エンジンに大きな負荷をかけることは避けてく
ださい。

? エンジンがかかって
いるときに冷却水量・
冷却水温度警告灯が
赤色に点灯する。警
告音も鳴っている。

冷却水温度が約 120℃を超えている。ラジエターへの送
風が遮られているか、リザーブタンクの冷却水量が非常
に不足している可能性がある。
エンジンが十分に冷却されないため、エンジンを損傷す
るおそれがある。
�  周囲の道路や交通状況に注意しながら、安全に停車し
て、エンジンを停止してください。

� エンジンと冷却水を冷やしてください。

; エンジンがかかって
いるときに黄色のエ
ンジン警告灯が点灯
する。

以下に異常がある可能性がある。
•  エンジン制御システム
•  燃料噴射システム
•  排気システム
•  イグニッションシステム
•  燃料供給システム
排出ガスの成分が基準値を超えたために、エンジンがエ
マージェンシーモードになっている可能性がある。
�  すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点
検を受けてください。
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I エンジンがかかって
いるときに黄色の
ロールバー警告灯が
点灯する。

Gけがのおそれがあります

ロールバーが作動できない状態になっている。
�  手動でロールバーを上げてください（�41ページ）。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受け
てください。

ü ドアを閉じてエンジ
ンを始動すると、赤
色のシートベルト警
告灯が点灯する。

Gけがのおそれがあります

シートベルトを着用していない。
�  シートベルトを着用してください。
 シートベルト警告灯が消灯します。

Gけがのおそれがあります

助手席シートの上に荷物を置いている。
�  助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に安
全に収納してください。

 シートベルト警告灯が消灯します。

ü 赤色のシートベルト
警告灯が点滅し、断
続的な警告音も鳴っ
ている。

Gけがのおそれがあります

シートベルトを着用していない状態で走行し、速度が約
25km/hを超えた。
�  シートベルトを着用してください。
  シートベルト警告灯が消灯し、断続的な警告音も鳴り
止みます。

Gけがのおそれがあります

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度が
約 25km/hを超えた。
�  安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてあ
る荷物を、別の場所に安全に収納してください。

  シートベルト警告灯が消灯し、断続的な警告音も鳴り
止みます。

8 エンジンがかかって
いるときに黄色の燃
料残量警告灯が点灯
する。

燃料の残量が少なくなっている。
�  最寄りのガソリンスタンドで給油してください。
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 警告音

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

盗難防止警報が作動した。 盗難防止警報システムが待機状態のときに、運転席ドアま
たはトランクを開いた。
盗難防止警報システムが待機状態のときに、車内からド
アを開くか、ボンネットのロックを解除した。
盗難防止システムが待機状態のときに、グローブボック
スやアームレストの小物入れ、シート後方の小物入れを
開いた。
�  盗難防止警報を停止してください（�58ページ）。

警告音が鳴った。 マルチファンクションディスプレイに故障 / 警告メッ
セージが表示されている。
�  故障 / 警告メッセージをご覧ください（�270ページ
～）。

パーキングブレーキを解除しないで走行している。
�  パーキングブレーキを解除してください。

車幅灯を消灯しないでエンジンスイッチからキーを抜き、
運転席ドアを開いた。
�  ランプスイッチを$の位置にしてください。

Gけがのおそれがあります
シートベルトを着用しない状態で走行し、速度が約
25km/hを超えた。
�  シートベルトを着用してください。

ホーンが断続的に鳴った。 SBCホールドが作動しているときに、エンジンを停止
するか、運転席ドアを開いて運転席の乗員がシートベル
トを外すか、ボンネットのロックを解除した。
�  SBCホールドを解除してください。
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 事故のとき

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

燃料が漏れている。 G火災や爆発のおそれがあります

燃料供給システム、または燃料タンクが損傷している。
�  ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー
を抜いてください。

�  状況を問わず、エンジンを再始動しないでください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

損傷の程度がわからない。 �  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

損傷箇所が見当たらない。 �  通常通りエンジンを始動してください。

 ブレーキ

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ブレーキペダルの踏みごたえが通常よ
りも弱く、ブレーキペダルの踏みしろ
が大きい。

G事故のおそれがあります

•  ブレーキペダルを踏むことにより、SBCが作動している
•  エンジンを始動した
�  再度ブレーキペダルを踏んでください。
 通常の踏みごたえと踏みしろに戻ります。

G事故のおそれがあります

SBCがエマージェンシーモード（�56ページ）で作動し
ている。
�  マルチファンクションディスプレイに追加して表示さ
れる故障 /警告メッセージに従ってください。

ブレーキペダルに脈動が伝わってくる。 G事故のおそれがあります

ブレーキペダルを踏んだときに SBCの油圧ポンプが作動
している。
SBCに関する故障 /警告メッセージに従ってください。
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 燃料と燃料タンク

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

燃料が漏れている。 G爆発や火災のおそれがあります

燃料供給システム、または燃料タンクに問題がある。
�  ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー
を抜いてください。

�  状況を問わず、エンジンを再始動しないでください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

燃料給油フラップが開かない。 燃料給油フラップが解錠されていない。
または
キーの電池が消耗している。
�  エマージェンシーキーで車を解錠して、エンジンスイッ
チにキーを差し込んでください。

燃料給油フラップは解錠されたが、開閉機構に異常がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

 エンジン

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

エンジンが始動しない。 SBCホールドが作動している。
�  SBCホールドを解除してください。
�  再度エンジンを始動してください。

エンジンが始動しない。
スターターモーターの作動音は聞こ
える。

•  エンジンの電気システムに異常がある。
•  燃料供給に異常がある。
•  エンジン始動用バッテリーの電圧が非常に低下してい
るか、充電されていない。

�  エンジンを再始動する前に、イグニッション位置を 0
に戻してください。

�  再度、始動操作を行なってください（�114ページ）。
  ただし、エンジン始動操作を長時間何度も行なうと、
バッテリーがあがるおそれがあります。

何度始動を試みてもエンジンが始動しないとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。
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トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

エンジンが始動しない。
スターターモーターの音が聞こえない。

エンジン始動用バッテリーの電圧が非常に低下している
か、充電されていない。
�  他車のバッテリーを電源として始動してください
（�332ページ）。
他車のバッテリーを電源としてもエンジンが始動しない
とき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

過度の負荷によりスターターモーターが過熱している。
�  約 2分間スターターモーターを冷やしてください。
�  再度、始動操作を行なってください。
それでもエンジンが始動しないとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

エンジンの回転が滑らかでなく、ミス
ファイアも起きている。

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システム
が故障している。
�  アクセルペダルを踏みすぎないでください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

  燃焼していない燃料により、触媒を損傷するおそれが
あります。

冷却水温度が約 120℃を超えている。
冷却水量・冷却水温度警告灯が赤色に
点灯し、警告音も鳴っている。

リザーブタンクの冷却水量が非常に不足している。冷
却水の温度が高すぎて、エンジンが十分に冷却されて
いない。
�  すみやかに停車して、エンジンと冷却水を冷やして
ください。

�  エンジンと冷却水が冷えてから冷却水量を点検し、必
要であれば、注意事項に従いながら、冷却水を補給し
てください（�230､231ページ）。

冷却水量が正常なときは、ラジエターの冷却ファンが故
障している可能性がある。冷却水の温度が高すぎて、エ
ンジンが十分に冷却されていない。
�  冷却水温度が約 120℃以下の場合は、最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場まで走行を続けること
ができます。

�  その場合は、山道の走行や発進 /停止を繰り返すなど、
エンジンへの大きな負荷をかけることは避けてください。



297

万
一
の
と
き
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 オートマチックトランスミッション

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

トランスミッションが正しく変速し
ない。

トランスミッションオイルが減っている。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でトラ
ンスミッションの点検を受けてください。

加速性能が悪化している。
トランスミッションが変速しない。

トランスミッションがエマージェンシーモードになって
いる。
2速ギアかリバースギアにできる場合がある。
�  停車してください。
�  エンジンを停止して、イグニッション位置を 0にして
ください。

�  約 10秒以上待ってから、エンジンを再始動してくださ
い。

�  セレクターレバーを7に入れてください。
 2速ギアになります。
または
�  セレクターレバーをCに入れてください。
 リバースギアになります。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でトラ
ンスミッションの点検を受けてください。

 パークトロニック

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

パークトロニックの赤色インジケー
ターだけが点灯して約 2秒間警告音が
鳴った。
約 20秒後にパークトロニックの機能
が解除され、パークトロニックオフス
イッチの表示灯が点灯した。

故障により、パークトロニックが停止している。
�  トラブルが続くようであれば、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場でパークトロニックの点検を受けてく
ださい。

パークトロニックの赤色インジケー
ターだけが点灯し、約 20秒後にパー
クトロニックの機能が解除された。

パークトロニックセンサーが汚れているか、付着物など
がある。
�  パークトロニックセンサーを清掃してください（�259
ページ）。

�  再度、イグニッション位置を 2にしてください。

パークトロニックの赤色インジケー
ターだけが点灯し、約 20秒後にパー
クトロニックの機能が解除された。

外部の電波や超音波により、問題が発生している。
�  場所を変えて、パークトロニックの作動を確認してく
ださい（�184ページ）。
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トラブルの原因と対応

 ヘッドランプ

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ヘッドランプの内側が曇っている。 外気の湿度が高くなっている。
�  ヘッドランプを点灯して走行してください。
  しばらく走行すると、ヘッドランプ内側の曇りは取
れます。

ヘッドランプユニットが密閉されていないため、水分が
浸入している。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場でヘッドランプ
の点検を受けてください。

 ワイパー

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ワイパーが正しく作動しない。 葉や雪などがワイパーの作動を妨げている。ワイパーモー
ターの作動が停止している。
�  安全のため、エンジンスイッチからキーを抜くか、イ
グニッション位置を 0にしてください。

�  障害物を取り除いてください。
�  再度、ワイパーを作動させてください。

ワイパーが作動しない。 G事故のおそれがあります

ワイパーが故障している。
�  コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを
選択してください。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場でワイパーの点
検を受けてください。

ウインドウウォッシャー液がフロント
ウインドウの中央に噴射されない。

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズルの角度が適切で
ない。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で噴射ノズルの
角度を調整してください。



299

万
一
の
と
き

トラブルの原因と対応

 バリオルーフ

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

バリオルーフが開閉しない。 トランク内のラゲッジカバーが正しくセットされていない。
�  ラゲッジカバーを正しくセットしてください（�198
ページ）。

トランクが開いている。
�  トランクを閉じてください。

電圧が低下している
�  エンジンを始動してください。

何度も連続してバリオルーフを開閉した。バリオルーフ
の開閉機能が自動的に停止した。
約 10分後に、再度バリオルーフを開閉できるようにな
ります。
�  イグニッション位置を0にしてから、2の位置にするか、
エンジンを始動してください。

�  再度、開閉操作を行なってください。

バリオルーフの開閉機能が故障している。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

 ウインドウ

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ドアウインドウが全閉しない。 障害物により、ドアウインドウが閉じなくなっている。
�  障害物を取り除いてください。
�  ドアウインドウを閉じてください。

原因が分からない場合：
�  挟み込み防止機能が作動しない状態でドアウインドウ
を閉じます（�112ページ）。
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トラブルの原因と対応

 ドアミラー

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ドアミラーが無理に前方 / 後方に曲
げられた。

�  ギアが噛み合う音が聞こえるまで、ドアミラー格納
/展開スイッチ（�89ページ）を繰り返し押します。

  ドアミラーユニットのギアが噛み合うと、通常通りド
アミラーを格納 /展開できるようになります。

 キー

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

リモコン操作で解錠 / 施錠できない。 キーの電池が消耗している。
�  至近距離でキーの先端部を運転席ドアのドアハンドル
に向け、再度解錠 /施錠操作をしてください。

リモコン操作ができないとき：
�  エマージェンシーキーで車を解錠 /施錠してください
（�303､304ページ）。

�  キーの電池を点検し、必要であれば交換してください
（�308ページ）。

キーが故障している。
�  エマージェンシーキーで車を解錠 /施錠してください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場でキーの点検を
受けてください。

キーレスゴー操作で解錠 /施錠でき
ない。

車が解錠されてから長時間経過したため、キーレスゴー
の機能が解除された。
�  ドアハンドルを 2回引き、エンジンスイッチにキーを
差し込んでください。

キーレスゴーが故障している。
�  リモコン機能で車を解錠 /施錠してください。至近距
離でキーの先端部を運転席ドアのドアハンドルに向け、
再度解錠 /施錠操作してください。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場でキーの点検を
受けてください。

強い電波などの干渉を受けている。
�  リモコン機能で車を解錠 /施錠してください。至近距
離でキーの先端部を運転席ドアのドアハンドルに向け、
再度解錠 /施錠操作してください。
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トラブルの原因と対応

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

キーを紛失した。 �  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で、紛失したキー
を無効にしてください。

  新しいキーの入手については、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

�  ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して
ください。

�  必要であればキーシリンダーも交換してください。

エマージェンシーキーを紛失した。 �  ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して
ください。

�  必要であればキーシリンダーも交換してください。

エンジンスイッチがまわらない。 エンジンスイッチからキーを抜かずに 0の位置で長時間
放置していた。
�  エンジンスイッチからキーを抜き、再度差し込んでく
ださい。

�  エンジン始動用バッテリーを点検し、必要であれば充
電してください。

�  エンジンを始動してください。

バッテリーの電圧が低下している。
�  シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気
装備を停止してから再度エンジンスイッチをまわして
ください。

それでもエンジンスイッチがまわらないとき：
�  エンジン始動用バッテリーを点検し、必要であれば充
電してください。

または
�  他車のバッテリーを電源として始動してください
（�332ページ）。
または
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

キーレスゴー操作でエンジンが始動で
きない。キーは車内にある。

ドアが開いているため、キーが検知されにくくなっている。
�  ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。

強い電波などの干渉を受けている。
�  エンジンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を行
なってください。
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トラブルの原因と対応

 車を使用しないとき

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

エンジンを始動しない期間が約 4週間
以上におよぶとき。

バッテリーが完全にあがると、バッテリーが損傷する可
能性がある。
�  バッテリーからケーブルを外してください。
iバッテリーの点検はメルセデス・ベンツ指定サービス
工場で行なってください。

エンジンを始動しない期間が約 6週間
以上におよぶとき。

車を長期間にわたって使用しないと、不具合が発生する
可能性がある。
�  対応について、メルセデス・ベンツ指定サービス工場
におたずねください。
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非常時の施錠 / 解錠

 非常時の施錠 /解錠

  エマージェンシーキー

グローブボックス、アームレストの小
物入れ、シート後方の小物入れを独立
施錠する（�207ページ）ときやグロー
ブボックスを解錠するときに使用し
ます。

また、リモコン操作やキーレスゴー操
作ができないときや、運転席ドアを解
錠 / 施錠したり、トランクを解錠し
たり（�305ページ）、独立施錠する
（�76ページ）ときに使用します。

車を施錠した後にエマージェンシー
キーで運転席ドアやトランク、グロー
ブボックスを解錠して開くと、盗難防
止警報が作動します。

以下のいずれかの操作をすると、警
報が停止します。

�  キーの解錠ボタンか施錠ボタンを
押す

�  エンジンスイッチにキーを差し込む

�  キーがキーレスゴーの左右側アンテ
ナの検知範囲またはトランク側アン
テナの検知範囲にあるときは（�67
ページ）、ドアハンドルに触れるか
トランクのハンドルを引く

�  キーがキーレスゴーの車室内アン
テナの検知範囲にあるときは、セ
レクターレバーのキーレスゴース
イッチを押す

エマージェンシーキーで運転席ドアを
解錠しても、他のドア、トランク、燃
料給油フラップは解錠されません。

 キーからエマージェンシーキーを取り
外す

�  ストッパー2を矢印の方向に押し
ながら、エマージェンシーキー1

を矢印の方向に抜きます。

  収納するときは元の位置に差し込み
ます。

 運転席ドアの解錠

左ハンドル車

リモコン操作またはキーレスゴー操作
で車両を解錠できないときは、以下の
操作を行なってください。

�  キーからエマージェンシーキーを取
り外します。

�  エマージェンシーキーを、運転席ド
アのドアハンドルのキーシリンダー
に差し込みます。
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非常時の施錠 / 解錠

�  エマージェンシーキーを解錠の位置
1にまわします。

  ロックノブが上がり、運転席ドアが
解錠されます。

i左ハンドル車は反時計回りに、
右ハンドル車は時計回りにまわし
ます。

�  エマージェンシーキーを元の位置に
まわして、キーシリンダーから抜き
ます。

i助手席ドアのドアハンドルには
キーシリンダーはありません。

!車から離れる前に、すべてのドア
ウインドウとリアクォーターウイン
ドウ、バリオルーフが閉じているこ
とを確認してください。

!エマージェンシーキーで運転席ド
アを解錠 / 施錠しても、助手席ド
ア、トランク、燃料給油フラップ、
グローブボックス、アームレストの
小物入れ、シート後方の小物入れは
解錠 / 施錠されません。

  車両の施錠

左ハンドル車

リモコン操作またはキーレスゴー操作
で車両を施錠できないときは、以下の
操作を行なってください。

�  運転席ドアを開きます。

�  助手席ドアとトランクを閉じます。

�  ドアロックスイッチ（施錠）（�72
ページ）を押します。

�  助手席ドアのロックノブが下がって
いることを確認します。

  下がっていないときは、ロックノブ
を押し込みます。

�  運転席ドアを閉じます。

�  キーからエマージェンシーキーを取
り外します（�303ページ）。

�  エマージェンシーキーを運転席ドア
のドアハンドルのキーシリンダーに
差し込みます。

�  エマージェンシーキーを施錠の位置
1にまわします。

  運転席ドアのロックノブが下がり、
運転席ドアが施錠されます。

i左ハンドル車は時計回りに、右
ハンドル車は反時計回りにまわし
ます。
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非常時の施錠 / 解錠

�  エマージェンシーキーを元の位置に
まわして、キーシリンダーから抜き
ます。

�  運転席ドアと助手席ドア、トラン
クが施錠されていることを確認し
ます。

  トランクが施錠されていないとき
は、トランクを独立施錠します
（�76ページ）。

!エマージェンシーキーでドアを施
錠したときは、グローブボックスや
アームレストの小物入れ、シート後
方の小物入れは施錠されません。エ
マージェンシーキーであらかじめ
独立施錠してください（�207ペー
ジ）。

  ただし、バッテリー電圧が低下し
ているときなどは、グローブボッ
クスの独立施錠を行なっても、アー
ムレストの小物入れとシート後方
の小物入れは施錠されないことが
あります。

  トランクの解錠

リモコン操作またはキーレスゴー操作
によりトランクを開いたり、解錠でき
ないときは、以下の操作を行なって
ください。

�  キーからエマージェンシーキーを取
り外します（�303ページ）。

 �  エマージェンシーキーを、トラン
クのキーシリンダー1に差し込み
ます。

 �  エマージェンシーキーを反時計回
りに止まるまでまわします。

�   ハンドル2を引いてトランクを開
きます。

 �   エマージェンシーキーを元の位置
にまわして、キーシリンダーから抜
きます。

!トランクを開くときは、後方や上
方に十分な空間があることを確認し
てください。また、トランクの周り
に障害物がなく、人や物に当たるお
それがないことを確認してください。

iエマージェンシーキーでトランク
を解錠しても、ドアや燃料給油フ
ラップ、グローブボックス、アーム
レストの小物入れやシート後方の小
物入れは解錠されません。

iエマージェンシーキーで解錠した
後に、エマージェンシーキーをキー
シリンダーから抜いてトランクを閉
じると再び施錠されます。キーの閉
じ込みに注意してください。
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非常時の施錠 / 解錠

  グローブボックスの解錠

リモコン操作またはキーレスゴー操作
でグローブボックスが解錠されないと
きは、以下の操作を行なってください。

左ハンドル車

�  グローブボックスのキーシリン
ダー2にエマージェンシーキーを
差し込んで、グローブボックス解錠
位置1にまわします。

  グローブボックスのみが解錠され
ます。

iエマージェンシーキーが1の位
置のときは、キーシリンダーからエ
マージェンシーキーを抜くことはで
きません。

iグローブボックスを解錠しても
アームレストの小物入れやシート後
方の小物入れは解錠されません。

  イージーパックで上昇させたルーフ
を手動で下げる

イージーパックで上昇させたルーフが
下がらなくなった場合は、手動でルー
フを下げます。

!手動でルーフを下げる作業は、緊
急の場合にのみ、行なってください。
作業は大人 2人で十分に注意しな
がら行なってください。

手動でルーフを下げる

�  トランクマットを外します。

�  車載工具から六角レンチ1を取り
出します。

�  油圧ポンプ3のスクリュー2に六
角レンチ1を差し込みます。

�  もう 1人の人がルーフを支えます。

�  スクリュー2を反時計回りにゆっ
くり約 1/8回転ほどゆるめます。

�  ラゲッジカバー両端のフックをホル
ダーにかけます。

�  ルーフから手を放します。

  ルーフがゆっくり下がります。

�  ルーフが完全に下がったら、油圧ポ
ンプのスクリューを時計回りにまわ
して確実に締めます。
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キーの電池交換

!スクリューを締めすぎないように
注意してください。

�  トランクマットを元の位置に戻し
ます。

�  すみやかにメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

詳しくは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

G けがのおそれがあります
•  スクリューを一気にゆるめないで
ください。ルーフが急に下がるた
め、挟まれてけがをするおそれが
あります。

•  スクリューは約 1/8回転以上ゆる
めないでください。スクリューを
ゆるめ続けるとスクリューが損傷
し、高圧のオイルが吹き出してけ
がをするおそれがあります。

 キーの電池交換

リモコンの作動可能距離が短くなった
り作動しない場合は、キーの電池の消
耗が考えられます。メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

G 中毒のおそれがあります
電池には毒性および腐食性を持つ物
質が含まれています。子供の手の届
かないところに保管してください。

誤って電池を飲み込んでしまったと
きは、ただちに医師の診断を受けて
ください。

H 環　境
電池を家庭用ゴミとして廃棄しない
でください。電池には非常に強い有
毒物質が含まれています。

使用済みの電池は、新しい電池をお
買い求めになった販売店に処分を依
頼するか、ボタン電池専用の回収箱
に廃棄してください。
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キーの電池交換

  キーの電池を点検する

�  キーのいずれかのボタンを押します。

  キーの表示灯が 1回点滅すれば電
池は正常です。

iキーの電池が消耗したときは、エ
マージェンシーキーで解錠 / 施錠
できます（�303､304ページ）。

  電池の交換手順

�  ストッパー1を矢印の方向に押し
ながら、エマージェンシーキー2

を矢印の方向に抜き取ります。

�  エマージェンシーキー2を図の位
置にかけてロックを外しながら、電
池ケース3を引きます。

�  電池5を外し、新しい電池と交換
します。

  電池は 2個ともプラス（＋）面を
上にして、電極板4の間に取り付
けます。

�  電池ケース3を本体の溝に合わせ、
押し込んでロックします。

�  エマージェンシーキー2をキーに
収納します。

�  リモコンのすべての機能が作動する
ことを確認します。

iリチウム電池（CR2025）を 2個
使用しています。

i電池を交換するときは 2個同時に
交換してください。

i電池の表面に、汚れや脂分などが
付着していないことを確認してくだ
さい。
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電球の交換

 電球の交換

ランプ類は車両の重要な安全装備のひ
とつです。すべてのランプ類が正しく
点灯することを確認してください。

電球が切れてランプが点灯しないとき
は、同規格の電球と交換してくださ
い。交換したランプがすぐに切れた場
合は、メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

電球の交換はメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で行なうことをお勧めし
ます。やむを得ずお客様自身で交換す
るときは、以下の注意を守って該当箇
所の電球を交換してください。

!電球には素手で触れないようにし
てください。電球の表面に少しでも
汚れや脂分が付着すると、ガラス表
面で溶けて、電球の寿命が短くな
ります。電球に触れるときは、き
れいな布や手袋などを使用するか、
バルブの金属部を持つようにして
ください。

!指定以外の電球を使用しないでく
ださい。過熱してレンズを損傷した
り、故障の原因になります。

!電球は高温になるため、電球の表
面に油などが付着すると切れやすく
なります。油などが付着したときは、
薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい
布で電球をよく拭いてください。

!マルチファンクションディスプ
レイにランプに関する故障 / 警
告メッセージが表示されたときは
（�282ページ）をご覧ください。

 このときは、すみやかに電球を交換
してください。

G 火傷やけがのおそれがあります
•  電球は非常に熱くなります。電球
の交換は電球が冷えた状態で行
なってください。火傷をするおそ
れがあります。

•  電球は子供の手の届かないところ
に保管してください。

•  落下したり、衝撃が加わった電球
を使用しないでください。破裂す
るおそれがあります。

•  電球には圧力のかかったガスが封
入されているため、電球が熱くなっ
ているときに電球に触れたり、電
球を取り外さないでください。破
裂するおそれがあります。

•  電球を交換するときは、防護眼鏡
や手袋などを着用し、直接手で電
球に触れないようにしてください。

G けがのおそれがあります
エンジンを始動しているときやエン
ジンがかかっているとき、イグニッ
ション位置が 2のときは、バイキセ
ノンヘッドランプのバルブソケット
や配線に手を触れないでください。
高電圧の発生部分や高温部分があり、
それらに触れると非常に危険です。

バイキセノンヘッドランプの交換は
行なわないでください。交換は必ず
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で行なってください。その他の電
球の交換についても、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に作業を依
頼することをお勧めします。
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電球の交換

お客様自身で交換できる電球は以下
の通りです。交換できない場合や、そ
の他の電球の交換については、必ずメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場に
作業を依頼してください。

!電球の交換を行なうときは、実際
に車両に装備されている電球の規格
を確認してください。

!電球の周囲には、金属が露出して
いる部分や鋭利な部分があります。
電球の交換を行なうときは、けが
をしないように十分注意してくだ
さい。

ヘッドランプ

1 ヘッドランプ
（上向き）

H7 55 W

2 コーナリング
ランプ

H7 55 W

3 車幅灯 / フロ
ントパーキング
ランプ

5W

テールランプ

1 リアフォグラ
ンプ（右側の
み）

21W

2 リア方向指示灯 21W（黄色）

3 バックランプ 21W

ライセンスランプ

1 ライセンスラ
ンプ

5W
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ワイパーブレードの交換

 ワイパーブレードを取り外す

�  イグニッション位置を 1か 2にし
ます。

�  コンビネーションスイッチを¯

の位置にして、ワイパーを作動さ
せます。

�  ワイパーが作動している途中で、
イグニッション位置を 0にして、
ワイパーを途中で停止させます。

�  エンジンスイッチにキーを差し込
んでいるときは、キーを抜きます。

�  ワイパーアーム1をいっぱいまで
起こします。

!ワイパーアームを起こすときにボ
ンネットと接触するときは、ワイ
パーを停止する位置が不適切です。
ボンネットを損傷するおそれがあり
ますので、再度ワイパーを作動させ、
適切な位置でワイパーを停止させて
ください。

�  ワイパーブレード2を図の位置に
まわします。

�  ワイパーブレード2を矢印の方向
に動かし、ワイパーアーム1の固
定部から取り外します。

 ワイパーブレードの交換

G 事故のおそれがあります
ワイパーブレードのゴムが劣化する
と、ウインドウの水滴を十分に拭き
取ることができません。視界を妨げ
て周囲の交通状況を把握できず、事
故の原因になります。

ワイパーブレードは年に 2回の目安
で交換してください。

G けがのおそれがあります
ワイパーブレードを交換するときは、
必ずエンジンスイッチからキーを抜
くか、イグニッション位置を 0にし
てください。ワイパーが作動してけ
がをするおそれがあります。

!ワイパーブレードの損傷を避ける
ため、ワイパーブレードのゴム部分
に触れないようにしてください。

!ワイパーアームを起こしたままボ
ンネットを開かないでください。ボ
ンネットとワイパーが当たり、損傷
するおそれがあります。

!ワイパーアームが取り付けられて
いない状態で、ワイパーアームを元
の位置に戻さないでください。

!ワイパーブレードを交換するとき
は、ワイパーアームを確実に持って
ください。ワイパーブレードが取り
付けられていない状態でワイパー
アームから手を放すと、ワイパー
アームがフロントウインドウに当た
り、フロントウインドウを損傷する
おそれがあります。
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パンクしたとき

 ワイパーブレードを取り付ける

�  新しいワイパーブレードを、取り付
けたときとは反対の方向にワイパー
アームの固定部に差し込みます。

 ワイパーブレードが確実に差し込ま
れていることを確認してください。

�  ワイパーブレードをワイパーアー
ムと平行の位置にします。

�  ワイパーアームを元の位置に戻し
ます。

 パンクしたとき

G 事故のおそれがあります
•  パンクしたときは、あわててブ
レーキペダルを踏まないでくださ
い。ステアリングをしっかり握っ
て徐々に速度を落とし、安全な場
所に停車してください。

•  パンクしたタイヤで走行しないで
ください。車のコントロ－ルを失
い、事故を起こすおそれがありま
す。また、タイヤが異常に過熱して、
火災が発生するおそれがあります。

  タイヤ交換およびタイヤ修理の準備

�   安全を確保できる、かたくてすべり
にくい、水平な場所に停車します。

�   非常点滅灯を点滅させます。

�   パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。

�   セレクターレバーをBに入れます。

�    ステアリングを直進の位置にします。

�   周囲の状況に注意しながら乗員を車
から降ろし、タイヤ交換の補助を行
なう人以外の人をただちに安全な場
所に避難させます。

�   エンジンを停止します。

�  エンジンスイッチからキーを抜き
ます。キーレスゴースイッチでエ
ンジンを停止したときは、運転席
ドアを開きます。

�   車から降ります。

�   運転席ドアを閉じます。

�   車の後方に停止表示板を置きます。
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パンクしたとき

!車速感応ドアロック（�73ページ）
を設定した状態で車を押したり、タ
イヤ交換などで車を持ち上げるとき
は、イグニッション位置を 0にし
てください。車輪が回転すると車が
自動的に施錠され、車外に閉め出さ
れるおそれがあります。

!タイヤ交換やタイヤ修理をすると
きは、必ず手袋を着用してください。
素手で作業を行なうとけがをするお
それがあります。

i高速道路や自動車専用道路では、
車の後方に停止表示板を置くことが
法律で義務付けられています。

  応急用スペアタイヤが車載されてい
る車種

パンクしたタイヤを応急用スペアタイ
ヤに交換します。

G 事故のおそれがあります
•  応急用スペアタイヤと標準タイヤ
のサイズが異なるため、応急用ス
ペアタイヤを装着した場合、走行
性能が大きく変化します。十分注
意して走行してください。

•  応急用スペアタイヤに交換したと
きは、必ず 80km/h以下で走行し
てください。

•  応急用スペアタイヤを装着したと
きは、ESP®の機能を解除しない
でください。

•  応急用スペアタイヤは短い時間の
使用にとどめ、できるだけ早く標
準タイヤに戻してください。

•  応急用スペアタイヤを 2本以上装
着して走行しないでください。

!応急用スペアタイヤは各車種専用
です。他車のものは使用しないでく
ださい。

 タイヤ交換の準備

�  タイヤ交換に必要な準備を行ないま
す（�312ページ）。

�  ステアリングを直進の位置にし
ます。

�   トランクフロアボードの下から、以
下のものを取り出します。

 • ガイドボルト

 • 電動エアポンプ

 • 応急用スペアタイヤ

 • ジャッキ

 • ホイールレンチ

�   SL 63 AMG パフォーマンスパッ
ケージは、応急用スペアタイヤの
ストラップを外します。

i外したストラップは車内に保管し
てください。応急用スペアタイヤを
トランクに収納するときに必要にな
ります。

�   作業中に車が動き出すのを防ぐた
め、交換するタイヤの対角線の位
置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

i輪止めは車載されていません。適
切な大きさの木片か石を輪止めとし
て使用してください。

�   やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を
するときは、交換するタイヤの反
対側の前後輪の下り側に輪止めを
します。
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パンクしたとき

�  ホイールレンチ1で、交換するタ
イヤのホイールボルト（5本）を約
1回転ほどゆるめます。

  この時点では、ホイールボルトを取
り外しません。

!ホイールレンチを使用するとき
に、ホイールレンチがホイールボ
ルトから外れるとけがをしたり、
ホイールボルトを損傷するおそれ
があります。以下の点に注意して
ください。

  •  ホイールレンチを確実に差し込
んでください。

  •  足で踏んでまわさないでくだ
さい。

  •  両手で握り、ホイール側に押し
付けるようにしながらまわして
ください。

 ジャッキアップする

G けがのおそれがあります
•  車載のジャッキは、この車のタイ
ヤ交換で一時的にジャッキアップ
するためだけに設計されています。

•  車の下で作業をするときは、必ず
リジッドラックなどを使用してく
ださい。

•  ジャッキは、かたくてすべりにく
い、水平な場所で使用してくださ
い。また、ジャッキの下に、ブロッ
クや木材などを置いてジャッキ
アップしないでください。ジャッ
キアップした車が落下するおそれ
があります。

•  ジャッキアップしているときは、
エンジンを始動したり、ドアやト
ランクを開閉したり、パーキング
ブレーキを解除しないでください。
車が落下するおそれがあります。

•  ジャッキに不具合や亀裂、損傷が
あるときは使用しないでください。

 •  傾斜の急な斜面ではジャッキアッ
プしないでください。ジャッキが
外れると、車に挟まれて致命的な
けがをするおそれがあります。

•  車が車載のジャッキだけで支えら
れているときは、決して車の下に
身体を入れないでください。ジャッ
キが外れると、車に挟まれて致命
的なけがをするおそれがあります。
ジャッキは車を一時的に持ち上げ
るときだけに使用してください。



315

万
一
の
と
き

パンクしたとき

G けがのおそれがあります
 ジャッキサポート以外の場所には
ジャッキを使用しないでください。
ジャッキが外れてけがをしたり、車
両を損傷するおそれがあります。

ジャッキは交換するタイヤに適した
位置のジャッキサポートで使用して
ください。また、ジャッキを使用す
る前に、ジャッキサポートに異物や
汚れがないことを確認してください。

�  交換するタイヤの近くのジャッキサ
ポートのカバー2のマークを押し
ながら、カバーを開きます。

�  車種や仕様により、図のように
ジャッキサポートのカバー2の下
部にマークが記されている場合は、
カバーの下部にドライバーなどを差
し込んで、カバーを開きます。

iジャッキサポートは前輪の後方、
後輪の前方のボディ下部に計 4カ
所設けられています。

�  ジャッキアーム4をジャッキサポー
ト5に停止するまで差し込みます。

�  その位置でジャッキを支えながら、
ジャッキの下端が地面に着くまで、
ジャッキハンドル3を時計回りに
まわします。

�  側面から見て、ジャッキが車に対
して直角になっていることを確認
します。

!ジャッキアームがジャッキサポー
トに完全に差し込まれていること
を確認してください（ジャッキアー
ムが奥まで差し込まれていれば、
ジャッキの下端は車の正面から見
て、車の内側を向きます）。
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パンクしたとき

�  ジャッキが抜けてこないように、
ジャッキを押し込むようにしながら
ジャッキハンドル3を矢印の方向
にまわし、タイヤが地面から離れる
まで、ジャッキアップします。

  ジャッキアップしたときのタイヤの
高さは、地面から 3cm以内にして
ください。

�  上側のホイールボルトを 1本外し
ます。

�  ホイールボルトを外したネジ穴に、
車載工具内のガイドボルト6をね
じ込みます。

�  残りのホイールボルトを外して、タ
イヤを取り外します。

!ホイールボルトに砂や泥が付着し
ないように注意してください。ホ
イールボルトを取り付けたときに、
ホイールボルトやホイールハブのネ
ジ山を損傷するおそれがあります。

!タイヤを地面に置くときは、ホ
イールの外側を下にしないでくださ
い。ホイールに傷が付くおそれがあ
ります。

!ホイールを外したときは、ホイー
ルの内側を十分に清掃し、点検をし
てください。リムの凹みや曲がりは
空気圧減少の原因になり、タイヤを
損傷するおそれがあります。

 応急用スペアタイヤを取り付ける

G 事故のおそれがあります
ホイールボルトに損傷や錆があると
きは交換してください。また、ネジ
山には決してオイルやグリスを塗布
しないでください。ホイールボルト
がゆるむおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
ホイールハブのネジ山が損傷してい
るときは、走行しないで、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。
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パンクしたとき

 電動エアポンプを準備する

車種や仕様により車載されている電動
エアポンプが異なります。

空気圧ゲージ別体型

�  フラップ1を開いて電源プラグ3

とエアホース5を取り出します。

�  空気圧調整バルブ6が閉じている
ことを確認してください。

空気圧ゲージ一体型

�  電動エアポンプの裏側から電源プラグ
3とエアホース5を取り出します。

G 事故のおそれがあります
 応急用スペアタイヤの取り付けには、
標準タイヤのホイールボルトを使用
します。異なるホイールボルトを使
用するとホイールを十分に固定する
ことができず、走行中にホイールが
外れるおそれがあります。

ジャッキアップした状態でホイール
ボルトを強く締め付けないでくださ
い。締め付ける勢いでジャッキが外
れるおそれがあります。

�  応急用スペアタイヤのホイールおよ
びホイールハブの接合面に砂や汚れ
などがないことを確認します。

�  ガイドボルト6に合わせて応急用
スペアタイヤ7を取り付けます。

�  4本のホイールボルトを取り付け、
対角線の順番に軽く締め付けます。

�  ガイドボルトを取り外します。

�  5本目のホイールボルトを取り付
け、軽く締め付けます。
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パンクしたとき

 応急用スペアタイヤに空気を入れる

G 事故のおそれがあります
必ず応急用スペアタイヤに空気を入
れてからジャッキダウンしてくださ
い。ジャッキダウンしたときにホイー
ルリムを損傷するおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
•  空気圧の低いタイヤで走行しない
でください。タイヤが過熱して破
裂したり、火災を起こすおそれが
あります。必ず規定の空気圧を守っ
てください。

•  タイヤに空気を入れすぎないでく
ださい。空気を入れすぎたタイヤ
は、路上の破片や凹みなどにより
損傷を受けたりパンクしやすくな
ります。必ず規定の空気圧を守っ
てください。

G けがのおそれがあります
電動エアポンプを作動させるときは、
電動エアポンプに記載されている取
扱方法も参考にしてください。

�  応急用スペアタイヤのバルブキャッ
プを外します。

�   電動エアポンプのエアホース5を
応急用スペアタイヤのバルブに取り
付けます。

�   電動エアポンプの電源スイッチ2

を 0（停止の位置）にします。

�  ライターのソケット（�215ページ）
か、トランクルーム内の 12V電源
ソケット（�216ページ）に、電源
プラグ3を差し込みます。

!この車以外のライターソケットや
電源ソケットなどには差し込まない
でください。

�  イグニッション位置を 1にします。

�   電動エアポンプの電源スイッチ2

を I（作動の位置）にします。

  電動エアポンプが作動して、応急用ス
ペアタイヤに空気が送り込まれます。

�  規定の空気圧になったら電動エアポ
ンプの電源スイッチ2を 0（停止
の位置）にします。

i応急用スペアタイヤの空気圧は、
応急用スペアタイヤのホイールに貼
付されているラベルまたはタイヤに
記載されています。

�    規定の空気圧を超えたときは、空気
圧調整バルブ6をゆるめるか、空
気圧調整ボタン7を押して空気を
抜いて調整します。

�  ライターソケットまたは 12V電源
ソケットから電源プラグ3を抜き、
応急用スペアタイヤのバルブからエ
アホース5を取り外します。

�  応急用スペアタイヤのバルブキャッ
プを取り付けます。

!応急用スペアタイヤを取り付ける
前に、応急用スペアタイヤに空気を
入れないでください。

!電動エアポンプを、作動時間の上
限を超えて連続して作動させないで
ください。ポンプが過熱して損傷し
たり、火傷をするおそれがあります。

  連続作動時間の上限は、電動エアポ
ンプに貼付してあるステッカーに記
載されています。
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!電動エアポンプを再び作動させる
ときは、ポンプが冷えた状態になっ
ていることを確認してください。

!電動エアポンプを作動させている
ときはエンジンを始動しないでくだ
さい。

!電動エアポンプやエアホースは作
動中に金属部分などが熱くなります。
必ず手袋をして作業してください。

 ジャッキダウン

�   ジャッキハンドルを反時計回りにま
わし、ゆっくりボディを下げてタイ
ヤを接地させます。

�  ジャッキを外します。

�  図の順番でホイールボルトを均一に
締め付けます。

  ホイールボルトの締め付けトルクは
13 kg-m（130Nm）です。

G 事故のおそれがあります
ホイールを交換した後は、すみやか
にホイールボルトの締め付けトルク
を確認してください。

�  ジャッキを元の状態に戻し、車載
工具などとともに元の位置に戻し
ます。

�   ジャッキサポートのカバーを取り付
けます。

iジャッキサポートのカバーの突起
部分を損傷しないように、またプラ
スチック製のストラップが挟まれな
いように注意してください。

�  外したタイヤはタイヤ収納カバー
（�266ページ）に入れて、トラン
クルーム内に収納します。

  このときは、バリオルーフを閉じて
ください。

!ホイールレンチを使用するとき、
ホイールレンチがホイールボルトか
ら外れるとけがをしたり、ホイー
ルボルトを損傷するおそれがありま
す。以下の点に注意してください。

 •  ホイールレンチを確実に差し込
んでください

 •  足で踏んでまわさないでください

 •  両手で握り、ホイール側に押し
付けるようにしながらまわして
ください

   また、ホイールレンチにパイプ
を継ぎ足してまわすなど、必要
以上にホイールボルトを締め付
けないでください。ホイールボ
ルトやネジ穴を損傷するおそれ
があります。
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�  バルブキャップを取り付けます。

�  タイヤ収納カバーに応急用スペアタ
イヤを収納します。

�  トランクフロアボード下のスペー
スに応急用スペアタイヤを収納し
ます。

�  スクリュー（�267ページ）でタイ
ヤ収納カバーを突き刺し、応急用ス
ペアタイヤを固定します。

SL 63 AMG パフォーマンスパッケージ

1 ストラップ

SL 63 AMG パフォーマンスパッケー
ジでは、応急用スペアタイヤを元の収
納場所に戻すときは、ストラップ1

を装着してタイヤを締め付け、タイヤ
の外周を小さくしてから収納してくだ
さい。そのとき、ストラップ1の位
置が左右になるようにしてください。

!応急用スペアタイヤの収納場所に
パンクしたタイヤを収納することは
できません。

!パンクしたタイヤをトランク内に
収納して走行する場合は、速度を落
とし十分注意して走行してくださ
い。収納したタイヤが動き、トラン
ク内を損傷するおそれがあります。

i応急用スペアタイヤを装着して走
行したときは、タイヤ空気圧警告シ
ステム *は正常に作動しません。

 応急用スペアタイヤを元に戻す

応急用スペアタイヤを元の収納場所に
戻すときは、以下の手順に従ってくだ
さい。

この作業はメルセデス・ベンツ指定
サービス工場に依頼することをお勧め
します。

!応急用スペアタイヤは、十分に乾
燥させてからトランク内に収納して
ください。

�  バルブキャップを取り外します。

�  以下の方法でタイヤ内の空気を抜き
ます。

 •  バルブ内中央にあるピンを押し
込みます。

 または

 •  バルブに電動エアポンプを取り
付け、空気圧調整バルブをゆる
めるか、空気圧調整ボタンを押
します。

i空気が完全に抜けるまでには、数
分間かかります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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  タイヤフィットが車載されている
車種

タイヤフィットが車載されている車種
は、タイヤフィットでパンクしたタイ
ヤを修理します。

パンクしたタイヤをタイヤフィットで
修理すると、一時的に走行することが
できます。

タイヤフィットは外気温度が約－ 20℃
以上のときに使用できます。

応急用スペアタイヤが車載されている
場合は、パンクしたタイヤを応急用ス
ペアタイヤに交換します。詳しくは
（�313ページ）をご覧ください。

G 事故のおそれがあります
•  タイヤフィットによるパンク修理
は、応急的なものです。修理後は、
空気圧が適正であっても、必ず標
準タイヤに交換してください。

•  以下の状況のときはタイヤフィッ
トでタイヤを修理することができ
ません。他の方法で車両を移動さ
せてください。

 ◇  タイヤの傷が約 4mm以上の場
合や、凹み、亀裂、ひびなどが
ある場合

 ◇  タイヤの接地面以外に傷がある
場合

 ◇  ホイールに損傷がある場合

 ◇  タイヤの空気圧が非常に低い状
態や空気が完全に抜けた状態で
走行した場合

  このようなときは、絶対に走行し
ないで、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場に連絡してください。

!タイヤを修理するときは、必ず手
袋を着用してください。素手で作業
を行なうとけがをするおそれがあり
ます。

!タイヤを修理するときは、エンジ
ンを始動しないでください。

!異常のない適正な空気圧のタイヤ
には、タイヤフィットを使用しない
でください。タイヤの空気圧でタイ
ヤフィットが漏れ出すおそれがあり
ます。

!タイヤフィットが塗装面に付着し
た場合は、ただちに湿らせた布で拭
き取ってください。

!タイヤフィットで修理したタイヤ
は必ず交換してください。そのまま
使用することはできません。

!タイヤフィットには使用期限があ
ります。期限が過ぎたときは新品に
交換してください。また、タイヤ
フィットの使用期限が過ぎている場
合は使用しないでください。

 新しいタイヤフィットについては、
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場でお買い求めください。
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 タイヤフィットの準備

G けがのおそれがあります
 使用上の注意を記載したステッカー
が、電動エアポンプに貼付してありま
す。使用する前に内容を確認してくだ
さい。

�  タイヤに刺さった、パンクの原因と
思われるクギやネジなどは取り除か
ないでください。

�  トランクフロアボードの下からタイ
ヤフィット、電動エアポンプを準備
します。

�  タイヤフィットに付属している最
高速度表示のステッカー①をはが
し、運転者の見やすい場所に貼付
します。

�  修理するタイヤのバルブ付近にタ
イヤフィット使用表示のステッ
カー2を貼付します。

G けがのおそれがあります
タイヤフィットは、身体や衣服に付
着しないように注意してください。

•  眼や皮膚に付着した場合は、ただ
ちに清潔な水で十分に洗い流して
ください。

•  衣服に付着した場合は、ただちに
付着した衣服を着替えてください。

•  アレルギー症状が出た場合は、ただ
ちに医師の診断を受けてください。

タイヤフィットは、子供の手が届か
ない場所に保管してください。

•  万一、子供がタイヤフィットを飲
み込んだ場合は、ただちに水で口
を十分すすぎ、水を大量に飲ませ
てください。

•  タイヤフィットを吐かせないでく
ださい。ただちに医師の診断を受
けてください。

•  タイヤフィットの臭気を吸い込ま
ないでください。

iタイヤフィットが漏れ出た場合
は、そのまま乾燥させてください。
乾燥すればフィルム状になり、剥が
すことができます。

  もし、衣類にタイヤフィットが付着
した場合は、すみやかに洗濯してく
ださい。



323

万
一
の
と
き

パンクしたとき

車種や仕様により、車載されている電
動エアポンプが異なります。

 タイヤを修理する
（空気圧ゲージ別体型）

※  電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス
トと異なることがあります。使用方法がわか
らないときは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

�  電動エアポンプのフラップ2を開
きます。

�  電源プラグ5とエアホース6を取
り出します。

�  エアホース6をタイヤフィット1

のバルブ7に確実に取り付けます。

!電動エアポンプのエアホースはタ
イヤフィットのバルブに確実に取り
付けてください。電動エアポンプの
作動時に接続部からタイヤフィット
が漏れ、身体や衣類に付着するおそ
れがあります。

�  タイヤフィット1のバルブ7を下
にして持ち、電動エアポンプの凹部
③に差し込みます。

�  パンクしたタイヤのバルブ9から
バルブキャップを取り外します。

�  タイヤフィットのホース8を、パ
ンクしたタイヤのバルブ9に確実
に取り付けます。

�  空気圧調整バルブaが閉じている
ことを確認します。

�  電動エアポンプの電源スイッチ4

が 0（停止の位置）になっているこ
とを確認します。

�  電源プラグ5をライターソケット
（�215ページ）またはトランクルー
ム内の 12V電源ソケット（�216
ページ）に差し込みます。

�  イグニッション位置を 1にします。

�  電動エアポンプの電源スイッチ4

を I（作動の位置）にします。

  電動エアポンプが作動して、タイヤ
が膨らみはじめます。
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i最初にタイヤフィットがパンクし
たタイヤに送り込まれます。このと
き、空気圧が一時的に約 5バール
まで高まることがあります。

  この間は電動エアポンプの電源ス
イッチ4を 0（停止の位置）にし
ないでください。

�  電動エアポンプを約 5分間作動さ
せます。空気圧が少なくとも 1.8
バールに達していることを確認して
ください。

!電動エアポンプを、作動時間の上
限を超えて連続して作動させないで
ください。ポンプが過熱して損傷し
たり、火傷をするおそれがあります。

  連続作動時間の上限は、電動エアポ
ンプに貼付してあるステッカーに記
載されています。

  電動エアポンプを再び作動させると
きは、ポンプが冷えた状態になって
いることを確認してください。

電動エアポンプを約 5分間作動させ
ても、空気圧が 1.8バールに達しな
い場合

�  電動エアポンプの電源スイッチ4

を 0（停止の位置）にして、タイヤ
のバルブからタイヤフィットのホー
スを取り外し、タイヤフィットがタ
イヤ内に行き渡るように、低速で車
を約10m前進または後退させます。

�  電動エアポンプからタイヤフィット
1を取り外します。

�  電動エアポンプのエアホース6を
タイヤのバルブ9に確実に取り付
けます。

�  再度、タイヤに空気を入れます。

G 事故のおそれがあります
 電動エアポンプを約 5分間作動させ
ても空気圧が 1.8バールに達しない
場合は、タイヤがかなり損傷してい
ます。それ以上走行せず、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。

空気圧が 1.8 バールに達している
場合

�  電動エアポンプの電源スイッチ4

を 0（停止の位置）にします。

  電動エアポンプが停止します。

�  ライターソケットまたは 12V電源
ソケットから電源プラグ5を抜き
ます。

�  タイヤのバルブ9からタイヤフィッ
トのホース8を取り外します。

!タイヤのバルブからタイヤフィッ
トのホースを取り外すときは、接
続部にタイヤフィットが収納され
ていた袋か布などを被せてくださ
い。取り外すときにタイヤフィッ
トが漏れ、身体や衣服に付着する
おそれがあります。

!タイヤフィットを使用した後は、
タイヤフィットのホースからタイ
ヤフィットが漏れることがありま
す。タイヤフィットはシミやサビ
の原因になりますので、タイヤ
フィットが収納されていた袋にタ
イヤフィットを入れてください。

�  修理したタイヤのバルブキャップを
取り付けます。

�  タイヤフィットと電動エアポンプ、
停止表示板を収納します。
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�  ただちに走行します。

  タイヤフィットがタイヤ内に行き
渡り、損傷箇所が固まりやすくな
ります。

�  約 10分間走行した後、電動エアポ
ンプのエアホース6を修理したタ
イヤのバルブに取り付けて、空気
圧ゲージbでタイヤ空気圧を点検
します。

G 事故のおそれがあります
空気圧が 1.3バール以下になっている
場合は、タイヤがかなり損傷していま
す。それ以上走行せず、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡してく
ださい。

�  空気圧が 1.3バール以上の場合は、
規定の空気圧に調整します。規定の
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼
付されているタイヤ空気圧ラベルを
参照してください。

  規定の空気圧に達していない場合
は、電動エアポンプでタイヤに空気
を入れます。

  規定の空気圧を超えている場合は、
空気圧ゲージbの空気圧調整バル
ブaを緩めて調整します。

�  最寄りのメルセデス・ベンツ指定
サービス工場まで走行し、パンク
したタイヤを交換します。

�  新しいタイヤフィットについては、
メルセデス・ベンツ指定サービス
工場でお買い求めください。

G 事故のおそれがあります
タイヤフィットでタイヤを修理した
ときに走行するときの最高速度は約
80km/hです。

最高速度のステッカー "max. 80km/h" 
は、必ず運転者の見やすい場所に貼っ
てください。

車両操縦性に変化が現れることがあ
ります。カーブ走行時やブレーキ時
には慎重に運転してください。

H 環　境
タイヤフィットやそのボトルの廃棄
は、メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で行なってください。

�  タイヤフィットは、4年ごとにメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で交換してください。

  新しいタイヤフィットについては、
メルセデス・ベンツ指定サービス
工場でお買い求めください。
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 タイヤを修理する
（空気圧ゲージ一体型）

※  電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス
トと異なることがあります。使用方法がわか
らないときは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

　
�  電動エアポンプの背面から電源プ
ラグ4とエアホース5を取り出
します。

�  エアホース5をタイヤフィット1

のバルブ6に確実に取り付けます。

!電動エアポンプのエアホースはタ
イヤフィットのバルブに確実に取り
付けてください。電動エアポンプの
作動時に接続部からタイヤフィット
が漏れ、身体や衣類に付着するおそ
れがあります。

�  タイヤフィット1のバルブ6を下
にして持ち、電動エアポンプの凹部
2に差し込みます。

�  パンクしたタイヤのバルブ7から
バルブキャップを取り外します。

�  タイヤフィットのホース8を、パ
ンクしたタイヤのバルブ7に確実
に取り付けます。

�  電動エアポンプの電源スイッチ3

が 0（停止の位置）になっているこ
とを確認します。

�  電源プラグ4をライターソケット
（�215ページ）またはトランクルー
ム内の 12V電源ソケット（�216
ページ）に差し込みます。

�  イグニッション位置を 1にします。

�  電動エアポンプの電源スイッチ3

を I（作動の位置）にします。

  電動エアポンプが作動して、タイヤ
が膨らみはじめます。

i最初にタイヤフィットがパンクし
たタイヤに送り込まれます。このと
き、空気圧が一時的に約 5バール
まで高まることがあります。

  この間は電動エアポンプの電源ス
イッチ3を 0（停止の位置）にし
ないでください。

�  電動エアポンプを約 5分間作動さ
せます。空気圧が少なくとも 1.8
バールに達していることを確認して
ください。
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!電動エアポンプを、作動時間の上
限を超えて連続して作動させないで
ください。ポンプが過熱して損傷し
たり、火傷をするおそれがあります。

  連続作動時間の上限は、電動エアポ
ンプに貼付してあるステッカーに記
載されています。

  電動エアポンプを再び作動させると
きは、ポンプが冷えた状態になって
いることを確認してください。

電動エアポンプを約 5分間作動させ
ても、空気圧が 1.8バールに達しな
い場合

�  電動エアポンプの電源スイッチ3

を 0（停止の位置）にして、タイヤ
のバルブからタイヤフィットのホー
スを取り外し、タイヤフィットがタ
イヤ内に行き渡るように、低速で車
を約10m前進または後退させます。

�  電動エアポンプからタイヤフィット
1を取り外します。

�  電動エアポンプのエアホース5を
タイヤのバルブ7に確実に取り付
けます。

�  再度、タイヤに空気を入れます。

G 事故のおそれがあります
 電動エアポンプを約 5分間作動させ
ても空気圧が 1.8バールに達しない
場合は、タイヤがかなり損傷してい
ます。それ以上走行せず、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。

空気圧が 1.8 バールに達している
場合

�  電動エアポンプの電源スイッチ3

を 0（停止の位置）にします。

  電動エアポンプが停止します。

�  ライターソケットまたは 12V電源
ソケットから電源プラグ4を抜き
ます。

�  タイヤのバルブ7からタイヤフィッ
トのホース8を取り外します。

!タイヤのバルブからタイヤフィッ
トのホースを取り外すときは、接
続部にタイヤフィットが収納され
ていた袋か布などを被せてくださ
い。取り外すときにタイヤフィッ
トが漏れ、身体や衣服に付着する
おそれがあります。

!タイヤフィットを使用した後は、
タイヤフィットのホースからタイ
ヤフィットが漏れることがありま
す。タイヤフィットはシミやサビ
の原因になりますので、タイヤ
フィットが収納されていた袋にタ
イヤフィットを入れてください。

�  修理したタイヤのバルブキャップを
取り付けます。

�  タイヤフィットと電動エアポンプ、
停止表示板を収納します。

�  ただちに走行します。

  タイヤフィットがタイヤ内に行き
渡り、損傷箇所が固まりやすくな
ります。
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�  約 10分間走行した後、電動エアポ
ンプのエアホース5を修理したタ
イヤのバルブに取り付けて、電動
エアポンプの空気圧ゲージaでタ
イヤ空気圧を点検します。

G 事故のおそれがあります
空気圧が 1.3バール以下になっている
場合は、タイヤがかなり損傷していま
す。それ以上走行せず、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡してく
ださい。

�  空気圧が 1.3バール以上の場合は、
規定の空気圧に調整します。規定の
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼
付されているタイヤ空気圧ラベルを
参照してください。

  規定の空気圧に達していない場合
は、電動エアポンプでタイヤに空気
を入れます。

  規定の空気圧を超えている場合は、
空気圧ゲージaの横にある空気圧
調整ボタン9を押して調整します。

�  最寄りのメルセデス・ベンツ指定
サービス工場まで走行し、パンク
したタイヤを交換します。

�  新しいタイヤフィットについては、
メルセデス・ベンツ指定サービス
工場でお買い求めください。

G 事故のおそれがあります
タイヤフィットでタイヤを修理した
ときに走行するときの最高速度は約
80km/hです。

最高速度のステッカー "max. 80km/h" 
は、必ず運転者の見やすい場所に貼っ
てください。

車両操縦性に変化が現れることがあ
ります。カーブ走行時やブレーキ時
には慎重に運転してください。

H 環　境
タイヤフィットやそのボトルの廃棄
は、メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で行なってください。

�  タイヤフィットは、4年ごとにメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で交換してください。

  新しいタイヤフィットについては、
メルセデス・ベンツ指定サービス
工場でお買い求めください。
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 バッテリー

  バッテリー取り扱いの一般的な注意

バッテリーの性能を長期にわたって最
大限に発揮させるためには、バッテ
リーが常に十分充電されていることが
必要です。

短距離、短時間の走行が多いときや車
を長期間使用しないときは、通常より
も頻繁にバッテリー液量などを点検し
てください。

バッテリーの爆発を防ぐため、バッ
テリーは必ず指定品を使用してくだ
さい。

車を長期間使用しないときの保管方法
などは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

A 爆発の危険があります。

D バッテリーを取り扱ってい
るときは、火気や裸火、火
花などを近付けたり、近く
で喫煙しないでください。

B バッテリー液は腐食性があ
ります。皮膚や眼、衣服に
付着しないように注意して
ください。
手袋やエプロン、マスクを
着用してください。
バッテリー液が付着したと
きは、ただちに清潔な水で
十分に洗い流し、医師の診
断を受けてください。

E バッテリーを取り扱うとき
は保護眼鏡を着用してくだ
さい。

C 子供を近付けないでくださ
い。

F 取扱説明書の指示に従って
ください。

H 環　境
環境保護のため、使用済みのバッテ
リーは、新しいバッテリーをお買い
求めになった販売店に廃棄処分を依
頼してください。

G けがや爆発のおそれがあります
爆発や火傷を防ぐため、バッテリー
を取り扱うときは以下の事項を守っ
てください。

•  バッテリーを傾けたり横倒しにし
ないでください。

•  金属製の工具などをバッテリーの
上に置かないでください。バッテ
リーがショートして可燃性のガス
に発火し、バッテリーが爆発する
おそれがあります。

•  静電気を防ぐため、合成繊維の衣
服を着用しないでください。また、
カーペットの上などでバッテリー
を引きずらないでください。

•  バッテリーに触れるときは、先に
車体などに触れて、身体の静電気
を放電させてください。

•  布などでバッテリーを拭かないで
ください。静電気や火花が発生し
て、バッテリーが爆発するおそれ
があります。
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!バッテリー液が衣類や塗装面など
に付着すると、腐食が起こります。
ただちに多量の流水で洗い流してく
ださい。

!指定のバッテリーを使用してくだ
さい。詳しくはメルセデス・ベン
ツ指定サービス工場におたずねく
ださい。

!エンジンがかかっているときや始
動するときは、バッテリー端子を外
したり、ゆるめないでください。

!定期的にバッテリーの点検を行
なってください。バッテリー液が
減っているときはバッテリー液を補
給してください。

!バッテリーを充電するときは車か
ら取り外してください。

!バッテリー端子の取り付けボルト
は確実に締め付けてください。

!安全のため、バッテリー端子をゆ
るめたり外すときは、イグニッショ
ン位置を 0にして、エンジンスイッ
チからキーを抜いてください。電気
系部品やオルタネーターを損傷する
おそれがあります。

iバッテリーあがりを防ぎ、バッテ
リーの寿命を延ばすために以下のこ
とをお守りください。詳しくはメル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

 •  エンジンを始動しない期間が約
4週間以上におよぶときは、バッ
テリーケーブルの接続を外して
ください。

 •  バッテリーケーブルの接続を外
しているときは少なくとも約 6
カ月に一度、バッテリーケーブ
ルを接続しているときは少なく
とも約 6週間に一度、バッテリー
を充電してください。

i必要でなければ、駐車時はエンジ
ンスイッチからキーを取り外してく
ださい。エンジンスイッチにキーが
差し込まれているときはわずかに電
力が消費され、バッテリーを消耗し
ます。

iバッテリーの接続が一時的に断た
れたときは、以下の作業が必要にな
ることがあります。

 •  COMANDシステムの再設定

 •  ドアウインドウのリセット

 •  ドアミラーのリセット
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 バッテリーの位置

以下のバッテリーが装備されています。

バッテリーの交換や充電は、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で行なっ
てください。

エンジン始動用バッテリー

エンジンルームにあります。ブース
ターケーブルを接続して他車のバッテ
リーを電源として、エンジンを始動で
きます（�332ページ）。

電気装備用バッテリー

トランクルームにあります。ブース
ターケーブルを接続することはできま
せん。

G 事故のおそれがあります
電気装備用バッテリーは、ブースター
ケーブルを接続して他車のバッテリー
を電源とするエンジン始動には使用で
きません。絶対にブースターケーブル
などを接続しないでください。

  VRLAバッテリー

バッテリーのケースが黒色で、上面に
VRLA-BATTERYのラベルがある場合
は、バッテリー液量の点検や補充はで
きません。また、危険ですので分解は
絶対に行なわないでください。点検に
ついてはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

  インジケーター付きバッテリー

ケースが黒色で、上面にインジケー
ター1があるバッテリーは、バッテ
リー液の補充はできません。

インジケーター1は、バッテリーの
液量や充電状態が適正なときは黒色
に、バッテリーの交換が必要なときは
白色になります。

インジケーターが白色になったとき
は、メルセデス・ベンツ指定サービス
工場に交換を依頼してください。

また、危険ですので分解は絶対に行な
わないでください。
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  バッテリーがあがったとき

エンジンルームにあるエンジン始動
用バッテリーの電圧が低下し、エン
ジンの始動が困難なときは、ブース
ターケーブルを使用して他車のバッ
テリーを電源として始動することが
できます。

作業を始める前に、必ず以降に記載す
る説明を読んでください。

•  エンジンと触媒が冷えているときに
行なってください。

•  バッテリーが凍結しているときは
エンジン始動を行なわないでくだ
さい。最初にバッテリーを解凍し
てください。

•  救援車のバッテリーが、12Vバッ
テリーであることを確認してくだ
さい。

•  十分な容量と太さがあり、絶縁さ
れたクランプを持つブースター
ケーブルを使用してください。

G けがのおそれがあります
•  他車のバッテリーを電源として始
動しているときは、バッテリーを
のぞき込まないでください。万一、
爆発したときにけがをするおそれ
があります。

•  他車のバッテリーを電源として始
動するときは、バッテリーを傾けな
いでください。バッテリーが爆発し
てけがをするおそれがあります。

G 爆発のおそれがあります
•  トランクルーム内に装備されてい
る電気装備用バッテリーは、他車の
バッテリーを電源とするエンジン
始動には使用できません。絶対に他
車のバッテリーを接続しないでく
ださい。また、電気装備用バッテリー
の接続を外さないでください。

•  他車のバッテリーを電源としてエ
ンジンを始動するときは、バッテ
リーからガスが発生するおそれが
あります。火花を発生させないで
ください。また、裸火を近付けた
り、近くで喫煙しないでください。
バッテリーが爆発するおそれがあ
ります。

•  バッテリーを取り扱うときは、安
全に関する注意事項を守ってくだ
さい。

!バッテリーがあがっているとき
は、ドアを開いたときにドアウイン
ドウやリアクォーターウインドウは
下降しません。

  このときは、無理にドアを閉じな
いでください。ドアウインドウや
リアクォーターウインドウ、ドア
やシール部などを損傷するおそれ
があります。
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!エンジン始動操作を長時間繰り返
して行なわないでください。

 エンジン始動を 2～ 3回試みても
始動できないときは、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。

 エンジンを始動できたときも、すみ
やかにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場でバッテリーの点検を行
なってください。

!急速充電器によりエンジン始動を
行なわないでください。

!エンジンと触媒が暖まっていると
きは、他車のバッテリーを電源とし
て始動しないでください。

!ブースターケーブルは、ケーブル
部分や絶縁部分が損傷しているもの
は使用しないでください。

!ブースターケーブルがラジエター
冷却ファンや回転ベルトに巻き込ま
れないようにしてください。

!救援車により接続方法が異なるこ
とがあります。接続前に救援車の取
扱説明書もお読みください。

iバッテリーあがりなどでリモコン
操作で解錠できないときは、エマー
ジェンシーキーで運転席ドアを解錠
します（�303ページ）。

iバッテリーが凍結しているとき
は、火気を近付けずにバッテリー全
体を暖め（約 50℃以下）、バッテリー
液を解凍してからエンジンを始動し
てください。

i他車のバッテリーを電源としたエ
ンジン始動について、詳しくはメル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

 始動の方法

�  バッテリー電圧が同じ（12V）で、
バッテリー容量が同程度の救援車を
用意します。

�  自車と救援車が接触していないこと
を確認します。

�  パーキングブレーキを効かせます。

�  セレクターレバーをBに入れます。

�  救援車のエンジンを停止します。

�  両車の電気装備をすべて停止しま
す（イグニッション位置を 0にし
ます）。

�  ボンネットを開きます。
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左ハンドル車

�   自車の [+]端子1カバーを取り外
します。

�  自車のバッテリーの [+]端子1に
赤色ブースターケーブルを接続し
ます。

�  救援車のバッテリー5の [+]端子
2に赤色ブースターケーブルの反
対側を接続します。

�  救援車のエンジンを始動し、アイド
リング状態にします。

�  救援車のバッテリー5の [ - ]端子
3に黒色ブースターケーブルを接
続します。

�  自車のバッテリーの [ - ]端子4に
黒色ブースターケーブルの反対側を
接続します。

� 自車の エンジンを始動します。

�  黒色ブースターケーブルを両車の
[-]端子から外します。先に自車の
[-]端子4から外します。

�  赤色ブースターケーブルを両車の
[+]端子から外します。先に自車の
[+]端子1から外します。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工
場でバッテリーの点検を受けてくだ
さい。
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 けん引

  けん引時の注意

G 事故のおそれがあります
•  エンジンがかかっていないときは
ブレーキやステアリングの操作に
非常に大きな力が必要になります。
必要であれば、ブレーキペダルを
力いっぱい踏んでください。

•  けん引されるときは、エンジンス
イッチからキーを抜かないでくだ
さい。

•  SBCホールドが作動しているとき
は、車にブレーキがかけられてい
ます。けん引で車を動かすときは、
SBCホールドを解除してください。

G 事故のおそれがあります
バッテリーの電圧低下や電気システ
ムの異常などで SBCが作動しないと
きは、SBCはエマージェンシーモー
ドになります。

エマージェンシーモードでは、ブレー
キペダルを通常よりも深く（奥に）、
強く踏み込んでください。また、ブ
レーキペダルを踏むのに非常に大き
な力が必要になり、制動距離も長く
なります。

SBCが作動しないときは自走をでき
るだけ避けて、専門業者に依頼して
車両運搬車で搬送してください。

!けん引はできるだけ避けてくださ
い。自走できないときは、専門業者
に依頼して車両運搬車で移送してく
ださい。

!けん引されるときは、ゆっくり発
進し、車両に過大な力をかけないで
ください。車を損傷するおそれがあ
ります。

!一般道では 30km/h以下の速度
で、距離は 50km以内に限り、け
ん引走行することができます。距
離が 50kmを超えるときは、必ず
車両運搬車で移送してください。
トランスミッションを損傷するお
それがあります。

!エンジンを始動できないときは、
他車のバッテリーを電源とした始動
を試みてください。

!やむを得ず他車にけん引してもら
うときは、以降に記載する説明に従
い、最寄りのメルセデス・ベンツ指
定サービス工場までけん引してくだ
さい。

!オートマチックトランスミッショ
ンを損傷しているときは、専門業者
に作業を依頼し、プロペラシャフト
を外して、けん引してください。

!けん引する距離が長くなるとき
は、必ずリアをつり上げてください。

!けん引されるときは、以下の操作
を行なってください。

 •  セレクターレバーをAに入れ
てください。

 •  けん引防止警報を解除してくだ
さい（�59ページ）。

 •  車速感応ドアロックを解除して
ください（�150ページ）。車輪
が回転すると車が自動的に施錠
され、車外に閉め出されるおそ
れがあります。
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!けん引される前に、バッテリーが
接続されていて、電圧が低下してい
ないことを確認してください。イグ
ニッション位置を 2にすることが
できないため、セレクターレバーを
Bから動かすことができなくな
ります。また、エンジンが停止して
いると、ステアリングやブレーキの
操作に非常に大きな力が必要になり
ます。

!けん引ロープを使用してけん引さ
れるときは、以下の点に注意してく
ださい。

 •  ワイヤーロープやチェーンを使
用しないでください。車を損傷
するおそれがあります。

 •  ロープの長さは 5m以内とし、
ロープの中央に白布（30cm×
30cm以上）を付けて 2台の車
がロープでつながれていること
を周囲に明示してください。

 •  ロープは両車ともできるだけ同
じ側につないでください。

 •  けん引フック以外にはロープを
かけないでください。

 •  ロープに無理な力や衝撃がかか
らないようにしてください。

 •  走行中はロープをたるませない
ように、前車のブレーキランプ
に注意しながら車間距離を調整
してください。

  けん引フックの取り付け

 取り付け位置

フロントの取り付け位置

フロントバンパーの向かって左側にあ
ります。

�  マーク部を押して、カバー1を外
します。

リアの取り付け位置

リアバンパーの向かって右側にあり
ます。

�  カバー1の上部を手前に引いて開
きます。

※  車種や仕様により、カバー1の形状や
マーク部の位置は異なります。

G 火傷のおそれがあります
リア取り付け部のカバーを取り外す
ときはマフラーに注意してください。
熱くなったマフラーに触れると、火
傷をするおそれがあります。
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けん引フックを取り付ける

�  車載工具からけん引フックを、応急
用スペアタイヤの下部からホイール
レンチを取り出します（�266､267
ページ）。

�  内部のネジ穴にけん引フックをね
じ込み、停止するまで手で締め込
みます。

�  さらに、ホイールレンチの柄の部分
をけん引フックのリング部分に差し
込み、確実に締め付けます。

  けん引する

�   イグニッション位置を 2にします。

�   ブレーキペダルを踏みながらセレク
ターレバーをAに入れます。

 フロントまたはリアをつり上げてけん
引するとき

�  セレクターレバーをAに入れます。

�  イグニッション位置を 0にします。

!距離は 50km以内に限り、けん
引走行することができます。距離
が 50kmを超えるときは、必ず車
両運搬車を利用してください。

!フロントまたはリアをつり上げて
けん引するときは、必ずイグニッ
ション位置を 0にしてください。
ESP®が作動して接地しているタイ
ヤにブレーキがかかります。また、
ブレーキシステムを損傷するおそれ
があります。

   けん引フックを取り外す

�  車載工具（�265ページ）からホイー
ルレンチを取り出します。

�  ホイールレンチの柄の部分をけん引
フックのリング部分に差し込み、反
時計回りにまわします。

�  けん引フックを取り外します。

�  けん引フックのカバーを取り付け
ます。

�  ホイールレンチを応急用スペアタイ
ヤの下部に、けん引フックを車載工
具に収納します。

   車を運搬する

けん引フックは、車両運搬車に車を積
載するときにも使用できます。

�  イグニッション位置を 2にして、ブ
レーキペダルを踏みながらセレク
ターレバーをAに入れます。

!車両運搬車に積載して車両を固定
するときは、固定ロープをサスペ
ンションなどのメンバー部分にか
けないでください。車体を損傷す
るおそれがあります。
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  ヒューズの位置

ヒューズボックスは以下の場所にあり
ます。

•  エンジンルーム内運転席側

•  エンジンルーム内助手席側

•  右側シート後方の小物入れ下部

iトランク内の電気装備用バッテ
リーの前部にも、ヒューズがあり
ます。

 エンジンルーム内運転席側のヒューズ
ボックス

左ハンドル車

 エンジンルーム内助手席側のヒューズ
ボックス

左ハンドル車

 ヒューズ

  ヒューズの交換

電気装備に異常が発生するとヒューズ
が切れて電気装備への接続が切断され
ます。これにより電気装備は作動しな
くなります。

G 火災のおそれがあります
規格や容量の異なるヒューズ、改造
や修理をしたヒューズなどを使用し
ないでください。電気回路に負担が
かかり、火災の原因になります。

ヒューズ切れの原因の点検や修理は
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場に作業を依頼してください。

!以下のようなときは、ただちにメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

 •  ヒューズを交換してもすぐに切
れるとき

 •  ヒューズに異常はないが、電気
装備が作動しないとき

G 事故のおそれがあります
バッテリーの電圧低下や電気システ
ムの異常などで SBCが作動しないと
きは、SBCはエマージェンシーモー
ドになります。

エマージェンシーモードでは、ブレー
キペダルを通常よりも深く（奥に）、
強く踏み込んでください。また、ブ
レーキペダルを踏むのに非常に大き
な力が必要になり、制動距離も長く
なります。
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!ヒューズボックスのカバーを取り
外したときに、ヒューズボックスの
内部に水などが入らないようにして
ください。

!ヒューズボックスのカバーは、
ヒューズボックスに密着するように
取り付けてください。ほこりや湿気
が入り、故障の原因になります。

 右側シート後方の小物入れ下部の
ヒューズボックス

ヒューズボックスのカバーを開く

�   小物入れ底面のノブ5を引きなが
らカバーを開きます。

ヒューズボックスのカバーを外す

�  停車して、すべての電気装備を停止
します。

�  エンジンスイッチからキーを抜く
か、キーレスゴー操作でイグニッ
ション位置を 0にします。

�  ワイパーが停止位置になっている
ことを確認します。

G けがのおそれがあります
エンジンルーム内のヒューズボック
スを点検するときは、必ずワイパー
を停止し、エンジンスイッチからキー
を抜くか、キーレスゴー操作でイグ
ニッション位置を 0にしてください。
ワイパーが作動するとけがをするお
それがあります。

�   ボンネットを開きます。

�  カバー4に水分や汚れが付着して
いるときは、布などで拭き取ります。

�   ノブ1を開く位置2に動かして
ロックを解除します。

�   カバー4を開きます。

ヒューズボックスのカバーを取り付
ける

�  ヒューズボックスカバーのシー
ル部が正しい位置にあることを
確認します。

�   カバー4をヒューズボックスに取
り付けます。

�   ノブ1を閉じる位置3に動かし
てロックします。

�   ボンネットを閉じます。
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  ヒューズ一覧

 エンジンルーム内運転席側のヒューズ
ボックス

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

1 20A ワイパーリセスヒーター

2 ̶ 未使用

3 15A ステアリング調整

4 15A ステアリング調整

5 40A ワイパー

6 7.5A SRSエアバッグ

7 5A オプション

8 10A オプション

9 40A

シート調整、シートヒーター、
自動防眩ルームミラー、自動
防眩ドアミラー、乗降用ライ
ト、方向指示灯、ドアミラー、
トランク開閉、セントラル
ロック、シートベンチレー
ター、リアクォーターウイン
ドウ

10 ̶ 未使用

11 30A ライター、トランク内 12V
電源ソケット

12 7.5A SRSエアバッグ

13 5A ブレーキランプ

14 7.5A
ワイパーウォッシャーポン
プ、ヘッドランプウォッ
シャーポンプ

15 10A 診断ソケット

16 5A 電話

17 5A オプション

18 ̶ 未使用

19
10A
または
15A

オプション

20 7.5A 診断ソケット

21 5A インストルメントパネル

22 5A インストルメントパネル

23 10A エアコンディショナー

24 15A ABC

  ヒューズを交換する

�  停車します。

�  すべての電気装備を停止します。

�  エンジンスイッチからキーを抜く
か、キーレスゴー操作でイグニッ
ション位置を 0にします。

�  ヒューズ一覧を参考に、作動しない
電気装備に該当するヒューズを確認
します。

�  該当ヒューズを取り外します。

�  ヒューズを点検し、心線部が切れて
いる（溶断）ときは同じ電流値（色）
のヒューズと交換します。
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ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

25 7.5A 盗難防止警報システム、リア
デフォッガー

26 5A

チャイルドセーフティシート
検知システム、セントラルロッ
ク、ディストロニック、非常
点滅灯、パークトロニック、
タイヤ空気圧警告システム

27 30A

シート調整、シートヒーター、
シートベンチレーター、シー
トベルト、マルチコントロー
ルシートバック

 エンジンルーム内助手席側のヒューズ
ボックス

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

28 15A ホーン

29 ̶ 未使用

30 ̶ 未使用

31 ̶ 未使用

32 40A エンジンコントロールユニット

33 50A ABS､ASR､BAS､ESP®､SBC

34 5A ABS､ASR､BAS､ESP®､SBC

35 20A エンジンファン、低温ポンプ

36 5A ABS､ASR､BAS､ESP®､SBC

37
7.5A
または
10A

トランスミッション

38 7.5A

自動防眩ルームミラー、自動
防眩ドアミラー、セントラル
ロック、ドアミラー、ルーム
ランプ、バニティミラー照明、
ライト /レインセンサー、読
書灯、バリオルーフ

39 40A

セントラルロック、乗降用ラ
イト、自動防眩ドアミラー、
方向指示灯、ドアミラー、
シート調整、シートヒーター、
シートベンチレーター、リア
クォーターウインドウ

40 ̶ 未使用

41 5A トランスミッション

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

42 30A

チャイルドセーフティシート
検知システム、シート調整、
シートヒーター、シートベン
チレーター、シートベルト、
マルチコントロールシート
バック

43
20A
または
30A

エンジンコントロールユニッ
ト、エンジン緊急停止、燃料
ポンプ

44 20A
エンジンコントロールユニッ
ト、エンジン緊急停止、エン
ジンファン

45 5A ディストロニック

46 5A ABC

47 10A ヘッドランプ照射角度調整

48 10A ヘッドランプ照射角度調整

49 5A エアコンディショナー

 右側シート後方の小物入れ下部の
ヒューズボックス

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

50 ̶ 未使用

51 7.5A 低温ポンプ

52 30A 燃料ポンプ

53 30A リアデフォッガー

54 20A トランク開閉

55 25A エアスカーフ

56 25A エアスカーフ

57 5A オプション

58 10A キーレスゴー

59 25A サウンドシステム

60 7.5A エンジンコントロールユ
ニット

61 30A オプション

62 25A ドアウインドウ、バリオルーフ

63 25A ドアウインドウ、バリオルーフ

64 ̶ 未使用

65 ̶ 未使用
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66
25A
または
40A

サウンドシステム

67 5A パークトロニック

68 25A ロールバー

69 25A バリオルーフ

70 5A オプション

71
20A
または
25A

COMANDシステム

72 5A COMANDシステム

73 40A バリオルーフ

74 5A 盗難防止警報システム、けん引
防止警報機能、バリオルーフ

75 5A TVチューナー

76 ̶ 未使用

77
5A
または
20A

オプション

 トランク内のヒューズ

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

78 7.5A

ステアリング調整、エンジン
コントロールユニット、エン
ジン緊急停止、マルチファン
クションステアリング

（2007-07-26・A230 545 05 00）

i仕様 / 装備などの違いにより、装
備されているヒューズが異なること
があります。

iヒューズ配置表（英文）は、車載
工具にも収納されています。ヒュー
ズ配置表にはヒューズ容量も記載さ
れています。

i記載の内容は取扱説明書作成時点
のもので、予告なく変更されること
があります。
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純正部品 /純正アクセサリー、車両の電子制御部品について

 車両の電子制御部品について

G 事故のおそれがあります
電子制御部品やその構成部品にかか
わる作業は、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場で行なってください。

特に、安全装備や安全に関わるシス
テムについての作業は、必ずメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で行
なってください。車両の使用に対す
る適合性に影響を与えるおそれがあ
ります。

!電子制御部品およびそれに関わる
コントロールユニットやセンサー、
配線類などのメンテナンス作業は、
必ずメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で行なってください。車両の
構成部品が通常より早く摩耗した
り、保証を適用できないことがあり
ます。

!車の電子制御部品やソフトウェア
を改造しないでください。事故や故
障の原因になります。また、関連す
る他の装備にも悪影響を与えるおそ
れがあります。

!車載無線機など電装アクセサ
リーを装着するときは、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場に相
談してください。装着方法などが
適切でないと、車の電子制御部品
に悪影響を与えるおそれがありま
す。また、電気配線を間違えると、
火災や故障の原因になります。

 純正部品 / 純正アクセサリー

Daimler AGでは、点検や整備に必要
な純正部品を豊富に用意しています。

純正部品は厳格な基準により品質管
理されています。点検や整備、修理
のときは、必ず純正部品を使用して
ください。

アクセサリーについても、Daimler 
AGまたはメルセデス・ベンツ日本株
式会社が指定する製品だけを使用して
ください。

G 事故のおそれがあります
どんな場合でも、ブレーキ関連部品
などの重要保安部品や走行系統に使
用する部品には、純正部品以外のも
のを使用しないでください。事故や
故障の原因になります。

H 環　境
Daimler AGでは、資源の有効利用を
促進するため、リサイクル部品を積
極的に導入しています。

i純正部品以外の部品を使用したと
きは、該当箇所だけでなく関連箇所
に不具合が生じても、保証を適用で
きないことがあります。
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!以下の場所の周辺には、エアバッ
グやシートベルトテンショナーの本
体、乗員保護装置のコントロールユ
ニットやセンサー類が取り付けられ
ています。これらの部位にオーディ
オなどを追加装備したり、修理や鈑
金作業などを行なうと、乗員保護装
置の作動に悪影響を与えるおそれが
あります。

 ・  エアバッグ収納部

 ・  シートベルト

 ・  インストルメントパネル

 ・  センターコンソール

 ・  ドア

 ・  シート

 ・  ピラー付近

 ・  サイドシル付近

  詳しくはメルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。

 ビークルプレート

純正部品を注文するときに車台番号や
エンジン番号などが必要になることが
あります。車台番号やエンジン番号な
どは図の箇所に記されています。

  ニューカープレート

運転席側または助手席側のドア開口部
車体側に、車台番号およびカラーコー
ドなどを記載したニューカープレート
1が貼付されています。

  車台番号

右側シート後方にある小物入れの下の
フレームに、車台番号が打刻されてい
ます。



346
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

オイル・液類 / バッテリー

 オイル・液類 / バッテリー

  オイル・液類に関する注意

オイル・液類には以下のものが含まれ
ます。

•  燃料

•  冷却水

•  ブレーキ液

•  油脂類（エンジンオイル、オートマ
チックトランスミッションオイル、
パワーステアリングオイルなど）

•  ウォッシャー液

点検や整備、修理のときは、必ず
Daimler AGまたはメルセデス・ベン
ツ日本株式会社の指定品のみを使用し
てください。

詳しくは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

i指定品以外のオイル・液類を使用
したときは、該当箇所だけでなく関
連箇所に不具合が生じても、保証を
適用できないことがあります。

G けがのおそれがあります
オイル・液類は子供の手の届かない
場所に保管してください。また、火
気の近くには保管しないでください。

オイル・液類が目や粘膜、傷に触れな
いようにしてください。万一目に入っ
たり皮膚に付着したときは、ただち
に清潔な水で十分に洗い流し、医師
の診断を受けてください。

H 環　境
オイル・液類は、環境に配慮して廃
棄してください。

車台番号を確認する

�  右側シート後方の小物入れのカバー
1を開きます（�209ページ）。

�  パネル2の上部を手前に引いて、
パネル2を取り外します。

 車台番号3が確認できます。

  オプションコードプレート

4 オプションコードプレート

ボンネットの裏側にオプションコード
を記載したオプションコードプレート
4が貼付されています。

  エンジン番号

エンジンブロックの右側後方にエンジ
ン番号が打刻されています。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。
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  燃料

G 爆発のおそれがあります
 燃料は可燃性の高い物質です。燃料
を取り扱うときは、火を近付けたり、
近くで喫煙をしないでください。

燃料を給油する前に、エンジンを停
止してください。

G けがのおそれがあります
燃料が皮膚や衣類に触れないように
注意してください。

燃料が皮膚に直接触れたり、気化し
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響
を与えます。

 燃料タンク容量

燃料タンク容量 約 80ℓ

警告灯
点灯時
の残量

SL 350
SL 550

約 10ℓ

SL 63 AMG 約 14ℓ

!軽油を給油しないでください。ま
た、軽油を混ぜたガソリンを給油し
ないでください。少量でも軽油を給
油すると、燃料噴射システムを損傷
するおそれがあります。誤って軽油
を給油して故障が発生したときは、
保証の対象外になります。

!指定以外の燃料（高濃度アルコー
ル含有燃料など）を使用すると、燃
料系部品の腐食や損傷などによりエ
ンジンを損傷したり、火災が発生す
るおそれがあります。指定以外の燃
料を使用して故障が発生したとき
は、保証の対象外になります。

!燃料やエンジンオイルの添加剤
は、純正品または承認されている製
品のみを使用してください。エンジ
ン内部の摩耗が進んだり、エンジン
を損傷するおそれがあります。故障
が発生したときは、保証の適用外に
なります。

 燃料消費について

以下のような状況では、燃料をより消
費します。

•  気温が非常に低いとき

•  市街地を走行するとき

•  短い距離を走行するとき

•  山道や坂道を走行しているとき

H 環　境
CO2（二酸化炭素）の排出は、地球温
暖化の大きな原因となります。

緩やかな運転を心がけ、定期的に点
検・整備を行なうことにより、CO2

排出量を最小限に抑えることができ
ます。

  エンジンオイル

!燃料やエンジンオイルの添加剤
は、純正品または承認されている製
品のみを使用してください。エンジ
ン内部の摩耗が進んだり、エンジン
を損傷するおそれがあります。故障
が発生したときは、保証の適用外に
なります。
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  オートマチックトランスミッション
オイル

オートマチックトランスミッションオ
イルの交換については、別冊「整備手
帳」を参照してください。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルは専用品のみを使用してくだ
さい。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルに添加剤を使用しないでく
ださい。トランスミッション内部の
摩耗が進んだり、トランスミッショ
ンを損傷するおそれがあります。添
加剤を使用して故障が発生したとき
は、保証の対象外になります。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルの漏れを見つけたり、ト
ランスミッションの作動に異常を
感じたときは、メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で点検を受け
てください。

  冷却水

冷却水は時間の経過とともに劣化しま
すので、整備手帳に従い定期的に交換
してください。詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねく
ださい。

また、冷却水の補給が必要なときは
必ず指定品を使用して補給してくだ
さい。

!エンジンオイルは、使用している
間に汚れたり劣化するだけでなく、
消費され減少します。定期的に点検
し、必要であれば必ず補給もしくは
交換してください。

 使用するエンジンオイル

指定のエンジンオイルを使用してくだ
さい。詳しくはメルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

グレードと粘度は、下図を参考にして、
使用する場所の外気温度に合わせて選
択してください。

 エンジンオイル容量

車種 容量

SL 350

SL 63 AMG

約 8.0ℓ

SL 550 約 8.5ℓ

i容量は、オイルフィルター分を含
む、交換時の数値です。
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オイル・液類 / バッテリー

G 火災のおそれがあります
冷却水をエンジンルームにこぼさな
いでください。発火するおそれがあ
ります。

!不凍液は、リザーブタンクに補給
する前に別の容器で適正な混合比に
混ぜてください。

 不凍液の濃度

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて
使用します。

車を使用する地域の最低気温によって
濃度を変えます。

不凍液混合率 凍結温度

約 50% － 37℃

約 55% － 45℃

! 不凍液の濃度は約 50% から約
55%の間にしてください。濃度を
約 55%以上にすると、冷却性能が
低下します。

  ブレーキ液

定期的にメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で交換をしてください。詳し
くはメルセデス・ベンツ指定サービス
工場におたずねください。

指定品目 純正ブレーキ液

規格 DOT 4プラス規格

G 事故のおそれがあります
ブレーキ液を補給するときは、ゴミ
や水分がリザーブタンクの中に入ら
ないようにしてください。たとえ小
さなゴミでも、ブレーキが効かなく
なるおそれがあります。

ブレーキ液は使用している間に大気
中の湿気を吸収して劣化します。劣
化した状態で使用すると、過酷な条
件下ではベーパーロックが発生する
おそれがあります。

ベーパーロックとは、長い下り坂や
急な下り坂などでブレーキペダルを
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し
て気泡が発生し、ブレーキペダルを
踏んでも圧力が伝わらず、ブレーキ
が効かなくなる現象のことです。

  ウォッシャー液

!ウォッシャー液は、リザーブタン
クに補給する前に別の容器で適正な
混合比に混ぜてください。

iウォッシャー液には夏用と冬用が
あります。夏用には油膜を防ぐ効果
があり、冬用には凍結温度を下げる
効果があります。

 ウインドウウォッシャー液とヘッド
ランプウォッシャー液のリザーブタ
ンクは兼用です。

G 火災のおそれがあります
ウォッシャー液は可燃性の高い液体
です。ウォッシャー液を取り扱うと
きは、火気を近付けたり、近くで喫
煙しないでください。
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車両データ

 車両データ

  積載荷物の制限重量

車種 ルーフ トランク

全車 75kg 100kg

iルーフの制限重量には、ルーフラッ
クやアタッチメントの重量も含まれ
ます。

  バリオルーフ操作時の全高

車種 全高

SL 350 約 1698mm

SL 550 約 1677mm

SL 63 AMG 約 1680mm

  バッテリー

 車載バッテリーの電圧 /容量

エンジン始動用バッテリー

電圧 12V

容量 35Ah

装備位置 エンジンルーム内

電気装備用バッテリー

電圧 12V

容量 70Ah

装備位置 トランク内

※  バッテリーの容量は、予告なく変更されるこ
とがあります。
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トランクを開いたときの高さ、タイヤとホイール

 トランクを開いたときの高さ

1 トランクを開いたときの高さ

トランクをいっぱいまで開いたときの
高さは、以下のようになります。

1 1855～ 1878 mm

iタイヤ、積載荷物、オプション装
備品やサスペンションの状態など
により、数値が異なります。

 タイヤとホイール

!タイヤとホイールは必ず純正品お
よび承認された製品を使用してく
ださい。詳しくはメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場におたずね
ください。

 ABSや ESP®などの装備は、純正
品および承認された製品を使用する
ことで効果が発揮されます。

 純正品および承認された製品以外の
タイヤやホイールを装着した場合
は、安全性の保証はできません。

!純正品および承認された製品以外
のタイヤやホイールを装着した場
合は、車両操縦性や騒音、燃料消費
などに影響を与えるおそれがありま
す。また、指定されたサイズ以外
のタイヤやホイールを装着すると、
フェンダーの内側やサスペンション
などに接触し、車やタイヤを損傷す
るおそれがあります。

i燃料給油フラップの裏側に、規定
のタイヤ空気圧を記載したラベルが
貼付してあります（�238ページ）。

i左右に必ず同サイズのタイヤ /ホ
イールを装着してください。

i標準タイヤとウィンタータイヤな
ど、異なる種類のタイヤを同時に装
着しないでください。

iタイヤやホイールに関して、詳し
くはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。
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タイヤとホイール

  標準タイヤ

車種 タイヤサイズ ホイールサイズ オフセット

全車 前輪 255 / 35R19

後輪 285 / 30R19

前輪 8.5J× 19

後輪 9.5J× 19

前輪 30mm

後輪 31mm

!標準タイヤ / ホイールにはスノーチェーンを装着しないでください。

!タイヤローテーションは行なわないでください。

 オプション装着用タイヤ / ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ オフセット

17インチ
ホイール

255 / 45R17 8.5J× 17 35mm

18インチ
ホイール

255 / 40R18 8.5J× 18 35mm

前輪 255 / 40R18

後輪 285 / 35R18

前輪 8.5J× 18

後輪 9.5J× 18

前輪 35mm

後輪 40mm

19インチ
ホイール

前輪 255 / 35R19

後輪 285 / 30R19

前輪 8.5J× 19

後輪 9.5J× 19

前輪 35mm

後輪 40mm

前輪 255 / 35R19

後輪 285 / 30R19

前輪 8.5J× 19

後輪 9.5J× 19

前輪 30mm

後輪 31mm

※ 車種や仕様により、選択できるオプション装着用タイヤ / ホイールは異なります。

!タイヤサイズ 285 / 35R18または 285 / 30R19のオプション装着用タイ
ヤ / ホイールには、スノーチェーンを装着しないでください。
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タイヤとホイール

  応急用スペアタイヤ

!応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。

i応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧は、応急用スペアタイヤのホイールに
黄色でペイントされています。

車種 タイヤサイズ ホイール
サイズ

オフセット

SL 350 Grand Edition

SL 550 Grand Edition

185 / 60-17 6B× 17 25mm

SL 63 AMG 175 / 55-18 6B× 18 25mm

SL 63 AMG パフォーマンス
パッケージ

175 / 50-19 6.5B× 19 14mm

  ウィンタータイヤ

iウィンタータイヤのサイズは Daimler AGが指定するもので、日本国内で
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと
があります。

iスノーチェーンはウィンタータイヤの後輪に装着することができます。

iウィンタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。

車種 タイヤサイズ ホイールサイズ オフセット

SL 350 Grand 
Edition

SL 550 Grand 
Edition

255 / 45R17 M+S 8.5J× 17 35mm

255 / 40R18 M+S 8.5J× 18 35mm

SL 63 AMG 255 / 40R18 M+S 8.5J× 18 30mm

255 / 35R19 M+S 8.5J× 19 30mm

SL 63 AMG

SL 63 AMG パ
フォーマンス
パッケージ

前輪 255 / 35R19 M+S

後輪 285 / 30R19 M+S

前輪 8.5J× 19

後輪 9.5J× 19

前輪 30mm

後輪 31mm

!タイヤサイズ 285 / 30R19 M+Sのウィンタータイヤを装着したときは、
スノーチェーンを装着しないでください。



"ESP®"は Daimler AGの登録商標です。

※この取扱説明書の内容は、2011年 7月現在のものです。

対象モデル
SL 350
SL 550
SL 63 AMG



環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。

総輸入元

メルセデス・ベンツ日本株式会社
〒106-8506 東京都港区六本木一丁目9番9号 六本木ファーストビル

6515 3104 20 ÄJ2010/1b, 07/11
MBJCSD 30930-071100200 R
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